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難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 
 

研究代表者 鈴木康夫 東邦大学医療センター佐倉病院 IBD センター 特任教授 

 

 研究要旨：本研究班は、1973年以降炎症性腸疾患に関する研究を長年牽引してきた研究班におけ

る臨床研究分野の継続と一層の発展を期して2017年から新たに3年間計画で組織されたものである。

本研究班では新たに、従来の潰瘍性大腸炎・クローン病に加え新たに指定難病となった希少疾患①

クロンクハイト・カナダ症候群②多発小腸潰瘍症③腸管型ベーチェット病④家族性地中海熱腸管型

を研究対象疾患に加え、各種プロジェクトを立案・遂行された。３年間の研究を通じ４つの研究骨

子を掲げ、その骨子に沿った数多くのプロジェクト研究を立案実行し極めて学術的・臨床的に優れ

た研究結果を得て、広く海外へ論文化を通じ報告した。４つの研究骨子は１）本邦における炎症性

腸疾患・希少疾患の包括的疫学研究を発展させること、２）炎症性腸疾患・希少疾患患者のQOL向上

と診療の適正化を可能にする最適化された診断基準と治療指針を作り上げること、３）各種臨床的

課題を解決するための多施設共同臨床試験を立案実行すること、４）得られた研究成果を広く発信

し、実地医家および患者・家族に対して適正な炎症性腸疾患・希少疾患診療の普及を図ると同時に

国民的認知の普及に努めること、を目標とした。疫学研究においては、IBD疾病構造の変遷を解析し

発症・増悪因子を抽出、IBDおよび希少疾患患者数を把握し将来の患者動向を予測、適切な医療体制

構築に寄与することを目指す研究プロジェクトを実施することとした。QOLの高い診療の適正化に対

しては、新知見に基づく診断基準の見直し改訂、新規治療法を組み入れ現状に即した内科・外科・

小児治療指針・ガイドラインの逐年的改訂作業を実施した。多施設共同臨床研究の推進としては、

診療上の各種課題を抽出・解決し最適な診療体制の確立目指す目的で、診断面・バイオマーカー・

治療法に関する数多くのプロジェクトが立案・実施された成果によって質の高い的確な内科的・外

科診療が可能となった。国民および実臨医家に本研究成果を普及させる目的でホームページを開

設、国民および実地医家の臨床上有益な情報を提供する各種刊行物を作成、同時にネット上で自由

に閲覧可能にした。また、IBD及び希少疾患の病態解明と新規治療法確立に向け、他の難病研究班や

学会そしてAMED研究班との共同研究を積極的に推進した結果、大きな研究成果が実現し広く世界に

向け発信した。 

 

A. 研究目的 

本申請研究は、1973 年以降「難治性炎症性腸管

障害」に関する研究を長年に渡り牽引してきた

研究班の継続とさらなる発展を目指し、いまだ

原因不明で難治例・重症例を数多く有するにも

かかわらず患者数の増大が著しい IBD(潰瘍性

大腸炎・クローン病)、さらに新たに指定難病

となった希少疾患、クロンクカイト・カナダ症

候群と非特異性多発性小腸潰瘍症、腸管型ベー

チェット病、家族性地中海熱腸型を研究対象と

して、それら疾患の診断・治療法の確立と患者

の QOL 向上、および医療経済の適正化を図り国

民福祉と社会貢献を目指す３年計画の研究班

である。 

 

B. 研究方法 
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本研究班は、1973年以降炎症性腸疾患に関す

る研究を長年牽引してきた研究班における臨

床研究分野の継続と一層の発展を期して2014

年から新たに3年間計画で組織されたもので

ある。本研究班では新たに４つの研究骨子を

掲げ、その骨子に沿った数多くのプロジェク

ト研究を開始し結果を得た。即ち、１）本邦

における炎症性腸疾患の包括的疫学研究を発

展させること、２）炎症性腸疾患・希少4疾

患患者のQOL向上と診療の適正化を可能にす

る診断基準と治療指針を作り上げること、

３）各種臨床的課題を解決するための多施設

共同臨床試験を計画実行すること、４）研究

成果を広く発信し、実地医療における適正な

炎症性腸疾患診療の普及を図り、本疾患の重

要性に関する国民的認知の普及に努めるこ

と、を目標とした。 

１） 疫学研究においては、IBDの疾病構造

の変遷を解析し将来の患者動向を予測、

発症・増悪因子を抽出、適切な医療体制

構築に寄与することを目指す研究プロジ

ェクトを実施され、希少疾患腸管型ベー

チェット病、Cronkhite Canada症候群、

非特異性多発性小腸潰瘍症、家族性地中

海熱関連性腸炎においては全国有病数の

推計がなされた。 

２） QOLの高い診療の適正化においては、

新規知見が蓄積されるIBDの診断基準の見

直し改訂、新規薬剤が次々と導入される

新規診療体制に合わせた内科・外科・小

児治療指針・ガイドラインの逐年的改訂

作業を実施し、新た高齢者潰瘍性大腸炎

治療指針案も作成された。希少4疾患の診

断基準・治療指針策定に向け研究が開始

された。 

IBD専門医育成に向け日本炎症性腸疾患学

会と共同で検討が開始されることとなっ

た。 

３） 臨床上の各種課題を解決する多施設共

同臨床研究の推進として、最適な内科・

外科治療の確立を目指す多施設共同臨床

研究の推進され、診断面・バイオマーカ

ー・治療法に関する数多くのプロジェク

トが立案・実施され有益な結果を輩出し

た。前研究班から継続されてきたIBD関連

大腸癌の早期発見を目指すサーベランス

法確立のプロジェクトが完結し、その経

過観察研究結果から妥当性が確認され

た。IBDの各種合併症を明らかにしてその

対処法が研究された。 

４） 研究班の研究成果を広く普及させる目

的で、国民および実地医家向けに各種冊

子を作成し同時にネット上で自由に閲覧

可能に公開した。 

 

C. 研究結果 

本研究成果をプロジェクトごとに３年間の結

果および経過に関して総括する。 

１ 疫学プロジェクト  

1- a リスク因子に関する多施設共同研究 

潰瘍性大腸炎では亜鉛摂取低下が発症リスクを

低下、鉄過剰摂取が発症リスク上昇を認めた。ク

ローン病発症では喫煙が発症・増悪リスクを上昇

させた。 

1- b 希少疾患の疫学研究 

クロンカイト・カナダ症候群、非特異性多発性小

腸潰瘍症、腸管型ベーチェット病の全国有病数推

計が明らかにされ、論文化された。 

２ 広報活動／専門医育成プロジェクト 

一般医の啓発を目的としたIBDに関する知識をま

とめた冊子「一目でわかる IBD」第３版を作成、

IBD の診断、治療、疫学・予後について自己学習

するための問題集を e-learning として公開、ク

ローン病肛門病変のすべて第 2版の発刊、患者・

家族対象に IBD の治療薬についてまとめた冊子

「知っておきたい治療に必要な基礎知識」（潰瘍

性大腸炎及びクローン病）は最新の情報を提供す

るため、第 3版さらに第４版と改訂、患者・家族

対象に、「妊娠を迎える炎症性腸疾患患者さんへ

知っておきたい基礎知識 Q&A」を公開「炎症性腸
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疾患の手術について Q&A」「炎症性腸疾患患者さん

の就労について Q&A 」「炎症性腸疾患患者さんの

食事について Q&A」を作成した。また、IBD 専門

医を育成するプログラム創成の試みとして、北海

道地区におけるクラウド型電子カルテシステム

を用いたコホート研究が進行中で、その有効性の

実証を東京医科歯科大学関連病院群で実施中。

IBD 専門医育成を目指し、日本炎症性腸疾患学会

と共同で育成プラン策定に向け準備が開始され

た。 

３ 新たな診断基準案作成 

カプセル内視鏡を用いたクローン病診断基準を

前向きに検討した。クローン病のカプセル内視鏡

所見として「縦走する小潰瘍」および「輪走配列

するアフタ様潰瘍」が特徴的であることから、こ

の２つの所見を診断基準に追記した。 

４ ガイドラインの改訂   

―日本消化器病学会との連携― 

前研究班より開始された潰瘍性大腸炎とクロー

ン病診療ガイドラインを統合した新しい炎症性

腸疾患ガイドライン作成が日本消化器病学会と

の共同研究によって完成した。 

５ 標準化を目指した治療指針の改訂 

潰瘍性大腸炎・クローン病の治療指針が逐年的に

改訂された。免疫調節薬アザチオプリン投与に際

し、保険承認された NUDT15 測定の必要が加筆さ

れた。 

６ 増悪・再燃因子の解析と対策プロジェクト  

炎症性腸疾患合併症とリスク因子の解析につい

て、アンケート調査を行い報告された。潰瘍性大

腸炎における急性増悪・再子因子の前向き実態調

査（特に腸管感染症について）について、アンケ

ート調査を行い報告された。炎症性腸疾患におけ

る血栓症発症の予防・治療に関する研究が行われ、

論文化され、現在、「重症・死亡例の全国調査」お

よび、「抗血栓薬による血栓予防効果の前向き試

験」が継続して行われている。炎症性腸疾患の合

併症としての関節炎・障害の全国一次アンケート

調査のデータ解析を行い、「脊椎関節炎の疫学調

査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指

した大規模多施設研究班」（冨田班）と共同で「脊

椎関節炎診療の手引き」が作成された。本邦の炎

症性腸疾患患者における EB ウィルス感染状況に

関する多施設共同研究が開始とななった。大規模

診療報酬データベースを用いたチオプリン製剤

関連悪性腫瘍の頻度について検討を行った。 

７ 的確な診断・治療の確立プロジェクト 

7-a 診断面から 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡によ

るアトラス作成と炎症判定スコアの作成を行い

論文化し報告した。潰瘍性大腸炎の組織学的治癒

予測のための内視鏡自動診断システムの開発 UC-

CAD study）の多施設共同研究を開始した。炎症性

腸疾患に対する通常内視鏡診断への AI 適応研究

の症例組み入れを開始した。クローン病における

MRE+ICS 群 vs MRE+経肛門 BAE 群の小腸活動性粘

膜病変有所見率の多施設共同研究を開始した。ク

ローン病におけるカプセル内視鏡検査の有用性・

安全性に関する多施設共同研究を開始した 

7-b バイオマーカーから 

新たな潰瘍性大腸炎活動性マーカーの尿中プロ

スタグランヂィンE主要代謝産物の有用性評価と

実用化に向けたプロジェクトが報告された。 

7-c 治療面から 

数多くの治療法に関する多施設共同臨床研究が

計画・実行された。抗 TNF 抗体製剤の休薬の可能

性を検討する前向き研究成果が報告された。 

８ 癌サーベイランス法の確立 

8-a 潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイランス法の

確立 

潰瘍性大腸炎関連腫瘍に対する手術症例の多施

設後方視的解析し、発生部位や潰瘍性大腸炎経過

年数、多発例の頻度などに新たな知見を得た。ま

た、狙撃生検とランダム生検の RCT の追跡調査を

行った結果、狙撃生検群、ランダム生検群ともに

大腸癌死亡例を認めなかった。 

8-b Croh クローン病に関連する悪性疾患に対す

るサーベイランス法の立案。 

大腸肛門癌、小腸癌、腸管外悪性疾患のアンケー

ト調査から、頻度、サーベイランスの有無などの
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現状を把握し、大腸肛門部に対するサーベイラン

ス法の立案・作成に向け開始した。 

９ 外科系プロジェクト 

9-a 外科的治療法の工夫 

重症潰瘍性大腸炎手術例は新規内科治療前後で

分割手術が増加、手術時期の検討の必要性を示し

た。クローン病における初回手術例での再発危険

因子を検討した。 

9-b 外科治療後の再燃防止 

潰瘍性大腸炎術後の小腸出血について調査研究

された。クローン病術後吻合部潰瘍に関する調査

研究が報告された。 

１０ 炎症性腸疾患患者の特殊型への対策プロ

ジェクト 

10-a 妊娠出産の転帰と治療内容に関する多施設

共同研究 

妊娠者は、内服薬のアドヒアランスと疾患活動性

の関係を二重アンケート法で解析し、アドヒアラ

ンスが不良群では疾患活動性が上昇すること、ア

ドヒアランス低下を主治医は認識していないこ

と、悪阻がその原因で最大であることを解明した。 

10-b 高齢者炎症性腸疾患診療の現状把握 

高齢者においては潰瘍性大腸炎の臨床調査個人

票を用いたデータを年齢別に解析し、高齢者の方

が転帰不良であることを論文化した。また、高齢

者と非高齢者で白血球除去療法の効果、安全性の

違いを検討し、高齢者でも同治療法が安全に施行

できる事や、ステロイド未使用者では高齢者の方

が効果も高いことを報告した。また高齢者潰瘍性

大腸炎の治療指針を策定し、冊子を作成した。こ

れを英文に論文化した。さらに超高齢者の臨床的

特徴を検証し、通常の診断基準の６５歳ではなく、

７５歳を高齢者のカットオフとした場合、６５歳

−７４歳よりもさらに転帰が不良であることを見

出した。 

10-c 小児期発症炎症性腸疾患の治療に関する研

究 

小児期発症のIBD患者における移行期医療の現状

を把握し、スムーズなトランジションが行われる

ようになることを目的に研究を実施した。成人な

らびに小児領域におけるアンケート調査の結果

を基に、トランジションマニュアルを作成しその

有用性の検証を行った。超早期発症型（VIO）IBD

の適切な診断および治療を目的に研究を実施し

た。まず本邦における VEO-IBD の実態を調査し、

免疫不全関連腸炎が少なからず存在することが

明らかになり、mongenic IBD の診療アルゴリズム

を作成し遺伝子検査の診療体制を構築した。 

１１ 腸内細菌プロジェクト 

粘膜関連細菌叢の解析法を確立しIBDにおける変

化を明らかにした。また、腸内真菌叢についても

アジア初の報告として論文化した。原発性胆汁性

肝硬変合併潰瘍性大腸炎患者においては病原性 K. 

Pneumoniae が存在することが判明した。 

１２ 内科治療における個別化と最適化 

活動性潰瘍性大腸炎に対して生薬青黛を８週間

投与した際の安全性と臨床的・内視鏡的有効性を

明らかにするための多施設共同二重盲検比較試

験を行い、試験中に重篤な有害事象は認められず、

軽微な肝機能障害、消化器症状が認められたがい

ずれも可逆性であったことが確認された。プラセ

ボ群に比べて 1 日 0.5g,1g,2g 青黛投与群におい

て有意に有効率が高いことが明らかになった。本

試験においては肺高血圧症患者の発症をみとめ

なかったものの、類似薬内服により数例肺高血圧

症の症例が全国に存在することが明らかとなっ

た。 

１３ 希少疾患プロジェクト 

クロンカイトカナダ症候群の症例を班員に広く

募集し、アトラスを作成しパブリックコメントを

実施した。家族性地中海熱遺伝子関連腸炎病態解

明研究が症例の累積によって推進された。非特異

性多発性小腸潰瘍症（CEAS）、腸管ベーチェット病

（BD）、家族性地中海熱（FMF）、Cronkhite-Canada

症候群（CCS）の臨床像を解析し、CEAS と FMF で

は診断基準の改訂、BD では診療ガイドラインの作

成、CEAS、FMF、CCS ではアトラスの作成に着手し

た。腸管型ベーチェット病診療ガイドラインが作

成された。 
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D. 結論 
本邦における炎症性腸疾患・希少疾患患者の実態

を正確に把握し将来動向を的確に予測、適正な診

断・治療法を確立することは炎症性腸疾患患者の

QOL 増大ばかりでなく医療経済の適正化にも大い

に寄与し、社会経済と国民福祉の充実に貢献する

こと大である。内科・外科・小児科を問わず全国

から200人を超える専門医が参加する本研究班は、

まさに全日本体制の研究班として、新たな難病対

策研究事業体制のもと、３年間にそれらの目標を

達成にするために計画された各プロジェクトは

ほぼ終了し大いなる成果を上げ、国民健康福祉と

適正医療の実施に大きく貢献することができた

と結論される。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

疫学・データーベース作成 プロジェクト 

 

研究分担者 西脇祐司 東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野 教授 

 

研究要旨： 

難病疫学班が作成した調査マニュアルにしたがって、難治性炎症性腸管障害希少疾患（クロンカイ

ト・カナダ症候群、非特異性多発性小腸潰瘍症、腸管型ベーチェット病）の全国疫学調査・一次調査

を実施した。調査診療科を内科、外科、小児科、小児外科の 4科とし、層化無作為抽出した全国 2979

病院を調査対象施設とし、2017 年 1 年間に受診した患者数を調査した。2017 年 12 月に郵送調査を開

始、その後未回答施設に対する電話督促を実施した後、2018 年 8 月に終了・集計した。全調査対象施

設のうち 2029 施設（回答率 68.1％）から回答があった。推計された全国有病者数はクロンカイト・カ

ナダ症候群で 473 人(95％信頼区間(以下 95％CI):357-589)、うち男性 248 人(95％CI:210-285)、非特

異性多発性小腸潰瘍症で 388 人(95％CI:289-486)、うち男性 188 人(95％CI:128-248)、腸管型ベーチ

ェット病で 3139 人(95％CI:2749-3529)、うち男性 1514 人(95％CI:1293-1735)であった。また、「炎症

性腸疾患に対する新規薬剤を対象としたレジストリ研究」の研究計画を検討した。 

 

共同研究者 

村上義孝(東邦大学医学部社会医学講座医療統計

学分野) 

大庭真梨(東邦大学医学部社会医学講座医療統計

学分野) 

朝倉敬子(東邦大学医学部社会医学講座衛生学分

野) 

大藤さとこ(大阪市立大学大学院医学研究科公衆

衛生学) 

福島若葉(大阪市立大学大学院医学研究科公衆衛

生学) 

松岡克善（東邦大学医療センター佐倉病院消化

器内科） 

 

A. 研究目的 

この疫学・データーベース作成プロジェクト

グループとしては、以下の 4つの目的を掲げ

ている。 

１． 有病数の把握 

２． 臨床像の把握 

３． 危険因子探索 

４． データベース（レジストリー）の検討 

 

B. 研究方法 

・上記目的 1については、クロンカイト・カ

ナダ症候群、非特異性多発性小腸潰瘍症、腸

管型ベーチェット病についての全国疫学調査

を実施した。本調査の計画・実施に際して

は、難病疫学班が作成した調査マニュアル

「難病の患者数と臨床疫学像把握のための全

国疫学調査マニュアル第 3版」の中の一次調

査の方法に準拠した。本調査研究を遂行する

にあたっては、厚生労働科学研究費補助金難

治性疾患克服研究事業「難治性炎症性腸管障

害に関する調査研究」(研究代表者：鈴木康

夫 (東邦大学医療センター佐倉病院内科)) 

(以下、臨床班)の班員の強力のもと調査を実

施した。調査対象機関は全国の病院とし、内

科、外科、小児科、小児外科の 4科に分けて

調査した。調査対象期間は、2017 年 1月 1
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日～12 月 31 日（過去１年間）、初診・再診

を問わず受診した患者について尋ねた。調査

項目は各疾患の患者の有無、有りの場合に患

者数と男性患者数であった。診療科ごとに、

病床規模を層とした層化無作為抽出を行った

結果、内科 1050、外科 946、小児科 766、小

児外科 217 の病院が調査対象となった。各疾

患の診断基準については臨床班作成の診断基

準の記載された論文を用い、資料として各調

査施設に送付した。無作為抽出した各層の報

告患者数に、病院数を分母とした回答割合の

逆数をかけて患者数を推計した。推計された

各層の患者数をもとに、全層・全診療科の和

をとることで全国の患者数を算定した。なお

本方法は、調査対象機関が、無作為抽出され

ていること、回答は偏りなくランダムに返送

されていること、の 2つの仮定をおいてい

る。今回、回答に偏りがあった場合を考察す

るため、返送のなかった機関の患者数を 0人

とおいた感度解析も合わせて実施した。調査

票の未記入や回答内容の不整合への対応とし

て、①患者数の欄に記入があるが、男性患者

数の欄に未記入の場合は男性患者数に患者数

の半分を代入した（男性患者数に患者数を代

入した感度解析も合わせて実施）。②患者数

の欄が未記入で、男性患者数の欄に回答があ

る場合は患者数に男性患者数を使用した。③

患者数が男性患者数より少ない場合は患者数

と男性患者数を交換した。 

・目的２と４については、「炎症性腸疾患に

対する新規薬剤を対象としたレジストリ研

究」の実施計画についての検討を行った。 

・目的 3については、他施設共同症例対象研

究結果に基づき、論文発表を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

全国疫学調査は医療施設(病院)を対象とし、

当該医療施設の患者数をはがきに記載、返送

してもらう郵送調査である。調査に関する説

明と同意については、依頼状に調査目的を記

載し、同意のもと葉書を返送してもらう旨を

明示して実施した。なお調査委託に際し、業

者との契約書に守秘義務条項を加えること

で、個人情報保護に努めた。本調査に関わる

調査計画書は東邦大学医学部倫理委員会で審

議され、2017 年 11 月 15 日に承認された

（承認番号 A１７０７６）。 

 

C. 研究結果 

・全国疫学調査結果については、年度ごとの

分担研究報告書に詳述したので、ここでは、

最終的な推計数を記述する。推計された全国

有病者数はクロンカイト・カナダ症候群で

473 人(95％信頼区間(以下 95％CI):357-

589)、うち男性 248 人(95％CI:210-285)、非

特異性多発性小腸潰瘍症で 388 人(95％

CI:289-486)、うち男性 188 人(95％CI:128-

248)、腸管型ベーチェット病で 3139 人(95％

CI:2749-3529)、うち男性 1514 人(95％

CI:1293-1735)であった(表 1)。この結果

は、英文論文として公表した。１） 

 

・「炎症性腸疾患に対する新規薬剤を対象と

したレジストリ研究」については、概要を次

のように取りまとめた。「既存治療抵抗性の

潰瘍性大腸炎に対して抗 TNF 抗体製剤に加え

て抗α4β7インテグリン抗体であるベドリ

ズマブ、JAK 阻害薬のトファシチニブが 2018

年に保険適応になった。抗 TNF 抗体製剤、ベ

ドリズマブ、トファシチニブは治療上のポジ

ショニングがほぼ同じであり、今後この 3剤

をいかに使い分けていくかが課題になる。そ

こで、これら３剤で治療を行なった潰瘍性大

腸炎患者の real-world での有効性・安全性

を検証する。」 

計画については、以下の通りとした。 

 

研究デザイン：過去起点コホート研究 

対象: 

適格基準 
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1) 潰瘍性大腸炎と診断されている。 

2) 16 歳以上、性別不問 

3) 2018 年 5 月から 2019 年 12 月にベドリズ

マブ、トファシチニブ、もしくは抗 TNF 製剤

の投与を受けた。 

除外基準 

1) 以前にベドリズマブ、トファシチニブ、抗

TNF 製剤、シクロスポリン、もしくはタクロリ

ムスの薬剤を使用した 

2) 潰瘍性大腸炎に対する手術の既往 

参加施設: 班会議参加約 40 施設 

 

観察項目: 

・PRO2※ PRO2:  

便回数; 0. 正常、1. 正常より 1-2 回多い 2. 

正常より 3-4 回多い、3. 正常より 5回以上多

い、 

血便; 0. なし、1. 少量、2. 中等量、3. 血

液のみ  

・血液検査所見（実施した場合）: WBC, WBC

分画, Hb, Alb, TC, CRP 

・便中カルプロテクチン（実施した場合） 

・内視鏡スコア (UCEIS)（実施した場合） 

・併用薬 

 

主要評価項目: 

12±2 週後の Patient Reported Outcome 

(PRO) 2 スコアによる寛解率 

 寛解: 便回数スコア≦1かつ血便スコア=0 

有害事象 

 

副次評価項目 

 治療効果に影響を与える因子 

 各薬剤間で薬剤を変更した場合の有効性 

 

本計画の概要につき、1月の総会にて承認を

受けた。 

 

・目的 3については、他施設共同症例対象研

究結果に基づき、英文論文 2本を公表した。

2,3) 

 

D. 考察 

クロンカイト・カナダ症候群、非特異性多

発性小腸潰瘍症、腸管型ベーチェット病につ

いての有病数を推計し公表した。今回の有病

者数推計の結果を衛生行政報告例における特

定医療費（指定難病）受給者証所持者数と比

較すると、平成 28年度（2016 年度）衛生行

政報告例ではクロンカイト・カナダ症候群が

86 人、非特異性多発性小腸潰瘍症は 49人と

少数であり、腸管型ベーチェット病のデータ

はないものの、ベーチェット病は 19205 人で

あった。本調査の推計患者数からみると、ク

ロンカイト・カナダ症候群、非特異性多発性

小腸潰瘍症の特定医療費受給者数は五分の一

にも満たない人数であった。特定医療費（指

定難病）受給者証所持者は受給者申請が必要

であり、軽症例が含まれていない可能性があ

る。そのため本研究における推計有病者数よ

りも少ない人数であると考えられる。非特異

性多発性小腸潰瘍症は女性が多い（男女比：

1：4）という報告が難病センターホームペー

ジにあったが、本調査では男女差はわずかで

あった。性差などに関してはさらなる調査が

必要である。 

本調査の限界として、複数医療機関あるい

は複数診療科への重複受診を考慮していない

ことによる過大評価の可能性、患者がいない

ため返送しなかった医療機関があることによ

る過小評価の可能性が考えられる。これは、

調査方法上の問題であり、本疾患に限ったこ

とではないが、継続した課題の一つである。 

「炎症性腸疾患に対する新規薬剤を対象と

したレジストリ研究」の計画概要については

総会にて研究班の承認を得た。次年度よりの

3年計画を想定しており、1年目：研究プロ

トコル検討開始、2年目：研究プロトコル確

定、各施設での倫理委員会承認、3年目：デ

ータ収集、解析を予定している。 
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E. 結論 

クロンカイト・カナダ症候群、非特異性多発

性小腸潰瘍症、腸管型ベーチェット病につい

ての有病数を推計し公表した。「炎症性腸疾

患に対する新規薬剤を対象としたレジストリ

研究」の計画を検討した。 

 

F. 研究発表 

１.論文発表 

1) Oba MS, Murakami Y, Nishiwaki Y, 

Asakura K, Ohfuji S, Fukushima W, 

Nakamura Y, Suzuki Y. Estimated 

prevalence of Cronkhite-Canada Syndrome, 

Chronic Enteropathy Associated with 

SLCO2A1 Gene, and Intestinal Behçet's 

Disease in Japan in 2017: A Nationwide 

Survey. Journal of Epidemiology. 2020 

Feb 22. doi: 10.2188/jea.JE20190349. 

[Epub ahead of print] 

2) Kobayashi Y, Ohfuji S, Kondo K, 

Fukushima W, Sasaki S, Kamata N, 

Yamagami H, Fujiwara Y, Suzuki Y, Hirota 

Y; Japanese Case-Control Study Group for 

Ulcerative Colitis. Association between 

dietary iron and zinc intake and 

development of ulcerative colitis: A 

case-control study in Japan. J 

Gastroenterol Hepatol. 2019;34(10):1703-

171 

3) Kondo K, Ohfuji S, Watanabe K, 

Yamagami H, Fukushima W, Ito K, Suzuki 

Y, Hirota Y; Japanese Case-Control Study 

Group for Crohn's disease. The 

association between environmental 

factors and the development of Crohn's 

disease with focusing on passive 

smoking: A multicenter case-control 

study in Japan. PLoS One. 

2019;14(6):e0216429. 

4) 西脇祐司, 村上義孝．【炎症性腸疾患診療

の update-診断・治療の最新知見】炎症性腸

疾患の疫学 本邦における IBD の患者動向.  

臨床消化器内科. 2019; 34 (7)：710 -713. 

 

２.学会発表 

1) Murakami Y, Nishiwaki Y, Erika 

Kuwahara E, Oba M, Asakura K, Ofuji S, 

Fukushima W, Suzuki Y, Nakamura Y. 

Estimated prevalence of ulcerative 

colitis and Crohn’s disease in Japan in 

2014: a nationwide survey.  The 21st 

International Epidemiological 

Association World Congress of 

Epidemiology, Saitama Japan 2017.  

2) 村上義孝、西脇祐司、桑原絵里加、大庭

真梨、朝倉敬子、大藤さとこ、福島若葉、中

村好一．潰瘍性大腸炎およびクローン病の有

病者数推計に関する全国疫学調査．第 76 回

日本公衆衛生学会総会 鹿児島 2017. 

3) 大庭真梨,村上義孝,西脇祐司,朝倉敬子,

大藤さとこ,福島若葉．難治性炎症性腸管障

害希少疾患の有病者数推計に関する全国疫学

調査.  第 78 回日本公衆衛生学会総会,  高

知,  2019/10 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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表 1 推定有病患者数 

 

 

 

疾患名 推計患者数

クロンカイト・カナダ症候群 合計 472.9 357.3 588.5
 男 性 247.6 210.2 285.1
 女性 225.3 116.6 333.9
 内科 383.9 301.4 466.4
 外科 89.0 8.0 170.0
 小児科 0 0 0
 小児外科 0 0 0

非特異性多発性小腸潰瘍症 合計 387.7 289.1 486.3
 男 性 188.1 128.4 247.8
 女性 199.6 127.6 271.7
 内科 289.0 202.7 375.3
 外科 58.6 33.7 83.6
 小児科 36.2 0.0 76.6
 小児外科 3.9 0.0 8.2

腸管型ベーチェット病 合計 3139.3 2749.2 3529.4
 男 性 1513.9 1293.3 1734.5
 女性 1625.4 1365.5 1885.4
 内科 2384.7 2066.5 2703.0
 外科 660.8 436.3 885.3
 小児科 87.4 64.9 109.8
 小児外科 6.5 3.2 9.7

95%信頼区間
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度）） 

 

IBD の病診連携を構築するプロジェクト 

 

研究分担者 久松理一  杏林大学医学部消化器内科学 教授 

 

研究要旨：炎症性腸疾患患者数の増加に伴い、基幹病院への患者の集中が生じ本来基幹病院が行うべ

き重症・難治性患者への専門的治療、病態解明への臨床研究、新規治療薬の治験等の業務の効率的な

遂行が困難な状況となっている。この問題を解決するために難病指定疾患の拠点化構想が計画されて

おり、炎症性腸疾患においても地域医療機関と基幹施設との医療連携の構築が必須となっている。本

プロジェクトでは炎症性腸疾患医療連携を構築するために、まず軽症患者を対象とし地域医療機関へ

の逆紹介システムを構築する。 

 

共同研究者 

プロジェクトコアメンバー 

久松理一 杏林大学医学部第三内科学 

猿田雅之 東京慈恵医科大学消化器・肝臓内科 

長堀正和 東京医科歯科大学消化器内科 

池内浩基 兵庫医科大学炎症性腸疾患学講座外

科部門 

鈴木康夫 東邦大学医療センター佐倉病院消化

器内科 

プロジェクトメンバー 

藤谷幹浩 旭川医科大学内科学講座・消化器血

液腫瘍制御内科学分野 

仲瀬裕志 札幌医科大学消化器内科学講座 

高橋賢一 東北労災病院外科 

石黒 陽 独立行政法人国立病院機構弘前病院 

加藤真吾 埼玉医科大学総合医療センター消化

器・肝臓内科 

木村英明 横浜市立大学附属市民総合医療セン

ター 

竹内 健 東邦大学医療センター佐倉病院消化

器内科 

杉本 健 浜松医科大学消化器内科 

長坂光夫 藤田保健衛生大学消化管内科 

渡辺憲治 兵庫医科大学腸管病態解析学 

高木智久 京都府立医科大学消化器内科 

石原俊治 島根大学医学部第二内科 

平岡佐規子 岡山大学消化器・肝臓内科学 

上野義隆  広島大学消化器代謝内科 

平井郁仁  福岡大学筑紫病院炎症性腸疾患セ

ンター 

山本章二朗 宮崎大学医学部内科学講座消化器

血液学分野 

 

A. 研究目的 

我が国の炎症性腸疾患患者数は特定疾患受給

者数では潰瘍性大腸炎 16万人、クローン病

4万 5千人、疫学的推定ではそれ以上の患者

数が存在すると考えられている。潰瘍性大腸

炎患者数は指定難病の中でも最大であり、こ

の数十年での患者数の急激な増加は限定され

た基幹病院だけですべての患者の診療を行う

ことを現実的に困難なものとしている。両疾

患はいまだ原因不明の難病であり、専門基幹

施設において重症・難治性患者の治療、病態

解明への臨床研究、新規治療薬開発のための

臨床試験等を行っていかなければならない。

専門基幹施設が効率的に機能するためにはす

べての患者が集中している現在の状況を変革

し、軽症患者あるいはコントロール可能とな

り病態が安定した患者を対象に地域医療連携
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の枠組みを確立することが急務である。本プ

ロジェクトでは炎症性腸疾患の医療連携体制

の構築を目指す。 

 

B. 研究方法 

１）本プロジェクトは現在進められている難

病拠点化構想とリンクして進められる。 

２）本プロジェクトの最初の段階として、専

門基幹施設から地域医療機関への逆紹介フォ

ーム（潰瘍性大腸炎、クローン病）を作成す

る。 

３）プロジェクト委員により逆紹介フォーム

案を作成し、各都道府県および医師会の協力

のもとヒアリングを行い、その意見を参考に

逆紹介フォームを改訂していく。 

４）最終案が固定したのち、各都道府県都協

議を進めながら運営を開始する。 

 

C. 研究結果 

潰瘍性大腸炎、クローン病に関する逆紹介フ

ォーム（案）を作成し、ホームページ上に公

開し自由にダウンロード可能とした。 

 

D. 考察 

炎症性腸疾患のうち患者数が多い潰瘍性大腸

炎がまず対象となると考えられた。特に我が

国の潰瘍性大腸炎患者数のうち軽症から中等

症の占める割合は高く、地域医療連携の良い

対象になると考えられた。一方で逆紹介を受

ける患者あるいは患者を引き受ける一般開業

医や一般消化器内科医の不安も大きいことが

予想される。この不安を解消することが炎症

性腸疾患における地域医療連携確立のための

鍵となると予想している。現在、作成してい

る逆紹介フォーム（案）については実際に使

用する地域の医療機関にヒアリングを行いそ

の意見を反映していく必要がある。また、最

終年度の会議で提案されたような民間のネッ

ト環境を利用した医療連携システムについて

も今後検討される余地がある。 

 

E. 結論 

潰瘍性大腸炎、クローン病に関する逆紹介フ

ォーム（案）を作成し、公開した。 

 

F. 研究発表 

１.論文発表 

なし 

２.学会発表 

なし 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

該当せず 

２．実用新案登録 

該当せず 

３．その他 

なし 

 



13 
 

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

広報活動/研究成果公表/専門医育成プロジェクト 

 

研究分担者 岡崎和一 関西医科大学内科学第三講座 教授 

 

研究要旨：「啓発・専門医育成」プロジェクトとして、１. JSIBD と連携し専門家委員会を組織し IBD

診療の現状に適した専門医育成体制構築提案と IBD を専門とする消化器医育成プログラム（案）を提

案した。２．広報：「知っておきたい治療に必要な基礎知識第 3版、第４版」、「一目でわかる IBD」第

2版、第３版、「炎症性腸疾患患者さんの食事について Q&A」を作成した。３．Web を主体とした患

者・家族への情報発信と一般医の啓発・教育活動として、e-learning を改訂した。 

共同研究者 

鈴木康夫 1、竹内 健 1、福井寿朗 2、二見喜太郎
3、安藤 朗 4、辻川 知之 4、渡辺 守 5、長堀正和
5、松岡克善 5、高後 裕 6、蘆田知史 7、藤谷幹浩
8、上野伸典 8、安藤勝祥 8、稲場勇平 9、中村志

郎 10、渡辺憲治 10、福島浩平 11、松井敏幸 12、平

井郁仁 12、穂刈量太 13、金井隆典 14、長沼 誠
14、藤井久男 15、横山 薫 16、木村英明 17 

（東邦大学医療センター佐倉病院 内科学講座
1、東京医科歯科大学 消化器内科 2、旭川医科大

学内科学講座消化器血液腫瘍制御内科学分野 3、

兵庫医科大学内科学下部消化管科 4、防衛医科大

学校内科 5、平和会吉田病院消化器内視鏡・IBD

センター6、関西医科大学内科学第三講座 7、福岡

大学筑紫病院外科 8 、滋賀医科大学消化器内科
9、福岡大学筑紫病院消化器内科 10、兵庫医科大

学腸管病態解析学 11、横浜市立大学附属市民総合

医療センター炎症性腸疾患（IBD）センター12、

慶應義塾大学医学部 消化器内科 13、北里大学病

院 消化器内科 14、国立成育医療研究センター消

化器科 15）東邦大学医療センター佐倉病院 内科

学講座 1、関西医科大学内科学第三講座 2、福岡

大学筑紫病院外科 3、滋賀医科大学消化器内科
4、東京医科歯科大学 消化器病態学 5、国際医療

福祉大学病院消化器内科 6、札幌徳州会病院 IBD

センター7、旭川医科大学内科学講座 消化器血液

腫瘍制御内科学分野 8、市立旭川病院消化器病セ

ンター9、兵庫医科大学炎症性腸疾患学講座内科

部門 10、東北大学大学院消化管再建医工学分野 

分子病態外科学分野 11、福岡大学筑紫病院 消化

器内科 12、防衛医科大学校内科 13、慶應義塾大学

消化器内科 14、平和会吉田病院消化器内視鏡・

IBD センター15、北里大学医学部消化器内科 16、

横浜市立大学附属市民総合医療センター炎症性

腸疾患センター17） 

 

A. 研究目的 

 本研究プロジェクトは、炎症性腸疾患（IBD）

の診断•治療•予後•管理等に関する知識等を、国

民•患者およびその家族、また、一般臨床医•医療

従事者に広く普及することと同時に、IBD 専門医

を育成するプログラムを創成することを目的と

する。 

 

B. 研究方法 

 (1) 患者・家族を対象にしたプロジェクト 

患者および家族、また広く国民にとって必要な

IBD に関する知識についての啓発のために、診療

状況に応じたトピックについて、段階的に情報冊

子を作成する。また、これまでに作成した冊子に

ついて、適宜改訂し内容をアップデートしていく。 

・ 知っておきたい治療に必要な基礎知識 (改
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訂) 

・ 就労支援に関する情報冊子作成 (新規) 

・ 食事を含めた生活習慣に関する情報冊子作

成 (新規) 

 

(2) 医療従事者を対象にしたプロジェクト 

1) e-learning の拡充 

・ フィードバックの解析 

・ 新しい問題の追加 

・ 教育動画などの新たな内容の追加（診察、検

査・手術手技など） 

・ 新しい対象者(ナースなど)向けの教育プロ

グラムの検討 

 

2) 短期 IBD フェローシッププログラム 

IBD 専門医のいない医療施設から、若手医師を

中心に IBD の high volume center に短期間留学

し、IBD の診療を学ぶ機会を提供する。 

 

（3）研究メンバーについて 

鈴木班「啓発・専門医育成プロジェクトミーティ

ング」メンバーは日本炎症性腸疾患学会（JSIBD）

教育委員会委員会委員と合同で構成する。 

 

（倫理面への配慮） 

厚生労働省・文部科学省による「人を対象とす

る医学系研究に関する倫理指針」および個人情

報保護法に準拠している。 

 

C. 研究結果 

1. 「啓発・専門医育成」プロジェクト 

１）IBD を専門とする消化器医育成プログラムの

開発— 

①制度設計 

全班員に対する IBD 専門医に関する調査結果、

専門医の必要性が示唆された。しかし、制度設

計上、専門医機構の「専門医」との位置付けな

ど、検討事項もあり、学会(JSIBD)の「認定医」

という名称が適切と思われた。 

社会に対する責任から、質の保証が必要であ

り、専門医試験実施や更新のためのルール作り

が必要である。専門医試験実施は、会員規模か

らハードルが高く、指導医・施設認定から開始

することも含めて今後の議論が必要である。ま

た教育講演のセミナーなどによる単位取得を更

新の条件とすることも必要と考えられる。 

②プログラム作成 

JSIBD と連携してプロブラム案を作成する。 

③インセンティブ 

専門医あるいは認定医になるインセンティブも

必要であり、JSIBD 学会や厚労省鈴木班の HP に

施設名や認定医を掲示したり、難病拠点病院指

定の選定基準と関連づけることも重要である。

また、ウステキヌマブなど、今後の新規治療を

行う上での資格としての「認定医」を検討して

もらう。 

 

専門医制度構築における行程表 

＜1年目＞ 

目標：アンケート調査を行い、班関係者の意見

を集約する。 

成果：専門医のニーズ確認、専門領域研修終了

後（7年目位） 

＜2年目＞ 

目標：アンケート調査結果、厚生科学審議会疾

病対策部会の「難病の医療提供体制の在り方」

との整合性を考慮し、JSIBD と連携し IBD 診療の

現状に適した専門医育成体制を考案する。 

成果：指導医（施設）は班メンバーを指導医

（施設）とする。 

その他に、JSIBD 名簿の参照、難病相談支援セン

ター（可能なら難病拠点病院も）と相談し、指

導医を選出。 

認定医の認定方法については、申請条件、試験

の方法、更新の条件を決定していく。 

＜3年目＞ 

目標：前年度考案した専門医育成体制をもと

に、JSIBD と協力して IBD を専門とする医師の育

成プログラム（案）を作成する。 
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２．広報 

①「知っておきたい治療に必要な基礎知識 第

４版」を作成した。 

・・治療ピラミッド（クローン病）ウステキヌ

マブは抗 TNFα製剤と並列 

・新規薬剤及び適応の追加 

潰瘍性大腸炎では、ペンタサ顆粒、アサコ

ール 1日１回の適応追加、リアルダ、ブデソニ

ド注腸、ゴリムマブを追加する。 

クローン病ではペンタサ細粒、ゼンタコー

ト、抗 TNFα抗体製剤の投与間隔短縮、増量、ウ

ステキヌマブ、血球成分除去療法：いわゆる

intensive 療法、 

② 「一目でわかる IBD」第３版を作成した。 

③ 「炎症性腸疾患患者さんの食事について 

Q&A」を作成した。 

 

３．Web を主体とした患者・家族への情報発信と

一般医の啓発・教育活動 

1)  e-learning の改訂（Web 公開中） 

①  H30 年度 新しい問題の追加 終了   

問題へのフィードバックの解析→進行中 

IBD 患者の就労に関する情報発信 H30 度終

了予定 

②  H31 年度 教育動画などの新たな内容

の追加（診察、検査・手術手技など）→

H31 年度へ  

2) 「一目でわかる IBD」内容検討→H31 年度へ

（WGの編成） 

知っておきたい治療に必要な基礎知識（改訂） 

食事を含めた生活習慣に関する情報冊子作成 

3) 短期 IBD フェローシッププログラム・①

Competency-based education 

IBD 専門医のいない医療施設から、若手医師を中

心に IBD の high volume center に短期間留学

し、IBD の診療・研究を学ぶ機会を提供するプロ

グラムを開発する。 

4) 炎症性腸疾患患者の就労について Q&A 作成 

① H30 年度 試案作成    

③  H31 年度 完成・広報 

 

D. 考察 

「啓発・専門医育成」プロジェクトでは、１）

IBD を専門とする消化器医育成プログラム案の提

案に関し、①制度設計、②インセンティブにつ

いて議論し、今後専門学会と連携をとって検討

することが重要であると思われる。 

広報では、患者・家族や一般医を対象とした

「知っておきたい治療に必要な基礎知識」の改

訂を行うとともに、e-learning （Web 公開中）

をさらに充実することが重要と思われる。 

 

E. 結論 

「啓発・専門医育成」プロジェクトと広報につ

いて、基本的な方向性について検討し、一定の

成果は得たが、さらに次年度に向けた継続的な

取り組みが重要である。 

 

F. 健康危険情報 

 該当なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

なし 

２.学会発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

該当なし 

２．実用新案登録 

該当なし 

３．その他 

該当なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

潰瘍性大腸炎・クローン病の診断基準および重症度基準の改変 

 

研究分担者  平井郁仁 福岡大学医学部消化器内科学講座 教授 

    共同研究者   髙津典孝、岸 昌廣 福岡大学筑紫病院消化器内科 

共同研究者   鈴木康夫 東邦大学医療センター佐倉病院 IBD センター 

 

研究要旨：１．クローン病診断基準の改訂作業を平成 29年度～令和元年度の年度毎に行ってきた。

最新の診断基準は，2020 年 1 月 25 日改訂分である（別紙に全文を掲載）。２．潰瘍性大腸炎診断基

準改訂作業を平成 29 年度～令和元年度の年度毎に行ってきた。最新の診断基準は，2020 年 1 月 25

日改訂分である（別紙に全文を掲載）。３．本プロジェクトでは，この他に炎症性腸疾患の疾患活動

性指標集の改定，カプセル内視鏡など新規のモダリティーによる診断，炎症性腸疾患の診断困難例

（Inflammatory bowel disease unclassified, IBDU）の検討に取り組んできた。このうち，炎症性

腸疾患の疾患活動性指標集は既に追加記載する指標の選定と改訂作業が終了しており，このプロジ

ェクトの成果として 2020 年度に発刊を予定している。４．長期経過例の増加に伴い潰瘍性大腸炎，

クローン病ともに予後に直結する悪性腫瘍の合併が問題となってきているが，本プロジェクトにお

いて両疾患の癌サーベイランス方法の確立に向けた各個研究が進行中である。 

今後の課題は，①早期診断や診断精度の向上に寄与するクローン病および潰瘍性大腸炎の診断基

準の作成，②クローン病および潰瘍性大腸炎の治療指針やガイドラインを有効に活用する上での診

断基準・重症度分類のあり方の模索，③診断基準の国際的統一への試み，などがあげられる。診断

基準・重症度分類は，疾患の取り扱いの根幹に関わるものであり，今後も研究班での継続した検討，

意見集約および広報が望まれる。 

Ａ．研究目的 

本プロジェクト研究は Crohn 病（CD）と潰瘍性

大腸炎(UC)の診断基準を臨床的あるいは病理組

織学的に検討し，結果に応じて改訂することを目

的とする。CDと UC の診療は日進月歩であり，新

たに導入（保険承認）されたバイオマーカーや診

断機器を反映させて基本的には毎年度改訂を行

っていくことが望ましいと考えている。 

 

Ｂ．研究方法 

１．CD の診断基準改訂 

診断基準改訂プロジェクト委員と協議し，さら

に多くの班会議参加者（100 名以上）に意見を求

め CDの診断基準を毎年度改訂している。 

2. UC 診断基準改訂 

診断基準改訂プロジェクト委員と協議し，さら

に多くの班会議参加者（100 名以上）に意見を求 

め UCの診断基準を毎年度改訂する。 

３．その他の診断基準・重症度分類に関する検討

事項 

① 炎症所見として赤沈に加えCRPを追加記載す

ることを検討し，「潰瘍性大腸炎の臨床的重症度

による分類の改定」を進めてきた。 

② 「炎症性腸疾患の疾患活動性指標集」は，平

成 21年の発刊から 8年が経過しており，新たな

指標の追加や指標の使用頻度などの検討を行っ

てきた。 

③ これまで新規の診断ツールが炎症性疾患の
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診断に寄与するか否かを検討してきた。既にカプ

セル内視鏡所見を取り入れたクローン病診断基

準の改定についてプロジェクト研究を行い，成果

を報告した。また，「CD術後再発に関するカプセ

ル内視鏡評価の意義に関する検討」を多施設共同

試験として進行中である。 

④ 2017 年に改訂されたクローン病および潰瘍

性大腸炎の診断基準には従来の Indeterminate 

colitis（IC，術後標本における病理組織学的診

断における鑑別困難例）だけでなく，臨床的な診

断困難例が IBDU と定義され，追加記載された｡本

プロジェクトでは診断基準の適正性や経過例の

診断変更率などを明らかにする目的で「UC, CD, 

IBDU, IC における診断変遷症例の検討」を進行中

である。 

 

４．炎症性腸疾患における癌サーベイランス法の

確立 

 「潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡における

NBI と色素内視鏡の比較試験（Navigator Study）」

に関しては，解析終了し，学会報告を行い，現在

論文投稿予定である。 

 この他には，「潰瘍性大腸炎に対する癌サーベ

イランス法の確立—Target vs. Random 生検のラン

ダム化比較試験のフォローアップスタディー」，

「潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡における

NBI と色素内視鏡の比較試験（Navigator Study）

の追加検討（Navigator 2）」，「Crohn 病に合併し

た大腸癌の surveillance program 確立の検討の

作成」に関する surveillance program の検証，「ク

ローン病に関連する癌サーベイランス法の確立

に向けて」，「潰瘍性大腸炎に対する癌サーベイラ

ンス法の確立—Target vs Random 生検のランダム

化比較試験」のフォローアップスタディーと 4つ

の各個研究が進行中である。  

 

（倫理面への配慮） 

研究方法１，２および３-①，②は，匿名化さ

れたアンケートまたは、匿名化されたデータベー

スによる全国調査が主体であるので倫理的問題

はない。他のプロジェクト研究については倫理審

査を通過したもののみを採択しており，倫理面に

は十分配慮している。 

 

Ｃ．研究結果 

１．CD診断基準を改め、年度毎に改訂を行ってき

た。 

１）平成 29 年度の改訂点 

診断の基準の副所見ａ．消化管の広範囲に認め

る不整形～類円形潰瘍またはアフタの脚注９に

「消化管の広範囲とは病変の分布が（胃と小腸，

十二指腸と大腸など）解剖学的に複数の臓器にわ

たる場合を意味する」を追記した。 

２）平成 30 年度の改訂点 

① 診断基準の主要事項（６）病理学的所見の脚

注に追記（下線部）した。(註３)本症では縦列す

ることがある。また，アフタの肛門側に縦走潰瘍

が存在することが少なくない。 

② 診断の基準の副所見副所見aの脚注へ追記し

た（下線部）。消化管の広範囲とは病変の分布が

解剖学的に複数の臓器すなわち上部消化管（食道，

胃，十二指腸），小腸および大腸のうち 2臓器以

上にわたる場合を意味する。典型的には縦列する

が、縦列しない場合もある。また、３ヶ月以上恒

存することが必要である。なお，カプセル内視鏡

所見では，十二指腸・小腸において Kerckring 襞

上に輪状に多発する場合もある。腸結核、腸管型

ベーチェット病、単純性潰瘍、NSAIDs 潰瘍、感染

性腸炎の除外が必要である。 

③ 診断の基準の確診例{1}主要所見のAまたはB

を有するものへの脚注に追記した（下線部）。縦

走潰瘍のみの場合、虚血性腸病変や潰瘍性大腸炎

を除外することが必要である。敷石像のみの場合、

虚血性腸病変や4型大腸癌を除外することが必要

である。 

３）令和元年度の改訂点 

 主要所見Ａ．縦走潰瘍への脚注に追記した（下

線部）。腸管の長軸方向に沿った潰瘍で、小腸の
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場合は、腸間膜付着側に好発する。典型的には

4-5cm 以上の長さを有するが，長さは必須ではな

い。 

２. UC 診断基準を改め、年度毎に改訂を行ってき

た。 

１）平成 29 年度の改訂点 

① D．バイオマーカーによる活動性・重症度判

定の項目を追加し，以下の文章を記載した．定量

的免疫学的便潜血法や便中カルプロテクチンな

どのバイオマーカーは活動性・重症度の判定に参

考となる。 

② 回腸嚢炎の診断基準Ⅰ．概念の項の大腸（亜）

全摘術の記載を大腸全摘術に変更した． 

２）平成 30 年度の改訂点 

① 回腸嚢炎の診断基準に以下を追記した．抗菌

剤をはじめとする治療に反応しない、治療薬剤の

休薬が困難、年 3回以上の回腸嚢炎による臨床症

状の増悪がある症例は「難治例」と定義する。 

② J．潰瘍性大腸炎術後症例の重症度基準を追

加した． 

Ⅰ．概念と診断基準 潰瘍性大腸炎手術例のうち、

以下の症例は術後生活の質(QOL)の低下がみられ

ることから、通常の術後治療に加えて新たな治療、

または経過観察が必要であり、難治例としての積

極的な治療の継続を必要とする症例である。 

1）回腸嚢機能不全 

頻回の排便、生活に支障をきたす漏便や排便困難

（注 17）、持続する肛門周囲瘻孔、骨盤内膿瘍の

合併など。 

2）難治性回腸嚢炎 

慢性回腸嚢炎、頻回の回腸嚢炎、長期の治療継続

例など（注 18）。 

3）難治性腸管外合併症（注 19） 

難治性壊疽性膿皮症, 難治性ぶどう膜炎、治療継

続が必要な末梢関節炎（関節リウマチ合併 

例を除く）など。 

4)大腸以外の高度消化管病変 

高度の十二指腸炎、小腸炎など。 

5）その他 

頻回の脱水などの代謝性合併症など。 

注 17)：常時おむつの使用が必要で肛門周囲のび

らんを伴う症例、狭窄などにより自然排便が困難 

な症例など。 

注 18)：I．回腸嚢炎の診断基準の項，Ⅱ-2診断

基準における「難治例」に相当する症例。 

注 19)：強直性脊椎炎、仙腸関節炎は指定難病 271

として追加申請する。また、術後改善しない成長 

障害は除く 

*：人工肛門関連合併症、術後排尿障害は「ぼう

こう又は直腸機能障害」で身体障害者の申請を行

う。 

３）令和元年度の改訂点 

 臨床的重症度分類に CRP の基準値を追記した。

また，脚注に以下を追記した。注 10) CRP の正常

値は施設の基準値とする。注 12)中等症は重症と

軽症の中間にあたるものとする。注 13) 潰瘍性大

腸炎による臨床症状（排便回数，顕血便）を伴わ

ない赤沈やCRPの高値のみで中等症とは判定しな

い。 

 

３．その他の診断基準・重症度分類に関する検討

事項 

３–① 

 前述のごとく，今回の潰瘍性大腸炎の診断基準

の改訂では臨床的重症度分類にCRPの基準値を追

記した。実際の数値については 2006 年の診断基

準プロジェクトで検討した以下の結果を参照と

した。１．重症の基準の項目である赤沈 30mm/1hr

は CRP 値では約 3.0（2.77-3.18）mg/dl に相当す

る、２．重症を規定する CRP 値を 3.0 mg/dl とす

ると、感度は 42%と高くはないものの、特異度は

80%と高く，妥当であった。また、European Crohns 

and Colitis Organisation (ECCO)の基準も重症

に相当するCRP値は3.0 mg/dlに設定されており，

今回はこの値を採択した。 

３–② 

 既に「炎症性腸疾患の疾患活動性指標集」の改

訂作業は終了しており，今後，診断基準改訂プロ
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ジェクトの担当委員，研究班の班員に修正や追記

の意見を求める作業を経て，2020 年度の発刊を予

定している。 

３，４，５． 

研究結果の一部（３–①，②）は本稿に記載した

が，研究の詳細については各研究責任者が別個に

報告予定である。既に「炎症性腸疾患の疾患活動

性指標集」の改訂作業は終了しており，今後，診

断基準改訂プロジェクトの担当委員，研究班の班

員に修正や追記の意見を求める作業を経て，2020

年度の発刊を予定している。 

  

Ｄ．考察 

１．現行の CDの診断基準は特に運用上の問題点

はなく，この 3年間において主要所見および副所

見の項目に変更・修正は行っていない。しかしな

がら，細かい語句の修正や追記，さらに脚注によ

り必要事項の解説を加えた．特にカプセル内視鏡

など新規診断機器の導入に伴い，これらの所見を

取り入れたことが改訂の主なポイントであった。 

２．現行の UCの診断基準は特に運用上の問題点

はなく，この 3年間において A.臨床症状，B.①

内視鏡検査，②注腸Ｘ線検査および C.生検組織

学的検査の主要項目に変更・修正は行っていな

い。しかしながら，カルプロテクチンなど新規の

バイオマーカーによる活動性・重症度の判定が可

能となったこと，術後患者の重症度基準が存在し

なかったこと，重症度基準の項目として取り上げ

られている赤沈値がほとんど測定されていない

現状にあること，などを考慮して前述のように，

いくつかの大幅な追記や臨床的重症度分類の項

目に CRP を取り入れるなどの改訂を行った。 

 

Ｅ．結論 

診断方法や機器の進歩はめざましく，炎症性腸

疾患の診断基準とその改訂は、逐次行うことが肝

要である。また，重症度基準は，治療方法の選択

に直結するため，診療の現状に配慮し，治療指針

やガイドラインの記載内容にも有用な基準であ

る必要がある．また，長期罹患患者の増加に伴い

増加し続ける癌の有効なサーベイランス方法の

確立も急務である．以上を本プロジェクトの主軸

として進めていきたい。 
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分担研究報告書（2017－2019 年度） 

 

「潰瘍性大腸炎、Crohn 病に合併した小腸、大腸癌の特徴と予後 

－Crohn 病の直腸肛門管癌（痔瘻癌を含む）に対する surveillance program の検証―」 

 

研究分担者 杉田昭 横浜市立市民病院 臨牀研究部 部長 

 

研究要旨 

本邦の Crohn 病に合併する大腸癌は欧米の報告と異なり、直腸肛門管（痔瘻癌を含む）が多くを占め

る。本研究班では本症に合併した直腸、肛門管癌に対して早期診断を目的とした surveillance program

（案）を作成し、有症状例の診断手順とともに平成 26 年度本研究班業績集に掲載した。10 年以上経過

した直腸、肛門病変（痔瘻を含む）をもつ Crohn 病症例を対象とし、症例集積を本研究班協力施設で更

に継続しており、本 program での surveillance を施行した症例は 2017 年 1 月で登録 497 例で、25 例

（5.0％）に悪性腫瘍が診断され、2019 年１月には登録例が 576 例と増加、30 例（5.2％）と高頻度に

直腸肛門管の悪性腫瘍が診断されている。内訳は直腸肛門管癌 26 例、痔瘻癌 2例、直腸 group4 1 例、

dysplasia1 例であった。本 surveillance program は直腸肛門管の発見率が高く、癌合併例は初回だけ

でなく、33％は検査の継続によって診断されていることから、surveillance program として有用と考え

られた。今後は更に対象とする症例数を増やすとともに、現在までの登録例のうち癌合併例を除き、現

時点で本 program による癌 surveillance が施行されている症例に定期的に施行するとともに、本サー

ベイランスで診断された癌症例の予後を分析して本 surveillance program が予後に寄与するか否かを

検証していく予定である。また、本 surveillance program の施行には経験が重要な要素であることか

ら、施行法の啓蒙や施行施設のセンター化も検討課題とする予定である。 

 

共同研究者                  

二見喜太郎 福岡大学筑紫病院 外科 

根津理一郎  西宮市立中央病院  外科 

池内浩基  兵庫医科大学  

炎症性腸疾患学講座外科部門 

舟山裕士  仙台赤十字病院  外科 

渡辺和宏  東北大学   胃腸外科 

小金井一隆 横浜市民病院炎症性腸疾患科 

古川聡美  東京山手メディカルセンター 

大腸肛門病センター 

水島恒和  大阪大学   消化器外科 

高橋賢一  東北労災病院 

  大腸肛門病センター 

渡辺憲治  大阪市立大学  消化器内科 

畑啓介  東京大学  腫瘍外科 

 

A．研究目的 

本プロジェクト研究は本邦での潰瘍性大腸炎

に合併した大腸癌、および Crohn 病に合併した小

腸、大腸癌の特徴と治療後の予後を分析し、生存

率の向上のための指針を考案することを目的と

している。 

Crohn 病では進行癌で発見されるために予後

が不良である大腸癌の早期診断に対する対策が

必要である。本邦で本症に合併する大腸癌は、欧

米で多く合併する結腸癌もみられるものの、痔瘻

癌を含む直腸、肛門管癌が多いことが本研究班の

結果を含めて明らかになった。本研究班の癌

surveillance についての pilot study の結果に

基づいて、癌の合併を疑わせる有症状例の診断手

順の作成に加え、本邦独自の直腸肛門管癌（痔瘻

癌を含む）に対する癌 surveillance program（案）
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を作成、平成 26 年度業績集に掲載した (1)。 

本プロジェクトでは本 surveillance program

に参加している各施設での症例を更に集積する

とともに、現時点で登録された症例のうち、本

surveillance program を定期的に施行する予定

の症例を選定して surveillance を継続し、 

program の有用性を検討している。 

 

B．研究方法 

 本研究班で作成した癌 surveillance program 施

行例をさらに増加させ、その有用性を検討するとと

もに、現時点での各施設で本 surveillance program

を定期的に施行する予定の症例を現時点で選定し、

癌合併例発見の有無を見ることによりをその有用

性を検討した。 

対象患者を 10年以上経過した直腸、肛門病変（痔

瘻を含む）をもつ Crohn 病症例（直腸空置例を含む）

とし、共同研究参加施設で直腸、肛門管病変部およ

び痔瘻から生検、または細胞診を行って直腸肛門管

癌の診断を行った。また、選定した定期的癌サーベ

イランス症例での癌発生率を検証することとした。 

 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析し

た。 

 

C．研究結果 

1.癌診断率（表－1） 

本 surveillance program に基づいて検査結果を

経時的にみると、増加する施行症例数に対して癌発

見率は約 5%と高頻度であった。2020 年１月には

Crohn 病症例は 576 例と増加し、直腸肛門管の悪性

腫瘍（痔瘻癌を含む）は 30 例（5.2％）と高頻度に

診断された（直腸癌 26例、痔瘻癌 2例、直腸 group 

4 1 例、dysplasia1 例）（表－2）。診断方法は大腸

内視鏡検査生検が 11 例、麻酔下生検が 14 例（5例

は確認中）であった。癌診断例中 33％（10/30 例）

は癌 surveillance program に記載されているよう

に定期的に検査を繰り返した症例であった。 

 

D．考察 

Crohn 病の直腸肛門管癌（痔瘻癌を含む）に対

する本 surveillance program 施行症例数が年々

経時的に増加した結果は、癌発見率が従来からの

結果と同様に約 5％と高値を示しており、本

programは癌surveillance法として有効と考えら

れた。また、癌発見例の 33％が繰り返しの検査で

診断されており、本 program の有用性が示された

と考えられる。今後は更に対象とする症例数を増

やすとともに、現在までの登録例のうち癌合併例

を 除 き 、 現 時 点 で 本 program に よ る 癌

surveillance を定期的に施行するとともに、本サ

ーベイランスで診断された癌症例の予後を分析

して本 surveillance program が予後に寄与する

か否かを検証していく予定である。 

本 surveillance program の施行には経験が重要 

な要素であることから、施行法の啓蒙や施行施設 

のセンター化も検討課題とする予定である。s 

 

E. 結論 

Crohn 病の直腸肛門管癌（痔瘻癌を含む）に対

する本 surveillance program は癌 surveillance

として有効と考えられた。今後は本 surveillance 

program に参加する症例の集積とともに、現時点

で登録された症例のうち、本 surveillance 

program を定期的に施行する予定と選定した症例

について surveillance を継続して癌発見に対す

る本 surveillance program の有用性と患者の予

後に寄与するか否かを検証することことが必要

である。 

 

F, 健康危険情報 

  なし 

 

G:研究報告 

1.学会発表 

 Sugita A, Futami K, Nezu R, et al: The Analysis 

of colorectal cancer with Crohn’s Disease and 

pilot study of cancer surveillance by 

multicenter analysis in Japan. ASCRS Annual 

Scientific Meeting. May 17-21 2014 Hollywood 

Florida,  
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 Sugita A: Cancer surveillance in IBD.  15th 

Asia Pacific Federation of Coloproctology 

Congress. October 5-7, 2015 Melbourne, 

 

H. 知的財産権の出願、登録状況 

  なし 

 

I．文献 

1）杉田昭：潰瘍性大腸炎、Crohn 病に合併した小

腸、大腸癌の特徴と予後－第 10 報－. 厚生労働科

学研究費補助金 難治性疾患克服研究事業 難治

性炎症性腸管障害に関する調査研究. 平成 26 年

度総括、分担研究報告書. P117-119 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度〜令和元年度） 

 

治療指針・ガイドラインの改訂 総括 

 

分担研究者 中村志郎 1(クローン病)、久松理一 2（潰瘍性大腸炎） 

兵庫医科大学 炎症性腸疾患学講座（内科部門）1杏林大学医学部 消化器内科学 2 

 

研究要旨：まず、R 元年度で炎症性腸疾患における最新の疾患概念、治療目標、モニ

タリングにもとづいて治療原則の項が、刷新された。内科治療について、潰瘍性大腸

炎では、新規承認薬として H29 年度 TNF 阻害薬のゴリムマブ、アンテドラッグ・ステ

ロイドであるブデソニド注腸フォーム剤、H30 年度 α4β7インテグリン阻害薬のベド

リズマブ、JAK 阻害薬のトファシチニブ、追加承認として H29 年度 寛解期アサコール

の 1日 1回 2.4g、H30 年度 劇症に対するインフリキシマブ点滴静注が追記された。ク

ローン病では、新規承認薬として H29 年度 IL-12/23p40 阻害薬のウステキヌマブ、R

元年度 ベドリズマブ、追加承認として H29 年度 TNF 阻害薬であるインフリキシマブ

の効果減弱例に対する投与期間の短縮、R元年度 肛門病変に対するウステキヌマブの

有効性が追記された。安全対策では、H30 年度に NUDT15 遺伝子多型検査の保険承認を

受け、チオプリン製剤使用に伴う早期の重篤副作用との関連性と使用前検査の必要性

を追加した。special situation 対策として、H30 年度に高齢潰瘍性大腸炎編が治療指

針 supplement として策定された。小児においても、H30 年度に小児潰瘍性大腸炎・ク

ローン病治療指針が新たに策定された。外科治療指針に関しては、H29 年度 クローン

病で、在宅中心静脈栄養法と人工肛門増設術の際の注意点、H30 年度では、クローン

病肛門部病変のすべて 第二版が策定され、R元年度では、潰瘍性大腸炎について、小

児における術式の選択、高齢者手術例の特徴、タイミング、術式、免疫抑制治療の詳

細が追記されている。さらに、消化器病学会編集の炎症性腸疾患 診療ガイドライン

2020 改定では、一部のメンバーが治療指針にも参画し、治療指針とガイドラインの整

合性と相補性がより高められている。 

 

潰瘍性大腸炎治療指針改定 分担研究者久

松理一１、共同研究者 平井郁仁 2、小金井 一

隆 3、新井勝大 4、虻川大樹 5、小林 拓 6、

長沼 誠 7、松浦 稔 1、松岡克善 8、猿田雅之
9、畑 啓介 10、加藤真吾 11、加藤 順 12、仲

瀬裕志 13、中村志郎 14 

（杏林大学医学部 消化器内科学 1、福岡大

学医学部 消化器内科 2、横浜市立市民 

病院 炎症性腸疾患科 3、国立成育医療研 

 

究センター 器官病態系内科部消化器科 4、

宮城県立こども病院 総合診療科・消化器

科 5、北里大学北里研究所病院 炎症性腸

疾患先進治療センター6、慶應義塾大学医

学部 消化器内科 7、東邦大学医療センタ

ー佐倉病院 消化器内科 8、東京慈恵会医

科大学 消化器・肝臓内科 9、東京大学医

学部 腫瘍外科・血管外科 10、埼玉医科大

学総合医療センター 消化器・肝臓内科 11、
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千葉大学大学院医学研究院 消化器内科学
12、札幌医科大学医学部 消化器内科学講

座 13、兵庫医科大学 炎症性腸疾患学講座

内科部門 14） 

クローン病治療指針改訂 共同研究者 

松井敏幸 1、杉田 昭 2、余田 篤 3、安藤 朗
4、金井隆典 5、長堀正和 6、樋田信幸 7、

穂苅量太 8、渡辺憲治 9、仲瀬裕志 10、竹

内 健 11、上野義隆 12、新井勝大 13、虻川

大樹 14、福島浩平 15、二見喜太郎 16 

（福岡大学筑紫病院消化器内科 1、横浜市

立市民病院炎症性腸疾患センター2、大阪

医科大学小児科 3、滋賀医科大学消化器内

科 4、慶應義塾大学消化器内科 5、東京医

科歯科大学消化器内科 6、兵庫医科大学炎

症性腸疾患学講座内科部門 7、防衛医科大

学校消化器内科 8、兵庫医科大学 腸管病

態解析学講座 9、札幌医科大学 消化器内

科学講座 10、辻中病院柏の葉 消化器内

科・IBD センター11、広島原爆障害対策協

議会 健康管理・増進センター12、国立成

育医療研究センター 消化器科 13、宮城県

立こども病院 総合診療科・消化器科 14、

東北大学大学院分子病態外科・消化管再

建医工学 15、福岡大学筑紫病院臨床医学研

究センター外科 16 

潰瘍性大腸炎、クローン病外科治療指針

作成委員 責任者 杉田 昭 1、共同研究者 

二見喜太郎 2、根津理一郎 3、藤井久男 4、

舟山裕士 5、福島浩平 6、池内浩基 7、板橋

道朗 8、小金井一隆 9、篠崎 大 10、畑 啓

介 11、亀山仁史 12、楠 正人 13、佐々木巌
14、中村志郎 15、平井郁仁 16 （横浜市立市

民病院 臨床研究部 炎症性腸疾患科 1、福

岡大学筑紫病院 臨床医学研究センター

（外科）2、西宮市立中央病院外科 3、平和

会吉田病院 消化器内視鏡・IBD センター4、

仙台赤十字病院 外科 5、東北大学大学院 

分子病態外科消化管再建医工学 6、兵庫医

科大学 炎症性腸疾患学外科部門 7、東京

女子医科大学 消化器・一般外科 8、横浜

市立市民病院 炎症性腸疾患科 9、東京大

学医科学研究所附属病院 腫瘍外科 10、東

京大学医学部 腫瘍外科・血管外科 11、新

潟大学 消化器・一般外科 12、三重大学 消

化管・小児外科学 13、みやぎ健診プラザ
14、兵庫医科大学 炎症性腸疾患学講座内

科部門 15、福岡大学医学部 消化器内科 16） 

小児IBD治療指針2019改訂ワーキンググル

ープ（清水班） 小児分担研究者 清水俊明
1、総括責任者田尻 仁 2、UC 班リーダー 虻

川大樹 3、CD 班リーダー 新井勝大 4、共同

研究者 青松友槻 5、石毛 崇 6、井上 幹大
7、岩間 達 8、内田恵一 7、工藤孝広 1、国

崎玲子 9、熊谷秀規 10、齋藤 武 11、清水泰

岳 4、神保圭佑 1、高橋美智子 12、立花奈緒
13、南部隆亮 8、福岡智哉 14、水落建輝 15 （順

天堂大学 小児科 1、大阪府立急性期・総合

医療センター 小児科 2、宮城県立こども病

院 総合診療科・消化器科 3、国立成育医療

研究センター 器官病態系内科部消化器科
4、大阪医科大学 小児科 5、群馬大学医学

部 小児科 6、三重大学 消化管・小児外科
7、埼玉県立小児医療センター 消化器・肝

臓科 8、、横浜市立大学附属市民総合医療セ

ンター 炎症性腸疾患センター9、自治医科

大学 小児科学 10、千葉大学 小児外科 11、

札幌厚生病院 小児科 12、東京都立小児総

合医療センター 消化器科 13、大阪大学 

小児科 14、久留米大学医学部 小児科 15） 

 

Ａ．研究目的 

一般に臨床医が潰瘍性大腸炎・クローン

病の治療を行う際の指針として従来の治療
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指針・診療ガイドライン(日本消化器病学会

編集）を元に新たなエビデンスや知見・保

険適応の改訂や追加などに配慮した治療指

針を作成し、診療ガイドラインとの整合性

を図ることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

まず、プロジェクトチーム（メンバーは共

同研究者一覧を参照）で、従来の治療指針、

ならびに国内外のガイドラインやをコンセ

ンサス・ステートメントなどを元にして、

最近の文献的エビデンスや治療に伴う新た

な知見にも基づいて、従来の治療指針の問

題点を洗い出し、それぞれに関して改訂素

案を分担して作成した。その素案に対して、

インターネット上のメーリングリストやプ

ロジェクトミーティングにより討議を行い、

コンセンサスを得た。さらにその結果を全

分担研究者・研究協力者に送付し意見を求

めた。最終的に第 2回総会で得られたコン

センサスに基づき修正を行い、改訂案を作

成した。 

（倫理面への配慮） 

あらかじめ各班員に内容を検討いただき

問題点を指摘頂いた。 

 

Ｃ．研究結果 

＊まず、炎症性腸疾患においては近年の急

速な内科治療の進歩に伴い、疾患概念が変

化、治療目標の高度化(粘膜治癒）、さらに

はそれらを達成する方略(Treat to Target)

が刷新されており、これらをもとに治療原

則を R元年度にその内容を up date された。 

＊内科治療では、潰瘍性大腸炎治療指針に

おいて、新規承認薬として、H29 年度 TNF

阻害薬のゴリムマブ、アンテドラッグ・ス

テロイドのブデソニド注腸フォーム剤、H30

年度 JAK 阻害薬のトファシチニブ、α4β7

インテグリン阻害薬のベドリズマブが追加

され、トファシチニブとベドリズマブは、

“H30 年度改訂の要点と解説”の項で、診

療に必要な情報が要約された。追加承認と

しては、H29 年度 寛解期アサコール

 1 日 1回、H30 年度 劇症例に対す

る TNF 阻害薬インフリキシマブの点滴静注

が、追記された。 

クローン病治療指針では、新規承認薬とし

て、H29 年度 IL-12/23p40 阻害薬のウステ

キヌマブ、R元年度にベドリズマブが追加

され、後者については“R元年度改訂の要

点と解説”の項で、最新の診療情報が概説

された。追加承認としては、H29 年度 二次

無効例に対する TNF 阻害薬インフリキシマ

ブの投与期間短縮が追記され、R元年度で

は、ウステキヌマブの肛門病変に対する有

効性も追加された。また、H30 年度では近

年の本邦専門施設における検討結果に基づ

いて、TNF 阻害薬と経腸栄養療法の併用効

果が、“H30 年度改訂の要点と解説”として

まとめられた。 

＊炎症性腸疾患における代表的な special 

situation として知られている、高齢者と

小児については、鈴木班の特殊班（高齢者 

穂刈班、小児 清水班）と連携し改訂作業を

実施した。まず、高齢者については、穂刈

班と一部プロジェクトメンバ−を共有し、

H30 年度に、高齢潰瘍性大腸炎編が治療指

針サプリメントとして新たに策定 1され、既

に公開されている。小児については、成人

と同様に、治療原則が修正され、H30 年度

に小児潰瘍性大腸炎治療指針 2、小児クロー

ン病治療指針 3がそれぞれ新たに策定され、

日本小児栄養消化器肝臓病学会雑誌で公開

され、その抜粋版を鈴木班の治療指針に盛
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り込んでいる。R元年度では、については、

免疫抑制療法前の生ワクチン接種の推奨と

小児薬用量の微修正、免疫調節薬とリンパ

増殖性疾患に関する注意喚起、さらにベド

リズマブとトファシチニブについても追加

された。 

＊外科治療指針について、H29 年度 クロー

ン病で、在宅中心静脈栄養法と人工肛門増

設術の際の注意点、H30 年度では、クロー

ン病肛門部病変のすべて が改訂され、第二

版として策定されている。R元年度では、

潰瘍性大腸炎において、小児における術式

の選択、高齢者手術例の特徴、タイミング、

術式、免疫抑制治療の詳細が追記された。 

＊さらに新たな治療指針として本年度、潰

瘍性大腸炎治療指針改定作成委員を中心に、

潰瘍性大腸炎とクローン病でしばしば随伴

する腸管外合併症の代表的な関節痛・関節

炎、皮膚症状、血栓症、原発性硬化性胆管

炎について、実診療の現場で必要となる疫

学・診断・治療の指針をまとめた腸管外合

併症治療指針が策定された。 

 

Ｄ．考察  

鈴木班後期である H29 年度から R元年度

の間に、潰瘍性大腸炎で 4剤、クローン病

で 2 剤の新たな新規承認薬が登場している。

治療指針として、これらの新規承認薬につ

いては、H30 年度以降、“改訂の要点と解説”

として、診療現場で必要となる最新情報を

概説し、各年度改訂版の冒頭に示すように

した。また、炎症性腸疾患治療のより適正

化を目的として小児と高齢者については、

別プロジェクト化し、それらメンバーと連

携し、作業の効率化により、個別の治療指

針、およびサプリメントとして公開してい

る。 

安全対策面では、従来から知られ本邦にお

ける使用普及の障害となっていたチオプリ

ン製剤使用に伴う早期重篤副作用の問題に

ついて、NUDT15 遺伝子多型との関連性が明

らかとなった。本研究班で実施された AMED

プロジェクト研究の成果 4として保険承認

された本遺伝子多型検査を、平成 30年度改

訂版に盛り込み、各種疾患の中で最も早期

に公開し、検査の普及に寄与できた。 

さらに、日本消化器病学会が編集する診療

ガイドラインの改定については、作成委員、

評価委員の一部に治療指針改定委員が参画

し、治療指針と診療ガイドラインの内容的

な整合性と相補性が図られ、令和 2年度内

に改訂版となる診療ガイドライン 2020 が

完成される予定となっている。 

 

Ｅ．結論 

 治療の標準化を目指して新たな治療指針

改訂が行われた。 

 

F. 健康危険情報 

治療指針の使用に使用に伴う、健康危険情

報は認められいない 
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令和 1年度厚生労働科学研究補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（2017-2019） 

 

   ―外科系プロジェクト研究の現状と方針― 

 

研究分担者 杉田昭  横浜市立市民病院臨牀研究部 部長 

 

研究要旨：炎症性腸疾患に対する治療の目的は患者の QOL の向上であり、外科治療は医学的な内科治療

無効例、癌合併例などを対象とするとともに術後経過が良好であれば患者の社会的状況を考慮して適応

を拡大して行うことにより QOL 向上に大きく寄与すると考えられる。外科治療の適応、手術術式および

術後管理の工夫、予後の分析と向上などから外科治療成績の向上、および位置づけを明らかにすること

を目的として以下の外科プロジェクト研究を多施設共同で行っている。 

潰瘍性大腸炎：①難治性回腸嚢炎の治療；本症の治療は抗菌剤が使用されており、平成 28 年度本研究

班業績集の潰瘍性大腸炎外科治療指針に抗菌剤併用、使用期間の延長などを記載したが、中止困難例、

無効例が存在する。現在、新しい注腸ステロイド剤、生物学的製剤などが使用される例があり、特に前

者について各施設での有効性の分析を行い、効果の検証を行う予定である。②大腸癌、dysplasia 症例

の治療方針の検討（多施設共同研究）；癌サーベイランスプログラムの確立プロジェクトで手術例 406

例の臨床病理学的検討から癌サーベイランスの有用性と発症時期の遅い症例でサーベイランス開始時

期を早めることなどを提唱し、Am J Gastroenterol（2019）に掲載された。③本症に合併した大腸癌手

術例についての全国でのアンケート調査結果から予後、再発危険因子を検討し、論文作成中である。④

本症手術例の血栓塞栓症についての前向きコホート研究の結果について論文作成中である。⑤潰瘍性大

腸炎術後の小腸出血について論文投稿中である。⑥本症の治療目的である QOL の向上のために、外科治

療、内科治療を行った症例の QOL を適確に判定する尺度の作成を行い、倫理委員会承認施設で 2020 年

１月から横断研究が開始された。⑦外科治療的確化プロジェクト（2019 年開始）：本プロジェクトは新

規治療を含めた内科治療の経過、内科治療後の外科治療例の経過から的確な外科治療を行うことを目的

とし、外科、内科、小児科医が構成メンバーである。今回は潰瘍性大腸炎重症での手術例について、カ

ルシニューリン阻害剤、生物学的製剤使用開始時期前後で重症手術例は 30％で変化がなく、分割手術が

増加して手術時の状態が不良である例が増加した可能性が示唆された。Crohn 病：①直腸肛門管癌に対

する癌 surveillance program の有用性の検証；症例集積をさらに継続して多数例での結果の解析を継

続している。現在までの登録症例のうち定期的検査を継続する症例を選定し、継続例での癌発見率も高

いことから本 surveillance program の有用性が示された。②大腸癌、小腸癌、腸管外悪性腫瘍の診断

について全国アンケート調査結果を含め、2020 年クローン病癌サーベイランス指針が作成された。③初

回腸切除または狭窄形成術後の再発危険因子の検討－prospective study－：370 例を集積予定で、2020

年 1 月までに 308 例が登録され、中間結果が報告された。④クローン病再手術、再々手術例の分析結果

が Clinical Gastroenterology and hepatology(2019)に掲載された。④術後吻合部潰瘍性病変の評価（再

発の評価）；集計した 324 例の結果により吻合部に生じた潰瘍の形態から再発との関連を分析し、論文

作成中である。腸管ベーチェット、単純性潰瘍に対する外科治療の現況調査：研究協力施設からのアン
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ケート調査施で 95例を集積、臨床的特徴、再発などについて論文作成中である。 

潰瘍性大腸炎、Crohn 病治療指針改訂プロジェクト（責任者：中村志郎先生）潰瘍性大腸炎で小児、

高齢者の手術適応、手術術式などを改定した。今後も両疾患について適宜、改訂予定であ

  

共同研究者 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 

池内浩基（兵庫医科大学炎症性腸疾患講座 

外科部門） 

福島浩平（東北大学分子病態外科） 

畑啓介（東京大学大腸肛門外科） 

舟山裕士（仙台赤十字病院外科） 

根津理一郎（西宮市立中央病院外科） 

板橋道朗（東京女子医科大学消化器、一般外科） 

小金井一隆（横浜市民病院炎症性腸疾患科） 

篠崎大（東京医科学研究所腫瘍外科） 

小山文一（奈良県立医大中央内視鏡部） 

亀山仁史（新潟大学消化器、一般外科） 

 

A. 研究目的 

炎症性腸疾患に対する外科治療の適応の適正化、

適正な手術術式および術後管理、それらに基づく

予後の向上の検討によって外科治療の位置づけ

を明らかにしていくことを目的とし、各種プロジ

ェクト研究をの多施設共同研究で行う。 

 

B. 研究方法 

本研究班で潰瘍性大腸炎、クローン病、腸管ベ

ーチェット病または単純性潰瘍についての現状

分析、治療法の改善について外科プロジェクト研

究を行う。 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析

することとしている。 

 

C. 研究成果 

1.潰瘍性大腸炎 

1）本症の治療は抗菌剤が使用されており、平成

28 年度本研究班業績集の潰瘍性大腸炎外科治療

指針に抗菌剤併用、使用期間の延長などを記載し

たが、中止困難例、無効例が存在する。現在、新

しい注腸ステロイド剤、生物学的製剤などが使用

される例があり、特に前者について各施設での有

効性の分析を行い、効果の検証を行う予定である。

2）大腸癌、dysplasia 症例の治療方針の検討（多

施設共同研究）；癌サーベイランスプログラムの

確立プロジェクトで手術例406例の臨床病理学的

検討から癌サーベイランスの有用性と発症時期

の遅い症例でサーベイランス開始時期を早める

ことなどを提唱し、Am J Gastroenterol（2019）

に掲載された。3）以下のプロジェクトは論文投

稿中または作成中である。①潰瘍性大腸炎術後の

小腸出血：論文投稿中。②本症に合併した大腸癌

手術例についての予後、再発危険因子を検討（全

国でのアンケート調査結果）：論文作成中。③本

症の治療目的である QOL の向上のために、外科治

療、内科治療を行った症例の QOL を適確に判定す

る尺度の作成を行い、倫理委員会承認施設で 2020

年 1 月から横断研究が開始された。結果の分析後

に縦断研究を行う予定である。④外科的確化プロ

ジェクト：潰瘍性大腸炎重症での手術例について、

カルシニューリン阻害剤、生物学的製剤使用開始

時期前後で重症手術例は 30％で変化がなく、分割

手術が増加し、手術時に状態が不良である例が増

加した可能性が示唆された。更に多数例を集計し、

手術時期の検討を行う予定である。 

2.Crohn 病 

1）直腸肛門管癌に対する癌surveillance program

の有用性の検証；症例集積をさらに継続して多数

例での結果の解析を継続している。現在までの登

録症例のうち定期的検査を継続する症例を選定

し、継続例での癌発見率も高いことから本

surveillance program の有用性が示された。更に

長期の経過を検証する。2）大腸癌、小腸癌、腸

管外悪性腫瘍の診断について全国アンケート調

査結果を含め、クローン病癌サーベイランス指針

が作成された。3）初回腸切除または狭窄形成術
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後の再発危険因子の検討－prospective study

－；370 例を集積予定であり、倫理委員会での承

認を受けた施設で現在までに 308 例が登録され、

中間結果が報告された。さらに.症例の登録を継

続する。4）クローン病再手術、再々手術例の分

析結果が Clin Gastroenterol and Hepatol(2019)

に掲載された。5）術後吻合部潰瘍性病変の評価

（再発の評価）；集計した 324 例の結果により吻

合部に生じた潰瘍の形態から再発との関連を分

析し、論文作成中である。 

3.腸管ベーチェット、単純性潰瘍に対する外科治

療の現況調査 

研究協力施設からのアンケート調査施で 95 例を

集積、臨床的特徴、再発などについて論文作成中

である。 

4.潰瘍性大腸炎、Crohn 病治療指針改訂プロジェ

クト（責任者：中村志郎先生）：潰瘍性大腸炎で

小児、高齢者の手術適応、手術術式などを改定し

た。今後も両疾患について適宜、改訂予定である。 

 

D. 考察 

 各種の多施設共同研究により炎症性腸疾患に

対する外科治療成績の向上、および外科治療の位

置づけを明らかにして、QOL 向上のために適正な

外科治療の指針を作成することが必要がある。 

 

E.結論 

炎症性腸疾患に対する外科治療の位置づけは

内科治療、外科治療の進歩、変遷によって変化し

ている。各種のプロジェクト研究によって、外科

治療の現状と問題点を明らかにして治療成績の

向上はかることで、治療の目標である QoL の向上

につなげることが重要である。 

 

F:健康機関情報 

 特になし 

 

G:研究発表 

 今後予定 

 

H:知的財産権の出願、登録状況 

 特になし 



37 
 

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

「クローン病肛門部病変のすべて」第 2版の発刊 

 

研究分担者  二見喜太郎  福岡大学筑紫病院外科 教授 

       東 大二郎  福岡大学筑紫病院外科 講師 

       平野由紀子  福岡大学筑紫病院外科 助教 
 

研究要旨：診断から治療まで一冊に網羅したクローン病肛門部病変の解説書として、2011 年 10 月に刊

行した「クローン病肛門部病変のすべて」は、肛門部の診療になじみのない内科医にも活用できる内

容となっている。刊行から 5年以上経過して、診断的、治療的な研究の進歩により追加すべき新しい

事項も増え、肛門部癌の増加は早期診断の必要性に迫られている。今回、これらの事項を加えて、さ

らに実臨床的なものを目指して改訂案を計画し、コアメンバーによる検証を経て、共同研究者の意見

を取り入れて改訂を行い、2019 年 3 月完成に至り第 2版として発刊した。 

 

共同研究者 

杉田 昭、小金井 一隆(横浜市立市民病院)、舟

山 裕士(仙台赤十字病院 外科)、根津 理一郎

(西宮市立中央病院)、福島 浩平(東北大学大学

院 医工学研究科消化管再建医工学分野・医学系

研究科分子病態外科分野)、畑 啓介(東京大学 

腫瘍外科・血管外科)、池内 浩基、内野 基(兵

庫医科大学病院 IBD センター)、藤井 久男(吉田

病院)、楠 正人、荒木 俊光(三重大学大学院医

学系研究科 消化管・小児外科)、板橋 道朗(東

京女子医科大学 消化器外科)、亀山 仁史(新潟

大学歯科学総合病院 消化器外科)、高橋 賢一

(東北労災病院 大腸肛門外科)、木村 英明(横浜

市立大学附属 市民総合医療センター)、水島 恒

和(大阪大学 消化器外科)、佐原 力三郎(JCHO 東

京山手メディカルセンター)、梅枝 覚(四日市羽

津医療センター)、太田 章比古(家田病院)、江

﨑 幹宏(佐賀大学医学部附属病院)、渡辺 憲治

(兵庫医大 腸管病態解析学)、平井 郁仁(福岡大

学筑紫病院 IBD センター) 

 

A. 研究目的 

クローン病において肛門部は罹患頻度の高い

部位で、病変は難治性、易再発性で若年で発症

するクローン病の長期経過を左右する重要な因

子の一つであるばかりでなく、初期症状として

早期診断を導く手掛かりになることもよく知ら

れている。「クローン病肛門部病変のすべて」は

2011 年 10 月に刊行し、肛門部の診療になじみの

うすい内科医からも評価を得ているが、5年を経

過して、診断、治療における最新の知見ならび

に癌合併の増加など、追加すべき事項が増えて

おり、今回、内容の修正に新たな事項を加え

て、診断から治療までを一冊に網羅したさらに

実践的な参考書の作成を目指した。 

 

B. 研究方法 

初版の「クローン病肛門部病変のすべて」に

は、64 枚の肉眼所見を含めて診断・治療に関す

る事項を掲載しており、さらに分かりやすい内

容を目指して診断的および治療的な最新の事項

に画像所見や図説を加えた。肛門癌についても

早期癌を追加してサーベイランスに役立つ内容

として改訂案を作成し、外科医 5名のコアメン

バーの検証を経て、肛門科医、内科医も含めた

共同研究者の意見を問うた。 
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C. 研究結果(改訂の内容) 

Perianal fistula に対する呼称の変更はその

理由を記載することで同意を得た。診断的事項

としては、AGA 「Perianal fistula」の分類、

肛門部診察の体位、金属ブジーなどを追加し

た。病変としては、skin tag、edematous 

pile、ulcerated edematous pile の違いが曖昧

になっており解説を加えた。肛門部癌のサーベ

イランスとしての麻酔下肛門観察(EUA)および生

検の意義を解説。治療的事項としては、治療目

標の記載、瘻孔例に対する治療法の選択、とく

に seton 法については cutting seton と loose 

seton の手技を具体的に解説、また人工肛門造設

および直腸切断術後の合併症についての記載を

加えた。症例呈示としては、症状のない軽症

例、肛門管－膣瘻、尿道瘻の MRI 所見の追加、

その他軽症例から癌合併まで病態別に分かりや

すく整理した。 

 

D. 考察 

初版の「クローン病肛門部病変のすべて」に

不足した事項ならびに新しい知見を加えるこ

とにより、診断的、治療的に実臨床で、とく

に肛門部の診療に不慣れな内科医にも分かり

やすいクローン病肛門部病変の解説書になる

と考える。また、肛門部癌は頻度は低いがク

ローン病患者の生命予後を左右する重要な因

子であり、症例呈示を参考に早期診断さらに

サーベイランスへつながるものと考える。 

 

E. 結論 

クローン病において、長期的な QOL の維持に

肛門部病変の管理は不可欠であり、一冊の解説

書があれば診療科を問わず、より適切な対応に

つながり、ひいてはクローン病患者の生産性の

向上を導くものと考える。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 なし 

２.学会発表 

 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 

 参考文献 

 1) 渡辺守、佐々木巌、二見喜太郎:クローン

病 

肛門部病変のすべて－診断から治療まで－、

厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服事

業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研

究」. 平成 23年度研究報告書別冊, 2011.10. 

2) Irvine EJ. Usual therapy improves  

perianal Crohn’s disease as measured by 

a new disease activity index. 

J Clin Gastroenterol 20: 27-32, 1995 

3) Sandborn WJ, et al.  AGA technical 

review on perianal Crohn’s disease. 

Gastroenterology 125:1508-1530,2003 

4) Taxonera C, et al. Emerging treatments 

for complex perianal fistula in Crohn's 

disease. World J Gastroenterol 15:4263-

4272,2009 

5) Marzo M, et al：Management of perianal 

fistulas in Crohn's disease: an up-to-

date review. World J Gastroenterol. 

21:1394-1403, 2015 
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令和 1年度厚生労働科学研究補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書(2017-2019) 

 

Crohn 病手術例の再発危険因子の検討 

―多施設共同研究による prospective study― 

 

研究分担者 杉田昭 横浜市立市民病院臨牀研究部 部長 

 

研究要旨：Crohn 病は経過中に外科治療を必要とする症例が多く、術後再発が一定の頻度であることか

ら、本症に対する治療目的である QOL の改善に関して術後再発予防は必須の課題である。術後再発危険

因子について諸家の意見は一致しておらず、術後再発予防治療を行うにはまず、本邦での再発危険因子

を明らかにし、それらを有する治療対象患者を正確に抽出することが必要である。治療対象症例を明確

にして適正な再発予防治療を行うことで患者のQOL改善と医療費や副作用を考慮した適正な再発予防治

療を行うことが可能となる。本プロジェクト研究は多施設共同の prospective study により本邦での正

確な術後再発危険因子を明らかにすることを目的とした。本プロジェクトでは初回腸切除、または狭窄

形成術を施行した Crohn 病症例の再手術を含む再発率と再発危険因子を検討するために 370 例を集積

し、術後 5年間の経過観察を多施設共同による prospective study を行い、本邦での術後再発率、再発

危険因子の検討を行うこととした。症例の集積を開始して 3年 3カ月経過した現在、倫理委員会で承認

を受けた各施設中、8施設で昨年の 237 例から 308 例に登録症例が増加した。登録期間を延長してさら

に症例の集積を継続する予定である。 

 

共同研究者 

池内浩基（兵庫医科大学炎症性腸疾患講座外科部門） 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 

舟山裕士（仙台赤十字病院外科） 

根津理一郎（西宮市立中央病院外科） 

藤井久男（吉田病院） 

渡辺和宏（東北大学胃腸外科） 

高橋賢一（東北労災病院大腸肛門病センター） 

畑啓介（東京大学腫瘍外科） 

福島浩平（東北大学分子病態外科） 

小金井一隆（横浜市立市民病院炎症性腸疾患科） 

板橋道朗（東京女子医科大学消化器、一般外科） 

水島恒和（大阪大学消化器外科） 

亀山仁史（新潟大学消化器、一般外科） 

村上義孝（東邦大学医学部社会医学講座 

     医療統計学分野） 

西脇祐司（東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野） 

Ａ.研究目的 

Crohn 病は経過中に外科治療を必要とする症例が

多く、定の頻度で術後再発がみられる。術後再

発危険因子として主に罹病期間、罹患範囲、手

術適応、吻合法などが挙げられているが、諸家

の報告で一致していない(表－１)。本研究班で

行われた retrospective study では初回手術の

適応が perforating type が non perforating 

type に比べて有意に再手術率が高いことが報告

されている(1)。現在は術後再発予防治療として

免疫調節剤や生物学的製剤などの治療が行われ

ており、治療法によっては医療費の増加や重症

の副作用に留意する必要がある。適正な術後再

発予防治療を行うためには術後再発危険因子の

確定が不可欠である。本プロジェクト研究は多

施設共同による prospective study により本邦

での正確な術後再発率、再発危険因子を明らか

にすることを目的にしている。 
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B.研究方法 

Crohn 病初回腸切除術、または狭窄形成術後の

再発危険因子を多施設共同で prospective study

で明らかにすることを目的とし、protocol を作

成し、登録症例を 370 例としてた（平成 29年度

本研究班業績集に掲載）。 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分

析する。 

 

C.研究成果 

登録症例数は登録開始から 3年 3カ月で倫理

委員会承認施設のうち、8施設で 308 例が登録さ

れている（表-２）。 

 

D.考察 

 本プロジェクト研究により本邦での初回腸切

除、または狭窄形成術を施行した Crohn 病症例

について再手術を含む再発率及び再発危険因子

の解析を行って再発予防治療の対象症例を明確

にすることが可能となり、治療効率の向上、医

療経済、副作用の軽減、観点から重要と考えら

れる。 

 

E.結論 

本邦の Crohn 病症例で術後再発治療の対象症

例が明確にすることにより患者の QOL 改善と医

療費や副作用を考慮した適正な再発予防治療を

行うことが可能となる。症例の集積を継続す

る。 

 

F.健康機関情報 

 特になし 

 

G.研究発表 

 今後予定する。 

 

H.知的財産権の出願、登録状況 

 特になし 

 

I:文献 

1）福島恒男、杉田昭、馬場傷三、ほか：Crohn 病

術後因子の検討. 厚生省特定疾患難治性炎症性

腸管障害調査研究班 平成 7 年度研究報告書. 

58-60、1 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

新たな IBD 診断の開発 

 

研究分担者 緒方晴彦 慶應義塾大学医学部内視鏡センター 教授 

 

研究要旨： 

１潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡アトラス作成および炎症判定スコアの作成 

２潰瘍性大腸炎の組織学的治癒予測のための内視鏡自動診断システムの開発（UC-CAD study） 

３炎症性腸疾患に対する通常内視鏡診断への AI適応研究 

４クローン病粘膜病変に対するバルーン小腸内視鏡と MRE の比較試験 Progress Study 

５クローン病におけるカプセル内視鏡検査の有用性・安全性に関する多施設共同研究 SPREAD-J study 

共同研究者 

１細江直樹、緒方晴彦（慶應義塾大学医学部内

視鏡センター）他 

２牟田口真、緒方晴彦（慶應義塾大学医学部内

視鏡センター）他 

３高林馨、緒方晴彦（慶應義塾大学医学部内視

鏡センター）他 

４渡辺憲治（兵庫医科大学腸管病態解析学）他 

５猿田雅之（慈恵会医科大学内科学講座消化

器・肝臓内科）他 

 

A. 研究目的 

１潰瘍性大腸炎（ulcerative colitis, UC） 

の炎症粘膜病変に対する大腸内視鏡と 大腸

用カプセル内視鏡（colon capsule 

endoscopy; CCE） の画像比較による内視鏡

アトラスと重症度評価スコアを作成し、その

評価を行う。 

２超拡大内視鏡（Endocytoscope; EC）と AI

機能としてのコンピューター診断支援（CAD; 

computer-assisted diagnosis）システムを

構築し疾患活動性をリアルタイムで生検組織

を要さず自動診断し、医療従事者・患者双方

の負担の低減と医療削減を目指す。 

３炎症性腸疾患患者の通常内視鏡画像を集積

し AIに学習させることにより CAD system 

を完成させ内視鏡検査中のリアルタイム診断

を実現する。 

４「MRE＋回腸終末部まで観察する

ileocolonoscopy(ICS)」群と「MRE＋経肛門

的バルーン小腸内視鏡(BAE)」群の多施設共

同前向きランダム化比較試験（Progress 

Study 2）を行い、欧米の画像診断法の正当

性と MRE の有用性を検証する。その study の

なかで新内視鏡スコアの validation も行

う。 

５診断や病変評価、治療効果 および粘膜治

癒判定におけるカプセル内視鏡の有用性につ

き、わが国初の大規模な症例蓄積検討で評価

する。 

 

B. 研究方法 

１UC患者を対象に CCE-2 及び CS を実施し、

画像を収集する。検査当日は CCE-2 を先行し

て実施し、同日に CS を実施するが、CSでは

可能な限り全大腸を観察する。40例の CCE-2

画像および CS画像からアトラス作成に必要

な画像所見をピックアップし、アトラスを作

成する。さらに CCE-2 による炎症度評価スコ

アを作成する。 
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（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮

し、各施設間のデータのやり取りには匿名化

情報を用いる。 

２各施設に通院中の潰瘍性大腸炎患者が、臨

床上の必要性から下部消化管内視鏡検査を施

行する際に本研究の説明および同意取得を行

う。 

① 内視鏡施行時に取得した EC-NBI 画像と組

織サンプルを用いる。なお、病理学的活

動評価については各施設より同一の委託

業者へ外注委託を行うことにより、施設

間の組織学的評価の差をなくし一貫性を

保持することとした。 

② 基本情報および臨床情報を、匿名化した

データベースに入力し、必要なデータを

取得する。 

③ 内視鏡画像の利用 

内視鏡の静止画および動画をハードディスク

に保存し個人情報を全て削除したうえで、名古

屋大学に供与し、自動診断システム開発を行

う。一定量の内視鏡画像による開発・学習がな

されたのちに内視鏡画像を読影させて組織学的

活動度との感度、特異度、正診率などを評価す

る。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮し、

各施設間のデータのやり取りには匿名化情報を

用いる 

３事前に各施設における倫理委員会の承認を

得た後、各施設に対し、内視鏡画像を集積す

る。同時に、臨床データ（臨床経過・症状・治

療内容・血液検査結果、病理結果など）を集積

する。一定量の内視鏡画像を AI に学習させた上

で、診断制度の上がる学習方法を検討し、これ

を繰り返すことで AI の診断能を向上させる。構

築した AIによる内視鏡検査画像診断システム

に、新規の下部消化管内視鏡検査画像を読影さ

せて炎症性腸疾患の診断に関する感度、特異

度、正診率などを評価する。炎症性腸疾患の消

化管内視鏡検査画像のうち、ランダムにある一

定量の症例を選び AI の学習セットとして、残り

の症例を評価セットとして炎症性腸疾患診断の

感度、特異度、正診率などを算出しリアルタイ

ム内視鏡診断能の構築を行っていく。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮し、

各施設間のデータのやり取りには匿名化情報を

用いる。 

４適格基準）小腸造影や内視鏡、CT、MRI、超音

波検査などにより小腸病変を有すると診断され

たクローン病患者 

ランダム化割付因子）CRP 

MRE プロトコール）3T 可 

内視鏡検査）全例動画撮影 

便カルプロテクチン測定 

目標症例数）132 例（各群 66例） 

主要評価項目）MRE+ICS 群と MRE+BAE 群の回腸終

末部を含む小腸活動性粘膜病変有所見率 

（倫理面への配慮） 

本研究は各研究参加施設の倫理委員会の承認

を得て、参加者にインフォームド・コンセント

を得て施行する。 

５CD もしくは CD 疑いで、小腸病変精査目的に

CEを行う患者を対象とする。目標症例数は500例。 

①主要評価項目：CE による CD 病変評価の達成

度 

②副次的評価項目： 

既存の CD病変の活動性評価方法（CDAI、CECDAI）

の相関性 

有害事象の発生頻度 

他検査方法と比較した CEの受容性評価 

パテンシー・カプセルの使用状況 

（倫理面への配慮） 

本研究は各研究参加施設の倫理委員会の承認

を得て、参加者にインフォームド・コンセン

トを得て施行する。 
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C. 研究結果 

１平成 28年度に、第一段階 40例の画像収集

が終了、CCE-2 ビデオから判定した重症度ス

コアの項目の重みづけ、採用項目の統計学的

な解析が終了し、スコアが完成した。カプセ

ル内視鏡アトラスについては、「大腸カプセ

ル内視鏡を用いた潰瘍性大腸炎内視鏡画像ア

トラス」が完成し、平成 30 年 3 月に発刊し

た。平成 30 年度には、大腸カプセル内視鏡

による潰瘍性大腸炎重症度評価スコアを論文

化し公表した。 

２プロトコール構築を行い、各施設の倫理申

請を行った。倫理承認後、11月より患者リ

クルート、システム開発が開始された。2020

年度中には目標症例に到達する予定。 

３本研究計画の発案、研究体制の構築を行

い、慶應義塾大学における倫理委員会申請が

通過し現在は得られた画像からアノテーショ

ンを開始している。 

４上記 15施設による多施設共同前向きランダ

ム化比較試験のプロトコールを確定し、UMIN 登

録（UMIN000031261）の後、2018 年８月より症例

登録を開始した。 

2020 年 2月末時点での症例登録状況は、62

例（目標症例数 132 例：47.0％）である。 

５本研究計画の発案、研究体制の構築を行

い、さらに慈恵会医科大学における倫理委員

会申請を行い登録症例数が順調に増加してい

る。 

 

D. 考察 

１平成 30年度は、大腸カプセル内視鏡スコ

アを英文誌に公表した。今後はこのスコアの

再現性、病勢評価の正確性をみるための

Validation study を検討する。 

３MRE 所見は、従来の MaRIA スコアに加え、東

京医科歯科大 MREC スコア(AJR Am J Roentgenol 

2019;212:67-76)もスコアリングするが、Simple 

MaRIA スコア(Gastroenterology 2019;157:432-

439)はスコアリングに含めない。 

JDDW2019 で開催された project meeting で、

中間解析は実施せず、新内視鏡スコアの

validation を今後行う方向で協議する。 

 

E. 結論 

１大腸カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎重

症度評価スコアを論文化し公表した 

３平成 30年度は、本研究計画の発案、研究体

制の構築を行った。さらに慶應義塾大学におけ

る倫理委員会申請を行った。次年度は他施設の

倫理委員会の承認、画像の収集、AI の学習法の

検討、確立を行う。 

４本邦でしか実施できない Progress study 

2 で、世界の CD 小腸モニタリング strategy

を改革するとともに、臨床現場に有用な CD

新内視鏡スコアを開発して参りたい。 

５本研究によって欧米が主張するクローン病

画像診断法の有用性と問題点を検証し、CD

画像診断モニタリング strategy の適正化に

寄与して参りたい。また、本邦の CD 小腸病

変の正確な location、多発性のデータも提

供し、欧米との差異の有無も検証して参りた

い。 

 

F. 健康危険情報 

１なし。本研究に起因する有害事象を認め

ず。 

２個人への危険性として直接的なものは内視

鏡を用いた腸管組織の生検による組織の提供

が該当する。ただし、本研究は通常診療で必

要とされる生検を行うため、通常診療におけ

る内視鏡検査に伴うリスクと同等である。 

現在、上記を含めた健康危険情報は発生して

いない。 

３MRE+BAE 群で遅発性穿孔例が発生し、本研

究の監査委員、モニタリング委員、兵庫医科

大学倫理委員会に報告された。審議にて、本

研究の継続が承認された。 

４なし。本研究に起因する有害事象を認め
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ず。 

５なし。本研究に起因する有害事象を認め

ず。 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

1. Hosoe N, Nakano M, Takeuchi K, Endo 

Y, Matsuoka K, Abe T, Omori T, 

Hayashida M, Kobayashi T, Yoshida A, 

Mizuno S, Yoshihiro N, Naganuma M, 

Kanai T, Watanabe M, Ueno F, Suzuki Y, 

Hibi T, Ogata H. Establishment of a 

Novel Scoring System for Colon Capsule 

Endoscopy to Assess the Severity of 

Ulcerative Colitis-Capsule Scoring of 

Ulcerative Colitis. Inflamm Bowel Dis. 

24(12): 2641-2647, 2018 

2. Hosoe N, Ohtsuka K, Endo Y, Naganuma 

M, Ogata N, Kuroki Y, Sasanuma S, 

Takabayashi K, Kudo SE, Takahashi H, 

Ogata H, Kanai T. Insertability 

comparison of passive bending single-

balloon prototype versus standard 

single-balloon enteroscopy: a 

multicenter randomized non-blinded 

trial.                   

Endosc Int Open. 6(10): E1184-E1189, 

2018 

3. Hosoe N, Takabayashi K, Ogata H, 

Kanai T. Capsule endoscopy for small-

intestinal disorders: Current status.Dig 

Endosc. 2019 Jan 17. [Epub ahead of 

print] Review 

4. Hosoe N, Hayashi Y, Ogata H.                                       

Colon Capsule Endoscopy for Inflammatory 

Bowel Disease.                    

Clin Endosc. 2020 Jan 9. [Epub ahead of 

print]. 

4. Limpias Kamiya KJ, Hosoe N, 

Takabayashi K, Hayashi Y, Sun X, 

Miyanaga R, Fukuhara K, Fukuhara S, 

Naganuma M, Nakayama A, Kato M, Maehata 

T, Nakamura R, Ueno K, Sasaki J, 

Kitagawa Y, Yahagi N, Ogata H, Kanai T.   

Endoscopic removal of foreign bodies: A 

retrospective study in Japan.       

World J Gastrointest Endosc. 12(1): 33-

41, 2020 

 

２．学会発表 

1. 細江 直樹, 緒方 晴彦, 金井 隆典                   

潰瘍性大腸炎患者に対する大腸カプセル内

視鏡検査 前処置、運用法を含めて(ワーク

ショップ)                         

第 95 回日本消化器内視鏡学会総会. 東京, 

2018 年 5月 

2. 細江 直樹, 中野 雅, 緒方 晴彦                                    

大腸カプセル内視鏡スコア（Capsule 

Scoring of Ulcerative Colitis: CSUC）に

よる潰瘍性大腸炎の炎症評価（開発から

Validation まで）(シンポジウム)              

JDDW 2018. 神戸, 2018 年 11 月 

3. 宮永 亮一, 細江 直樹, 緒方 晴彦                            

大腸カプセル内視鏡による同種造血幹細胞移

植後の全消化管サーベイランス(パネルディ

スカッション)                         

第 97 回日本消化器内視鏡学会総会. 東京, 

2019 年 6月 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

 特になし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

新たな IBD 診断の開発 

潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡のアトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断システムの開発 

 

研究分担者 中野 雅 北里大学北里研究所病院 消化器内科 部長 

 

研究要旨 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡のアトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

本研究は多施設共同により、潰瘍性大腸炎患者に対し大腸内視鏡と大腸カプセル内視鏡を同日に行って

活動性炎症所見を比較し、大腸カプセル内視鏡画像アトラスを作成し公表した。さらに集積した画像を

元に大腸カプセル内視鏡に特化した炎症度評価スコアを作成（論文発表）し、公表した。 

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断システムの開発 

炎症性腸疾患患者の消化管内視鏡画像を集積し、その内視鏡画像の特徴を AI（Artificial 

intelligence）に学習させることにより通常内視鏡診断におけるコンピューター診断支援システム

（Computer-aided diagnosis；CAD system）を完成させ、炎症性腸疾患における内視鏡検査中のリア

ルタイム内視鏡診断を実現することを目的とする。 

 

共同研究者 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

細江直樹、緒方晴彦（慶應義塾大学医学部内視

鏡センター）、水野慎大、長沼誠、金井隆典（慶

應義塾大学医学部消化器内科）、渡辺守（東京医

科歯科大学消化器内科）、小林拓、日比紀文 

（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治

療センター）、吉田篤史、遠藤豊、上野文昭（大

船中央病院消化器肝臓病センター）、大森鉄平

（東京女子医科大学消化器内科）、林田真理、久

松理一（杏林大学第三内科）、竹内健、松岡克

善、鈴木康夫（東邦大学佐倉病院消化器内科） 

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

高林馨、牟田口真、細江直樹、緒方晴彦（慶應

義塾大学医学部内視鏡センター）、長沼誠、金井

隆典（慶應義塾大学医学部消化器内科）、小林

拓、日比紀文（北里大学北里研究所病院炎症性

腸疾患先進治療センター）、松岡克善（東邦大学

医療センター佐倉病院）、田中聖人、河村卓二

（日本赤十字社京都第二赤十字病院）、佐藤真一

（国立情報学研究所） 

 

A. 研究目的 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

潰瘍性大腸炎（UC）は、大腸にびらんや潰瘍

を形成する原因不明の炎症性腸疾患である。UC

の診断は大腸内視鏡（CS）を行い、連続性に拡

がる大腸の炎症の程度、病変の罹患範囲を確認

することが主体となる。UC の診療において CS は

必須の検査であるが、症状の増悪や疼痛、穿孔

のリスクを念頭に置き安全性を考慮して施行の

可否を慎重に判断する。カプセル内視鏡（CE）

は非侵襲的に腸粘膜の観察が可能であり、本邦

では第 2世代の大腸 CEである PillCam COLON2

カプセル（CCE-2）が 2013 年 7月より国内で使
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用可能となっている。CCE-2 の有用性は、主に大

腸腫瘍性病変の拾い上げ診断に対して示されて

おり、UCに対する炎症の評価に関しては国内外

での少数の報告に限られる。そこで本研究は多

施設共同により UC患者に対して CSと CCE-2 を

同日に行い、炎症所見を比較検討することで大

腸カプセル内視鏡画像アトラスを作成し広く公

表することを目的とする。さらに集積した画像

を元に大腸カプセル内視鏡に特化した炎症度評

価スコアを作成することを目指す。                   

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

炎症性腸疾患（IBD）の特徴的な内視鏡的所見

は明らかとなっている一方、内視鏡診断・評価

に関しては内視鏡施行医に委ねられている部分

も多いのが現状である。また重症度評価に関し

ても様々なスコアが存在するが正確に

validation されたものはない。そこで診断確定

済みの IBD 症例の内視鏡画像を全国から集積

し、その内視鏡画像の特徴を AI に学習させるこ

とにより通常内視鏡診断におけるコンピュータ

ー診断支援システムの構築を行う。これにより

統一した内視鏡診断アルゴリズムの確立をめざ

し、最終的には IBD における内視鏡検査中のリ

アルタイム内視鏡診断および重症度評価を実現

することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

本研究は、慶應義塾大学医学部内視鏡センタ

ー・消化器内科を中心とした、上記施設との多

施設共同研究である。UC患者を対象に CCE-2 お

よび CS を同日に実施し、CS ならびに CCE-2 両内

視鏡画像を集積する。検査当日は CCE-2 を先行

して実施し、同日に施行する CS では可能な限り

全大腸を観察する。40例の CCE-2 画像および CS

画像からアトラス作成に必要な画像所見を決定

しアトラスを作成する。さらに集積した画像を

元に炎症度評価スコアを作成する。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、各施設での倫理委員会の承認を必

要とする。個人情報保護の観点からも、集積さ

れた内視鏡画像を中心とする臨床情報は慎重に

取り扱う。匿名化情報の管理は施設ごとに行

い、慶應義塾大学医学部内視鏡センターへのデ

ータの受け渡しも十分な配慮の元に行う。 

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

事前に各施設での倫理委員会の承認を得た

後、各施設の内視鏡画像を集積する。同時に、

臨床データ（臨床経過・症状・治療内容・血液

検査結果・病理結果など）も集積する。一定量

の内視鏡画像を AIに学習させた上で診断精度の

向上に結びつく学習方法を検討し、これを繰り

返すことで AI診断能の向上を目指す。構築した

AI 内視鏡検査画像診断システムに、新規の下部

消化管内視鏡検査画像を読影させ IBD の内視鏡

診断に関する感度・特異度・正診率などを評価

する。IBD の内視鏡検査画像のうち一定量の症例

をランダムに選び AI の学習セットとする。この

学習セットをもとに残りの症例を評価し、IBD 診

断の感度・特異度・正診率などを算出しリアル

タイム内視鏡診断能の構築を行っていく。 

（倫理面への配慮） 

本研究は各施設の倫理委員会の承認の後に研

究を行う。個人情報の保護にも十分に配慮し、

各施設間のデータのやり取りには匿名化情報を

用いる。 

 

C. 研究結果 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

平成 28 年度に、第一段階 40例の画像収集が終

了、CCE-2 ビデオから判定した重症度スコアの項

目の重みづけ、採用項目の統計学的な解析が終

了しスコアが完成した。カプセル内視鏡アトラ

スについては、「大腸カプセル内視鏡を用いた潰

瘍性大腸炎内視鏡画像アトラス」が完成し、平

成 30年 3月に発刊した。平成 30 年度には、大
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腸カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎重症度評

価スコアを論文化し公表した。         

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

令和元年度は当院を含めた各協力施設の倫理

委員会への申請・承認を進めた。関連性のない

一対の腸管の炎症・非炎症粘膜の画像の重症度

比較を行い、これを AIに深層学習させることで

これまでにない連続変数としての診断・重症度

分類システムの構築を開始した。また部位認証

システムの構築も行い、これに関しても AIに深

層学習を開始した。 

 

D. 考察 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

平成 29 年度にはアトラスが完成し発刊、平成

30 年度は、大腸カプセル内視鏡スコアを英文誌

に公表した。今後はこのスコアの再現性、病勢

評価の正確性をみるための Validation study を

検討する。                              

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

次年度は深層学習の結果を評価し、内視鏡診

断能、部位認証能の向上を目指す。  

 

E. 結論 

①潰瘍性大腸炎に対する大腸カプセル内視鏡の

アトラスならびに炎症度評価スコアの作成 

平成 29 年度に「大腸カプセル内視鏡を用いた潰

瘍性大腸炎内視鏡画像アトラス」が完成した

（平成 30年 3月発刊）。平成 30 年度には、大腸

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎重症度評価

スコアを論文化し公表した。        

②炎症性腸疾患に対する通常内視鏡自動診断シ

ステムの開発 

令和元年度は、当院における倫理委員会への

申請を行い承認された。また基本データとなる

内視鏡画像の集積を開始した。AIの学習法とし

て腸管の診断・重症度判定を連続変数として取

り扱う方法を開発し、それと共に部位認証シス

テムの構築も行った。 

 

F. 健康危険情報 

両研究ともなし。本研究に起因する有害事象

を認めず。 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

1. Okabayashi S, Kobayashi T, Saito E, 

Toyonaga T, Ozaki R, Sagami S, Nakano M, 

Tanaka J, Yagisawa K, Kuronuma S, Takeuchi 

O, Hibi T. Individualized treatment based 

on CYP3A5 single-nucleotide polymorphisms 

with tacrolimus in ulcerative colitis. 

Intest Res 17(2)  218-226  2019 

 

2. Sagami S, Kobayashi T, Kikkawa N, Umeda 

S, Nakano M, Toyonaga T, Okabayashi S, 

Ozaki R, Hibi T Combination of colonoscopy 

and magnetic resonance enterography is more 

useful for clinical decision making than 

colonoscopy alone in patients with 

complicated Crohn's disease. PLoS One 14(2) 

2019 

 

3. Yagisawa K, Kobayashi T, Ozaki R, 

Okabayashi S, Toyonaga T, Miura M, 

Hayashida M, Saito E, Nakano M, Matsubara 

H, Hisamatsu T, Hibi T 

Randomized, crossover questionnaire survey 

of acceptabilities of controlled-release 

mesalazine tablets and granules in 

ulcerative colitis patients. Intest 

Res17(1) 87-93 

2019 

 

4. Ozaki R, Kobayashi T, Okabayashi S, 

Nakano M, Morinaga S, Hara A, Ohbu M, 
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Matsuoka K, Toyonaga T, Saito E, Hisamatsu 

T, Hibi T 

Histological Risk Factors to Predict 

Clinical Relapse in Ulcerative Colitis with 

Endoscopically Normal Mucosa. 

J Crohns Colitis 12(11) 1288-1294 2018 

 

5. Hosoe N, Nakano M, Takeuchi K, Endo Y, 

Matsuoka K, Abe T, Omori T, Hayashida M, 

Kobayashi T, Yoshida A, Mizuno S, Yoshihiro 

N, Naganuma M, Kanai T, Watanabe M, Ueno F, 

Suzuki Y, Hibi T, Ogata H Establishment of 

a Novel Scoring System for Colon Capsule 

Endoscopy to Assess the Severity of 

Ulcerative Colitis-Capsule Scoring of 

Ulcerative Colitis. Inflamm Bowel Dis 

24(12) 2641-2647 2018 

 

6. Okabayashi S, Kobayashi T, Nakano M, 

Toyonaga T, Ozaki R, Carla Tablante M, 

Kuronuma S, Takeuchi O, Hibi T 

A Simple 1-Day Colon Capsule Endoscopy 

Procedure Demonstrated to be a Highly 

Acceptable Monitoring Tool for Ulcerative 

Colitis. Inflamm Bowel Dis 24(11) 2404-2412 

2018 

 

7. Umeda S, Serizawa H, Kobayashi T, 

Toyonaga T, Saito E, Nakano M, Higuchi H, 

Tsunematsu S, Watanabe N, Hibi T, and 

Morinaga S 

Clinical significance of human intestinal 

spirochetosis: a retrospective study. 

Nihon Shokakibyo Gakkai Zasshi 114(2) 230-

237 

2017 

 

8. Toyonaga T, Kobayashi T, Nakano M, Saito 

E, Umeda S, Okabayashi S, Ozaki R, Hibi T 

Usefulness of fecal calprotectin for the 

early prediction of short-term outcomes of 

remission-induction treatments in 

ulcerative colitis in comparison with two-

item patient-reported outcome. PLoS 

One21;12 9 2017 

 

9. 

Okabayashi S, Kobayashi T [corresponding 

author], Sujino T, Ozaki R, Umeda S, 

Toyonaga T, Saito E, Nakano M, Tablante MC, 

Morinaga S, Hibi T. Steroid-refractory 

extensive enteritis complicated with 

ulcerative colitis successfully treated 

with adalimumab. Intest Res 15(4) 535-539 

2017 

 

 

２.学会発表 

1. S Sagami, T Kobayashi, T Kanazawa, K 

Aihara, H Morikubo, R Ozaki, S Okabayahi, M 

Matsubayashi, A Fuchigami, H Kiyohara, M 

Nakano, T Hibi Accuracy of Doppler 

transabdominal ultrasound in assessing 

disease severity and extent in IBD. 

14th Congress of ECCO Bella Center 

Copenhagen 

2019.3.7  

 

2. M Matsubayashi, T Kobayashi, S 

Okabayashi, R Ozaki, S Sagami, H Kiyohara, 

A Fuchigami, H Morikubo, M Nakano, T Hibi 

Capsule scoring of ulcerative colitis 

(CSUC) is useful for monitoring inactive 

ulcerative colitis. 

Crohn's & colitis congress Las Vegas  

Bellagio Hotel and Casino, Las Vegas 

2019.2.7 

  

3. 日比則孝、小林 拓、森久保 拓、清原裕
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貴、松林真央、佐上晋太郎、中野 雅、久松理

一、日比紀文 Drug-tolerant assay による抗イ

ンフリキシマブ抗体測定の有用性 第 56 回日本

消化器免疫学会総会 メルパルク京都 2019 年

8 月 2日 

 

4. 細江直樹、中野雅、竹内健、遠藤豊、松岡克

善、大森鉄平、林田真理、水野慎大、長沼誠、

小林拓、吉田篤史、中里圭宏、金井隆典、日比

紀文、鈴木康夫、上野文昭、渡辺守、緒方晴彦 

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎の炎症評価

スコア：Capsule Scoring of Ulcerative 

Colitis(CSUC)とその Validation 

第 12 回日本カプセル内視鏡学会学術集会 

グランデはがくれ（佐賀） 2019 年 2月 3日 

 

5. 松林真央、小林拓、岡林慎二、渕上綾子、尾

﨑良、佐上晋太郎、清原裕貴、森久保拓、中野

雅、日比紀文 非活動期潰瘍性大腸炎患者モニ

タリングにおける Capsule Scoring of 

Ulcerative Colitis(CSUC)の意義 第 12 回日本

カプセル内視鏡学会学術集会 グランデはがく

れ（佐賀） 2019 年 2月 3 日 

 

6. 佐上晋太郎、小林拓、中野雅、日比紀文 

クローン病の大腸内視鏡前処置中に MRエンテロ

グラフィーを追加すると上乗せ効果は期待でき

るか？ 第 107 回日本消化器内視鏡学会関東支

部例会 シェーンバッハ・サボー 2018 年 12 月

16 日 

 

7. 森久保拓、小林拓、尾﨑良、清原裕貴、渕上

綾子、松林真央、佐上晋太郎、中野雅、久松理

一、日比紀文  潰瘍性大腸炎における 5-ASA 製

剤とチオプリン製剤の相互作用に関する研究 

第 9回日本炎症性腸疾患学会学術集会 メルパ

ルク京都 

2018 年 11 月 22 日 

 

8. 金沢徹雄、佐上晋太郎、小林拓、相原佳那

子、林規隆、森久保拓、松林真央、渕上綾子、

清原裕貴、尾﨑良、岡林慎二、中野雅、日比紀

文 

潰瘍性大腸炎の活動性評価における腹部超音波

検査の精度 第 9回日本炎症性腸疾患学会学術

集会 メルパルク京都 2018 年 11 月 22 日 

 

9. 清原裕貴、小林拓、渕上綾子、中野雅、日比

紀文 第 73 回日本大腸肛門病学会学術集会 

京王プラザホテル 2018 年 11 月 9日 

 

10. 尾﨑 良、小林 拓、岡林慎二、中野 雅、

原 敦子、大部 誠、日比紀文 内視鏡的寛解潰

瘍性大腸炎における再燃の組織学的リスク因子 

第 8回日本炎症性腸疾患学会学術集会 海運クラ

ブ 東京 2017 年 12 月 1日 

11. 尾﨑 良、小林 拓、齊藤詠子、豊永貴

彦、岡林慎二、梅田智子、中野 雅、松岡健太

郎、森永正二郎、久松理一、日比紀文 潰瘍性

大腸炎における組織学的再燃リスク因子の探索 

第 59回日本消化器病学会大会 マリンメッセ福

岡 2017 年 10 月 13 日 

 

12. 原 勇輔、岡林慎二、小林 拓、尾﨑 

良、佐上晋太郎、豊永貴彦、中野 雅、宮本康

雄、牧田遊子、常松 令、土本寛二、日比紀

文、鈴木雄介 結核スクリーニング陰性にもか

かわらず抗 TNF-α抗体治療中に肺結核を発症し

たクローン病の１例 日本消化器病学会関東支

部第 346 回例会 海運クラブ(東京) 2017 年 9 月

30 日 

 

13. 渡辺康博、佐上晋太郎、小林 拓、尾﨑 

良、岡林慎二、豊永貴彦、中野 雅、日比紀文 

HIV 感染症を併発した潰瘍性大腸炎の１例 

日本消化器病学会関東支部第 345 回例会 

海運クラブ(東京) 2017 年 7月 15 日 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
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（予定を含む） 

１．特許取得 

両研究ともなし 

２．実用新案登録 

両研究ともなし 

３．その他 

両研究ともなし 
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厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

合併症・副作用対策プロジェクト 内科系 

 

研究分担者 猿田雅之 東京慈恵会医科大学 内科学講座 消化器・肝臓内科 主任教授 

 

 研究要旨：本プロジェクトでは、炎症性腸疾患（IBD）診療で経験する様々合併症・副作用に関する現

状調査および解析を目的に、(1)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解析、(2) 潰瘍性大腸炎におけ

る急性増悪・再燃因子の前向き調査（特に腸管感染症との関連性）、(3) CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対

象とした定量的 PCR 法に基づく抗ウイルス療法の適応選択と有効性に関する臨床試験、(4)IBD における

血栓症発症の予防・治療に関する研究、(5)IBD における骨・関節合併症の実態調査、(6)本邦の IBD 患

者における EBウィルス感染状況に関する多施設共同研究、(7)大規模診療報酬データベースを用いたチ

オプリン製剤関連悪性腫瘍の頻度、についての研究が行われた。 

 

共同研究者 
岡崎和一（関西医科大学内科学第三講座） 
深田憲将（関西医科大学内科学第三講座） 
大宮美香（関西医科大学内科学第三講座） 
福井寿朗（関西医科大学内科学第三講座） 
松下光伸（関西医科大学内科学第三講座） 
佐々木誠人（愛知医科大学消化器内科） 
大川清孝 （大阪市立十三市民病院） 
北村和哉 （金沢大学消化器内科） 
渡辺 守 （東京医科歯科大学消化器内科） 
長堀正和（東京医科歯科大学消化器内科） 
谷田論史 （名古屋市立大学消化器・代謝内科） 
花井洋行 （浜松南病院 IBD センター） 
飯田貴之 （浜松南病院 IBD センター） 
加藤 順 （和歌山県立医科大学第二内科） 
鈴木康夫（東邦大学医療センター佐倉病院内科） 
仲瀬裕志（札幌医科大学消化器内科） 
松浦 稔（京都大学医学部附属病院内視鏡部） 
竹内 健（東邦大学佐倉病院 IBD センター） 
長沼 誠 （慶應義塾大学医学部 消化器内科） 
松岡克善 （東邦大学医療センター佐倉病院内科） 
藤井俊光 （東京医科歯科大学消化器内科） 
高津典孝 （福岡大学筑紫病院消化器内科） 
藤谷幹浩（旭川医科大学内科学講座消化器・血液
腫瘍制御内科学分野） 
安藤勝祥（旭川医科大学内科学講座消化器・血液
腫瘍制御内科学分野） 
稲場勇平（市立旭川病院消化器病センター） 
野村好紀（旭川医科大学内科学講座消化器・血液
腫瘍制御内科学分野） 
上野伸展（旭川医科大学内科学講座消化器・血液
腫瘍制御内科学分野） 
盛一健太郎（旭川医科大学内科学講座消化器・血
液腫瘍制御内科学分野） 
前本篤男（札幌東徳州会病院 IBD センター） 

蘆田知史（札幌徳州会病院 IBD センター） 
田邊裕貴（国際医療福祉大学病院消化器内科） 
高後 裕（国際医療福祉大学病院消化器内科） 
猿田雅之（東京慈恵会医科大学内科学講座消化
器・肝臓内科） 
櫻井俊之（東京慈恵会医科大学内科学講座消化
器・肝臓内科） 
冨田哲也（大阪大学大学院医学系研究科運動器バ
イオマテリアル学） 
久松理一（杏林大学医学部消化器内科学） 
三浦みき（杏林大学医学部消化器内科学） 
仲瀬裕志（札幌医科大学消化器内科学講座） 
清水泰岳（国立成育医療研究センター） 
清水俊明（順天堂大学小児科） 
岩間 逹（埼玉県立小児医療センター） 
小林 拓（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾
患先進治療センター） 
日比紀文（北里大学北里研究所病院炎症性腸疾
患先進治療センター） 

 

A. 研究目的 

IBD 診療で経験する各種合併症や副作用に関

しては、まだまだ解明されていない部分も多

いことから、疫学的な現状の把握、病態や原

因の解明、対策法の検討は必須である。そこ

で今年度は主に、(1)炎症性腸管疾患合併症と

リスク因子の解析（担当：岡崎和一）、(2) 潰

瘍性大腸炎における急性増悪・再燃因子の前

向き調査（特に腸管感染症との関連性）（担当：

岡崎和一）、(3) CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を
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対象とした定量的 PCR 法に基づく抗ウイルス

療法の適応選択と有効性に関する臨床試験

（担当：松浦 稔）、(4)IBD における血栓症発

症の予防・治療に関する研究（担当：藤谷幹

浩）、(5)IBD における骨・関節合併症の実態調

査（担当：猿田雅之）、(6)本邦の IBD 患者に

おける EB ウィルス感染状況に関する多施設

共同研究（担当：久松理一）、(7)大規模診療報

酬データベースを用いたチオプリン製剤関連

悪性腫瘍の頻度（担当：小林 拓）、についての

研究が行われた。 

 

B. 研究方法 

(1)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解析 

①IBD におけるＣ型肝炎、発がん、胆管病変

の合併などの検討を、アンケート調査で行

った。 

 

(2) 潰瘍性大腸炎における急性増悪・再燃因

子の前向き調査（特に腸管感染症との関連

性） 

①多施設前向きに、潰瘍性大腸炎（UC）の

再燃・増悪因子としての腸管感染症の関与

について検討を行った。 

 

(3) CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定

量的 PCR 法に基づく抗ウイルス療法の適応選

択と有効性に関する臨床試験 

①内科的治療抵抗性のCMV感染合併UCを対

象に、抗ウイルス薬の投与を無作為に割り

付け、その治療効果を比較検討する多施設

共同前向きランダム比較試験を行った。 

 

(4)IBD における血栓症発症の予防・治療に関

する研究 

①IBD 患者における血栓症による重篤・死

亡症例の実態（全国多施設調査） 

②診療報酬データを用いた IBD 合併血栓症

の頻度 

③抗血栓療法の介入による IBD 患者の血栓

予防効果 

 

(5) IBD における骨・関節合併症の実態調査 

①IBD の合併症としての関節症状の実態調査

（多施設後ろ向き研究・アンケート調査） 

調査内容：(a) UC の患者数、(b)クローン

病（CD）の患者数、(c)IBD 診療における末

梢性脊椎関節炎（pSpA、四肢痛）・体軸性脊

椎関節炎（axSpA、腰痛、背部痛）の合併を

経験の有無と頻度、(d) UC での合併率、

(e) CD での合併率、(f)仙腸関節炎の合併

の有無、(g)抗 TNF-α抗体による

paradoxical reaction としての関節障害の

経験の有無 

 

(6)本邦の IBD 患者における EBウィルス感染状

況に関する多施設共同研究 

①横断的観察研究：現在の段階で年齢別の

EBV 感染状況を明らかにし IBD 治療内容と照

合する。 

②前向き観察研究：横断的観察研究の中で

EB V 未感染と診断された患者については 5

年間前向きに EBV 感染状況を追跡する。 

 

(7)大規模診療報酬データベースを用いたチオプ

リン製剤関連悪性腫瘍の頻度 

①大規模診療報酬データベースを用いて、チ

オプリン製剤・抗 TNFα抗体による日本人 IBD

患者における、非黒色腫皮膚がん（NMSC）と

悪性リンパ腫の頻度の検討を行う。 

 

C. 研究結果 

(1)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解析 

①一次、二次アンケートを実施し、C型肝炎

陽性の UCは 23 名、CDは 9 名で、UC13 名、

CD1 名が治療を施行し、C型肝炎治療中に

UC1 名が再燃した。 

発がんは、UC18 名、CD17 名に認められ、詳

細検討が引き続き行われている。 
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(2) 潰瘍性大腸炎における急性増悪・再燃因

子の前向き調査（特に腸管感染症との関連

性） 

①UC16 例中の 15 例（94%）は、腸管感染症

の合併を起こしても増悪は認めず、1例のみ

増悪し 2週間以内に手術となった。 

 

(3) CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定

量的 PCR 法に基づく抗ウイルス療法の適応選

択と有効性に関する臨床試験 

①登録 10例のうち CMV 陽性は 2例 20%で、割

付対象となる CMV-DNA 1,000 copy/g DNA以

上を示す症例は認めなった。 

 

(4)IBD における血栓症発症の予防・治療に関

する研究 

①IBD 患者における血栓症による重篤・死亡

症例の実態（全国多施設調査）： 

1 次アンケートから、血栓症発症は 1.9%、血

栓症発症者のうち重篤化・死亡症例は 7.5%

で、今後重篤化・死亡症例の詳細について調

査継続し、解析を進めている。 

②診療報酬データを用いた IBD 合併血栓症の

頻度： 

血栓症の発症例は 1.2%で、血栓症の危険因

子は心疾患、遺伝性凝固障害、悪性腫瘍、手

術であった。 

③抗血栓療法の介入による IBD 患者の血栓予

防効果: 

4 施設で倫理審査済みで症例登録中。 

 

(5) IBD における骨・関節合併症の実態調査 

UC の 6.8%、CD の 5.7%に合併症としての関

節症状を認め、既報と類似した結果であっ

た。仙腸関節炎を 1.4%に、抗 TNF-α抗体

製剤に基づくと考えられる Paradoxical 

reaction の関節症状も 1.0%認めた。 

 

(6)本邦の IBD 患者における EBウィルス感染

状況に関する多施設共同研究 

計 398 例が登録され、抗体陰性患者の 35

例は 1年後の追跡が終了した。 

(7)大規模診療報酬データベースを用いたチオ

プリン製剤関連悪性腫瘍の頻度 

日本人の NMSC のベースラインのリスクは

2.94-4.94/100,000 人年（オーストラリア、

米国の 1/100 以下）で、悪性リンパ腫のベー

スラインのリスクは 4.08-5.03/100,000 人年

（欧米の約 1/10）であった。 

 

D. 考察： 

(1)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解

析 

①C型肝炎陽性は、IBD 患者の 0.6%であり、

一般献血者の 1-2%より低かった。1例が DAA

治療中に再燃しており、注意が必要である。 

 

(2) 潰瘍性大腸炎における急性増悪・再燃因

子の前向き調査（特に腸管感染症との関連

性） 

①腸管感染症が UCも増悪因子となっている

可能性は低いと思われた。 

 

(3) CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした

定量的 PCR 法に基づく抗ウイルス療法の適応

選択と有効性に関する臨床試験 

①2010 年以降に UC に対して抗 TNF-抗体製

剤が保険承認され、CMV感染を合併しやすい難

治例で、ステロイド以外の治療薬の選択がで

きるようになったことが CMV 感染合併例減少

の一因と考えられた。 

 

(4)IBD における血栓症発症の予防・治療に

関する研究 

入院、高い疾患活動正、高齢者、手術、中

心静脈栄養、CRP、D ダイマー高値などが血

栓症の危険因子として挙げられ、危険因子

を持つ IBD 患者では血栓症スクリーニング

を積極的に行うことが重症化を予防する上

で重要である。現在進行中の予防的抗血栓
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療法に関する前向き試験で有効性と安全性

を明らかにすることが重要である。 

 

(5) IBD における骨・関節合併症の実態調査 

関節障害では、pSpA の方が多いことが判

明し、axSpA で認めることの多い仙腸関節

炎は、欧米に比し低い 0.14%であった。関

節障害に関して、主治医が疾患活動性と関

連すると判断すると治療強化としてステロ

イドや抗 TNF-α抗体製剤を選択し、一方

で一過性あるいは軽症と判断すると、専門

家に依頼するよりも先に NSAIDs の内服や

湿布薬などの対症療法が選択されることが

多かった。 

薬剤性の関節障害も一部で経験され、原因

薬剤としてステロイドと抗 TNF−α抗体製

剤が挙がり、抗 TNF-α抗体製剤の場合、

paradoxical reaction 的に IBD の治療反

応性と異なるかたちで出現しているものも

あり、さらなる検討が必要と考えられた。 

 

(6)本邦の IBD 患者における EBウィルス感染

状況に関する多施設共同研究 

中間解析では年齢階層別にみた抗 VCA-IgG

抗体陰性（未感染）患者の割合は 20 歳代

以上で減少するが、最高 45-49 歳まで存在

した。また未成年患者を中心に抗体陰性で

ありながら AZA・6-MP で治療されている患

者が存在したが、EBV の重篤感染やリンパ

腫発生はなかった。 

 

(7)大規模診療報酬データベースを用いたチ

オプリン製剤関連悪性腫瘍の頻度 

日本人においても、NMSC は増加するが、

悪性リンパ腫は増加しなかった。 

 

E. 結論： 

IBD 診療における各種合併症や副作用の存

在や現状が明らかになり、継続した検討を行

うことが必要である。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

① Tsuchido Y, Nagao M, Matsuura M, 

Nakano S, Yamamoto M, Matsumura Y, 

Seno H, Ichiyama S. Real-time 

quantitative PCR analysis of 

endoscopic biopsies for diagnosing 

CMV gastrointestinal disease in non-

HIV immunocompromised patients: a 

diagnostic accuracy study. Eur J Clin 

Microbiol Infect Dis. 

2018;37(12):2389-2396. 

② Ando K, Fujiya M, Nomura Y, Inaba Y, 

Sugiyama Y, Kobayashi Y, Iwama T, 

Ijiri M, Takahashi K, Ueno N, Kashima 

S, Moriichi K, Tanabe H, Mizukami Y, 

Akasaka K, Fujii S, Yamada S, Nakase 

H, Okumura T. The incidence and risk 

factors of venous thromboembolism in 

patients with inflammatory bowel 

disease: A prospective multicenter 

cohort study. Digestion 100(4): 229-

237, 2019. 

③ Horioka K, Tanaka H, Isozaki S, 

Konishi H, Fujiya M, Okuda K, Asari 

M, Shiono H, Ogawa K, Shimizu K. 

Acute Colchicine Poisoning Causes 

Endotoxemia via the Destruction of 

Intestinal Barrier Function: The 

Curative Effect of Endotoxin 

Prevention in a Murine Model. 

Digestive Diseases and Sciences 

65(1): 132-140, 2020. 

④ Kobayashi T, Uda A, Udagawa E, Hibi 

T. Lack of increased risk of 

lymphoma by thiopurines or biologics 
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in Japanese patients with 

inflammatory bowel disease: A large-

scale administrative database 

analysis. J Crohns Colitis. 2019 Dec 

23. pii: jjz204. doi: 10.1093/ecco-

jcc/jjz204. 

 

2.著書 

① 松浦 稔, 本澤有介, 山本修司, 妹尾 浩. 

サイトメガロウイルス感染症 －最近の知

見. INTESTINE 第 23 巻第 2号 特集「腸

管感染症」. 日本メディカルセンター，東

京，167-173，2019 

② 松浦 稔, 本澤有介, 山本修司, 妹尾 浩. 

炎症性腸疾患の内科的治療 －CMV 感染合

併潰瘍性大腸炎に対する抗ウイルス治療. 

「日本臨床 76 巻増刊号 炎症性腸疾患

（第 2版）」．日本臨床社，東京，404-409, 

2018． 

③ 猿田雅之、冨田哲也．炎症性腸疾患に伴う

脊椎関節炎．脊椎関節炎診療の手引き．in 

press. 

④ 猿田雅之．IBD に合併する関節炎．IBD 

Research 13(3): 138-144, 2019.  

⑤ 丸山友希、猿田雅之．【実地内科医のため

の潰瘍性大腸炎診療 ABC】治療 腸管外合

併症とその対処．診断と治療 107(7)819-

824, 2019. 

 

３.学会発表 

① 岩間琢哉、安藤勝祥、稲場勇平、杉山雄

哉、村上雄紀、久野木健仁、佐々木貴

弘、高橋慶太郎、上野伸展、嘉島伸、盛

一健太郎、田邊裕貴、山田聡、仲瀬裕

志、藤谷幹浩、奥村利勝．炎症性腸疾患

入院患者における静脈血栓塞栓症の発症

頻度：多施設前向き試験．JDDW2019 神

戸 2019.11.21. 

② 猿田雅之．炎症性腸疾患関連脊椎関節

炎．脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作

成と診療ガイドライン策定を目指した大

規模多施設研究班．東京．2019.12.15． 

③ Kobayashi T, Uda A, Mineyama T, 

Udagawa E, Iwasaki K, Tang W, Hibi 

T. Incidence risk of colorectal 

cancer, non- melanoma skin cancers 

and non-Hodgkin lymphoma in Japanese 

patients with ulcerative colitis 

based on large-scale claims 

database. 13th Congress of ECCO. 

Austria. 2018.2.16.  

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得：該当なし 

２．実用新案登録：該当なし 

３．その他：該当なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

合併症・副作用対策プロジェクト（外科） 

 

研究分担者 池内浩基 兵庫医科大学 炎症性腸疾患外科 教授 

 

研究要旨：合併症・副作用プロジェクトとして行った研究のうち、すでに終了した研究は 1. IBD 手術

の周術期血栓症。2. UC 術後の上部消化管病変。3. UC 術後の長期 Pouch 機能率。4. クローン病術後

吻合部潰瘍に関する調査研究。5. クローン病再手術率の時代的変遷である。また、現在進行中の研究

としては潰瘍性大腸炎治療例の予後-QOL の観点から- があり、新規のプロジェクト研究として高齢者

潰瘍性大腸炎手術症例の術前治療と術後合併症の検討。-3年間の多施設共同前向き観察研究を次年度

より行う予定である。 

 

共同研究者 

福島公平  東北大学大学院分子病態外科 

杉田 昭  横浜市立市民病院炎症性腸疾患科 

二見喜太郎 福岡大学筑紫病院外科 

石原聡一郎 東京大学腫瘍外科 

畑 啓介  東京大学腫瘍外科 

舟山裕士  仙台赤十字病院外科 

高橋賢一  東北労災病院炎症性腸疾患センター 

板橋道朗  東京女子医科大学消化器外科 

小金井一隆 横浜市立市民病院炎症性腸疾患科 

木村英明  横浜市立大学総合医療センター 

楠 正人  三重大学消化管・小児外科 

荒木俊光  三重大学消化管・小児外科 

亀岡仁史  新潟大学消化器外科 

藤井久男  吉田病院外科 

小山文一  奈良県立医科大学消化器総合外科 

植田 剛  南奈良総合医療センター外科 

根津理一郎 西宮市立中央病院外科 

水島恒和  大阪大学消化器外科 

内野 基  兵庫医科大学炎症性腸疾患外科 

東 大二郎 福岡大学筑紫病院外科 

 

A. 研究目的 

炎症性腸疾患（以下 IBD）の領域では、免疫抑

制の状態で手術となる症例も多く、通常の大腸

癌の術後とは違った臨床経過を示す症例も多

い。本プロジェクトでは、潰瘍性大腸炎（以下

UC）領域では、周術期の血栓症、術後に増悪す

ることの多い、上部消化管病変、さらに長期経

過を取り上げ、周術期のみならず、長期的な QOL

も含めた現状を明らかにすることを目的に検討

を行ってきた。また、クローン病（以下 CD）領

域では、再発部位、特に吻合部の経時的な変化

と新しい治療が導入されたことにより、再手術

率がどのように変化したかを明らかにすること

を目的として検討を行った。 

 

B. 研究方法 

いずれの研究も多施設共同の後ろ向き観察研

究である。 

（倫理面への配慮） 

 いずれの研究も各施設の倫理委員会の承認を

得たのち、データの集積は連活可の匿名化を行

い行った。 

 

C. 研究結果 

1. IBD 手術の周術期血栓症 

UC 術後の周術期血栓症の合併率は高く、術前

からの D-dimer の測定や陽性者に対する周術期

の画像検査は有用である。本研究の要旨は現在
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論文作成中である。 

2. UC 術後の上部消化管病変 

 C 術後の上部消化管病変は、術後に増悪する症

例が多く、致命的な症状としては大量出血であ

る。本研究の詳細は現在論文投稿中である。 

3. UC 術後の長期 Pouch 機能率 

 積された 2376 例の検討により、累積 10 年の

pouch 機能率は 95.8%であった。また、pouch 

failure の危険因子は CDへの術後病名変更であ

ることが明らかとなっている。本研究の詳細は

すでに J of gastroenterology に accept されて

いる。 

4. CD 術後吻合部潰瘍に関する調査研究 

 初回内視鏡 267 例の検討：男：女比は

199:68、手術年齢 36 歳（14-84）、CD 発症年齢

25 歳（6-79）手術から初回観察期間 366 日（21

－2610）である。 

吻合線上潰瘍 124 例 吻合部近傍潰瘍を 101 例 

計 163 例（61.0％）に認め、線状潰瘍 75 例、

うち 39 例（23.9％）は線状潰瘍のみであった。

Rutgeets 内視鏡スコアで評価では、  

i0/i1/i2/i3/i4 が 104/16/114/33 であり、粘膜

治癒率は 39.0％、無再発率 44.9％であった。 

5. CD 再手術率の時代的変遷 

 CD の初回腸管切除症例 1871 例を後ろ向きに検

討を行った。主要エンドポイントは再手術率で

ある。時代的変遷としては 2002 年以降に手術を

行った群の再手術率が有意に低い。術後治療と

しては術後に抗 TNFα抗体製剤を使用した症例で

再手術率が有意に低いという結果であった。本

研究の詳細はすでに Clinical Gastroenterology 

and Hepatology に accept された。 

 

D. 考察 

 C 領域では、血栓症合併のリスクは高く、肺梗

塞や脳梗塞を発症した場合は QOL が著しく低下

するだけでなく、致命的な合併症となりうる。

そのため、術前からのスクリーニングは重要で

ある。ただ、術後の抗血栓療法は術後の再出血

を生じる症例もあり、賛否が分かれるところで

ある。 

 UC 術後の上部消化管病変は頻度は低いもの

の、大量出血は致命的な合併症となり得る。治

療としては現状では抗 TNFα抗体製剤の静脈内

投与が有効ではないかとの報告が多い。 

 UC 術後の長期経過の検討では、累積 10 年の

Pouch 機能率が 95.8%と極めて良好であることが

明らかとなった。pouch failure の要因としては

CD への病名変更が最も関連性のある要因である

が、今後、病名変更症例に対する早期の抗 NFα

抗体製剤導入により pouch 機能率はさらに改善

するのではないかと期待できる。 

 CD 術後の吻合は再手術の原因病変として重要

な部位である。ただ、口側腸管の縦走潰瘍は再

燃病変として治療強化が望まれるが、吻合部線

上潰瘍に関しては、傷治癒遅延と考えるのが適

当ではないかとの意見が多い。 

 バイオ製剤の導入により、再手術率が低下し

ていることは明らかとなった。今後は医療経済

面での検討も必要で、どのような症例に導入が

必要であるかの検討が重要になってくる。 

 

E. 結論 

 前の投薬による副作用や、術後の合併症の防

止には、内科医と外科医の連携がさらに必要で

ある。 

 

F. 研究発表 

１.論文発表 

1) Shinagawa T, Hata K, Ikeuchi H et al. 

Rate of reoperation decreased significantly 

after year 2002 in patents with Crohn’s 

disease. Clin Gastroenterol Hepatol. 2019 

Jul 20 [Epub ahead of print] 

2) Uchino M, Ikeuchi H, Sugita A et al. 

Pouch functional outcome after restorative 

proctocolectomy with ileal-pouch 

reconstruction in patients with ulcerative 

colitis: Japanese multi-center nationwide 

cohort study. J Gastroenterol. 2018 53: 
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642-651. 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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令和 1年度厚生労働科学研究補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

分担研究報告書(2017－2019 年) 

 

潰瘍性大腸炎治療例の予後―QOL の観点から―（prospective study） 

 

研究分担者 杉田昭 横浜市立市民病院 臨牀研究部 部長 

 

研究要旨： 

潰瘍性大腸炎に対して種々の内科治療、外科治療についての治療成績が報告されているが、本症の治

療の目的である QOL の改善についての客観的な分析は少ない。QOL の観点から各種内科治療、外科治療

の効果と位置づけを明らかにして本症に対する治療法の選択に関する治療指針を作成することが患者

の QOL 改善に重要である。そのためには内科、外科治療後の QOL を分析する適正な QOL 評価法を選択、

作成し、各種治療法の評価を行う必要がある。 

本プロジェクトは QOL 評価法を決定し、その後、各施設で前向きに患者を登録して各種内科治療、各

種外科治療の QOL 測定を行って各種治療の QOL を分析してその観点からの位置づけを明らかにし、適正

な治療法の選択に基づいた治療指針の作成に活用することを目的として 2017 年 7 月から開始した。 

QOL 評価法として SF36、IBDQ、Modified FIQL に疾患特異性尺度を加え、結果について各種の説明因子

の検討が可能となる QOL 調査票を作成した。2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で各種治療の横断研究

のための症例登録と質問票配布を開始した。その結果に基づいてその後に縦断研究を行って QOL の観点

からの治療法を評価し、治療指針に反映させる予定である。

  

共同研究者 

橋本秀樹（東京大学保健社会行動学分野） 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 

池内浩基（兵庫医科大学炎症性腸疾患講座 

外科部門） 

福島浩平（東北大学分子病態外科） 

畑啓介（東京大学大腸肛門外科） 

舟山裕士（仙台赤十字病院外科） 

根津理一郎（西宮市立中央病院外科） 

小山文一（奈良県立医大中央内視鏡室）） 

板橋道朗（東京女子医科大学消化器、一般外科） 

小金井一隆（横浜市民病院炎症性腸疾患科） 

篠崎大（東京医科学研究所腫瘍外科） 

水島恒和（大阪大学消化器外科） 

荒木俊光（三重大学消化管、小児外科） 

松岡克善（東京医科歯科大学消化器内科） 

平井郁仁（福岡大学筑紫病院 

炎症性腸疾患センター） 

中村志郎（兵庫医科大学炎症性腸疾患講座 

 内科部門） 

A. 研究目的 

潰瘍性大腸炎に対して新しい治療を含めて

種々の内科治療、外科治療についての治療成績が

報告されている。しかし、現状では本症の治療の

目的であるQOLの改善についての客観的な分析は

少ない。QOL の観点から各種内科治療、外科治療

の効果と位置づけを明らかにして本症に対する

治療法の選択に関する治療指針を作成すること

が患者の QOL 改善に重要である。 

そのためには内科、外科治療後の QOL を分析す

る適正なQOL評価法を作成し、各種治療法の評価、

比較などを行う必要がある。 

本プロジェクトは 2017 年７月に開始され、QOL

評価法を決定してその後、各施設で前向きに各種
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内科治療、各種外科治療での QOL 検討を行い、結

果を集積して各種治療法の位置づけを明らかに

してQOLの観点からの治療指針の作成に活用する

ことを目的としている。 

 

B. 研究方法 

QOL 評価法として SF36 、 IBDQ 、 Modified 

FIQL(fecal incontinence quality of life 

scale)(1)に疾患特異性尺度を加え、結果につい

て各種の説明因子の検討が可能となるQOL調査票

を作成した。患者に調査票記入を依頼し、担当医

は係ることなく、調査票を事務局に送付し、事務

局で分析を行う。横断研究の結果をもとに、縦断

研究を行う予定である。医師は患者の治療内容、

臨床経過を記入シートに記載する。 

（倫理面への配慮） 

参加施設の症例を匿名化して結果を集積、分析

することとしている。 

 

C. 研究成果 

2020 年 1 月から倫理委員会承認施設で各種治

療の横断研究のための症例登録と質問票配布を

開始した。 

 

D. 考察 

 潰瘍性大腸炎に対する各種内科治療、外科治療

例の QOL を客観的に評価し、その結果に基づいて

治療指針の検討を行うことが治療によるQOL向上

に必要である。 

 

E.結論 

潰瘍性大腸炎に対する各種治療例に対して横

断研究を行い、その結果に基づいて縦断研究を行

って QOL の観点から各種治療法を評価し、治療指

針に反映させる予定である。 

 

F:健康機関情報 

 特になし 

 

G:研究発表 

 今後予定 

 

H:知的財産権の出願、登録状況 

 特になし 

 

I. 文献 

(1)Hashimoto H, Schiokawa H, Funahashi K, et 

al: Development and validation of a modified 

fecal continence quality of life scale for 

Japanese patients after intershincteric 

resection for very low rectal cancer. J 

Gastroenterl 2010, 45:928-935 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

IBD の特殊系（小児）統括 

 

研究分担者 清水俊明 順天堂大学小児科 教授 

 

研究要旨： 

本研究では、①本邦における超早期発症型炎症性腸疾患（VEO-IBD）の実態解明と診断基準の作成、

②小児期発症炎症性腸疾患患者の理想的なトランジションを目指しての 2課題につき、それぞれ新井

グループリーダーおよび熊谷グループリーダーのもと検討を行った。 

VEO-IBD の研究では、全国調査とレジストリ研究により、本邦における VEO-IBD 患者の実態と特徴を

明らかにしていくとともに、VEO-IBD の診断アルゴリズムを作成し、monogenic IBD 診療のための遺伝

子診断体制の確立を目指した。またトランジションの研究では、小児期発症 IBD 患者のトランジショ

ンにおける成人診療科側の問題点や課題を明らかにして、より良い治療と管理が継続されるような体

制を構築することを目的とし、成人診療科及び小児の消化器疾患診療施設に対してアンケート調査を

行い、その結果を踏まえてマニュアルを作成していく。 

 

共同研究者 

新井勝大（国立成育医療研究センター消化器科） 

VEO-IBD 研究グループリーダー 

熊谷秀規（自治医科大学小児科） 

トランジション研究グループリーダー 

 

A. 研究目的 

近年、本邦においても報告数が増えている VEO-

IBD は、診断の複雑さと、治療抵抗性から、その

実態の解明とともに、本邦の実情にあった診断

基準の作成、さらには診療ガイドラインの作成

が待たれるところである。そこで、本邦の VEO-

IBD の疫学的実態ならびに特徴を明らかにすると

ともに、診断基準の作成を行う。 

小児医療の進歩により「移行期患者」が増加

している。他方、小児医療では、成人の病態へ

の適切な医療や成人に適した医育環境を提供で

きないのが実情である。そこで、小児期発症の

IBD 患者が成人になっても十分な治療、管理が継

続できる体制を構築する。 

 

B. 研究方法 

 VEO-IBD研究の方法として、まず全国の小児IBD

診療施設を対象としたアンケート調査（一次調査、

二次調査）の結果をまとめ、本邦の VEO-IBD の疫

学的実態を解明する。その後の詳細調査の準備を

行う一方で、VEO-IBD の診断基準についての検討

を進める。また原発性免疫不全症を含む多彩な疾

患を含む monogenic IBD の診断を可能とするため

の診断アルゴリズムを作成するとともに、そのア

ルゴリズムにのっとった診療を可能にするため

の遺伝子診断体制を構築する。 

トランジション研究の方法として、まず小児期

発症IBD患者のトランジションが実際どのように

内科や外科で行われているのかの現状をアンケ

ート調査を行い把握する。次に日本小児栄養消化

器肝臓学会で作成した手引書について成人領域

の先生方からのご意見をお伺いする。アンケート

調査からわかったわが国におけるIBD患児のトラ

ンジションの現状から、海外の現状も参考にしな

がら理想的なトランジションのマニュアルの作

成に着手する。また，小児期発症 IBD 患者のトラ
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ンジションの現状と課題について，小児 IBD 診療

医に対するアンケート調査を行い、成人領域での

アンケート結果と比較して問題点を明らかにし、

より理想的なマニュアルの作成を行っていく。さ

らに実際に作成したマニュアルを使用し、その有

用性を検証しながら修正を加え完成させていく。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、参加施設の倫理委員会の承認を得て

実施する。 

本研究では、通常診療で得られるデータを用い

るが、被験者氏名は記号により匿名化（連結可能

匿名化）して取扱い、同意書等を取り扱う際も、

被験者のプライバシー保護に十分配慮する。なお、

研究結果を公表する際も被験者を特定できる情

報は使用しないので、被験者のプライバシーは保

護される。 

遺伝子検査及びアンケート調査項目等、研究に

あたっては順天堂大学医学部の倫理委員会で承

認を得て実施する。 

 

C. 研究結果 

VEO-IBD の全国調査を行い、一次調査では、全

国 630 施設の 581 施設（92.2%）から回答を得て、

2011 年 4月から 2016 年 12 月までに、全国で 193

例が VEO-IBDと診断されていることが明らかにな

った（図 1）。そのうち 24 例（12.4%）は原発性

免疫不全症関連腸炎と診断されており、同疾患の

評価がされていない患者も考慮すると、VEO-IBD

のなかに単一遺伝子以上による原発性免疫不全

症患者が一定数含まれることが明らかとなった。

また、二次調査では、193 例中 164 例についての

診断のために行った検査についての情報を収集

し、VEO-IBD における小腸画像評価の難しさと、

遺伝子検査の実施検査の少なさが明らかとなっ

た。 

 
図 1 超早期発症型炎症性腸疾患（VEO-IBD）の全国調査 

さらに原発性免疫不全症を含む多彩な疾患を

含むVEO-IBDの診断を可能とするための診断アル

ゴリズムを作成した（図 2）。日本免疫不全・自

己炎症学会との連携のもと保険診療でのIBD遺伝

子パネルによる 20 遺伝子のスクリーニング検査

が可能となった。また研究ベースでは、同学会と

の連携のもと、400 遺伝子までのパネル解析実施

の 道 筋 が た て ら れ た 。

 

図 2 VEO-IBD の診断アルゴリズム 

また、上記パネル検査で診断がつかない患者に

おける新規候補遺伝子・バリアントを検討するに

あたり、これまで行われてきた全エクソーム解析

で診断できない患者を診断につなげるための全

ゲノム解析やRNA解析を行うための体制づくりが

進み、小児 IBD 診療 11 施設での多施設共同研究

としての「遺伝子異常に伴う IBD の病態解明・鑑

別診断技術の確立を目指した遺伝学的解析なら

びにバイオバンク研究」（成育医療研究開発費

2019A-3）を始動させた（図 3）。 
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図 3 Monogenic IBD の遺伝学的解析ならびにバイオバンク研究 

「成人移行期小児炎症性腸疾患患者の自立支

援のための手引書」が、日本小児栄養消化器肝

臓学会のホームページ、および小児慢性特定疾

患情報センターのホームページで公開され、第

44 回日本小児栄養消化器肝臓学会や第 8回日本

炎症性腸疾患学会でも紹介した。 

理想的なトランジションの形を問う質問で

は、成人消化器病医の 94%が、ある時点で完全に

トランスファー（転科）するのが良いとしたの

に対し、そのように回答した小児消化器病医は

34%で、55％は併設期間を設けて段階的に転科す

るのがよいとした。また、転科のタイミングを

問う質問では、成人消化器病医の 65%が 16 歳と

答えたのに対し、小児消化器病医は 10%に留ま

り、18 歳との回答が 41%を占めた（図 4）。小児

診療科から患者を引き継ぐことに対しては、73%

の成人消化器病医が多かれ少なかれ「ためらい

がある」と回答し、他方、成人消化器病医への

患者紹介において、51%の小児消化器病医がなん

らかの困った事例を経験したと回答した（患者

を紹介したものの再び小児科に戻ってきた：

17%、成人消化器科での患者のフォローが不規則

あるいは途絶えた：21%）。患者の自立とヘルス

リテラシーに関する領域やトランジションの障

壁に関する領域において、成人と小児の消化器

病医へ行った同一の質問項目では、それぞれ双

方の見解や認識・態度に大きな差異は見られな

かったが、押しなべて小児消化器病医のほう

が、トランジションをより重要な課題として位

置付けている傾向がみられた。 

トランジションの障壁として挙げられている

適切な診療情報の伝達を遂行する目的で図 5に

示すチェックリストを作成した。 

 
図 4 理想的～重要な転科のタイミングは？ 

 



65 
 

 
図 5 炎症性腸疾患トランジションチェックリスト 

 

D. 考察 

平成 30 年度に保険承認となった原発性免疫不

全症を対象とした遺伝子検査の中に「IBD パネ

ル」が含まれたことで、monogenic IBD が疑われ

た VEO-IBD を中心とした患者の遺伝子検査が通

常診療の中で実施可能となったことの意義は大

きい。実際に、骨髄移植が根治につながる可能

性もある XIAP 欠損症の確定診断症例も確認され

ており、今後、この検査をより適正に用いるこ

とが、VEO-IBD 患者の診断と予後の改善に寄与す

ると思われた。 

今後、研究ベースでの免疫不全・自己炎症関

連遺伝子の解析や、難病プラットフォームの使

用が推進されることで、より多くの

VEO/monogenic IBD 患者の診断が進むことが期待

されるが、実際には未診断症例に対する新規候

補遺伝子ならびに病態の検討が重要となってく

る。それに応えるべく、全ゲノム解析、RNA 解析

までを小児 IBD の主要診療施設の連携の中で実

施できる体制がととのったことの意義は大き

い。遺伝性の IBD には人種差もあり、本邦の

monogenic IBD 疑い患者の病態と遺伝子の解析を

行うなかで、本邦から新たな monogenic IBD 情

報が発信されることも期待したい。 

成人診療科と小児診療科を対象としたアンケ

ート調査の結果を比較すると、患者の自立に向

けた理解や態度や保護者の理解や態度、トラン

ジションの障壁に関する各項目で大きな乖離は

なかった。一方、最終的にトランスファー（転

科）をする年齢や、その運用方法においては、

認識の差が顕著であった。今後、こうした乖離

を埋めていく作業が必要であり、作成中のマニ

ュアルでは、その辺の配慮も取り入れることが

求められると思われる。 

 

E. 結論 

VEO-IBD 研究の実態調査から、原発性免疫不全

症関連腸炎の患者が一定数存在することが判明

し、その診断方法の確立が成人症例を含めて重

要になってくると思われた。確定診断が難しい

monogenic IBD を含む VEO-IBD の診断アルゴリズ

ムが作成され、保険診療による IBD 遺伝子パネ

ルの実施も可能となった。今後、そこで診断の

つかない患者に対する更なる疾患の絞り込み

と、新規候補遺伝子やバリアントを検討する研

究の体制づくりと研究の推進を進める必要があ

ると考えられた。 

トランジションについては、その実態を明ら

かにし、十分な対応策を立てていくことが急務

と考えられた。成人診療科と小児診療科を対象

としたアンケート調査の結果から、両者の連携

を強め、診療情報提供書に過不足ない内容を記

載することが求められた。また、患者と家族に

対しては、患者の自立に向けた早期からの教育

が重要であると考えられた。 

 

F. 健康危険情報 

該当なし。 
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難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度）） 

 

炎症性腸疾患患者の特殊型への対策 

 

研究分担者  穂苅量太 防衛医科大学校内科学 教授 

 

研究要旨： 

研究要旨：本プロジェクトでは、１）小児 IBD 2)妊娠者 IBD３）高齢者 IBD それぞれの特殊性を明ら

かにし、各々の診断、治療法の確立を目指した。１）小児 IBD については清水俊明教授（順天堂大学医

学部小児科 ）が総括した。2) 妊娠者は IBD 合併妊娠の前向き観察研究を実施し妊娠者のアドヒアラン

ス不良が妊娠中の疾患活動性を悪化させることと深く相関することを見出した。３）高齢者 IBD につ

いては治療指針・ガイドライン改定プロジェクトと共同し、高齢者潰瘍性大腸炎治療指針が完成し

た。同成果は英文論文化し、長寿国日本ならではの研究として世界へ発信した。また、高齢者潰瘍性

大腸炎への治療法として白血球除去療法の有用性を後ろ向き観察研究として実施し、安全性と効果に

つき論文化した。最後に、７５歳以上の超高齢者 IBD の臨床的特徴を明らかにした。 
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渡辺和宏 東北大学消化器外科 

 

A. 研究目的 

２）妊娠中の IBD 患者の内服薬については国

内添付文書には、多くの薬剤は「有益と判断

した場合のみ」、一部の薬剤は「使用禁忌」

とされており、一般医や患者への説明不足な

どから、服薬アドヒアランスの低下を招き、

妊娠中の疾患活動性の悪化の一因となってい

る可能性がある。妊娠検討段階から服薬状況

と症状を正確に把握する前向き観察型の研究

を行い、炎症性腸疾患の活動性と妊娠転帰に

ついて、日本人における炎症性腸疾患合併出

産の現状を正確に把握し、安全性や啓蒙活動

に役立つ結果を発信することを目的とする。 

３）高齢者の潰瘍性大腸炎患者が増加してい

る。高齢者は免疫力の低下、臨床症状の乏し

さ、ポリファーマシー、担癌患者、血栓傾向

など若齢者とは異なる治療方針が必要と考え

られ、独立した治療指針を策定することとし

た。 

 

B. 研究方法 

２）臨床データは医師に調査し、アドヒアラ

ンスは医師に分からない様に秘匿化して直接

妊娠患者にアンケート調査を実施した。疾患

活動性、妊娠転帰と相関を調査した。 

 

３）臨床上問題となる question を総論１０

個、内科系 7個、外科系 5個作成した。それ

ぞれにつき、キーワードサーチ＋ハンドサー

チで論文を選出し、作成メンバーで要約とな

る短い回答と、解説を作成した。メンバー間

で討議、改正を行った。中村史郎先生の治療

指針作成メンバーからなる評価者に評価して

いただき、さらに改正した。最終的に平成３

０年第二回総会で発表し、パブリックコメン

トを頂き、最終案とした。 

（倫理面への配慮） 

妊娠者 IBD 研究は倫理委員会の承認のもと実

施。高齢者後ろ向き研究は、対応表のない匿

名化されたデータを使用して実施した。 

 

C. 研究結果 

２）服薬アドヒアランスの変化は、メサラジ

ン製剤・免疫調節薬・栄養療法で顕著で、ス

テロイド剤は妊娠期間つねに＞80％を良好だ

った。メサラジン製剤・免疫調節薬は、とく
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に妊娠初期（判明時）に服薬率が低下し、潰

瘍性大腸炎患者のメサラジン製剤でその傾向

が著明だった（約 50％）。その理由はおも

に、腹部症状が落ち着いていたことと、服薬

に対する不安感による意図的な服薬率の低下

であった。また、妊娠後初回の消化器内科受

診時の服薬指導によりその後、服薬率は著し

く回復した。 

 

３）平成３０年度潰瘍性大腸炎治療指針

supplement ―高齢者潰瘍性大腸炎編―を作

成し、印刷物を作成した。さらにホームペー

ジにアップし、医療関係者へ役立つようにし

た。 

 

D. 考察 

２）通常は服薬アドヒアランスが良好な患者

において、妊娠判明から判明後初めて外来を

受診するまでのあいだに、服薬に対する不安

からアドヒアランスが低下することが判明し

た。またアドヒアランスの低下は服薬指導に

より著明に改善するため、炎症性腸疾患の活

動性が重症再燃につながることはなく、妊娠

転帰への影響はないものの、腹部症状・血便

や便回数の悪化など炎症性腸疾患の活動性の

悪化に関与している可能性が示唆された。 

 

３）高齢発症潰瘍性大腸炎は自然史、経過、

病型が異なること、治療による副作用が多い

ことが明らかになり、若齢発症者と異なる治

療法が必要なことを明らかにした。 

 

E. 結論 

２）炎症性腸疾患合併妊娠において、服薬ア

ドヒアランスの低下は、妊娠中の炎症性腸疾

患の活動性の悪化に、妊娠転帰の悪化に関与

している可能性が示唆され、主治医が認識し

ていないことも明らかになった。これを是正

することで妊娠転帰の改善が期待される。 

 

３）平成３０年度潰瘍性大腸炎治療指針

supplement ―高齢者潰瘍性大腸炎編―を作

成したことで、本邦の高齢者潰瘍性大腸炎の

治療成績が向上することが期待される。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 Ito S, Higashiyama M, Horiuchi K, 

Mizoguchi A, Soga S,et al. Atypical 

Clinical Presentation of Crohn's Disease 

with Superior Mesenteric Vein 

Obstruction and Protein-losing 

Enteropathy. I Intern Med. 2019 Feb 

1;58(3):369-374 

  

Higashiyama M, Sugita A, Koganei K, 

Wanatabe K, et al. Management of 

elderly ulcerative colitis in Japan.  J 

Gastroenterol. 2019 Oct;54(10):936-937  

 

Hanawa Y, Higashiyama M, Horiuchi K, 

et al. Crohn's Disease Accompanied with 

Small Intestinal Extramedullary 

Plasmacytoma. Intern Med. 2019 Jul 

15;58(14):2019-2023. 

 

Komoto S, Higashiyama M, Watanabe C, 

et al. Clinical differences 

between elderly-onset ulcerative 

colitis and non-elderly-onset 

ulcerative 

colitis: A nationwide survey data in 

Japan. J Gastroenterol Hepatol. 2018 

Nov;33(11):1839-1843. 

 

Komoto S, Matsuoka K, Kobayashi T, et 

al. Safety and efficacy of 
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leukocytapheresis in elderly patients 

with ulcerative colitis: The impact in 

steroid-free elderly patients. J 

Gastroenterol  Hepatol. 2018 

Aug;33(8):1485-1491. 

 

２.学会発表 

 Chikako Watanabe, Motohiro Esaki, 

Kenji Watanabe et al. Non-Adherence to 

Maintenance Medications is Common in 

Pregnant Ulcerative Colitis Patients and 

Contribute to Disease Flares and Adverse 

Pregnancy Outcomes-A Multicenter 

Prospective Study Digestive Disease Week 

2019 San Diego USA May  

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

腸内細菌の関与の追究と治療応用 

 

研究分担者 安藤 朗 滋賀医科大学消化器内科 教授 

 

研究要旨：炎症性腸疾患患者の腸内微生物叢の変化を明らかにし、新たな治療法の開発に結びつける

ことを目的とした。大腸内視鏡下に挿入したブラシ付き鉗子を用いて大腸粘膜に定着している粘膜関

連細菌叢を次世代シークエンサーを用いて解析する方法を開発した。その結果、炎症性腸疾患、特に

クローン病で粘膜関連細菌叢に有意な変化（多様性の低下、酪酸産生菌の減少）が起きていることが

明らかになった。また、クローン病では便中に存在する真菌叢にも変化が起こり、細菌と真菌の炎症

性腸疾患における変化には相関があることが明らかとなった。 

 

 

共同研究者 

井上 亮（京都府立大学 動物機能学研究室） 

内藤 裕二（京都府立医科大学消化器内科 

 

A. 研究目的 

炎症性腸疾患患者の腸内微生物叢の変化を明

らかにし新たな治療法の開発に結びつける。 

 

B. 研究方法 

大腸内視鏡を通してブラシ付き鉗子を挿入

し、大腸粘膜表面を出血しないように擦過し

粘液を得た。この粘液より得た DNA を用いて

１６S rDNA を増幅し次世代シークエンサー

で解析した。また、患者糞便より得た DNA サ

ンプルを用いて真菌の ITS 領域を増幅、次世

代シークエンサーで解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

滋賀医科大学倫理委員会の承認のもと、患者

個人から直接同意書を得たうえで研究に当た

った。 

 

C. 研究結果 

１． IBD 患者の粘膜関連細菌叢解析の結果、クロ

ーン病で統計学的に有意なα多様性、β多様

性の変化が認められた。β多様性の変化は、

さまざまな酪酸高産生菌の低下とプロテオバ

クテリア（大腸菌など）の増加に特徴づけら

れた。 

２． 便中真菌叢の比較では、クローン病で統計学

的に有意な真菌叢の変化が認めたられ、この

変化は特定の真菌と細菌の相関を持った変化

に特徴づけられていた。 

 

D. 考察 

健常人と比較して、IBD 特にクローン病では

粘膜関連細菌叢および便中真菌叢に統計学的

に有意な変化が認められらた。特定の細菌と

真菌に有意な相関が認められ、IBD の大腸で

は細菌、真菌を含めた微生物叢としての変化

が生じ病態形成に関与している可能性が示唆

された。 

 

E. 結論 

IBD では細菌、真菌を含めた微生物叢全体の

dysbiosis が生じている。 

 

F. 研究発表 
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１.論文発表 

(1) Ng SC, Andoh A et al . Scientific 

frontiers in faecal microbiota 

transplantation: joint document of 

Asia-Pacific Association of 

Gastroenterology (APAGE) and Asia-

Pacific Society for Digestive 

Endoscopy (APSDE). Gut 69: 83-91, 

2020. 

(2) Morita Y, Andoh A et al. Clinical 

relevance of innovative 

immunoassays for serum ustekinumab 

and anti-ustekinumab antibody 

levels in Crohn's disease. J 

Gastroenterol Hepatol (in press).  

(3) Tastumi G, Andoh A et al. 

Thiopurine-mediated impairment of 

hematopoietic stem and leukemia 

cells in Nudt15R138C knock-in 

mice. Leukemia 34;882-894, 2020.  

(4) Nishino K, Andoh A et al. Analysis 

of endoscopic brush samples 

identified mucosa-associated 

dysbiosis in inflammatory bowel 

disease. J Gastroenterol. J 

Gastroenterol. 53:95-106, 2018. 

(5) Imai T, Andoh A et al. 

Characterization of fungal 

dysbiosis in Japanese patients 

with inflammatory bowel disease. J 

Gastroenterol. 54:149-159, 2019. 

 

２.学会発表 

(1)  高橋憲一郎；馬場重樹（滋医大・

栄）；村田雅樹、西田淳史、稲富 

理；佐々木雅也（同・栄）；杉本光繁

（同・光診）；安藤 朗※当院クロー

ン病患者の粘膜治癒達成と長期経過※

第 105 回 日本消化器病学会総会（金

沢）、令和 1年 5月 9日 

(2) 杉谷義彦（滋医大・消内／草津総合病

院・消内）；西田淳史、森田康大、米

倉伸彦、今井隆行、酒井滋企、西野恭

平、大野将司、稲富 理；馬場重樹

（滋医大・栄）；杉本光繁（同・光

診）；安藤 朗 プレナリーセッショ

ン「IBD」 炎症性腸疾患におけるプ

ロスタシン（PRSS8）の機能解析※第

105 回 日本消化器病学会総会（金

沢）、令和 1年 5月 11 日 

(3) 安藤 朗 ポストグラデュエイトコー

ス I 基礎研究 炎症性腸疾患の病態

と腸内細菌の関わり※第 105 回 日本

消化器病学会総会（金沢）、令和 1年

5月 11 日 

(4) 高橋憲一郎；馬場重樹（滋医大・栄）；

村田雅樹、大野将司、杉本光繁；佐々木

雅也（同・栄）；辻川知之（東近江総医

セ）；安藤 朗 クローン病患者の粘膜

治癒の臨床的意義について 第 57 回 

日本小腸学会学術集会（大阪）、令和 1

年 11月 9日 

(5) 大野将司（滋医大・消内／ミシガン

大・病理）、安藤 朗；猪原直弘（ミ

シガン大・病理）※遺伝子組み換え大

腸菌のプロバイオティクスへの応用※

第 10回 日本炎症性腸疾患学会学術

集会（福岡）、令和 1年 11 月 29 日 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

希少疾患プロジェクト：総括 

 

研究分担者 松本主之 岩手医科大学消化器内科消化管分野 教授 

 

研究要旨：希少疾患プロジェクトでは、2017 年から 2019 年の３年間を通じて、非特異性多発性小腸潰

瘍症（CEAS）、家族性地中海熱（FMF）関連消化管病変、腸管ベーチェット病（BD）、クロンクハイト・

カナダ症候群（CCS）の４疾患について症例を集積し、診断基準確定・改訂、診療ガイドラインと診断

アトラス作成を行った。CEAS のアトラス作成・診断基準改訂、および BDの診療ガイドラインは完成型

を提示することができた。FMF は順調に症例の集積が進行しており、遺伝子型と臨床徴候の関係が明ら

かとなりつつある。CCS に関しては、画像診断と治療を網羅したアトラスの草案が作成されている。以

上のように、炎症性腸疾患の鑑別疾患としての上記希少疾患について最も信頼できるエビデンスを創

出できたと考える。 

 

 

共同研究者 

久松理一（杏林大学消化器内科） 

仲瀬裕志（札幌医科大学消化器内科） 

穂苅量太（防衛医科大学校消化器内科） 

渡辺憲治（兵庫医科大学腸管病態解析学） 

梅野淳嗣（九州大学病態機能内科学） 

 

A. 研究目的 

炎症性腸疾患の鑑別疾患は多岐に亘ってい

る。なかでも、希少疾患とされてきた腸管ベー

チェット病（BD）と非特異性多発性小腸潰瘍症

は、本邦と東アジアで有病率が高いとされてい

る。また、前者は単一遺伝子疾患であることが

明らかとなり、chronic enteropathy 

associated with SLCO2A1 gene （CEAS）と呼称

されるようになった。一方、2012 年以降、遺伝

性疾患である家族性地中海熱（FMF）の消化管病

変が潰瘍性大腸炎やクローン病に酷似すること

が報告され、注目されている。さらに、クロン

クハイト・カナダ症候群（CCS）の主たる病態

は、消化管の広範囲におよぶ原因不明の炎症と

考えられている。そこで、本研究班では 2017 年

から 2019 年に上記疾患について症例集積や診療

ガイドライン作成を行い、希少疾患の広報活動

を重なった。 

 

B. 研究方法 

１．CEAS：梅野を中心として、全国多施設の

CEAS 症例を集積し、SLCO2A1 遺伝子解析結果と

臨床像を対比した。これらのデータを元に、ま

た、細江は CEAS の上部消化管病変に関する多施

設研究を開始した。 

２．FMF：仲瀬を中心に、全国多施設の症例

を集積し、MEFV 遺伝子解析結果と臨床像を比較

した。これらを元に診断基準と内視鏡アトラス

の作成に向けた班会議を開催した。 

３．BD：久松が 11名よりなる腸管病変分科

会を組織し、厚生労働省難治性疾患政策研究事

業「ベーチェット病に関する調査」（水木班）と

合同ガイドラインの最終版を確定した。 

４．CCS：穂苅を中心に、全国の症例登録デ

ータベースの解析結果を元に疾患アトラス作成

作業を開始した。症例数の多い全国多施設から

メンバーが参集し、疾患概要の解説についてコ
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ンセンサスミーティングを行った。 

FMF と CEAS に関しては、遺伝子解析を含め

て各施設の IRB の承認を得て行なったものであ

り、倫理的に問題ないと考える。 

 

C. 研究結果 

本稿では、本研究班で実際の症例を集積した

CEAS と FMF について研究結果を報告する。 

１． CEAS：61 例の CEAS 症例（男性 21例，

女性 40 例）が集積され，14 種類の SLCO2A1 の病

的バリアントが確認された．発症時年齢の中央

値は 18.5 歳（1-69 歳）であり，血族結婚は 26%

に認めた．貧血はほぼ全例にみられたが，肉眼

的血便を認めたのは 2例のみであった．33例

（54%）において小腸切除など外科的手術が施行

されていた．ほぼ全例で終末回腸を除く回腸に

潰瘍性病変がみられ，44%に十二指腸病変が見ら

れた。消化管外徴候として，ばち指を 16 例

（26%），骨膜症を 15/59 例（25%），皮膚肥厚所

見を 13 例（21%）に認めた．臨床徴候を性別に

分け比較したところ，胃病変は女性に多くみら

れ，ばち指，骨膜症および皮膚肥厚性変化は男

性において有意に多くみられた。 

２．74 例の MEFV 遺伝子の病的バリアント陽

性症例が集積された。診断時の平均年齢は 38

歳、男女比は２：３であり、FMF 典型例は約

30％。残りの約 70%は非典型例、あるいは FMF 症

状を有さない症例であった。全消化管に消化管

病変が存在し、中でも、空腸（約 60%）や大腸

（約 80%）に病変が多く認められた。上部消化管

（食道・胃・十二指腸）にはアフタ、びらんが

23%、潰瘍性病変は 14%に認められ、小腸病変の

頻度は、それぞれ約 32%であった。なお縦走潰瘍

は約 8％に認められた。大腸では 71%に潰瘍性大

腸炎様の全周性粘膜所見がみられたが、直腸非

罹患例が多かった。加えて、大腸では偽ポリポ

ーシスないし縦走潰瘍病変（14%）、狭窄例

（10%）も認められた。以上のように 

 

D. 考察 

従来、希少と考えられてきた CEAS は単一遺

伝子疾患であることが判明している。本研究の

結果から、従来の臨床診断基準に従って症例を

抽出し、遺伝子診断を行うことが妥当と考えら

れた。そこで、SLCO2A1 に加えて欧米で小腸潰瘍

症の原因として単離されている cPLA2a を非特異

性多発性小腸潰瘍症の診断基準に追記し、令和

元年度研究報告書に報告した。 

一方、FMF の消化管病変については未だ症例

報告をみるのみであり、系統的な解析はない。

MEFV 遺伝子変異陽性例を対象とした本研究の結

果から、本症の消化管病変として、潰瘍性大腸

炎に酷似した大腸病変と、クローン病に類似し

た空腸の小病変が特徴的と考えられた。また、

典型的な FMF の臨床像に欠如する症例が多いこ

とから、これらの腸病変を「MEFV 遺伝子関連腸

炎」と呼称することが妥当と考えられた。 

 

E. 結論 

炎症性腸疾患の鑑別疾患として、 BD に加

えて CEAS、MEFV 遺伝子関連腸炎、および CCS は

常に留意すべき疾患である。 

 

F. 健康危険情報 

特記事項なし。 

 

G. 研究発表 

１. Umeno J, et al. Clinical features of 

chronic enteropathy associated with 

SLCO2A1 gene: a new entity clinically 

distinct from Crohn's disease. J 

Gastroenterol. 2018 Aug;53(8):907-915 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし。 

２．実用新案登録 

なし。 

３．その他 
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特記事項なし。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

IBD の遺伝子解析プロジェクト：総括 

 

研究分担者 松本主之 岩手医科大学消化器内科消化管分野 教授 

 

研究要旨：IBD の遺伝子解析プロジェクトでは、腸管ベーチェット病のゲノムワイド関連研究と

NUDT15 遺伝子解析プロジェクトの進捗状況を確認した。腸管ベーチェット病に関しては今後厚生労働

省難治性疾患政策研究事業「ベーチェット病に関する調査」との共同研究を推進する必要がある。一

方、NUDT15 遺伝子解析プロジェクトで本邦炎症性腸疾患患者の NUDT15 変異の現状が明らかとなり、遺

伝子変異が IBD の診療に臨床応用されるに至った。 

 

 

共同研究者 

角田洋一（東北大学病院消化器内科） 

梅野淳嗣（九州大学病態機能内科学） 

高川哲也（兵庫医科大学炎症性腸疾患学講座内

科部門） 

 

A. 研究目的 

2017 年から 2019 年の IBD の遺伝子解析プロ

ジェクトは、希少疾患プロジェクトとともに、

いわゆる monogenic IBD の成人型である非特異

性多発性小腸潰瘍症および家族性地中海熱につ

いて、遺伝子型と臨床徴候の関係を検討した。

これらの研究に関しては、「希少疾患プロジェク

ト」の項をご参照頂きたい。一方、チオプリン

代謝と副作用発現に関与する NUDT15 の解析

（MENDEL）と腸管ベーチェット病（BD）の遺伝

子解析立ち上げを行った。MENDEL の目的は、本

邦における NUDT15 リスクアレルの頻度と遺伝子

型別のチオプリンの有害事象を知ることであ

る。 

 

B. 研究方法 

1．BD： BD の疾患感受性遺伝子は、HLA 領域

に集積することが知られているものの、腸管 BD

については不明の点が多い。そこで、冬野ら

が、全国多施設を対象とした BD のゲノムワイド

関連研究のプロトコールを報告し、それに対し

て具体的研究方法を検討した。 

２．NUDT15：角田らが 2015 年より本研究班

で開始した本邦炎症性腸疾患患者における

NUDT15 変異の解析（MENDEL） を実施した。対象

は、東北大学で既収集の IBD255 例、および本研

究班で新たに集取された IBD2627 例のゲノムで

あり、NUDT15 コドン 139 のバリアオンとチオプ

リンの副作用の関係、NUDT15 はプロタイプと脱

毛・白血球減少の関係、脱毛・白血球減少に関

与する GWAS 解析、NUDT15 コドン 139 のジェノタ

イピングを行った。 

いずれの研究も、研究参加施設の倫理審査を

受けて施行したものである。 

 

C. 研究結果 

１．BD：現在、本邦の複数施設で倫理審査を

通過し、症例を集積中である。今後、研究参加

施設を増やすとともに、厚生労働省なん知性疾

患政策研究事業「ベーチェット病に関する調査

研究班」と連携しながら非腸管型 BD を対照とし

た研究を推進することとした。 

２．NUDT15：本邦 IBD では、NUDT15 コドン

139 は Arg/Arg（WT）が 80%、Arg/Cys（hetero）
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が 20%、Cys/Cys（homo）が 1％の割合で存在し

た。また、白血球減少と脱毛に関与する他の遺

伝子座は存在しなかったが、本邦 IBD では NUDT

コドン 15およびその他の領域には希なバリアン

トやハプロタイプが存在することが示された。

ただし、これらのバリアントでチオプリンの副

作用に関与するものはなかった。一方、

NUDTArg139/Cys は、脱毛と白血球減少のみら

ず、有害事象としての消化器症状と関係する可

能性が示された。 

 

D. 考察 

BD に関しては、今後症例の集積が重要と考

えられる。一方、MENDEL study の成果により、

2019 年２月に IBD 患者における NUDT15 コドン

139 の遺伝子検査の保険承認と薬価収載に至っ

た。ヘテロ変異例におけるチオプリンの至適投

与法の確立、NUDT15 からみた妊婦におけるチオ

プリンの投薬管理指針などを確立する必要があ

る。 

 

E. 結論 

BD の遺伝子解析を開始した。また NUDT15 変

異とチオプリンによる有害事象の関係を証明し

た。 

 

F. 健康危険情報 

NUDT15 コドン 139 のホモ変異症例に対する

チオプリン製剤の投与は禁忌である。 

 

G. 研究発表 

１. Kakuta Y,, et al. NUDT15 codon 139 is 

the best pharmacogenetic marker for 

predicting thiopurine-induced severe 

adverse events in Japanese patients 

with inflammatory bowel disease: a 

multicenter study.J Gastroenterol. J 

Gastroenterol. 2018 Sep;53(9):1065-

1078 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 

なし。 

２．実用新案登録 

本研究班としての登録はなし。 

３．その他 

特記事項なし。 
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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究 

総合研究報告書（平成 29年度～令和元年度） 

 

バイオマーカーと創薬に関するプロジェクト 総括 

 

研究分担者 金井隆典 慶應義塾大学医学部消化器内科 教授 

 

研究要旨：研究要旨：AMED/厚生労働省科学研究 個別研究班の中で、炎症性腸疾患に関する研究につ

いて、難治性炎症性腸管障害に関する調査研究（鈴木班）と連携し、成果の共有を行うことにより相

補相互的な研究開発の推進を行うことを本プロジェクトの目的としている。平成２９年から令和１年

度は 8つの研究班の進捗状況が発表された 

 

共同研究者 

長沼誠、筋野智久、吉松祐介、杉本真也、中本

伸宏、片岡雅晴（慶應義塾大学）、岡本隆一、渡

辺守（東京医科歯科大学）、猿田雅之（慈恵会医

科大学）、藤谷幹浩（旭川医科大学）研究科消化

器内科学）、桂田武彦（北海道大学）、北村和雄

（宮崎大学）、仲哲治（高知大学医学部臨床免疫

学講座）、吉岡慎一郎（久留米大・消化器内

科）、飯塚政弘（秋田赤十字病院 消化器内科）、

鈴木康夫（東邦大学医療センター佐倉病院・消

化器内科） 

 

A. 研究目的 

AMED/厚生労働省科学研究 個別研究班の中

で、炎症性腸疾患に関する研究について、 

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究（鈴木

班）と連携し、成果の共有を行うことにより相

補相互的な研究開発の推進を行うことを本プロ

ジェクトの目的とする。 

 

B. 研究方法 

各研究班の進捗状況や成果について年２回の

班会議において報告をする。各研究において、

患者ルクルートが必要な場合は、班長の承認を

得て、班会議分担研究者、協力者に依頼を行

う。 

（倫理面への配慮） 

 各研究については各施設の IRB や倫理委員会

において承認が得られている。 

 

C. 研究結果 

平成 29 年から令和１年度においては以下の 13

の研究班より、進捗状況・成果が報告された。 
 
「抗菌薬３剤併用による難治性潰瘍性大腸炎の
治療」 
 
「難治性炎症性腸疾患を対象としたアドレノメ
デュリン製剤による医師主導治験の実施」 
 
「炎症性腸疾患における食関連リスク因子に関
する研究」    

 

「乳酸菌由来分子を用いた新規炎症性腸疾患治

療薬の開発」       

 

「青黛の作用メカニズムの解明                              

青黛に合併する肺高血圧症の病態探索研究 
潰瘍性大腸炎患者に対する青黛治療の有害事象
実態調査と機序解明 

潰瘍性大腸炎患者に対する青黛治療の有害事象

実態調査 

腸管上皮再生作用を特長とする『インジゴ潰瘍性

大腸炎カプセル』の治験開始に向けた開発研究」 

 

「新たな炎症性腸疾患活動性マーカーとしての

LRG の実用化について」 
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「UC を合併した PSC の病態に寄与する腸内細菌

叢の探索」 

 

「新規クローン病バイオマーカーACP353 の成人

及び小児腸疾患での測定：多施設共同研究 

 

「潰瘍性大腸炎に対する血球成分除去療法の治

療効果予測因子としての温感の意義とそのメカ

ニズムとしての皮膚血流量の解析」 

 

「創薬を目指したクローン病を対象としたαガ

ラクシドセラミド類縁物 OCH の臨床第 I/II 相試

験」 

 

「潰瘍性大腸炎に対する便中バイオマーカーの

内視鏡的寛解および予後予測に対する診断能を

検証する多施設共同試験」 

 

「培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対

する再生医療の開発」 

 

「乳酸菌由来長鎖ポリリン酸を用いた新規炎症

性腸疾患治療薬の開発」 

 

D. 考察 

研究班により進捗状況が異なるため、成果の状

況により適切な時期に班会議で報告することが

好ましいと考えられた。また今後、多施設共同

で試験・治験を行う際や成果を診断・治療指針

への反映させる場合に班会議のサポートが必要

であると考えられる。 

 

E. 結論 

 ３年間にわたり AMED/厚生労働省科学研究個別

研究班の中で、多くの炎症性腸疾患に関する研

究について、鈴木班にて報告された。実際に LRG

について実用化されており、次年度以降も密に

連携をとり、相補相互的な研究開発の推進を行

う予定である。 

 

F. 健康危険情報 

 各個研究の報告書を参照 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

Fukuda T, Naganuma M, Kanai T.Current 

new challenges in the management of 

ulcerative colitis.IntestRes.17(1)36-44 

2019 

Nakamoto N, Sasaki N, Aoki R, Miyamoto 

K, Suda W, Teratani T, Suzuki T, Koda Y, 

Chu PS, Taniki N, Yamaguchi A, Kanamori M, 

Kamada N, Hattori M, Ashida H, Sakamoto M, 

Atarashi K, Narushima S, Yoshimura A, 

Honda K, Sato T, Kanai T. Gut pathobionts 

underlie intestinal barrier dysfunction 

and liver T helper 17 cell immune response 

in primary sclerosing cholangitis. Nat 

Microbiol 101038/s41564-018-0333-1 2019 

Matsuoka K, Hamada S, Shimizu M, Nanki 

K, Mizuno S, Kiyohara H, Arai M, Sugimoto 

S, Iwao Y, Ogata H, Hisamatsu T, Naganuma 

M, Kanai T, Mochizuki M, Hashiguchi M. 

Factors predicting the therapeutic 

response to infliximab during maintenance 

therapy in Japanese patients with Crohn's 

disease. PLoS One 13(10)e0204632 2018 

Hisamatsu T, Kunisaki R, Nakamura S, 

Tsujikawa T, Hirai F, Nakase H, Watanabe 

K, Yokoyama K, Nagahori M, Kanai T, 

Naganuma M, Michimae H, Andoh A, Yamada A, 

Yokoyama T, Kamata N, Tanaka S, Suzuki Y, 

Hibi T, Watanabe M; CERISIER Trial group 

Effect of elemental diet combined with 

infliximab dose escalation in patients 

with Crohn's disease with loss of response 

to infliximab: CERISIER trial.Intest Res 

16(3) 494-498 2018 

Mizuno S, Nanki K, Kanai T.  [Future 

perspectives on fecal microbiota 
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transplantation] Nihon Shokakibyo Gakkai 

Zasshi 115(5) 449-459 2018 

Sugimoto S, Naganuma M, Iwao Y, Matsuoka 

K, Shimoda M, Mikami S, Mizuno S, Nakazato 

Y, Nanki K, Inoue N, Ogata H, Kanai T. 

Endoscopic morphologic features of 

ulcerative colitis-associated dysplasia 

classified according to the SCENIC 

consensus statement Gastrointest 

EndoseS 0016- 5107(16)30751-9  2017 

Naganuma M, Yahagi N, Bessho R, Ohno K, 

Arai M, Mutaguchi M, Mizuno S, Fujimoto A, 

Uraoka T, Shimoda M, Hosoe N, Ogata H, 

Kanai T.Evaluation of the severity of 

ulcerative colitis using endoscopic dual 

red imaging targeting deep vessels Endosc 

Int Open 5(1)E76-E82 2017 

Hayashi A, Mikami Y, Miyamoto K, Kamada 

N, Sato T, Mizuno S, Naganuma M, Teratani 

T, Aoki R, Fukuda S, Suda W, Hattori M, 

Amagai M, Ohyama M, Kanai T Intestinal 

Dysbiosis and Biotin Deprivation Induce 

Alopecia through Overgrowth of 

actobacillus murinus in Mice Cell Rep        

20(7) 1513-1524 2017 

Fukuda T, Naganuma M, Sugimoto S, Nanki 

K, Mizuno S, Mutaguchi M, Nakazato Y, 

Inoue N, Ogata H, Iwao Y, Kanai T The 

risk factor of clinical relapse in 

ulcerative colitis patients with low dose 

5-aminosalicylic acid as maintenance 

therapy: A report from the IBD registry

 PLoS One 12(11)e0187737 2017 

Kinoshita S, Uraoka T, Nishizawa T, 

Naganuma M, Iwao Y, Ochiai Y, Fujimoto A, 

Goto O, Shimoda M, Ogata H, Kanai T, 

Yahagi N The role of colorectal 

endoscopic submucosal dissection in 

patients with ulcerative colitis  

Gastrointest Endosc S0016-5107(17) 32434-

3 2017 

２.学会発表 

  金井隆典『食と免疫 潰瘍性大腸炎への

応用』JDDW2019：神戸 2019 年 11 月 22 日 

仲哲治, 新崎信一郎, 松岡克善, 水野慎大, 

飯島英樹, 金井隆典, 松本主之『免疫疾患:消

化器を症状にする疾患 炎症性腸疾患におけ

る疾患活動性マーカーとしての LRG の意義』

第 47回 日本臨床免疫学会総会：札幌 2019 年

10 月 17 日 

三上洋平、林 篤史、宮本健太郎、鎌田信

彦、佐藤俊朗、水野慎大、長沼 誠、寺谷俊

昭、青木 亮、福田真嗣、須田 亙、服部正

平、天谷雅行、大山 学、金井隆典『腸内細

菌叢の異常により引き起こされるビオチン代

謝異常および腸管外病変の検討』第 39回日本

炎症・再生医学会―炎症と再生の融合―：東

京 2018 年 7 月 11 日 

中本伸宏、谷木信仁、金井隆典『ヒトフロー

ラ化マウスを用いた原発性硬化性胆管炎病態

に寄与する腸内細菌と肝臓内免疫応答の相互

作用の解明』第 104 回日本消化器病学会総

会：東京 2018 年 4月 20 日 

福田知広，長沼誠，金井隆典『潰瘍性大腸炎

の治療効果予測に内視鏡所見は有用か？』第

93 回 日本消化器内視鏡学会総会：大阪 2017

年 5月 12 日 

大野 恵子，水野 慎大，金井 隆典『潰瘍性大

腸炎の再燃予測因子としての腸内細菌叢解析

の有用性の検討』第 103 回日本消化器病学会

総会：東京 2017 年 4 月 20 日 

中里 圭宏，長沼 誠，金井 隆典『エンドサイ

トスコピーを用いた潰瘍性大腸炎内視鏡的寛

解例の組織学的活動性評価』第 103 回日本消

化器病学会総会：東京 2017 年 4 月 20 日 

水野 慎大，長沼 誠，金井 隆典『クローン病

の腸管切除後の生物学的製剤導入時期の検

討』第 103 回日本消化器病学会総会：東京

2017 年 4月 20 日 

福田知広，長沼 誠，水野慎大，南木康作，
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中里圭宏，緒方晴彦，岩男 泰，金井隆典

『ステロイド使用歴のある潰瘍性大腸炎患者

は低用量 5ASA 製剤で再燃しやすい』第 103

回日本消化器病学会総会：東京 2017 年 4 月

20 日 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 無 

２．実用新案登録 無 

３．その他 無 
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研究成果の刊行に関する一覧表(書 籍) 

執筆者氏名 論文題名 
書籍全体の 
編集者名 

書籍名 出版社名 出版地 ページ 出版年 

鈴木康夫 1.潰瘍性大腸炎 水澤英洋/五十
嵐 隆/北川泰
久/高橋和久/
弓倉 整 

指定難病ペディア
2019 

日本医師会 東京 222-2223 2019 

山田哲弘、松岡克善、鈴木
康夫 

Ⅴ炎症性腸疾患の内科治療 
抗 TNF-α抗体製剤-ゴリムマブ 

監修：鈴木康
夫 

【臨牀日本消化器
内科 6月増刊号】
炎症性腸疾患診療
の update-診断・
治療の最新知見 

日本メディカ
ルセンター 

東京 142-145 2019 

山田哲弘、竹内 健、鈴木康
夫 

第 6章 症例から学ぶ 
症例 5 1）診断に関する症例 
食道気管支 

監修：鈴木康
夫、編集：飯
塚文瑛、田中
正則、松田隆
秀 

腸管ベーチェット
病のすべてがわか
る：診療ハンドブ
ック 

先端医学社 東京 155-156 2018 

山田哲弘、竹内 健、鈴木康
夫 

第6章 症例から学ぶ 
症例4 1）診断に関する症例 
食道穿孔を認めた腸管ベーチェッ
ト病（不全型）の1例 

監修：鈴木康
夫、編集：飯
塚文瑛、田中
正則、松田隆
秀 

腸管ベーチェット
病のすべてがわか
る：診療ハンドブ
ック 

先端医学社 東京 154-155 2018 

竹内 健、鈴木康夫 第2章 腸管ベーチェット病の臨床
診断 2 画像診断 C.CT/MRI 

監修：鈴木康
夫、編集：飯
塚文瑛、田中
正則、松田隆
秀 

腸管ベーチェット
病のすべてがわか
る：診療ハンドブ
ック 

先端医学社 東京 41-43 2018 

Yasuo Suzuki 【Part III Endoscopy in the 
Management of IBD】 
Chapter 15 Endoscopy in the 
Management of Inflammatory 
Bowel Disease 

Toshifumi 
Hibi 
Tadakazu 
Hisamatsu 
Taku 
Kobayashi 

Advances in 
Endoscopy in 
Inflammatory 
Bowel Disease 

Springer tokyo 155-162 2017 

Ken Takeuchi, Miyuki 
Miyamura, Tsunetaka Arai, 
Rumiko Ishikawa, Akihiro 
Yamada and Yasuo Suzuki 

Current Progress of Endoscopy 
in Inflammatory Bowel Disease: 
CT Enterography and CT 
Colonography in Inflammatory 
Bowel Disease. 

Toshifumi 
Hibi 
Tadakazu 
Hisamatsu 
Taku 
Kobayashi 

Advances in 
Endoscopy in 
Inflammatory 
Bowel Disease 

Springer tokyo 43-56 2017 

鈴木康夫 Ⅳ章 治療法各論 
炎症性腸疾患 
潰瘍性大腸炎 

総編集：佐々
木 裕 
専門編集：渡
辺 守 

腸疾患診療の現在 中山書店 東京 214-220 2017 

山田哲弘、鈴木康夫 虚血性大腸炎 監修：猿田享
男、北村惣一
郎 

1336専門家による
私の治療 
2017-18年度版 

日本医事新報社 東京 395-396 2017 

池内 浩基, 内野 基 【潰瘍性大腸炎手術】トラブルシュ
ーティング－J-pouch が肛門まで届
かない！－ 

杉山 政則, 正
木 忠彦, 阿部 
展次：編 

消化器外科手術 
起死回生の一手 

メジカルビュ
ー社 

東京 161-165 2019 

Uchino Motoi, Ikeuchi 
Hiroki 
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栄養研究会 

大阪 2018 年 6月 16日 

鈴木康夫 第 2回班会議(福田班） 厚生労働科学研究費補助
金「難治性疾患等を対象
とする持続可能で効果的
な医療の提供を実現する
ための医療経済評価の手
法に関する研究」 

東京 2018 年 5月 23日 

鈴木康夫 炎症性腸疾患の病態と新規治療法～
JAK 阻害剤の可能性～ 

第 104 回日本消化器病学
会総会 ランチョンセミ
ナー26 

東京 2018 年 4月 21日 

Ken Takeuchi, Akihiro Yamada and Yasuo 
Suzuki 

The air-enema image of ultra-low 
dose CT colonography can be an 
alternative diagnostic technique 
for the assessment of mucosal 
healing in the patients with 
ulcerative colitis. 

13th Congress of ECCO Messe Wien, 
Vienna, 
Austria 

2018 年 2月 16日 

Ken Takeuchi, Ryuichi Furukawa, Daiki 
Sasaki and Yasuo Suzuki 

The Early Response to Tacrolimus 
is likely to be a Predictor of the 
Long-term Outcome in the Patients 
with Ulcerative Colitis 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul, 
Korea 

2017 年 6月 17日 

鈴木康夫 IBD 診療の Up To Date 第 12 回南大阪内視鏡の会 大阪 2018 年 1月 25日 

鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」平成 29年
度第 2回班会議 

東京 2018年1月18～19日 

鈴木康夫 会長 第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫 【イブニングセミナー・総合発言】IBD の
アジアチーム医療を考える 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎の治療の基本から応用ま
で～最新の治療戦略～ 

土浦 UCフォーラム 茨城 2017 年 11 月 28日 

鈴木康夫 【シンポジウム 3・特別発言】IBD に対
する内科治療の進歩と外科治療 

第 70回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

鈴木康夫 【ランチタイムセミナー】潰瘍性大腸炎
の基本治療を考える 

第 71回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

鈴木康夫 【教育講演2】炎症性腸疾患診療のup to 
date 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

鈴木康夫 「潰瘍性大腸炎の治療の基本から応用
まで」～最新の治療戦略 

ホテル・ザ・ウエストヒ
ルズ水戸 

茨城 2017 年 10 月 27日 

岡住慎一, 加藤良二, 鈴木康夫 【統合プログラム 5】クローン病手術に
おける 2 系統造影 MD-CT を用いた術前
診断による切除と抗 TNF-α抗体療法に
よる再発防止の成績 

JDDW2017 福岡 福岡 2017 年 10 月 14日 

鈴木康夫 【デジタルポスターセッション】 
活動性潰瘍性大腸炎(UC)患者における
トファシチニブ寛解維持試験(国際共
同 P3臨床試験)の日本人部分集団解析 

JDDW2017 福岡 福岡 2017 年 10 月 13日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎診療の新展開 大館潰瘍性腸疾患講演会 秋田 2017 年 10 月 4日 

鈴木康夫 IBD の新規治療 第 21回県北東部 IBD(炎
症性腸疾患)研究会 

千葉 2017 年 9月 22日 

鈴木康夫 「IBD 治療におけるインフリキシマブの
LCM(Life Cycle Management)と そのイ
ンパクト～医療現場のニーズに応えた
育薬～」 

第 181 回県北薬剤師勉強
会 

茨城 2017 年 9月 8日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎治療の新展開 潰瘍性大腸炎治療の最前
線 

茨城 2017 年 8月 30日 

鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」平成 29年
度第 1回班会議 

東京 2017年7月19～20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
鈴木康夫 当番会長 日本消化器病学会関東支

部第 345 回例会 
東京 2017 年 7月 15日 

岩下裕明, 高田伸夫, 佐々木大樹, 勝俣雅
夫, 宮村美幸, 菊地秀昌, 岩佐亮太, 長村
愛作, 中村健太郎, 竹内 健, 鈴木康夫, 
清水直美, 笹井大督, 徳山 宣, 蛭田啓之 

B 型肝炎加療中に悪性リンパ腫を発症
した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

柴本麻衣, 木村道明, 大内裕香, 古川潔
人, 岩下裕明, 佐々木大樹, 勝俣雅夫, 菊
地秀昌, 岩佐亮太, 長村愛作, 中村健太
郎, 竹内 健, 高田伸夫, 鈴木康夫 

若年および高齢者潰瘍性大腸炎に対す
る血球成分除去療法の有効性の検討 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎治療の基本から応用へ 第 21回 K-NET 病診連携
懇話会～IBD 診療の実態
について～ 

埼玉 2017 年 7月 13日 

鈴木康夫 「クローン病治療up date」～最適なBio
の使い方～ 

Hitachi クローン病セミ
ナー 

茨城 2017 年 7月 4日 

鈴木康夫 難治性潰瘍性大腸炎における最新治療
戦略 

日本消化器病学会東北支
部第 203 回例会/第 159 回
日本消化器内視鏡学会東
北支部例会 

岩手 2017 年 7月 1日 

鈴木康夫 炎症性腸疾患における新治療戦略 第 19回 IBD 治療研究会 名古屋 2017 年 6月 2日 

鈴木康夫 IBD 内科治療の進歩～過去・現在そして
未来～ 

第 10回レミケードカンフ
ァレンス 

東京 2017 年 5月 31日 

鈴木康夫 IBD 難治症例に対する治療戦略 水戸共同病院病診連携講
演会 

茨城 2017 年 5月 30日 

竹内 健, 岩佐亮太, 鈴木康夫 潰瘍性大腸炎におかるインフリキシマ
ブ導入 2 週間後の CRP レベルは長期有
効性を予測する 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

鈴木康夫 UC におけるこれからの抗体製剤治療を
整理する～臨床成績から～ 

第 104 回日本消化器病学
会総会 ランチョンセミナ

ー1 

東京 2017 年 4月 20日 

Takahashi K，Bamba S，Andoh A  Optimization of Thiopurine Drugs 
Using the 6-MMP/6-TGN Ratio 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

Taipei 2019 年 7月 15日 

Imai T，Nishida A，Bamba S，Inatomi 
O，Andoh A  

Characterization of Fungal 
Dysbiosis in Inflammatory Bowel 
Disease 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

Taipei 2019 年 7月 15日 

Tatsumi G，Kawahara M，Imai T，
Nishishita-Asai A，Nishida A，Inatomi 
O，Yokoyama A， Kakuta Y，Kito K，
Andoh A 

Thiopurine-Mediated Impairment of 
Hematopoieic Stem and Progenitor 
Cells in NUDT15R138C Knock-in Mice 
and Potentiality of NUDT15 
Genotype-based Precision Medicine 
for Acute Leukemia 

The 24th Congress of 
European Hematology 
Association 

Amsterdam 2019 年 7月 14日 

Ohno M，Andoh A，Inohara N Role of Surface Polysaccharides of 
Adherent-invasive Escherichia Coli 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego 2019 年 5月 19日 

今井隆行、河原真大、辰巳剛一、大野将司、
稲富 理、角田洋一、安藤 朗 

NUDT15 遺伝子多型を有する妊婦へのチ
オプリン投与が胎児に与える影響につ
いての検討 

第 5回 G-PLUS 東京 2019 年 12 月 14日 

大野将司、安藤 朗、猪原直弘 遺伝子組み換え大腸菌のプロバイオテ
ィクスへの応用 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

森田康大、馬場重樹、今井隆行、杉谷義彦、
大野将司、高橋憲一郎、稲富 理、安藤 朗 

クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの有用性の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

Yasuhiro Morita, Shigeki Bamba, Akira 
Andoh 

Clinical significance of 
ustekinumab trough levels and 
anti-ustekinumab antibodies in 
patients with Crohn’s disease 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

大野将司、安藤 朗、猪原直弘 遺伝子組み換え大腸菌のプロバイオテ
ィクス効果 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

森田康大、馬場重樹、大野将司、高橋憲一郎、
安藤 朗 

クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの薬物動態モニタリングについて 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

高橋憲一郎；馬場重樹、村田雅樹、大野将司、
杉本光繁、佐々木雅也、辻川知之、安藤 朗 

クローン病患者の粘膜治癒の臨床的意
義について 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

馬場重樹、大野将司、高橋憲一郎、濱本奈津
美、芝原あずさ、、稲富 理、安藤 朗、佐々
木雅也 

炎症性腸疾患と CT画像で評価した体
組成との関連性について 

第 50回日本消化吸収 
学会総会 

東京 2019 年 10 月 5日 

高橋憲一郎、馬場重樹、村田雅樹、西田淳史、
稲富 理、佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

当院クローン病患者の粘膜治癒達成と
長期経過 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 



155 
 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Andoh A 「The cutting edge issues in 

management of IBD 2018」 Place of 
TDM in optimal use of biologics 

Asian Pacific Digestive 
Week 2018 

Seoul 2018 年 11 月 16日 

Nishida A，Nishino K，Takahashi K，Bamba 
S，Andoh A 

Protective effect of autophagy on 
endoplasmic reticulum stress-
induced apoptosis of intestinal 
epithelial cells in chronic 
colitis model 

International Symposium 
IBD and Liver: East 
Meets West 

Kyoto 2018 年 9月 7日 

西田淳史、井上 亮、杉谷義彦、大野将司、
稲富 理、馬場重樹、内藤裕二、安藤 朗 

成分栄養剤の腸内細菌に対する効果の
検討 

第 16回 日本機能性食品
医用学会 

新潟 2018 年 12 月 16日 

西野恭平、西田淳史、森田康大、米倉伸彦、
今井隆行、杉谷義彦、酒井滋企、今枝広丞、
稲富 理、馬場重樹、杉本光繁、安藤 朗 

オートファジーは小胞体ストレス誘導
性アポトーシスの抑制を介して DSS 誘
発慢性腸炎を改善する 

第 55回 日本消化器免疫
学会総会 

福岡 2018 年 12 月 8日 

杉谷義彦、西田淳史、森田康大、米倉伸彦、
今井隆行、酒井滋企、西野恭平、今枝広丞、
稲富 理、馬場重樹、杉本光繁、安藤 朗 

炎症性腸疾患におけるプロスタシン
（Prss8）の機能解析 

第 55回 日本消化器免疫
学会総会 

福岡 2018 年 12 月 8日 

高橋憲一郎、馬場重樹、西田淳史、佐々木雅
也、安藤 朗 

チオプリン製剤の optimization と 6-
TGN・6-MMP の測定意義について 

第 9回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

森田康大、馬場重樹、高橋憲一郎、西田淳史、
辻川知之、佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

クローン病小腸狭窄病変に対するシン
グルバルーン小腸内視鏡を用いた内視
鏡的バルーン拡張術の長期成績につい
て 

第 9回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

西野恭平、西田淳史、森田康大、米倉伸彦、
今井隆行、杉谷義彦、酒井滋企、今枝広丞、
稲富 理、馬場重樹、杉本光繁、安藤 朗 

オートファジーは小胞体ストレス誘導
性アポトーシスの抑制を介してデキス
トラン硫酸ナトリウム (DSS) 誘発慢
性腸炎を改善する 

第 9回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

西野恭平、西田淳史、森田康大、米倉伸彦、
今井隆行、杉谷義彦、酒井滋企、今枝広丞、
稲富 理、馬場重樹、杉本光繁、安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム (DSS) 
腸炎に対するプロスタシン (Prss8) 
の機能解析 

第 9回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

酒井滋企、西田淳史、今井隆行、杉谷義彦、
西野恭平、稲富 理；馬場重樹、杉本光繁、
安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム誘発腸炎
に対する Bortezomib の効果について
の検討 

第 60回 日本消化器病学
会大会 

神戸 2018 年 11 月 1日 

森田康大、馬場重樹、高橋憲一郎、西田淳史、
辻川知之、佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

シングルバルーン小腸内視鏡を用いた
クローン病小腸狭窄病変に対する内視
鏡的バルーン拡張術の有効性の検討 

第 56回 日本小腸学会学
術集会 

東京 2018 年 10 月 27日 

安藤 朗、井上 亮、高橋憲一郎、西田淳史、
馬場重樹、内藤裕二 

腸内細菌プロジェクト 日本人 IBD に
おける腸内真菌叢の変化 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」平成
30年度 第 1回総会 

東京 2018 年 7月 27日 

今井隆行、西田淳史、酒井滋企、杉谷義彦、
西野恭平、今枝広丞、稲富 理、馬場重樹；
杉本光繁、安藤 朗 

炎症性腸疾患モデルマウスにおける
FTY720 の効果の検討 

第 104 回 日本消化器病
学会総会ｔ 

東京 2018 年 4月 19日 

高橋憲一郎、馬場重樹、西田淳史、安藤 朗 当院で経験した IBD（クローン病）上
部消化管病変の診断と治療 

第 10回 京滋 IBD コンセ
ンサスミーティング 

京都 2018 年 4月 26日 

Andoh A，R.Inoue，Y.Naito Mucosa-associated dysbiosis in 
inflammatory bowel disease※13th 
Congress of European Crohn's and 
Colitis Organisation 

13th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna 2018 年 2月 14日 

Bamba S，M.Sasaki，A.Takaoka，A.Nishida，
O.Inatomi，M.Sugimoto，A.Andoh 

Skeletal Muscle Atrophy is a 
Predictive Factor for Intestinal 
Resection in Patients with 
Crohn’s Disease 

25th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona 2017 年 10 月 30日 

Nishino K，Imaeda H，Sakai S，Ohno M，
Nishida A，Andoh A 

The Abundance of Clostridium 
Hathewayi, a Potent Inducer of T 
Helper 17 (Th17) Cells, is 
Associated with the Disease 
Severity of Crohn's Disease 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 9日 

Nishida A，Imaeda H，Andoh A NUDT15 R139C-Related Thiopurine 
Leukocytopenia is Mediated by 6-
Thioguanine Nucleotide-Independent 
Mechanism in Japanese Patients 
with Inflammatory Bowel Disease 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Sakai S，Nishida A，Nishino K.，Ohno M，
Imaeda H，Andoh A 

Astaxanthin, a Xanthophyll 
Carotenoid, Suppresses the 
Development of Experimental 
Colitis by Inhibiting the 
Activation of NF-κB and AP-1 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 9日 

Ohno M，Nishida A，Sakai S，Nishino K，
Fujii M，Morita Y，Imaeda H，Sugimoto M，
Andoh A 

Highly Bioavailable Curcumin 
Induces Regulatory Immune Cells 
via the Increase of Butyrate-
Producing Bacteria and Suppresses 
the Development of Dextran Sulfate 
Soduium (DSS)-Induced Experimental 
Colitis 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 9日 

Imaeda H，Nishino K，Ohno M，Nishida A，
Sugimoto M，Andoh A 

Serum Adalimumab Trough Levels 
Required for Endoscopic Mucosal 
Healing during Maintenance Therapy 
of Crohn's Disease 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 9日 

Sakai S，A.Nishida, A Andoh Bortezomib suppresses the 
development of experimental 
colitis by inhibiting the 
activation of NF-κB 

第 46回 日本免疫学会学
術集会 

仙台 2017 年 12 月 14日 

Sugitani Y，A.Nishida，H.Imaeda，A.Andoh The therapeutic effects of 
elemental diet and intestnal 
microbiota 

第 46 回 日本免疫学会学
術集会 

仙台 2017 年 12 月 14日 

Nishino K，S.Sakai，A.Nishida, A Andoh Analysis of the role of autophay 
in dextran sodium sulfate (DSS) 
induced experimental colitis 

第 46 回 日本免疫学会学
術集会 

仙台 2017 年 12 月 14日 

酒井滋企、西田淳史、今井隆行、杉谷義彦、
西野恭平、今枝広丞、稲富 理、馬場重樹、
安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム誘発腸炎
に対するアスタキサンチンの効果につ
いての検討 

第 15回 日本機能性食品
医用学会総会 

東京 2017 年 12 月 9日 

馬場重樹、西田淳史、今枝広丞、高橋憲一郎、
稲富 理、佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

潰瘍性大腸炎における発酵野菜飲料の
影響について 

第 15回 日本機能性食品
医用学会総会 

東京 2017 年 12 月 9日 

西野恭平、西田淳史、井上 亮、酒井滋企、
大野将司、高橋憲一郎、今枝広丞、稲富 理、
馬場重樹、杉本光繁、内藤裕二、安藤 朗 

内視鏡ブラッシング法を用いた炎症性
腸疾患における mucosa-associated 
microbiota の解析 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

酒井滋企、西田淳史、今井隆行、杉谷義彦、
西野恭平、今枝広丞、稲富 理、馬場重樹、
安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム（DSS）
誘発腸炎に対する Bortezomib の効果
についての検討 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

馬場重樹、佐々木雅也、高橋憲一郎、今枝広
丞、西田淳史、稲富 理；杉本光繁、安藤 朗 

炎症性腸疾患患者におけるサルコペニ
アが長期予後に与える影響について 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

西田淳史、今枝広丞、馬場重樹、安藤 朗 潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎に対する糞
便移植法の安全性と有効性についての
検討 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

高橋憲一郎、馬場重樹、今枝広丞、西田淳史、
辻川知之、杉本光繁、安藤 朗 

クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有効性の検討 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

馬場重樹、佐々木雅也、高橋憲一郎、今枝広
丞、西田淳史、稲富 理、杉本光繁、安藤 朗 

炎症性腸疾患患者における L3領域筋
肉量が長期予後に与える影響について 

第 8回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

馬場重樹、西田淳史、今枝広丞、稲富 理；
佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

難治性 Clostridium difficile 腸炎・
感染症に対する糞便細菌叢移植につい
て 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

西田淳史、今枝広丞、馬場重樹、安藤 朗 潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎に対する糞
便移植法の安全性および効果の検討 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

高橋憲一郎、馬場重樹、今枝広丞、西田淳史、
稲富 理、辻川知之、佐々木雅也、杉本光繁、
安藤 朗 

クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有効性の検討 

第 94回 日本消化器内視
鏡学会総会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

馬場重樹、西田淳史、今枝広丞、稲富 理；
佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

難治性 Clostridium difficile 腸炎・
感染症に対する糞便細菌叢移植の有用
性について 

第 59回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

西田淳史、日下尚子、高橋憲一郎、今枝広丞、
馬場重樹、安藤 朗 

炎症性腸疾患における抗菌ペプチド
LL-37 の発現 

第 59回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 12日 

酒井滋企、西田淳史、大野将司、西野恭平、
藤井 誠、今枝広丞、馬場重樹、安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム誘発腸炎
に対するアスタキサンチンの効果につ
いての検討 

第 59 回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 12日 

西野恭平、西田淳史、酒井滋企、大野将司、
高橋憲一郎、今枝広丞、馬場重樹、杉本光繁、
安藤 朗 

内視鏡下ブラシで採取した腸管粘液を
用いた炎症性腸疾患の mucosa-
associated microbiota の検討 

第 59回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 12日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
西田淳史、日下尚子、今井隆行、杉谷義彦、
西野恭平、酒井滋企、高橋憲一郎、今枝広丞、
馬場重樹、稲富 理、安藤 朗 

炎症性腸疾患における抗菌ペプチド
LL-37 の発現 

第 45回 日本臨床免疫学
会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

西野恭平、西田淳史、今井隆行、杉谷義彦、
酒井滋企、今枝広丞、稲富 理、馬場重樹、
杉本光繁、安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム（DSS）
誘発性腸炎マウスモデルにおけるオー
トファジーの役割の検討 

第 54回 日本消化器免疫
学会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

西野恭平、西田淳史、井上 亮、酒井滋企、
大野将司、高橋憲一郎、今枝広丞、稲富 理、
馬場重樹、杉本光繁、内藤裕二、安藤 朗 

炎症性腸疾患の mucosa-associated 
microbiota の検討 

第 54回 日本消化器免疫
学会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

酒井滋企、西田淳史、今井隆行、杉谷義彦、
西野恭平、今枝広丞、稲富 理、馬場重樹、
杉本光繁、安藤 朗 

デキストラン硫酸ナトリウム（DSS）
誘発腸炎に対する Bortezomib の効果
についての検討 

第 54回 日本消化器免疫
学会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

安藤 朗、西田淳史、西野恭平、井上 亮、
内山和彦、高木智久、内藤裕二 

腸内細菌プロジェクト 内視鏡下ブラ
ッシング法を用いた IBD 粘膜関連腸内
細菌叢の構造、機能解析 

難治性疾患等政策研究事
業「難治性炎症性腸管障
害に関する調査研究」平
成 29年度 第 1回総会 

東京 2017 年 7月 20日 

大野将司、西田淳史、酒井滋企、西野恭平、
藤井 誠、森田幸弘、今枝広丞、杉本光繁、
安藤 朗 

DSS 腸炎に対する高吸収クルクミンの
効果及び機序の検討 

第 103 回 日本消化器病
学会総会 

東京 2017 年 4月 21日 

西野恭平、今枝広丞、酒井滋企、藤井 誠、
森田幸弘、大野将司、高橋憲一郎、西田淳史、
稲富 理、馬場重樹、辻川知之、杉本光繁、
安藤 朗 

クローン病腸内細菌叢における
Clostridium hathewayi の臨床的意義
に関する検討 

第 103 回 日本消化器病
学会総会 

東京 2017 年 4月 21日 

Minagawa Tomohiro, Ikeuchi Hiroki, Kuwahara 
Ryuichi, Horio Yuki, Sasaki Hirofumi,Chohno 
Teruhiro, Bando Toshihiro, Uchino Motoi 

Quality of life and functional outcomes 
in elderly patients after restorative 
proctocolectomy for ulcerative colitis. 
(Poster) 

The 7th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn′s & Colitis   

Taipei 2019.6.15 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Minagawa Tomohiro, 
Kuwahara Ryuichi, Goto Yoshiko, Sasaki 
Hirofumi, Bando Toshihiro, Ikeuchi Hiroki 

Perioperative fungal endophthalmitis in 
inflammatory bowel disease patients. 
(Poster) 

The 7th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn′s & Colitis   

Taipei 2019.6.15 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

後期高齢者に対する IBD 手術症例の現
状 

第16回日本消化管学会総会
学術集会 
 

姫路 2020年2月8日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後腸閉塞に対し long-
tube を挿入し、大建中湯を投与した症
例の検討．（ワークショップ） 

第16回日本消化管学会総会
学術集会 

姫路 2020年2月7日 

馬場谷 彰仁, 松原 孝明, 宋 智亨, 木村 
慶, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
内野 基, 山野 智基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

直腸癌術後難治性の吻合部狭窄に対し
TaTME を用いて再吻合を行った１例 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月7日 

佐々木 澪, 塚崎 友莉恵, 清水 聖世, 木
村 幸子, 橋本 記代子, 池田 正孝, 別府 
直仁, 山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 
冨田 尚裕 

ロボット支援下直腸低位切除術におけ
る緊急時対応の取り組み 
 
 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月7日 

木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

直腸術後骨盤内再発に対する側方マー
ジンの確保の向上に向けた taTME 
technique の応用 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月6日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇
規, 山野 智基, 池田 正孝,  冨田 尚裕, 
池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対して腹腔鏡下大腸全
摘術を施行した 24例の検討 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月5日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 山野 智基, 冨田 尚裕, 池田 正孝, 
池内 浩基 

クローン病の瘻孔,膿瘍合併症例に対
する腹腔鏡手術の検討．（ワークショ
ップ） 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月5日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 内野 基, 坂東 
俊宏, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

口腔内潰瘍の入院治療中に消化管穿孔
をきたし、ベーチェット病の診断を得
た１例 

第187回兵庫県外科医会学術
集会 

尼崎 2019年11月30日 

一木 薫, 竹末 芳生, 中嶋 一彦, 植田 貴
史, 山田 久美子, 内野 基, 池内 浩基, 
石川 かおり, 高井 喜子, 土田 敏恵 

消化器外科手術における SSI 発生率－
当院 10,000 例のデータより－．（ポス
ター） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月30日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 後藤 佳子, 
皆川 知洋, 一木 薫, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

潰瘍性大腸炎に対する適切な手術タイ
ミングと術式の決定．（パネルディス
カッション） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

内野 基, 池内 浩基, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

消化器外科手術における創閉鎖後の予
防的陰圧閉鎖療法．（共催シンポジウ
ム） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

内野 基, 池内 浩基, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

術前腸管処置のバリエーションについ
て考える－経口抗菌薬のみ－．（シン
ポジウム） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

長野 健太郎, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 
寛文, 坂東 俊宏, 内野 基 

膿瘍を合併したクローン病に対し単孔
式腹腔鏡補助下回腸部分切除術を施行
した１例．（ポスター） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

当院における潰瘍性大腸炎に対する腹
腔鏡補助下大腸全摘術 30例の検討．
（ポスター） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

周術期に真菌性眼疾患を併発した炎症
性腸疾患手術症例の検討．（ポスタ
ー） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 後藤 
佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に合併する大腸癌術後の
血清 p53 抗体値を測定する意義．(ポ
スター) 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 後藤 佳
子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

クローン病に対して腹腔鏡手術を行っ
た 40例の検討．（デジタルポスターセ
ッション） 

JDDW2019 第17回日本消化
器外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

Kuwahara Ryuichi, Ikeuchi Hiroki, 
Uchino Motoi 

Clinical results following 
intestinal resection in 1143 
patients with Crohn’s disease. 
(International session 
[Symposium]) 

JDDW2019 第17回日本消化器
外科学会大会・第61回日本
消化器病学会大会・第98回
日本消化器内視鏡学会総会 

神戸 2019年11月23日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 池田 
正孝, 冨田 尚裕 

内科的治療の進歩と外科的治療の変
遷．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019第17回日本消化器
外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 別府 直仁, 池田 
正孝, 冨田 尚裕, 片岡 幸三, 安原 美千
子, 木村 慶 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎診断にお
ける便中カルプロテクチン測定の有用
性．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019第17回日本消化器
外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

高齢者潰瘍性大腸炎に対する手術症例
の検討．(デジタルポスターセッショ
ン) 

JDDW2019 第 17 回 
日本消化器外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

坂東 俊宏, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

クローン病 胃空腸吻合術症例の検
討．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019 第 17 回 
日本消化器外科学会大会 

 

神戸 2019年11月22日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 池田 
正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎における高齢者手術症例
の検討．（デジタルポスターセッショ
ン） 

JDDW2019 第 61 回 
日本消化器病学会大会 

神戸 2019年11月21日 

佐藤 寿行, 内野 基, 小島 健太郎, 小柴 
良司, 藤本 晃士, 河合 幹夫, 上小鶴 孝
二, 横山 陽子, 高川 哲也, 宮嵜 孝子, 
應田 義雄, 渡辺 憲治, 樋田 信幸, 堀 和
敏, 三輪 洋人, 池内 浩基, 中村 志郎 

免疫抑制治療中の炎症性腸疾患患者に
合併したニューモシスチス肺炎に関す
る臨床的検討 

JDDW2019 第 61 回 
日本消化器病学会大会 

神戸 2019年11月21日 

内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 寛文, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 安原 美千子, 
別府 直仁, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎診断にお
ける便中カルプロテクチン測定の有用
性．(要望演題) 

第 81回日本臨床外科学会 
総会 

高知 2019年11月14日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

松原 孝明, 片岡 幸三, 木村 慶, 宋 智
亨, 安原 美千子, 馬場谷 彰仁, 別府 直
仁, 山野 智基, 多田 正晴, 内野 基, 池
内 浩基, 波多野 悦郎, 冨田 尚裕 

大腸癌同時多発肝転移に対し
FOLFOXIRI＋セツキシマブ投与後に肝
先行切除を行った一例．（ポスター） 

第 57回日本癌治療学会 
学術集会 

福岡 2019年10月26日 

山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

大腸癌 PDX(Patient derived 
xenograft)モデルを用いた大腸癌併用
療法の比較 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月12日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 竹末 
芳生 

クローン病, 肛門病変に対する生物学
的製剤の効果．（シンポジウム） 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月12日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の現
状と問題点．（ワークショップ） 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

高齢者潰瘍性大腸炎の手術症例におけ
る予後栄養指標の臨床的意義について
の検討．（パネルディスカッション） 
 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 

木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

直腸癌骨盤内再発手術に対する Trans-
perienal minimally invasive 
surgery. (パネルディスカッション) 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後に回腸嚢炎を繰り返
し, 回腸嚢穿孔をきたした１例 

日本消化器病学会近畿支部 
第111回例会 

大阪 2019年10月5日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 後藤 
佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡補助下大
腸全摘術の 1例 
 

第 202 回近畿外科学会 大阪 2019年9月28日 

馬場谷 彰仁, 木村 慶, 濵中 美千子, 片
岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智基, 内野 
基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当院における腹腔鏡下大腸手術に対す
る ICG 血流評価の検討．（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

山野 智基, 木村 慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 
美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 内野 基, 
池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当科における Patient derived 
xenograft(PDX)作成の現状と将来につ
いて．(デジタルポスター) 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

Ikeda Masataka, Kimura Kei, Uemura 
Mamoru, Miyake Masakazu, Beppu 
Naohito, Yamano Tomoki, Uchino Motoi, 
Ikeuchi Hiroki, Sekimoto Mitsugu, 
Tomita Naohiro 

Laparoscopic beyond TPE based on 
pelvic anatomy for advanced and 
locally recurrent rectal cancer. 
(Video Symposium) 

第 74 回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

炎症性腸疾患における手術部位感染予
防のための術前経口抗生物質の有用
性．（ワークショップ） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

別府 直仁, 木村 慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 
美千子, 片岡 幸三, 山野 智基, 池田 正
孝, 冨田 尚裕, 内野 基, 池内 浩基 

左側結腸, 直腸癌に対する#16b2 大動
脈周囲リンパ節転移経路とその対策．
（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月18日 

内野 基, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 坂東 俊
宏, 蝶野 晃弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 
後藤 佳子, 池田 正孝, 池内 浩基 

炎症性腸疾患手術における腹腔鏡補助
下手術の導入と問題点．（パネルディ
スカッション） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月18日 

木村 慶, 池田 正孝, 濵中 美千子, 馬場
谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智
基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

直腸癌仙骨前局所再発手術に対する解
剖のポイント．（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下大腸全
摘 J型回腸嚢肛門吻合術の現状と問題
点．（デジタルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

後藤 佳子, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術における免疫抑制治
療の手術部位感染への影響．（デジタ
ルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例の high-output 
syndrome に対する周術期管理．（デジ
タルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 池田 正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎に合併した発癌症例200
例の検討．（デジタルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 木村 
慶, 松原 孝明, 宋 智亨, 濵中 美千子, 
馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山
野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕, 関本 貢嗣 

直腸がん局所再発に対する腹腔鏡下切
除術．(シンポジウム) 
 

第 32回日本小切開・鏡視
外科学会 

大阪 2019年6月29日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

クローン病に対して単孔式腹腔鏡補助
下回盲部切除術を施行した１例．(ポ
スター) 

第 32回日本小切開・鏡視
外科学会 

大阪 2019年6月28日 

池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

進行再発直腸癌に対する診療科連携手
術．（シンポジウム） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月21日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

炎症性腸疾患に対し, 直腸切断後に会
陰創陰圧閉鎖療法を施行した症例の検
討．（パネルディスカッション） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
後藤 佳子 

炎症性腸疾患に合併する発癌症例の現
状とサポート．（パネルディスカッシ
ョン） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

消化器外科領域における VTE 一次予防
と二次予防．（パネルディスカッショ
ン） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

後期高齢者の炎症性腸疾患手術症例の
検討．（シンポジウム） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

山野 智基, 山内 慎一, 宋 智亨, 木村 
慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 美千子, 片岡 幸
三, 別府 直仁, 内野 基, 池田 正孝, 池
内 浩基, 冨田 尚裕, 杉原 健一 

高齢者における大腸癌治療選択の現状
について．(シンポジウム) 
 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略におけ
る外科と内科のコラボレーション．
（シンポジウム） 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019年5月11日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

潰瘍性大腸炎手術症例におけるバイオ
洗剤導入後の臨床的特徴の変遷 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019年5月11日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 野田 
雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 竹末 芳生 

潰瘍性大腸炎手術における術前免疫抑
制治療と周術期感染合併症の関連性．
（シンポジウム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月20日 

馬場谷 彰仁, 山野 智基, 宋 智亨, 木村 
慶, 濵中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

家族性大腸腺腫症患者の予防的大腸切
除術後の予後及び合併症の解析．（ポ
スターセッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月20日 

大谷 雅樹, 冨田 尚裕, 池田 正孝, 山野 
智基, 野田 雅史, 別府 直仁, 片岡 幸三, 
濵中 美千子, 馬場谷 彰仁, 木村 慶, 宋 
智亨, 池内 浩基, 内野 基, 山門 享一郎 

直腸癌術後の肝・肺・骨盤内への多発
転移に対して RFA が有効であった１症
例．（研修医発表セッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 

木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 山野 智基, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

【複数診療科を必要とする拡大手術】
当院での複数診療科を必要とする拡大
手術．（ワークショップ） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 木村 
慶, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
山野 智基, 内野 基, 加藤 健志, 池内 浩
基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

【直腸癌局所再発に対する治療戦略】
直腸癌局所再発に対する積極的外科治
療．（パネルディスカッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 濵中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

希少がんである小腸腺癌に対する基礎
研究モデルの構築．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

冨田 尚裕, 別府 直仁, 野田 雅史, 山野 
智基, 池田 正孝, 片岡 幸三, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 木村 慶, 宋 智亨, 内
野 基, 池内 浩基 

下部直腸癌に対する術前治療(Pre-
operative chemoradiation therapy 
using S-1＋CPT-11 for advanced 
lower rectal cancer. (パネルディス
カッション) 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 
勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後に高齢者となった患
者の排便機能と QOL．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎における中毒性巨大結腸
症手術 61例の検討．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

広範囲小腸炎を伴った潰瘍性大腸炎手
術症例の検討．（ポスターセッショ
ン） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

腸管型ベーチェット病の予後および予
後予測因子の検討．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 竹末 芳生, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

クローン病で再手術率を減少させるた
めに必要なことは．（ポスターセッシ
ョン） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

Chohno Teruhiro, Watanabe Kenji, Minagawa 
Tomohiro, Kuwahara Ryuichi, Horio Yuki, 
Sasaki Hirofumi, Bando Toshihiro, Uchino 
Motoi, Ikeuchi Hiroki 

Long-term prognosis and predictive 
factors for surgical treatment of 
intestinal lesions in patients with 
Behcet’s disease. (Poster) 

14th Congress of ECCO 
Inflammatory Bowel 
Diseases 

Copenhagen 2019.3.8 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Horio Yuki, Kuwahara Ryuichi, 
Minagawa Tomohiro, Goto Yoshiko 

Associations between multiple 
immunosuppressive treatments before 
surgery and surgical morbidity in 
patients with ulcerative colitis 
during the era of biologics. (Poster) 

14th Congress of ECCO 
Inflammatory Bowel 
Diseases 

 
 

Copenhagen 2019.3.8 

Minagawa Tomohiro, Ikeuchi Hiroki, Kuwahara 
Ryuichi, Horio Yuki, Sasaki Hirofumi, Chohno 
Teruhiro, Bando Toshihiro, Uchino Motoi 

A case of ileal cast after ileal pouch 
anal anastomosis to treat refractory 
ulcerative colitis. (Poster Exhibition) 

The 6th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis (AOCC 

2018) 

Shanghai 2018.6.21 

Kuwahara Ryuichi, Ikeuchi Hiroki, Minagawa 
Tomohiro, Horio Yuki, Sasaki Hirofumi, 
Chohno Teruhiro, Bando Toshihiro, Uchino 
Motoi 

Results of one-stage restorative 
proctocolectomy for 300 patients with 
ulcerative colitis. (Poster Exhibition) 

The 6th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis (AOCC 

2018) 

Shanghai 2018.6.21 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki Hirofumi, 
Horio Yuki, Minagawa Tomohiro, Kuwahara 
Ryuichi, Takesue Yoshio 

Efficacy of preoperative oral 
antibiotic prophylaxis for the 
prevention of surgical site infection 
in patients with Crohn’s disease –A 
result of randomized control trial. 
(Poster) 

American Society of Colon 
& Rectal Surgeons –Annual 
Scientific Meeting 

Nashville 2018．5.21 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎の緊急手術症例の推移と臨床
的特徴．（パネルディスカッション） 

第55回日本腹部救急医学会
総会 

仙台 2019年3月7日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 池
内 浩基 

潰瘍性大腸炎分割手術施行時のoutlet 
obstructionと最近の工夫．（パネルディス
カッション） 

第36回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会総
会・第11回アジアストーマ
リハビリテーション学会 

大阪 2019年2月23日 

佐々木 寛文, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 
蝶野 晃弘, 池内 浩基 

大腸全摘術後, 左下腹部に人工肛門造設し
上部消化管通過障害をきたした潰瘍性大腸
炎の1例．(ポスター) 

第36回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会総
会・第11回アジアストーマ
リハビリテーション学会 

大阪 2019年2月23日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

難治性回腸嚢炎に対するブデゾナイド注腸
の効果．(一般演題) 

第15回日本消化管学会総会
学術集会 

佐賀 2019年2月1日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋 

超高齢者潰瘍性大腸炎手術症例の検討.（一
般演題） 

第15回日本消化管学会総会
学術集会 

佐賀 2019年2月1日 

濵中 美千子, 池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 馬
場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智基, 
内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

閉鎖孔をこえ骨盤内に進展した脂肪腫に対
して腹腔鏡下切除を行った１例．（デジタ
ルポスター） 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月8日 

木村 慶, 池田 正孝, 塚本 潔, 宋 智亨, 濵中 美
千子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 
雅史, 内野 基, 山野 智基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

当院における他臓器合併切除を伴う進行・
再発直腸癌に対する腹腔鏡手術．(一般演
題) 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月7日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 後藤 佳子, 蝶
野 晃弘, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池
内 浩基 

当院における潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡
補助下大腸全摘J型回腸嚢肛門吻合術の手
術時間短縮の工夫 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月6日 

池田 正孝, 木村 慶, 植村 守, 三宅 正和, 宋 智
亨, 濵中 美千子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 
直仁, 野田 雅史, 山野 智基, 内野 基, 池内 浩
基, 冨田 尚裕裕, 関本 貢嗣 

直腸癌に対する腹腔鏡下骨盤内多臓器合併
切除．（パネルディスカッション） 
 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月6日 

長野 健太郎, 池内 浩基, 内野 基, 蝶野 晃弘, 
桑原 隆一, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 冨田 尚裕, 
池田 正孝, 山野 智基 

難治性潰瘍性大腸炎に対し、腹腔鏡補助下
大腸全摘術を施行した1例．（デジタルポ
スター） 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月6日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 蝶
野 晃弘, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池
内 浩基 

クローン病に対して腹腔鏡手術を行った18
例の検討．（一般演題） 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月6日 

内野 基, 池内 浩基, 桑原 隆一, 蝶野 晃弘, 後
藤 佳子, 皆川 知洋, 冨田 尚裕, 山野 智基, 池
田 正孝 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡補助下ハイブ
リッド手術．（デジタルポスター） 

第31回日本内視鏡外科学会
総会 

福岡 2018年12月6日 

池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千子, 馬
場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当院における直腸癌に対する側方リンパ節
郭清．（特別演題） 

第80回日本臨床外科学会総
会 

東京 2018年11月24日 

高川 哲也, 角田 洋一, 小島 健太郎, 小柴 良司, 
藤本 晃士, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 
横山 陽子, 宮嵜 孝子, 樋田 信幸, 渡辺 憲治, 
堀 和敏, 池内 浩基, 中村 志郎 

炎症性腸疾患におけるNDT15 R139Cヘテロ
症例でのチオプリン療法の最適化．（ワーク
ショップ） 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

中尾 紗由美, 板橋 道朗, 小川 真平, 山本 雅一, 
池内 浩基, 木村 英明, 杉田 昭, 藤井 久男, 二
見 喜太郎, 福島 浩平, 根津 理一郎, 鈴木 康夫 

潰瘍性大腸炎の周術期における血栓塞栓症
のスクリーニングの前向き研究．（パネルデ
ィスカッション） 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

問山 裕二, 奥川 喜永, 田中 光司, 荒木 俊光, 
内田 恵一, 菱田 朝陽, 内野 基, 池内 浩基, 廣
田 誠一, 楠 正人, C.Richard Boland, Ajay 
Goel 

直腸粘膜のmicroRNAsメチル化を用いた潰
瘍性大腸炎癌化症例の拾い上げ．（シンポジ
ウム） 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

当院における潰瘍性大腸炎に対する1期的J
型回腸嚢肛門吻合術の検討．（ポスターセッ
ション） 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対する周術期人工肛門管理
の現状．（パネルディスカッション） 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対し大腸全摘・J型回腸嚢肛
門吻合術後にileal castを生じた1例．
(ポスターセッション) 

第9回日本炎症性腸疾患学会
学術集会 

京都 2018年11月22日 

渡辺 憲治, 上小鶴 孝二, 堀 和敏, 佐藤 寿行, 
小島 健太郎, 藤本 晃士, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基, 樋田 信幸, 池内 浩基, 中村 志郎 

サイトメガロウイルス腸炎軽快後に腹痛を
認めた1例．（症例検討） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 
 

東京 2018年11月10日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例におけるBMIとpouch
合併症との関連．（要望演題） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月10日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 坂東 俊宏, 野田 雅史, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

オストミーロッドは双孔式人工肛門作成の
際, 必要か？ 
 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 
 

東京 2018年11月10日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 宋 智亨, 木村 
慶, 濵中 美千子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 
直仁, 野田 雅史, 山野 智基, 内野 基, 池内 浩
基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

直腸癌局所再発手術における術式の変遷．
（要望演題） 
 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 
 

東京 2018年11月10日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

渡辺 憲治, 高川 哲也, 角田 洋一, 藤森 絢子, 小
島 健太郎, 小柴 良司, 藤本 晃士, 佐藤 寿行, 河
合 幹夫, 上小鶴 孝二, 横山 陽子, 宮嵜 孝子, 樋
田 信幸, 堀 和敏, 池内 浩基, 中村 志郎 

NUDT15 R139C C/Tヘテロ症例における
チオプリン製剤を用いた潰瘍性大腸炎の治
療成績．(ワークショップ) 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 
 

東京 2018年11月9日 

長野 健太郎, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
内野 基 

潰瘍性大腸炎に細菌性髄膜炎を合併した一
例．（ポスター） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 山野 智基, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 内野 基 

高齢者潰瘍性大腸炎術後の排便機能とQOL
評価．（ポスター） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
後藤 佳子 

潰瘍性大腸炎緩解維持療法の現状－術後回
腸嚢炎の発症リスクと維持療法について－ 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 
 

東京 2018年11月9日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎手術における多剤免疫抑制の
影響と周術期合併症の予測因子．（シンポジ
ウム） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕 

初回手術後長期寛解維持が得られたクロー
ン病症例の臨床的特徴－早期に再手術とな
った症例と比較して．（要望演題） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

馬場谷 彰仁, 山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 濵
中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

大腸癌脾転移に対して手術加療を施行した2
例．（ポスター） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

木村 慶, 野田 雅史, 宋 智亨, 馬場谷 彰仁, 濵
中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 内野 基, 山
野 智基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

直腸GIST切除症例の治療成績．（ポスタ
ー） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

野田 雅史, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千子, 馬
場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智基, 
内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

切除不能大腸癌肝転移に対するconversion 
therapyの治療成績．（パネルディスカッシ
ョン） 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰仁, 濵
中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

取扱い規約へのEX導入による病期変更と予
後との関係．(ポスター) 

第73回日本大腸肛門病学会
学術集会 

東京 2018年11月9日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 山野 智基, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

多発大腸癌を認めた潰瘍性大腸炎手術症例
の検討．（デジタルポスターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月3日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
堀尾 勇規, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後,クローン病へと診断が変
更となった24症例の検討．（デジタルポス
ターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月3日 

浜中 美千子, 山野 智基, 今田 絢子, 宋 智亨, 
木村 慶, 馬場谷 彰仁, 小林 政義, 塚本 潔, 野
田 雅史, 内野 基, 池内 浩基, 山門 享一郎, 冨
田 尚裕 

直腸癌術後肋骨転移，胸膜播種に対し経皮
ラジオ波焼却術を施行した1例．（デジタル
ポスターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月3日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 池内 浩基 

当院におけるクローン病に対するReduced 
port surgery. 
 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月3日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 竹末 芳生 

クローン病の手術適応は病悩期間，手術回
数に影響を受けるのか．（デジタルポスター
セッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月3日 

木村 慶, 池田 正孝, 馬場谷 彰仁, 濱中 美千子, 
小林 政義, 塚本 潔, 野田 雅史, 山野 智基, 内
野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

直腸癌局所再発に対する確実なR0切除を目
指した腹腔鏡併用仙骨合併切除術．（デジタ
ルポスターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 

山野 智基, 浜中 美千子, 今田 絢子, 宋 智亨, 
木村 慶, 馬場谷 彰仁, 小林 政義, 塚本 潔, 野
田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 
尚裕 

大腸癌患者における部位と遺伝学的背景の
検討．（デジタルポスターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 塚本 潔, 山野 
智基, 内野 基, 宮崎 道彦, 加藤 健志, 野田 雅
史, 池内 浩基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

直腸癌術前画像診断に基づく側方リンパ節
転移率における検討．（デジタルポスターセ
ッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に合併したcolitic cancerに
対し術後補助化学療法を施行したstage1,2
症例の検討．（デジタルポスターセッショ
ン） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 堀
尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 野田 雅史, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎分割手術例における人工肛門
閉鎖時ステロイドカバーの必要性．（デジタ
ルポスターセッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏 炎症性腸疾患における発癌と血清p53抗体
価の関連性．（ワークショップ） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月2日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕 

術前診断がついていなかったcolitic 
cancerの特徴と予後．（デジタルポスターセ
ッション） 

第16回日本消化器外科学会
大会(JDDW2018 KOBE) 

神戸 2018年11月1日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 木村 慶, 濵中 
美千子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野
田 雅史, 山野 智基, 加藤 健志, 内野 基, 池内 
浩基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

【局所進行・再発直腸癌】骨盤内臓器癌に
対する骨盤内臓全摘術の現状と展望．（シン
ポジウム） 

第56回日本癌治療学会学術
集会 

横浜 2018年10月20日 

山野 智基, 山内 慎一, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場
谷 彰仁, 濵中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨
田 尚裕, 杉原 健一 

腫瘍マーカーと脈管侵襲を組み合わせた大
腸癌治癒切除後の再発予測.（ポスター） 

第56回日本癌治療学会学術
集会 

横浜 2018年10月19日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する１期的J型回腸嚢肛
門吻合術300例の検討 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月12日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎における人工肛門関連合併症
の検討．（デジタルポスター） 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月12日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
池田 正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎に対する適切な手術タイミン
グと術式の決定．（要望演題） 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月12日 

池田 正孝, 塚本 潔, 植村 守, 三宅 正和, 山野 
智基, 内野 基, 野田 雅史, 池内 浩基, 冨田 尚
裕, 関本 貢嗣 

#263と#283をen blocに切除する腹腔鏡下
側方リンパ節郭清術．（要望演題ビデオ） 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月12日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 堀
尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 池内 浩基 

クローン病術後症例の妊娠・分娩．（デジタ
ルポスター） 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月11日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
池田 正孝, 冨田 尚裕 

クローン病に合併するcolitic cancerの現
状．（要望演題） 

第73回日本消化器外科学会
総会 

鹿児島 2018年7月11日 

木村 慶, 山野 智基, 宋 智亨, 馬場谷 彰仁, 濵
中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当院の高齢者早期大腸癌における内視鏡切
除後の追加切除症例の検討．（示説） 

第89回大腸癌研究会 新潟 2018年7月6日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
堀尾 勇規, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後32年でapical bridgeに
よる腸閉塞をきたした１例 

第201回近畿外科学会 大阪 2018年5月19日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

クローン病に対して単孔式腹腔鏡補助下回
盲部切除, 狭窄形成術を施行した１例 

第201回近畿外科学会 大阪 2018年5月19日 

木村 慶, 池田 正孝, 塚本 潔, 宋 智亨, 馬場谷 
彰仁, 濵中 美千子, 小林 政義, 野田 雅史, 内野 
基, 山野 智基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

進行・再発直腸癌に対して他臓器合併切除
を要する腹腔鏡手術の導入．(デジタルポス
ター) 

第72回手術手技研究会 鳴門 2018年5月11日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
塚本 潔, 山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨
田 尚裕 

クローン病の残存小腸長と短腸症候群の関
連性 

第104回日本消化器病学会総
会 

東京 2018年4月21日 

山野 智基, 今田 絢子, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場
谷 彰仁, 濵中 美千子, 小林 政義, 塚本 潔, 野
田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 
尚裕 

希少がんに対するPatients derived 
xenograftを用いた標準治療確立の試み．
（サージカルフォーラム） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

野田 雅史, 今田 絢子, 木村 慶, 宋 智亨, 濵中 
美千子, 馬場谷 彰仁, 小林 政義, 塚本 潔, 山野 
智基, 池田 正孝, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

切除不能大腸癌に対するconversion 
therapy後の再発に対する治療．（ポスター
セッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 塚本 潔, 山野 
智基, 内野 基, 宮崎 道彦, 加藤 健志, 野田 雅
史, 池内 浩基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

進行・再発直腸癌手術における腹腔鏡手術
の可能性．（ポスターセッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 塚本 潔, 
山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 
池内 浩基 

クローン病の会陰創治癒遅延症例の検討．
（ポスターセッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

坂東 俊宏, 内野 基, 蝶野 晃弘, 佐々木 寛文, 
堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 塚本 潔, 山
野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池
内 浩基 

クローン病術後の再発症例の検討．（ポスタ
ーセッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 堀
尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 塚本 潔, 山
野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池
内 浩基 

腸管型ベーチェット病当科初回手術症例の
検討．（ポスターセッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 塚本 潔, 
山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 
池内 浩基 

クローン病に合併した難治性痔瘻, 膿瘍に
対する手術症例95例の検討．（ポスターセ
ッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
冨田 尚裕, 池田 正孝, 野田 雅史, 山野 智基, 
塚本 潔, 竹末 芳生 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の臨床病
理学的検討．（サージカルフォーラム） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月7日 

伊藤 一真, 馬場谷 彰仁, 野田 雅史, 今田 絢子, 
宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千子, 小林 政義, 塚
本 潔, 山野 智基, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

小腸, 大腸に多発した腸間膜動静脈奇形の
一例．（研修医セッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月6日 

寺内 美紗, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 堀
尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
塚本 潔, 山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨
田 尚裕, 池内 浩基 

クローン病に肛門管癌を合併した２例．（研
修医セッション） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月6日 

濵中 美千子, 今田 絢子, 宋 智亨, 木村 慶, 馬
場谷 彰仁, 小林 政義, 塚本 潔, 山野 智基, 野
田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 
尚裕 

Lynch症候群の診断のためのUniversal 
screeningの当科の現状．（ポスターセッシ
ョン） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月6日 

問山 裕二, 奥川 喜永, 田中 光司, 荒木 俊光, 
内田 恵一, 内野 基, 池内 浩基, 廣田 誠一, 
Richard Boland, Ajay Goel, 楠 正人 

Field effectとEpigenetic driftの概念を
利用したMicroRNAのメチル化による潰瘍性
大腸炎癌化のハイリスク診断
【Gastroenterology】 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月5日 

木村 慶, 別府 直仁, 今田 絢子, 宋 智亨, 馬場
谷 彰仁, 濵中 美千子, 小林 政義, 塚本 潔, 山
野 智基, 野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 
浩基, 冨田 尚裕 

局所進行下部直腸癌, 術前化学放射線療法
にCPT-11を追加する意義, およびその治療
成績 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月5日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
塚本 潔, 山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨
田 尚裕, 竹末 芳生 

IBD外科治療の現況と展望【渡邉聡明先生メ
モリアルセッション】潰瘍性大腸炎術後の
諸問題．Pouch関連合併症とPouch機能につ
いて．（シンポジウム） 

第118回日本外科学会定期学
術集会 

東京 2018年4月5日 

Chohno Teruhiro, Minagawa Tomohiro, Kuwahara 
Ryuichi, Horio Yuki, Sasaki Hirofumi, Bando 
Toshihiro, Takesue Yoshio, Ikeuchi Hiroki 

Can the prognostic index be a 
predicting factor for mortality and 
morbidity in intestinal resection of 
patients with ulcerative colitis? 
(Poster) 

13th Congress of ECCO Vienna 2018．2.16 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki Hirofumi, 
Horio Yuki, Kuwahara Ryuichi, Minagawa 
Tomohiro 

Efficacy of pre-operative oral 
antibiotic prophylaxis for the 
prevention of wound infections in 
patients with Crohn’s disease. 
(Poster) 

13th Congress of ECCO Vienna 2018．2.16 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Bando Toshihiro, 
Chohno Teruhiro, Sasaki Hirofumi, Kuwahara 
Ryuichi, Minagawa Tomohiro, Takesue Yoshio, 
Ikeuchi Hiroki 

Association between obesity and pouch-
related complications during 
restorative proctocolectomy in patients 
with ulcerative colitis. (Poster 
Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 
Infection Society Asia-
Pacific 

Tokyo 2017.11.29 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

Chohno Teruhiro, Uchino Motoi, Horio Yuki, 
Bando Toshihiro, Ueda Takashi, Ichiki Kaoru, 
Nakajima Kazuhiko, Tsuchida Toshie, 
Takahashi Yoshiko, Takesue Yoshio, Ikeuchi 
Hiroki 

Perineal wound healing in Crohn’s 
Disease patient treated with negative-
pressure wound therapy. (Poster 
Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 
Infection Society Asia-
Pacific 

Tokyo 2017.11.29 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Horio Yuki, Kuwahara Ryuichi, 
Minagawa Tomohiro, Ueda Takashi, Ichiki 
Kaoru, Nakajima Kazuhiko, Tsuchida Toshie, 
Takahashi Yoshiko, Takesue Yoshio 

Efficacy of antimicrobial-coated 
sutures for prevention of wound 
infection in colorectal surgery –Meta 
analysis. (Poster Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 
Infection Society Asia-
Pacific 

Tokyo 2017.11.29 

Sato Toshiyuki, Takagawa Tetsuya, Kakuta 
Yoichi, Fujimori Ayako, Koshiba Ryoji, 
Fujimoto Koji, Kawai Mikio, Kamikozuru Koji, 
Yokoyama Yoko, Kita Yuko, Miyazaki Takako, 
Iimuro Masaki, Watanabe Kenji, Hida 
Nobuyuki, Hori Kazutoshi, Ikeuchi Hiroki, 
Nakamura Shiro 

Thiopurine-induced Leukopenia Is 
Associated with a Variant in NUDT15, 
but Not FTO and RUNX1 in Japanese 
Patients with Inflammatory Bowel 
Diseases. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017.6.17 

Kuwahara Ryuichi, Horio Yuki, Uchino Motoi, 
Ikeuchi Hiroki 

A case of Crohn’s disease with 
carcinoma uncer the perineal wound 
after abdominal perineal resection. 
(Poster) 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017.6.17 

Ikeuchi Hiroki Surgery for severe refractory 
ulcerative colitis patients in Japan. 
(Clinical forum) 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017.6.17 

Shinagawa T, Hata K, Ikeuchi Hiroki, 
Fukushima K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Time trends and risk factors for 
reoperation after initial intestinal 
surgery for Crohn’s disease in Japan: 
A retrospective multicenter study. 
(Poster) 

American Society of Colon 
& Rectal Surgeons 

Seattle 2017.6.11-14 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi Hiroki, Fukushima 
K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Ulcerative colitis associated 
colorectal cancer in Japan: A 
retrospective multicenter study. 
(Poster) 

American Society of Colon 
& Rectal Surgeons 

Seattle 2017.6.11-14 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, 
Bando Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Hirata Akihiro 

Rectal sparing type of ulcerative 
colitis predicts un-responsibility for 
pharmacotherapies. (Poster) 

American Society of Colon 
& Rectal Surgeons 

Seattle 2017.6.11-14 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Hirata Akihiro, 
Sasaki Hirofumi, Horio Yuki 

Association between prognostic 
nutritional index and 
morbidity/mortality during restorative 
proctocolectomy in patients with 
ulcerative colitis. (Poster) 

American Society of Colon 
& Rectal Surgeons 

Seattle 2017.6.11-14 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
塚本 潔, 山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨
田 尚裕 

小腸病変を合併した劇症潰瘍性大腸炎に対
する術式の工夫．（ワークショップ） 

第54回日本腹部救急医学会
総会 

東京 2018年3月9日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 佐々木 寛文, 池内 浩基 外科的加療が有効であった分類不能型炎症
性腸疾患の１例． 

第54回日本腹部救急医学会
総会 

東京 2018年3月8日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋 

炎症性腸疾患外科における緊急手術症例の
現状 

第54回日本腹部救急医学会
総会 

東京 2018年3月8日 

内野 基, 池内 浩基, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 桑
原 隆一, 岡山 カナ子 

【ストーマ造設】ストーマロッドの必要性
に関する検討 

第35回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会総会 

札幌 2018年2月24日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇規, 池
内 浩基 

【ストーマ合併症】潰瘍性大腸炎分割手術
施行時のoutlet obstruction 

第35回日本ストーマ・排泄
リハビリテーション学会総会 

札幌 2018年2月24日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇規, 後
藤 佳子, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

バイオ製剤の登場により, クローン病手術
症例の臨床的特徴は変化したのか?．（ワー
クショップ） 

第14回日本消化管学会学術
集会 

東京 2018年2月10日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 
佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 池内 浩基 

クローン病術後出血症例の検討 第14回日本消化管学会学術
集会 

東京 2018年2月9日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 皆川 知洋, 桑原 隆一 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎に対する半夏
瀉心湯の効果．（ワークショップ） 

第14回日本消化管学会学術
集会 

東京 2018年2月9日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆一, 堀
尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例の予後予測因子の検
討．（ワークショップ） 

第14回日本消化管学会学術
集会 

東京 2018年2月9日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃弘, 
佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋 

炎症性腸疾患における地域連携の現状．外
科の立場から．（コアシンポジウム） 

第14回日本消化管学会学術
集会 

東京 2018年2月9日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 塚本 
潔, 山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨
田 尚裕, 関本 貢嗣 

局所進行・再発直腸癌に対する骨盤内
臓全摘・骨性骨盤合併切除術の検討．
（サージカルフォーラム） 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017年12月9日 

塚本 潔, 池田 正孝, 山野 智基, 小林 政
義, 濵中 美千子, 馬場谷 彰仁, 木村 慶, 
宋 智亨, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

横行結腸癌を合併した家族性大腸腺腫
症に対する腹腔鏡下大腸全摘術の工
夫．（ポスター） 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017年12月7日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 宮崎 道
彦, 塚本 潔, 山野 智基, 野田 雅史, 内
野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕, 関本 貢嗣 

腹腔鏡による直腸癌局所再発治療戦
略．（ワークショップ） 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017年12月7日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 
勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

難治性潰瘍性大腸炎に対し大腸全摘術
後に ileal cast を認めた１例．（ポス
ターセッション） 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017年12月1日 

内野 基, 池内 浩基 クローン病肛門病変, 回腸嚢炎の診断
と治療 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017年12月1日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 竹末 芳生 

クローン病手術における術前経口予防
抗菌薬の手術部位感染予防効果 

第 30回日本外科感染症学
会総会学術集会 

東京 2017年11月30日 

内野 基, 池内 浩基, 中嶋 一彦, 一木 
薫, 植田 貴史, 高橋 佳子, 土田 敏恵, 
竹末 芳生 

創洗浄と手術部位感染．（シンポジウ
ム） 

第 30回日本外科感染症学
会総会学術集会 

東京 2017年11月29日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 堀尾 勇規, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後に回腸嚢穿孔をみと
めた２例．（一般示説） 

第 79回日本臨床外科学会
総会 

東京 2017年11月25日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎重症例に対する内科的治
療法のスイッチは慎重に行うべきであ
る．（ワークショップ特別演題） 

第 79回日本臨床外科学会
総会 

東京 2017年11月25日 

山本 隆行, 田中 敏明, 横山 正, 下山 貴
寛, 池内 浩基, 内野 基, 渡邉 聡明 

潰瘍性大腸炎術後の抗菌剤抵抗回腸嚢
炎に対する顆粒球単球除去療法の安全
性と有効性：多施設共同前向き研究．
（パネルディスカッション） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月11日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

小野寺 Prognostic nutritional index
を用いた潰瘍性大腸炎手術症例の検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月11日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の検
討 術後症例も含めて．(パネルディス
カッション) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月11日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎術後の pouch 機能に関す
る検討：多施設アンケート調査結果．
（パネルディスカッション） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

神山 篤史, 杉田 昭, 渡邉 聡明, 池内 浩
基, 二見 喜太郎, 鈴木 康夫, 仲瀬 裕志, 
高橋 賢一, 渡辺 和宏, 福島 浩平 

本邦における潰瘍性大腸炎術後小腸出
血および重症小腸炎に関する検討．
（パネルディスカッション） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 堀尾 勇規, 蝶野 晃弘, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後左下腹部に人工肛門
を造設市上部消化管通過障害をきたし
た１例．（一般ポスター） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

肛門管癌を合併したクローン病に対
し, 腹会陰式直腸切断術を施行した２
例．（一般ポスター） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

坂東 俊宏, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
池内 浩基 

クローン病術後に腸重積を認めた１
例．（一般ポスター） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に合併した SAPHO 症候群
の一例．（一般ポスター） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎における内科的治療法の
進歩と外科治療．（シンポジウム） 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日 

池内 浩基, 坂東 俊宏, 内野 基 クローン病発癌症例の現状とサーベイ
ランス．（統合プログラム） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月14日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 後藤 佳子, 堀
尾 勇規, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

回腸嚢機能率に関する検討．（デジタ
ルポスターセッション） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月14日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規 

潰瘍性大腸炎術後，回腸嚢機能率に関
する検討．（デジタルポスターセッシ
ョン） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月14日 

蝶野 晃弘, 池内 浩基, 堀尾 勇規, 後藤 
佳子, 佐々木 寛文, 平田 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基, 竹末 芳生 

クローン病術後の残存病変と再手術に
関する検討．（デジタルポスターセッ
ション） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月13日 

堀尾 勇規, 池内 浩基, 後藤 佳子, 佐々
木 寛文, 蝶野 晃弘, 平田 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

胃-空腸吻合バイパス術を施行したク
ローン病手術症例の検討. （デジタル
ポスターセッション） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月13日 

高川 哲也, 佐藤 寿行, 角田 洋一, 西尾 
昭宏, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 横山 陽
子, 木田 裕子, 宮嵜 孝子, 飯室 正樹, 
樋田 信幸, 堀 和敏, 池内 浩基, 中村 志
郎 

Diplotype 分類に基づいた NUDT15 活性
レベルと炎症性腸疾患患者のチオプリ
ン誘発性白血球減少症及び全脱毛の相
関．（デジタルポスターセッション） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月13日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 桑原 隆一, 皆川 知洋 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例とサ
ーベイランスとの関連性．（デジタル
ポスターセッション） 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017年10月13日 

藤田 征志, 松原 長秀, 松田 育雄, 山野 
智基, 藤本 明洋, 宮野 悟, 冨田 尚裕, 
廣田 誠一, 池内 浩基, 中川 英刀 

Colitic cancer の変異解析による
Precision Oncology. (Fujita 
Masashi, Matsubara Nagahide, 
Matsuda Ikuo, Yamano Tomoki, 
Fujimoto Akihiro, Miyano Satoru, 
Tomita Naohiro, Hirota Seiichi, 
Ikeuchi Hiroki, Nakagawa Hidewaki. 
Procision oncology by genomic 
profiling for colitic cancer 
indicastes potentials for cancer 
diagnosis and treatment.) （インタ
ーナショナルセッション English） 

第 76回日本癌学会学術総
会 

横浜 2017年9月30日 

垣内 伸之, 吉田 健一, 塩澤 裕介, 白石
友一, 桜井 孝規, 坂井 義治, 内野 基, 
廣田 誠一, 池内 浩基, 宮野 悟, 丸澤 宏
之, 妹尾 浩, 小川 誠司 

潰瘍性大腸炎における炎症発癌のゲノ
ム解析 

第 76回日本癌学会学術総
会 

横浜 2017年9月28日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 堀尾 勇規, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後 13年で発症した J
型回腸嚢盲端穿孔の 1例 

第 200 回近畿外科学会 京都 2017年9月2日 

蝶野 晃弘, 池内 浩基, 堀尾 勇規, 後藤 
佳子, 佐々木 寛文, 平田 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢肛門吻合
術後の妊娠・分娩についての検討．
（ミニオーラル） 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月22日 

平田 晃弘, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 
池内 浩基 

潰瘍性大腸炎術後における肺炎症例の
検討 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月22日 

堀尾 勇規, 内野 基, 佐々木 寛文, 蝶野 
晃弘, 平田 晃弘, 坂東 俊宏, 池内 浩基 

周術期に真菌性眼内炎を併発した炎症
性腸疾患手術症例の検討．（ミニオー
ラル） 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月22日 

高橋 佳子, 竹末 芳生, 内野 基, 池内 浩
基 

炎症性腸疾患患者における術後 MRSA
保菌状態スクリーニング．（要望演
題） 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月20日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 平田 晃
弘, 蝶野 晃弘, 佐々木 寛文, 後藤 佳子, 
堀尾 勇規, 竹末 芳生 

【炎症性腸疾患に対する外科治療の変
遷と展望】潰瘍性大腸炎手術症例の変
遷と予後予測因子．（シンポジウム） 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月20日 

池内 浩基, 坂東 俊宏, 平田 晃弘, 蝶野 
晃弘, 佐々木 寛文, 後藤 佳子, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する１期的大腸全
摘・J型回腸嚢肛門吻合術．(要望演
題・ビデオ) 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017年7月20日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎術後 30年目に回腸嚢よ
り high grade dysplasia を合併した 1
例．（示説） 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017年7月7日 

堀尾 勇規, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑原 
隆一, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 内野 基 

肛門管粘膜部に癌の合併を認めた潰瘍
性大腸炎手術症例の検討．(示説) 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017年7月7日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 

奥川 喜永, 問山 裕二, 田中 光司, 荒木 
俊光, 内田 恵一, 内野 基, 池内 浩基, 
廣田 誠一 

Field effect と Epigenetic drift の
概念を利用した, MicroRNA メチル化に
よる潰瘍性大腸炎癌化のハイリスク診
断 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017年7月7日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

クローン病に合併する発癌症例の現状 第 87回大腸癌研究会 四日市 2017年7月7日 

佐々木 寛文, 内野 基, 坂東 俊宏, 平田 
晃弘, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 池内 浩基 

周術期に腹部大動脈瘤破裂を合併した
クローン病の１例．(ポスター) 

第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2017年6月30日 

堀尾 勇規, 池内 浩基, 佐々木 寛文, 蝶
野 晃弘, 平田 晃弘, 坂東 俊宏, 内野 基 

メッケル憩室による内鼠径ヘルニアが
原因で腸閉塞を来たした 1例．(ポス
ター) 

第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2017年6月30日 

池内 浩基, 坂東 俊宏, 平田 晃弘, 佐々
木 寛文, 堀尾 勇規, 内野 基 

炎症性腸疾患における地域連携 第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2017年6月29日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 池内 浩基 【消化器外科領域】臍部 open method
小切開にて手術施行したクローン病症
例の検討 

第 30回日本小切開・鏡診
外科学会 

所沢 2017年6月2日 

内野 基, 坂東 俊宏, 平田 晃弘, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 
池内 浩基 

難治性慢性回腸嚢炎に対する
biologics の効果．(ポスターセッショ
ン) 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017年4月29日 

堀尾 勇規, 内野 基, 後藤 佳子, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 平田 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

クローン病における短腸症候群につい
ての検討．（ポスターセッション） 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017年4月29日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 平田 晃
弘, 蝶野 晃弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 
後藤 佳子 

潰瘍性大腸炎術後の合併症の発症率と
術後在院日数．（ポスターセッショ
ン） 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017年4月29日 

蝶野 晃弘, 内野 基, 堀尾 勇規, 後藤 佳
子, 佐々木 寛文, 平田 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例における予後予
測因子としての小野寺 PNI の検討．
(ポスターセッション) 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017年4月29日 

内野 基, 坂東 俊宏, 平田 晃弘, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 
池内 浩基 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎に対する
生物学的製剤の効果 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017年4月21日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏 【IBD 治療における生物学的製剤】こ
れからの課題と対策 クローン病術後
にバイオ製剤の予防的投与は必要か．
（シンポジウム） 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017年4月20日 

田中敏宏, 福井寿朗, 深田憲将, 安藤祐
吾, 大宮美香, 岡崎和一 

抗 TNFα製剤の液量と添加物変更に伴
う自己注射時疼痛改善により著明な治
療効果を認めたクローン病の 1例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京品川 2017 年 12 月 1日 

深田憲将 福井寿朗 富山尚 安藤祐吾 
岡崎和一 

内視鏡検査を施行した感染性大腸炎の
検討 

第 99回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会 

京都市 2017 年 11 月 18日 

細田修司, 大宮美香, 栗島亜希子, 中
山新士, 竹尾元裕, 段原直行, 廣原淳
子, 岡崎和一 

クローン病やベーチェット病と鑑別を
要した家族性地中海熱の一例 

第 107 回日本消化器病学
会近畿支部例会 

大阪市 2017 年 9月 23日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisatatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yano T, 
Kitazono T, Matsumoto T, CEAS Study 
Group 

A nationwide survery of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 14日 

Fukuda M, Naganuma M, Takabayashi K, 
Hagihara Y, Tanemoto S, Nomura E, 
Yoshimatsu Y, Sugimoto S, Nanki K, 
Mizuno S, Mikami Y, Fukuhara K, Suzino 
T, Mutaguchi M, Inoue N, Ogata H, Iwao 
Y, Kanai T 

Complete endoscopic remission is 
not only associated with higher 
mucosal oncentrations of 5-
aminosalicylic acid but also with 
N-acetyl-5-aminosalicylic acid in 
patients with ulcerative colitis. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 14日 

Ogata H, Motoya S, Watanabe K, Kanai 
T, Matsui T, Suzuki Y, Shikamura M, 
Sugiura K, Oda K, Hori T, Araki T, 
Watanabe M, Hibi T 

A phase 3 study of Vedolizumab for 
induction and maintenance therapy 
in Japanese patients with moderate 
to severe Crohn's Disease. 

DDW 2019 (AGA) San Diego 2019 年 5月 21日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Takabayashi K, Hosoe N, Kato M, 
Hayashi Y, Miyanaga R, Sugimoto S, 
Nanki K, Kimura K, Mikami Y, Mizuno S, 
Mutaguchi M, Sujino T, Naganuma M, 
Ogata H, Kanai T 

Clinical uility of balloon 
assisted enteroscopy to evaluate 
deep small Bowel Lesions of 
Crohn's Disease. 

DDW 2019 (ASGE) San Diego 2019 年 5月 19日 

髙林馨、林由紀恵、福田知広、吉松裕介、吉
田康祐、杉本真也、南木康作、福原佳代子、
三上洋平、筋野智久、牟田口真、細江直樹、
長沼誠、緒方晴彦、金井隆典 

小腸疾患の診断・治療における内視鏡
の進歩 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 09日 

三上洋平、福田知広、吉松祐介、水野慎大、
長沼誠、緒方晴彦、岩男泰、金井隆典 

当院における潰瘍性大腸炎に対する
tofacitinib の検討 

第 56回日本消化器免疫 
学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

Ogata H, Hagiwara T, Ito Y, Kawaberi 
T, Kobayashi M, Hibi T 

Safety and effectiveness of 
adalimumab treatment in 1523 
patients with ulcerative colitis: 
Results from a prospective, multi-
centre, observational study. 

14th Congress of ECCO Copenhagen 2019 年 3月 8日 

Motoya S, Watanabe K, Ogata H, Kanai 
T, Matsui T, Suzuki Y, Shinmura M, 
Sugiura K, Oda K, Hori T, Arai T, 
Watanabe M, Hibi T 

A Phase 3 study of Vedolizumab in 
Japanese patiensts with Ulserative 
Colitis: Effrcts on time to 
disease worsening and treatment 
failure. 

UEGW 2018 Venue 2018 年 10 月 23日 

Hosoe N, Nakano M, Takeuchi K, Endo Y, 
Matsuoka K, Omori T, Hayashida M, 
Kobayashi T, Yoshida A, Mizuno S, 
Nakazato Y, Naganuma M, Kanai T, 
Watanabe M, Ueno F, Suzuki Y, Hibi T, 
Ogata H 

Developing a Colon Capsule 
Endoscopy score to assess the 
severity of ulcerative colitis: 
the capsule scoring of ulcerative 
colitis (CSUC). 

DDW 2018 (ASGE) Washington 
D.C. 

2018 年 6月 3日 

Takabayashi K, Hosoe N, Keiko I, Horie 
T, Miyanaga R, Fukuhara S, Kimura K,  
Mizuno S, Naganuma M, Ogata H, Kanai T 

Clinical utility of ultra-thin 
single-balloon enteroscpy; a 
feasibility study. 

DDW 2018 (ASGE) Washington 
D.C. 

2018 年 6月 3日 

Watanabe M, Motoya S, Watanabe K, 
Ogata H, Kanai T, Matsui T, Suzuki Y, 
Shikamura M, Igeta M, Oda K, Hori T, 
Araki T, Hibi T 

A phase 3 study of vedolizumab for 
induction and maintenance therapy 
in Japanese patients with 
moderately to severely active 
Ulcerative colitis. 

DDW 2018 (AGA) Washington 
D.C. 

2018 年 6月 2日 

福田知広、水野慎大、久武祐太、南木康作、
木村佳代子、髙林馨、長沼誠、緒方晴彦、岩
男泰、金井隆典 

重症潰瘍性大腸炎に対するシクロスポ
リンによる治療戦略の検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

牟田口真、長沼誠、南木康作、水野慎大、木
村佳代子、福田知広、杉本真也、筋野智久、
髙林馨、井上詠、緒方晴彦、岩男泰、金井隆
典 

潰瘍性大腸炎における抗TNFα抗体製
剤と免疫調節薬併用による効果と予後
の検討 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

福田知広、長沼誠、杉本真也、大野恵子、南
木康作、水野慎大、木村佳代子、牟田口真、
高林馨、井上詠、緒方晴彦、岩男泰、金井隆
典 

Mayo 内視鏡スコア 1 を有する臨床的
寛解潰瘍性大腸炎患者に対する治療介
入の意義に関する検討 

第 95回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2018 年 5月 12日 

Fukuda T, Naganuma M, Sugimoto S, Ono 
K, Nanki K, Mizuno S, Kimura K, 
Mutaguchi M, Takabayashi K, Inoue N, 
Ogata H, Iwao Y, Kanai T 

Efficacy of therapeutic 
intervention for ulcerative 
colitis patients with the Mayo 
Endoscopic Score of 1. 

13th Congress of ECCO 
2018 

Vienna 2018 年 2月 14-17 日 

Mutaguchi M, Naganuma M, Iwao Y, 
Fukuda T, Sugimoto S, Nanki K, Mizuno 
S, Ogata H, Kanai T 

Clinical Characteristics in 
Ulcerative Colitis Patients with 
Colitis Associated Dysplasia/ 
Cancer and Sporadic Tumor. 

UEGW 2017 Barcelona 2017 年 10 月 30日 

Fukuda T, Naganuma M, Sugimoto S, 
Nanki K, Mizuno S, Nakazato Y, Ogata 
H, Iwao Y, Kanai T 

Maintenance Therapy with Lower 
Dose 5-Aminosalicylate Increases 
the Clinical Relapse in Patients 
with Ulcerative Colitis Who Had 
Previous Use of Corticosteroids. 

DDW 2017 (AGA) Chicago 2017 年 5月 6日 

木村佳代子、長沼誠、中里圭宏、緒方晴彦、
金井隆典 

エンドサイトを用いた潰瘍性大腸炎内
視鏡的寛解例における組織学的活動度
評価の意義 

第 105回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京 2017 年 12 月 10日 

牟田口真、長沼誠、杉本真也、南木康作、水
野慎大、細江直樹、緒方晴彦、岩男泰、金井
隆典 

潰 瘍 性 大 腸 炎 に お け る colitis 
associated dysplasia/ cancer と
sporadic tumor の比較 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
木村佳代子、水野慎大、長沼誠、緒方晴彦、
岩男泰、金井隆典 

クローン病の腸管切除後の生物学的製
剤導入時期の検討 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 11 月 21日 

金井隆典 食と免疫 潰瘍性大腸炎への応用 JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

仲哲治, 新崎信一郎, 松岡克善, 水野慎
大, 飯島英樹, 金井隆典, 松本主之 

免疫疾患:消化器を症状にする疾患 
炎症性腸疾患における疾患活動性マー
カーとしての LRG の意義 

第 47 回 日本臨床免疫学
会総会 

札幌 2019 年 10 月 17日 

三上洋平、林 篤史、宮本健太郎、鎌田信彦、
佐藤俊朗、水野慎大、長沼 誠、寺谷俊昭、
青木 亮、福田真嗣、須田 亙、服部正平、
天谷雅行、大山 学、金井隆典 

腸内細菌叢の異常により引き起こされ
るビオチン代謝異常および腸管外病変
の検討 

第 39 回日本炎症・再生医
学会―炎症と再生の融合
― 

東京 2018 年 7月 11日 

中本伸宏、谷木信仁、金井隆典 ヒトフローラ化マウスを用いた原発性
硬化性胆管炎病態に寄与する腸内細菌
と肝臓内免疫応答の相互作用の解明 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 20日 

福田知広，長沼誠，金井隆典 潰瘍性大腸炎の治療効果予測に内視鏡
所見は有用か？ 

第 93 回 日本消化器内視
鏡学会総会 

大阪 2017 年 5月 12日 

大野 恵子，水野 慎大，金井 隆典 潰瘍性大腸炎の再燃予測因子としての
腸内細菌叢解析の有用性の検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

中里 圭宏，長沼 誠，金井 隆典 エンドサイトスコピーを用いた潰瘍性
大腸炎内視鏡的寛解例の組織学的活動
性評価 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

水野 慎大，長沼 誠，金井 隆典 クローン病の腸管切除後の生物学的製
剤導入時期の検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

福田知広，長沼 誠，水野慎大，南木康作，
中里圭宏，緒方晴彦，岩男 泰，金井隆典 

ステロイド使用歴のある潰瘍性大腸炎
患者は低用量 5ASA 製剤で再燃しやす
い 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Sakurai T, Akita Y, Miyashita H, 
Miyazaki R, Maruyama Y, Saito T, 
Shimada M, Yamazaki T, Kato T, Saruta 
M 

Comparison of Prostaglandin E–
Major Urinary Metabolite (PGE-MUM) 
with fecal calprotectin and fecal 
immunochemical tests for 
determining endoscopic remission 
in patients with ulcerative 
colitis.    

ECCO 2020 Wein, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Saruta M PGE-MUM: Potential urinary disease 
activity biomarker for UC. 

CCFA  
IBD Biomarker Summit. 

Newark, 
USA 

2019 年 11 月 19日 

Saruta M Current treatment strategy for 
Inflammatory Bowel Disease with 
Biologics. 

WASOG/JSSOG2019 Yokohama, 
Japan 

2019 年 10 月 11日 

Miyazaki R, Sakurai T, Saito T, 
Shimada M, Miyashita H, Akita Y, 
Maruyama Y, Saruta M 

Consideration of 80 cases with 
budesonide enema for patients with 
ulcerative colitis. 

AOCC2019 Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 15日 

Watanabe K, Esaki M, Oka S, Shimamoto 
F, Nishishita M, Fukuchi T, Fujii S, 
Hirai F, Kakimoto K, Inoue T, Nozaki 
R, Kashida H, Takeuchi K, Ohmiya N, 
Saruta M, Saito S, Saito Y, Tanaka S, 
Ajioka Y, Tajir H. 

The detection with targeted biopsy 
and characterization of neoplastic 
lesions by magnifying 
chromoendoscopy and NBI in 
surveillance colonoscopy of 
patients with ulcerative colitis: 
A sub-analysis of the navigator 
study. 

DDW2019 San Diego, 
USA 

2019 年 5月 20日 

Shibuya N, Higashiyama, Nishii S, 
Mizoguchi A, Inada K, Sugihara N, 
Hanawa Y, Wada A, Horiuchi K, 
Furuhashi H, Kurihara C, Hozumi H, 
Okada Y, Watanabe C, Komoto S, Tomita 
K, Saruta M, Hokari R 

Deoxycholic acid enhances 
lymphocyte migration to the small 
intestinal microvessels possibly 
through enhancing expression of 
adhesion molecules on epithelium. 

DDW2019 San Diego, 
USA 

2019 年 5月 18日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の治療最前線 第 47回日本潰瘍学会／第
21回日本神経消化器病学

会 

小田原 
日本 

2020 年 1月 16日 

嶋田真梨子，櫻井俊之，宮崎亮佑，宮下春菜，
猿田雅之 

ウステキヌマブ（UST）を導入したクロ
ーン病（CD）症例における、導入前内視
鏡初見と UST 有効性についての検討． 

第 109 回 日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2019 年 12 月 14日 

宮崎亮佑，櫻井俊之，斎藤知子，嶋田真梨子，
秋田義博，宮下春菜，丸山友希，山﨑琢士，
猿田雅之 

当院で潰瘍性大腸炎患者に対してブデ
ゾニド注腸フォーム剤を使用した 131
症例の検討． 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

好川謙一，関裕，猿田雅之 急性膵炎を合併した全結腸型の潰瘍性
大腸炎に対して顆粒球除去療法を施行
した一例． 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
秋田義博，櫻井俊之，嶋田真梨子，斎藤知子，
宮下春菜，丸山友希，宮崎亮佑，山﨑琢士，
猿田雅之 

入院加療された潰瘍性大腸炎のステロ
イド反応別の血清マーカーの検討． 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

澁谷尚希，東山正明，西井 慎，溝口明範，
因幡健一，杉原奈央，塙 芳典，和田晃典，
堀内和樹，古橋廣崇，八月朔日英明，栗原千
枝，岡田義清，渡辺知佳子，河本俊介，冨田
健吾，猿田雅之，穂苅量太 

デオキシコール酸は腸管血管内皮細胞
の接着分子増加を介してリンパ球マイ
グレーションを亢進させる． 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の治療最前線 JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 22日 

澁谷尚樹，猿田雅之，穂苅量太 胆汁酸が小腸のリンパ球マイグレーシ
ョンに与える影響． 

JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 22日 

丸山友紀，櫻井俊之，宮下春菜，秋田義博，
宮崎亮佑，永田祐介，澤田亮一，野口正朗，
山﨑琢士，猿田雅之 

炎症性腸疾患における血清Zn値動態の
検討． 

JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 21日 

猿田雅之 クローン病及びその合併症の診断と内
視鏡治療 

日本内視鏡学会 第 46回
重点卒後教育セミナー 

横浜、日本 2019 年 10 月 6日 

猿田雅之 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略 日本消化器病学会 関東支
部第 356回例会 

東京、日本 2019 年 9月 21日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の病態と治療～エンタイ
ビオがもたらす新たな治療の幕開け～ 

第 125 回 日本消化器病学
会北海道支部例会／第
119 回 日本消化器内視鏡
学会北海道支部例会 

札幌、日本 2019 年 9月 7日 

山根史嗣，荒井吉則，遠藤大輔，柴田駿，菊
地伊都香，沼田雄，稲村嵩志，安藤理孝，小
川まい子，佐藤日向菜，菅原一朗，中田達也，
横山寛，中塚佳奈，有廣誠二，穂苅厚史，猿
田雅之 

メサラジン製剤不耐症の潰瘍性大腸炎
の一例 

日本消化器病学会 関東支
部第 355 回例会 

東京、日本 2019 年 7月 13日 

猿田雅之 IBD 診療の最前線 日本大腸肛門病学会 第
28回教育セミナー 

東京、日本 2019 年 5月 26日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の診断と治療． 第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 11日 

猿田雅之 炎症性腸疾患を診る A to Z～“Anti 
TNFα therapy” to“Zinc 
supplementation”～ 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 11日 

猿田雅之 IBD の新規治療を考える～JAK 阻害剤
の登場で何が変わるのか？～ 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 10日 

松永恭典，宮崎亮佑，澤田亮一，及川恒一，
猿田雅之． 

グルテンフリー食にて慢性下痢改善を
認めたセリアック病の一例． 

日本消化器病学会関東支
部第 354 回例会 

東京、日本 2019 年 4月 13日 

Watanabe K, Esaki M, Oka S, Shimamoto 
F, Nishishita M, Fukuchi T, Fujii S, 
Hirai F, Kakimoto K, Inoue T, Kashida 
H, Takeuchi K, Ohmiya N, Saruta M, Saito 
S, Saito Y, Tanaka S, Ajioka Y, Tajiri 
H 

Digital oral presentation; The 
detection with targeted biopsy and 
characterisation of neoplastic 
lesions by magnifying 
chromoendoscopy and NBI in 
surveillance colonoscopy of 
patients with Ulcerative Colitis: 
A sub- analysis of the Navigator 
Study 

ECCO 2019 Copenhagen, 
Denmark 

2019 年 3月 8日 

Ando Y, Sakurai T, Miyashita H, Akita 
Y, Hachiya M, Maruyama Y, Miyazaki R, 
Nagata Y, Sawada R, Mitobe J, Mitsunaga 
M, Yamasaki T, Kato T, Saruta M 

Clinical assessment of cases of 
intestinal Behcet desease treated 
with anti-TNF-αantibody at our 
hospital. 

Falk Symposium 212 
IBD and Liver: East 
Meets West. 

Kyoto, 
Japan 

2018 年 9月 8日 

Saruta M [Education Forum: Disease 
evaluation and updated 
intervention in IBD] 
Enroll the decision making with 
patients 

AOCC2018 Shanghai, 
China 

2018 年 6月 22日 

Miyazaki R, Sakurai T, Miyashita H, 
Akita Y, Ando Y, Maruyama Y, Nagata Y, 
Sawada R, Mitobe J, Mitsunaga M, 
Yamasaki T, Kato T, Saruta M 

Comparison of the cases with or 
without intestinal perforation in 
the administration by ustekinumab 
for Crohn’s disease. 

AOCC2018 Shanghai, 
China 

2018 年 6月 22日 

Shirakabe K, Higashiyama M, Inaba K, 
Sugihara N, Wada A, Hanawa Y, Horiuchi 
K, Furuhashi H, Takajo T, Kurihara C, 
Okada Y, Watanabe C, Komoto S, Tomita 
K, Saruta M, Hokari R 

Blockade of lymphocyte entrance to 
peyer’s patches by inhibition of 
sphingosine-1-phosphate lyase 
ameliorates DSS-induced colitis.  

DDW2018 Washington, 
D.C. 
USA 

2018 年 6月 5日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Tanida S, Matsuoka K, Naganuma M, 
Kitamura K, Matsui T, Arai M, Fujiya M, 
Horiki N, Nebiki H, Kinjo F, Miyazaki 
T, Matsumoto T, Esaki M, Mitsuyama K, 
Saruta M, Ido A, Hojo S, Takenaka O, 
Oketani K, Imai T, Tsubouchi H, Hibi T, 
Kanai T 

Multiple ascending dose, open-
label, phase 1/2 study of E6011, 
an anti-fractalkine monoclonal 
antibody, to investigate the 
safety and clinical response in 
patients with Crohn’s disease. 

DDW2018 Washington, 
D.C. 
USA 

2018 年 6月 4日 

Watanabe K, Nishishita M, Shimamoto F, 
Fukuchi T, Esaki M, Okamoto Y, Maehata 
Y, Oka S, Fujii S, Hirai F, Matsui T, 
Kakimoto K, Okada T, Inoue T, Hida N, 
Nozaki R, Sakurai T, Kashida H, Takeuchi 
K, Ohmiya N, Saruta M, Saito S, Saito 
Y, Nakamura S, Tanaka S, Suzuki Y, 
Ajioka Y, Tajiri H 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
colitis-associated neoplasms using 
pancolonic narrow band imaging 
surveillance colonoscopy in 
patients with ulcerative colitis.: 
a sub-analysis of the navigator 
study. 

DDW2018 Washington, 
D.C. 
USA 

2018 年 6月 4日 

荒井吉則，永野智久，楊 英毅，時田愛子，
小川まい子，上田 薫，遠藤大輔，菅原一郎，
中田達也，有廣誠二，穂苅厚史，蜂谷眞未，
猪又寛子，川原洋輔，加藤正之，猿田雅之 

小腸カプセル内視鏡検査にて腸閉塞を
来たした 1例 

第 12回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 

佐賀、日本 2019 年 2月 3日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎における治療戦略を再考
する 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2018 年 12 月 16日 

猿田雅之 炎症性腸疾患における内視鏡検査施行
のタイミングと意義 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2018 年 12 月 15日 

秋田義博，櫻井俊之，宮下春菜，安藤理孝，
丸山友希，宮崎亮佑，永田祐介，澤田亮一，
三戸部慈実，山﨑琢士，猿田雅之 

大腸狭窄を伴った大腸炎の 3例 第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都、日本 2018 年 11 月 22日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎の治療最前線 第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都、日本 2018 年 11 月 22日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎治療の UP TO DATE JDDW2018／第 60回日本消
化器病学会大会 

神戸、日本 2018 年 11 月 3日 

猿田雅之 IBD の Real World-地域で診る IBD JDDW2018／第 60回日本消
化器病学会大会 

神戸、日本 2018 年 11 月 2日 

猿田雅之 IBD 治療の更なる適正化を目指して JDDW2018／第 60回日本消
化器病学会大会 

神戸、日本 2018 年 11 月 1日 

内山幹，大瀧雄一郎, 宮内栄治, 佐藤由美
子, 川住雅美, 伊藤鮎美, 荒川廣志, 小井
戸薫雄, 猿田雅之, 佐藤信紘, 大草敏史, 
大野博司 

炎症性腸疾患患者における喫煙による
腸内環境の変動 

JDDW2018／第 60回日本消
化器病学会大会 

神戸、日本 2018 年 11 月 1日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の治療最前線 第 33回日本消化器病学会
教育講演会 

東京、日本 2018 年 6月 24日 

猿田雅之 クローン病診療 Update 第 106 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2018 年 6月 17日 

宮崎亮佑，櫻井俊之，秋田義博，宮下春菜，
猿田雅之 

当院で経験した回盲部潰瘍を認めた 57
例の検討 

第 106 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2018 年 6月 16日 

猿田雅之 IBD 治療戦略：抗 TNF-α抗体時代の恩
恵と問題点 

第 62回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

東京、日本 2018 年 4月 26日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎診療新時代；最新の治療
指針を踏まえた治療ストラテジー～ブ
デソニド注腸フォーム剤の位置づ け
と適切な使用法～ 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京、日本 2018 年 4月 21日 

宮下春菜，櫻井俊之，秋田義博，蜂谷眞未，
丸山友希，宮崎亮佑，永田祐介，筒井佳苗，
澤田亮一，三戸部慈実，山﨑琢士，猿田雅之 

当院で経験した腸管ベーチェット病に
対して抗 TNF-α製剤を用いた症例の検
討 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京、日本 2018 年 4月 20日 

Hachiya M, Sakurai T, Nagata Y, Hidaka 
A, Akita Y, Miyashita H, Maruyama Y, 
Miyazaki R, Noguchi M, Sawada R, Mitobe 
J, Mitsunaga M, Yamasaki T, Kato T, 
Saruta M 

Clinical assessment of prognosis 
and the prognostic factors in 
intestinal Bahcet’s disease. 

ECCO2018 Vienna, 
Austria 

2018 年 2月 16日 

Saruta M Medical Therapy vs. Surgery for 
Severe Refractory Ulcerative 
Colitis in Asia. 

AOCC2017 Seoul, 
Korea 

2017 年 6月 17日 

Ogawa M, Sawada R, Nishimura T, Ishii 
A, Tsutsui K, Miyazaki R, Kamba S, 
Saijo H, Arai Y, Mitobe J, Mitsunaga 
M, Matsuoka M, Kato T, Saruta M 

Small intestine capsule endoscopy 
for the evaluation of obscure 
gastrointestinal bleeding in the 
elderly.  

DDW2017 Chicago, 
USA 

2017 年 5月 6日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
秋田義博，宮下春菜，蜂谷眞未，丸山友希，
宮崎亮佑，永田祐介，澤田亮一，筒井佳苗，
櫻井俊之，三戸部慈実，光永眞人，山﨑琢士，
猿田雅之 

当院で経験した小腸カプセル排出遅延
例の検討 

第 11回カプセル内視鏡学
会学術集会 

東京、日本 2018 年 2月 11日 

猿田雅之 潰瘍性大腸炎のマネジメント～明日か
ら役立つ外来診療の工夫～ 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京、日本 2018 年 2月 10日 

猿田雅之 クローン病治療のストラテジーの変換
と未来 

第 204 回日本消化器病学
会東北支部例会／第 160
回日本消化器内視鏡学会
東北支部例会 

仙台、日本 2018 年 2月 2日 

渡辺憲治, 西下正和, 嶋本文雄, 福知工, 
江崎幹宏, 岡志郎, 藤井茂彦, 平井郁仁, 
井上拓也, 樋田信幸, 野崎良一, 櫻井俊
治, 竹内健, 猿田雅之, 斎藤 彰一, 斎藤
豊, 大宮直木, 味岡洋一, 川野伶緒, 田中
信治 

IBD 発癌における諸問題 潰瘍性大腸炎
サーベイランス内視鏡における NBI 観
察と色素内視鏡観察のランダム化比較
試験 Navigator Study 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡、日本 2017 年 11 月 10日 

猿田雅之 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略―外科
治療を考慮した薬物治療― 

JDDW2017／第 94回日本消
化器内視鏡学会総会 

福岡、日本 2017 年 10 月 14日 

筒井佳苗，石井彩子，小川まい子，宮崎亮佑，
西村尚，野口正朗，伊藤公博，澤田亮一，星
野優，西條広起，荒井吉則，中尾裕，三戸部
慈実，光永眞人，有廣誠二，松岡美佳，加藤
智弘，猿田雅之 

クローン病の狭窄病変に対する内視鏡
的バルーン拡張術後の抗 TNF 製剤投与
の検討 

JDDW2017／第 94回日本消
化器内視鏡学会総会 

福岡、日本 2017 年 10 月 13日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の病態とメカニズム～接
着分子の役割も含めて～ 

JDDW2017／第 59回日本消
化器病学会大会 

福岡、日本 2017 年 10 月 12日 

猿田雅之 IBD 治療における Shared Decision 
Making 導入と医療現場での取り組み 

JDDW2017／第 59回日本消
化器病学会大会 

福岡、日本 2017 年 10 月 12日 

星野優，橋本尚詞，有廣誠二，猿田雅之，日
下部守昭 

BALB/cA 由来の間葉系幹細胞（MSCs）は, 
C57BL 由来 MSCs よりも DSS 誘発性腸炎
モデルにおいて抗炎症効果を有する 

JDDW2017／第 59回日本消
化器病学会大会 

福岡、日本 2017 年 10 月 12日 

斎藤知子，秋田義博，丸山友希，三戸部慈実，
及川恒一，猿田雅之 

顕微鏡的多発血管炎(MPA)の経過中に
併発した大腸炎の１例 

日本消化器病学会第 346
回関東支部例会 

東京、日本 2017 年 9月 30日 

宮下竜文，鈴木静香，内山幹，大瀧雄一郎，
沖 沙佑美，金井友哉，星野優，高見信一郎，
伊藤善翔，斎藤恵介，松本喜弘，梶原幹生，
小井戸薫雄，村上友梨，松本倫，毛利貴，河
原秀次郎，猿田雅之 

イレウス管留置に起因した腸重積をイ
レウス管抜去により整復しえたクロー
ン病の一例 

日本消化器病学会第 346
回関東支部例会 

東京、日本 2017 年 9月 30日 

猿田雅之 いま見直す、クローン病治療ストラテ
ジー 〜ブデソニド登場でどう変わる
か〜 

第 54 回日本消化器免疫学
会総会 

東京、日本 2017 年 9月 29日 

猿田雅之 原点から未来へ カプセル内視鏡の将
来性 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪、日本 2017 年 5月 11日 

猿田雅之 IBD 治療におけるヒュミラの位置づけ
と役割「クローン病」 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京、日本 2017 年 4月 20日 

Arai N, Kudo T, Kashiwagi K, Ito N,  
Tokita K, Yoshimura R, Oka I, Kyodo R, 
Sato M, Miyata E, Hosoi K, Matsumura 
S, Ikuse T, Jimbo K, Ohtsuka Y, 
Shimizu T. 

The expression of oncogenic 
molecules in pediatric ulcerative 
colitis 

 

The 7th Annual meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei, 
Taiwan 

2019.6.15 

 

佐藤真教、工藤孝広、時田万英、吉村良
子、丘逸宏、新井喜康、京戸玲子、宮田恵
理、細井賢二、幾瀬圭、神保圭佑、大塚宣
一、清水俊明 

小児炎症性腸疾患患児のトランジショ
ンにおける取り組み 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019.11.29 

細井賢二、柏木項介、伊藤夏希、徳島香央
里、時田万英、丘逸宏、新井喜康、佐藤真
教、京戸玲子、宮田恵理、箕輪圭、幾瀨
圭、神保圭佑、工藤孝広、大塚宜一、清水
俊明 

小児期発症炎症性腸疾患関連膵炎と高

アミラーゼ/リパーゼ血症に関する当

科 10年間の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

福岡 2019.11.29 
 

佐藤真教、工藤孝広、伊藤夏希、時田万
英、新井喜康、京戸玲子、宮田恵理、細井
賢二、幾瀨圭、神保圭佑、大塚宜一、清水
俊明 

当科における潰瘍性大腸炎患児へのス
テロイド療法と外科的治療についての
検討 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

新井勝大，石毛崇，工藤孝広，岡崎康司，
江口英孝，神保圭佑，竹内一朗，西澤拓
哉，清水俊明. 

超早期発症型炎症性腸疾患に対するシ
ームレスな診断・治療・研究体制の構
築 j研究. 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
京戸玲子，清水泰岳，竹内一朗，平野友
梨，伊藤夏希，宇佐美雅章，佐藤琢郎，清
水俊明，新井勝大． 

国立成育医療研究センターにおける小
児期発症炎症性腸疾患の診療経験. 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

伊藤夏希，竹内一朗，京戸玲子，宇佐美雅
章，佐藤琢郎，清水泰岳，平野友梨，清水
俊明，新井勝大. 

潰瘍性大腸炎からクローン病に診断が
変更となった症例の検討 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

新井喜康，神保圭佑，工藤孝広，伊藤夏
希，時田万英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真
教，細井賢二，幾瀨圭，大塚宜一，小坂征
太郎，矢崎悠太，越智崇徳，山高篤行，竹
内一朗，清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加
藤元博，清水俊明. 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患 

第 10回関東甲越免疫不全
症研究会 

東京 2019.9.29 

佐藤真教、工藤孝広 、伊藤夏希 、時田万
英 、吉村良子 、丘逸宏 、新井喜康 、京
戸玲子 、宮田恵理 、細井賢二 、松村成
一 、幾瀨圭 、神保圭佑 、大塚宜一 、清
水俊明 

小児潰瘍性大腸炎の重症度における経
年的変化の検討 

第 167 回お茶の水木曜勉
強会 

東京 2019.5.9 

佐藤真教，工藤孝広，時田万英，吉村良
子，丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵
理，細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀬
圭，神保圭佑，青柳陽，大塚宣一，清水俊
明. 

小児の炎症性腸疾患患者におけるトラ
ンジションの検討. 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.21 

佐藤真教、神保圭佑、伊藤夏希、時田万
英、新井喜康、吉村良子、京戸玲子、宮田
恵理、細井賢二、松村成一、幾瀬圭、工藤
孝広、大塚宜一、清水俊明 

大腸内視鏡検査による病型分類に基づ
いた潰瘍性大腸炎の病型進行に関する
検討 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

新井喜康，神保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，細井賢
二，工藤孝広，大塚宜一，小坂征太郎，矢
崎悠太，越智崇徳，山高篤行，竹内一朗，
清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加藤元博，
清水俊明. 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患と診断した 1乳児例 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

細井賢二，新井勝大，清水泰岳，宮入烈，
亀井宏一，伊藤秀一，藤原武男，清水俊
明. 

小児炎症性腸疾患患者における B型肝
炎ワクチン接種の効果と安全性. 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

Oka I, Miyazaki O, Takeuchi I, Shimizu 
H, Shimizu T, Arai K. 

MR-enterography with diffusion 
weighted imaging and apparent 
diffusion coefficient map for 
detecting and assessing 
inflammatory bowel disease in 
children and adolescents. 

Advances in 
Inflammatory Bowel 
Diseases 

Orlando, 
Florida, 
USA. 

2018.12.15 

Sato M, Kudo T, Ito N, Tokita K, 
Yoshimura R, Oka I, Arai N, Kyodo R, 
Miyata E, Hosoi K, Matsumura S, Ikuse 
T, Jimbo K, Ohtsuka Y, Shimizu T. 

The transition of pediatric 
inflammatory bowel disease. 

The 14th Asian Pan - 
Pacific Society of 
Pediatric 
Gastroenterology, 
Hepatology and 
Nutrition Meeting 

Bangkok，
Thailand． 

2018.10.24 

Tokita K, Shimizu H, Takeuchi I, 
Shimizu T, Arai K. 

Experience using golimumab for 
childhood onset ulcerative 
colitis. 

The 6th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis. 

Shanghai, 
China． 

2018.6.23 

新井喜康，工藤孝広，伊藤夏希，時田万
英，吉村良子，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真
教，宮田恵理，細井賢二，松村成一，大林
奈穂，幾瀨圭，神保圭佑，大塚宜一，清水
俊明. 

分類不能型炎症性腸疾患の 1幼児例. 第 3回 Pediatric IBD 
Case Conference (PIBD-

CC) 

東京 2018.12.1 
 

工藤孝広，虻川大樹，中山佳子，世川修，
内田恵一，清水俊明. 

小児消化器内視鏡全国調査 実施現状
と偶発症. 

第 7回日本小児診療多職
種研究会. 

北九州 2018.11.24 

佐藤真教，神保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，新井喜康，京戸玲子，宮田恵理，細井
賢二，幾瀬圭，工藤孝広，大塚宜一，清水
俊明. 

小児期発症の潰瘍性大腸炎における病
型進行に関する検討. 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018.11.22 

時田万英，清水泰岳，竹内一朗，清水俊
明，新井勝大. 

成育医療研究センターにおける小児期
発症潰瘍性大腸炎に対するゴリムマブ
の使用経験. 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

大宮 2018.10.7 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
佐藤真教，神保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，新井喜康，京戸玲子，宮田恵理，細井
賢二，幾瀬圭，工藤孝広，大塚宜一，清水
俊明. 

当科における大腸内視鏡検査による病
型分類に基づいた潰瘍性大腸炎の病型
進行に関する検討. 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

大宮 2018.10.7 

丘逸宏，竹内一朗，清水泰岳，清水俊明，
新井勝大. 

小児 IBD 患者における MR 
enterography の実施経験. 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

大宮 2018.10.7 

細井賢二，新井勝大，清水泰岳，宮入烈，
亀井宏一，伊藤秀一，藤原武男，清水俊
明. 

小児炎症性腸疾患患者における B型肝
炎ワクチン接種の効果・安全性と免疫
学的評価. 

ｚｘ 大宮 2018.10.7 

新井喜康，神保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，吉村良子，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真
教，宮田恵理，細井賢二，松村成一，幾瀨
圭，竹内一朗，清水泰岳，小坂征太郎，矢
﨑悠太，越智崇徳，工藤孝広，新井勝大，
大塚宜一，山高篤行，清水俊明. 

IL-10 受容体異常症と診断した超早期
発症型炎症性腸疾患の 1乳児例. 

第 45回日本小児内視鏡研
究会 

東京 2018.7.7 
 

佐藤真教，工藤孝広，伊藤夏希，時田万
英，吉村良子，丘逸宏，新井喜康，京戸玲
子，宮田恵理，細井賢二，松村成一，幾瀬
圭，神保圭佑，大塚宜一，清水俊明. 

当科における潰瘍性大腸炎の重症度の
経年的変化についての検討. 

第 45回日本小児内視鏡研
究会 

東京 2018.7.7 
 

Arai N, Kudo T, Aoyagi Y, Tokita K, 
Yoshimura R, Oka I, Kyodo R, Sato M, 
Miyata E, Hosoi K, Matsumura S, 
Obayashi N, Ikuse T, Jimbo K, Ohtsuka 
Y, Shimizu T. 

Effectiveness of biological agents 
for the treatment of pediatric 
Crohn's disease with anal fistula. 

The Taiwan-Japan-Korea 
Joint Meeting & 2017 
Annual Meeting of Taiwn 
Society of Pediatric 
Gastroenterology, 
Hepatology, and 
Nutritoin, 

Taipei, 
Taiwan. 

2017.12.2 

Oka I, Funayama R, Takeuchi I, Shimizu 
H, Shimizu T, Arai K. 

Predictors of small intestine 
transit time of video capsule 
endoscopy in children and 
adolescents with inflammatory 
bowel disease. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

Seoul, 
Korea. 

2017.6.17 

Arai N, Kudo T, Aoyagi Y, Tokita K, 
Yoshimura R, Oka I, Kyodo R, Sato M, 
Miyata E, Hosoi K, Matsumura S, 
Obayashi N, Ikuse T, Jimbo K, Ohtsuka 
Y, Shimizu T. 

Fifteen cases of pediatric Crohn's 
disease with anal fistula in 
single center in Japan. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

Seoul, 
Korea. 

2017.6.16 

Hosoi K, Kudo T, Tokita K, Oka I, 
Yoshimura R, Arai N, Sato M, Kyodo R, 
Miyata E, Matsumura S, Obayashi N, 
Jimbo K, Ikuse T, Aoyagi Y, Ohtsuka Y, 
Shimizu T. 

Characteristics of very early 
onset inflammatory bowel disease 
at a single center in Japan. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

Seoul, 
Korea. 

2017.6.15 

佐藤真教，工藤孝広，時田万英，吉村良
子，丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵
理，細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀬
圭，神保圭佑，青柳陽，大塚宣一，清水俊
明. 

当科の小児炎症性腸疾患患児における
トランジションの検討. 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会. 

東京 2018.2.9 

時田万英，清水泰岳，竹内一朗，清水俊
明，新井勝大. 

小児期発症潰瘍性大腸炎に対するゴリ
ムマブの使用経験. 

第 18回日本小児 IBD 研究
会 

東京 2018.2.4 
 

佐藤真教，工藤孝広，青柳陽，時田万英，
丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵理，
細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀨圭，
神保圭佑，大塚宜一，清水俊明. 

難治性 IBD-U の 1例. 第 2回 Pediatric IBD 
Case Conference． 

東京 2017.12.16 

細井賢二，工藤孝広，新井勝大，清水泰
岳，大塚宜一，内田恵一，田尻仁，鈴木康
夫，清水俊明. 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患の疫学的全国調査. 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会. 

東京 2017.12.1 

新井喜康，工藤孝広，青柳陽，時田万英，
吉村良子，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，
宮田恵理，細井賢二，松村成一，大林奈
穂，幾瀨圭，神保圭佑，大塚宜一，清水俊
明. 

当科における痔瘻を合併した小児
Crohn 病症例のまとめ. 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会. 

福岡 2017.10.22 
 

細井賢二，工藤孝広，時田万英，新井喜
康，佐藤真教，京戸玲子，宮田恵理，神保
圭佑，幾瀨圭，青柳陽，大塚宜一，清水俊
明. 

当院における very-early-onset IBD
患者 10例の検討. 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017.10.22 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
佐藤真教，工藤孝広，青柳陽，時田万英，
丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵理，
細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀨圭，
神保圭佑，大塚宜一，清水俊明. 

潰瘍性大腸炎を疑う経過を示した若年
性ポリープ、血管腫、直腸癌の 3例. 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会. 

福岡 2017.10.21 

吉村良子，時田万英，新井喜康，丘逸宏，
京戸玲子，佐藤真教，宮田恵理，細井賢
二，松村成一，大林奈穂，幾瀨圭，神保圭
佑，細澤麻里子，青柳陽，工藤孝広，大塚
宜一，清水俊明. 

潰瘍性大腸炎の治療経過中に著明な体
重減少をきたし神経性食欲不振症と診
断した 1例. 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会. 

 

福岡 2017.10.21 

佐藤真教，工藤孝広，青柳陽，時田万英，
丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵理，
細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀨圭，
神保圭佑，大塚宜一，清水俊明. 

当科で経験した痔瘻合併小児 Crohn 病
のまとめ. 

第 156 回お茶の水木曜勉
強会 
 

東京 2017.5.11 

A.Sugita,K.Koganei,R.Futatsuki,H.Kurok

i, H.Kimura, T.Fukushima 

 

Dose the Postoperative 
Inflammation in J Pouch and Anal 
Canal Need Treatment in Ulcerative 
Colitis Patints with Pouch 
Surgery?Historial Examination and 
New Treatment with Budesonide Foam 
Pouchitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 4日 

H.Kimura,R.Kunisaki,K.Tatsumi,K.Kogane
i, A.Sugita, I.Endo 

One Stage Restorative 
Proctocolectomy with a Stapled 
Ileal Pouch-anal Anastomosis Using 
Hand-assisted Laparoscopic 
Surgery(HALS) and Laparoscope-
assisted Open Surgery 
(LAOS)Procedure for Ulcerative 
colitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 3日 

 

K.Tatsumi,A.Sugita,K.Koganei,R.Futatsu

ki, H.Kuroki, H.Kimura, T.Fukushima 

 

Short and Long-term Outcomes of 
One-stage Stapled Ileal Pouch Anal 
Anasomosis for Ulcerative colitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 3日 

岩見毬衣、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、中尾詠一、杉田昭 

中毒症状を伴わない巨大結腸症を合併
した重症潰瘍性大腸炎の一例 

日本消化器病学会関東支
部第 357 回例会 

東京 2019 年 12 月 7日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、杉田昭 

クローン病に合併した結腸癌の臨床学
的特徴と予後 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

直腸膣瘻を合併した潰瘍性大腸炎症例
の治療と臨床経過の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

肛門内圧検査と排便機能からみた70歳
以上の潰瘍性大腸炎に対する大腸全
摘・回腸嚢肛門管吻合術の妥当性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、杉田昭 

大腸全摘29年後に回腸嚢内に迷入した
腸上皮に由来する癌を発症した潰瘍性
大腸炎の 1例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

術前診断が可能であったクローン病合
併小腸癌の 2例 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

木村英明、千田圭悟、国崎玲子、辰巳健志、
小金井一隆、杉田昭、遠藤格 

回腸嚢肛門管吻合術の大腸粘膜残存に
対する Body mass index の影響 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
手術時期の検討 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭 

腸管ベーチェット病と単純性潰瘍に対
する手術例の臨床経過 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、木村英明、杉田昭 

小腸大腸癌を合併したクローン病症例
の臨床学的特徴と経過 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆 潰瘍性大腸炎に対する手術治療の現状
からみた治療方針―重症例について― 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、木村英明、杉田昭 

クローン病の難治性直腸肛門病変に対
する直腸切断術施行例の長期経過 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、中尾詠一、木村英明、荒井勝彦、福
島恒男 

潰瘍性大腸炎合併癌に対する至適術式
の検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、荒井勝彦、中尾詠一、木村英明、福
島恒男 

Crohn 病に合併した直腸肛門管癌の臨
床的特徴と治療経過からみた治療法の
検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭 

高齢者クローン病の手術例からみた臨
床経過と治療成績 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 
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二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例のおける
手術時期の検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 

立入仁美、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、中尾詠一、杉田昭 

腸管型ベーチェット病の穿孔に対する
手術後に出血をきたした一例 

日本消化器病学会関東支
部第 356 回例会 

東京 2019 年 9月 21日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
荒井勝彦、杉田昭 

クローン病の直腸切断術後の会陰創に
対する陰圧閉鎖療法の有用性と問題点 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
木村英明、杉田昭 

就労、就学期の潰瘍性大腸炎難治例に
対する外科治療至適選択時期と術式 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

 2019 年 7月 18日 

木村英明、千田圭吾、橋本悠、池田礼、小柏
剛、国崎玲子、辰巳健志、小金井一隆、杉田
昭、遠藤格 

Crohn 病の吻合法に求められるものは
何か？ 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 18日 

 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

小児潰瘍性大腸炎手術例の術後長期経
過の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

70 歳以上の潰瘍性大腸炎に対する大腸
全摘・回腸嚢肛門管吻合術手術例の排
便機能についての検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、荒井勝彦、木村英明、福島恒男 
 

潰瘍性大腸炎に対する小開腹による一
期的 J 型回腸嚢肛門管吻合術の手術手
技 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
術後肺合併症 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
荒井勝彦、杉田昭 

残存小腸長 100cm 以下のクローン病の
特徴と予後 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎合併 dysplasia の術前診
断の問題点 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志 Crohn病に対する抗TNFα製剤の効果と
治療例の予後 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

小金井一隆、辰巳健志、杉田昭 潰瘍性大腸炎難治に対する手術例への
術前内科治療の影響と外科治療の効果 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、木村英明、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する外科治療の成績
と方向性 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 20日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する Pouch 手術後の
発癌症例の検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 20日 
 

木村英明、田村裕子、三井智広、橋本悠、池
田礼、小柏剛、国崎玲子、辰巳健志、小金井
一隆、杉田昭、遠藤格 

生物学的製剤時代におけるクローン
病腸管病変手術の長期予後 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 20日 

 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
杉田昭 

クローン病に合併した小腸大腸癌症例
の臨床学的特徴と予後 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
杉田昭 

クローン病に合併した消化管膀胱瘻に
対する手術と長期経過に関する検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
木村英明、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

潰瘍性大腸炎術後70歳以上の排便機能
についての検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

小峰佑奈、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、杉田昭、林宏行、横山薫 

発症後短期間で早期小腸癌を合併した
クローン病の 1例 

日本消化器病学会 関東
支部第 354 回例会 

東京 2019 年 4月 13日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

80 歳代で手術を施行したクローン病の
1例 

日本消化器病学会 関東
支部第 354 回例会 

東京 2019 年 4月 13日 

Akira.Sugita,Kazutaka.Koganei,Kenji.Ta
tsumi, Ryo.Futatsuki, Hirosuke.Kuroki, 
Hideaki.Kimura, Tsuneo.Fukushima 

Is it Possible to Predict 
Postoperative Recurrence in the 
Anastomotic Site After Initial 
Intestinal Resection With Crohn’s 
Disease? 

ASCRS 2018 Nashiville 2018 年 5月 21日 

Hideaki.Kimura,Reiko.Kunisaki,Kenji.Ta
tsumi, Kazutaka.Koganei Akira.Sugita. 
Itaru.Endo 

High Body Mass Index as a Risk 
Factor for a Large Amount of 
Retained Rectal Mucosa After 
Stapled Ileal Pouch-Anal 
Anastomosis for Ulerative colitis 

ASCRS 2018 Nashiville 2018 年 5月 21日 

松島小百合、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、黒木博介、杉田昭 

潰瘍性大腸炎の診断で加療中に腸閉塞
を合併し、術後にクローン病合併
colitic cancer と判明した 1例 

日本消化器病学会 関東
支部第 352 回例会 

東京 2018 年 12 月 1日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、荒井勝彦、杉田昭 

クローン病出血例の臨床経過と特徴 
第 80回日本臨床外科学会

総会 
東京 2018 年 11 月 22日 

木村英明、田村裕子、三井智広、橋本悠、
池田礼、小柏剛、国崎玲子、辰巳健志、小
金井一隆、杉田昭、遠藤格 

重症潰瘍性大腸炎治療における内科と
外科の連携 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 
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二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博
介、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術例における術
後合併症からみた手術のタイミング 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎に対するブ
デソニド注腸フォーム剤の有用性の検
討 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博
介、荒井勝彦、木村英明、杉田昭 

クローン病の直腸肛門病変に対する直
腸切断術の術後成績の現状と課題 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、
黒木博介、小原尚、木村英明、荒井勝彦、
福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する一期的大腸全摘
回腸嚢肛門管吻合術の治療成績 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、荒井勝彦、杉田昭 

腸管ベーチェット病と単純性潰瘍の手
術例の特徴と経過 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博
介、木村英明、杉田昭 

潰瘍性大腸炎難治例に対する外科治療
の有用性 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 3日 

松島小百合、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、黒木博介、小原尚、杉田昭、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・回腸
嚢肛門管吻合術後の腸閉塞に回腸嚢固
定術を施行した症例の臨床経過 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 3日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆 潰瘍性大腸炎合併大腸癌の術前診断の
現状と問題点 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 2日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、松島小百合、荒井勝彦、杉田昭 

潰瘍性大腸炎穿孔による手術例の検討 JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 1日 

Akira Sugita,kazutaka Koganei,Kenji 
Tatsumi 

Anorectal cancer with Crohn's 
disease including cancer of anal 
fistula and the cancer 
surveillance program in Japan 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 1日 

加藤諒、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、林宏行、杉田昭 

発症後短期間で進行直腸癌を合併した
潰瘍性大腸炎の 1例 

日本消化器病学会関東支
部第 351 回例会 

東京 2018 年 9月 22日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博
介、木村英明、杉田昭 

クローン病の難治性直腸肛門病変に対
する直腸切断術のタイミング 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 12日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、荒井勝彦、小原尚、木村英明、
福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢肛門管吻
合術後内視鏡検査による回腸嚢、肛門
管の病理所見と癌サーベイランス 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 12日 

木村英明、高橋直行、国崎玲子、辰巳健
志、小金井一隆、杉田昭、遠藤格 

Body mass index 高値は回腸嚢肛門管
吻合術における残存大腸粘膜増加の危
険因子である 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 12日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、
黒木博介、小原尚、木村英明、荒井勝彦、
福島恒男 

大腸癌合併潰瘍性大腸炎手術例におけ
る肛門管の癌・dysplasia 発生率のリス
ク因子 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博
介、小原尚、木村英明、荒井勝彦、杉田
昭、福島恒男 

潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎合併症例の
臨床経過と問題点 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、小原尚、松島小百合、荒井勝彦、福島
恒男、杉田昭 

クローン病の難治性直腸肛門病変に対
する直腸空置症例の経過と問題点 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 

松島小百合、小金井一隆、辰巳健志、二木
了、黒木博介、小原尚、杉田昭 

クローン病術後症例の妊娠・出産の現
状と留意点 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 

小金井一隆、辰巳健志、杉田昭 手術例からみた抗 TNF-α抗体製剤治療
を行ったクローン病症例の問題点と対
策 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 21日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、
黒木博介、小原尚、木村英明、荒井勝彦、
福島恒男 

浸潤型の肉眼分類を有した大腸癌合併
潰瘍性大腸炎の特徴 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 19日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博
介、荒井勝彦、小原尚、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
術後肺合併症の検討 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 19日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
小原尚、荒井勝彦、福島恒男、杉田昭 

Intesitinal failure を合併した残存
小腸長 150cm 以下のクローン病の特徴
と経過 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 19日 

 辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、
黒木博介、小原尚、木村英明、荒井勝彦、福
島恒男 

大腸癌合併潰瘍性大腸炎手術例の肛門
管粘膜抜去部における癌・dysplasia 発
生率 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 7日 

 黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
小原尚、荒井勝彦、福島恒男、杉田昭 

潰瘍性大腸炎術後回腸嚢不全の長期経
過の検討 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 7日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
荒井勝彦、小原尚、杉田昭、福島恒男 

５０歳以上で大腸全摘・回腸嚢肛門管
吻合術が行われた症例の術後排便機能
についての検討 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 6日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
木村英明、高橋弘毅、橋本悠、西尾匡史、大
竹はるか、小柏剛、国崎玲子、辰巳健志、小
金井一隆、杉田昭、遠藤格 

クローン病腸管病変手術の現況と展望 第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 5日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
二木了、杉田昭 

潰瘍性大腸炎に対する外科治療の現況 第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 5日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、荒井勝彦、小原尚、木村英明、福島
恒男 

Crohn 病初回腸管切除後症例の術後再
発による再手術例の病態に関する検討 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 5日 

Sugita A State-of-the-Art Treatment of Large 
Bowel Neoplasia Complicating IBD 

ASCRS 2017 Seattle 2017 年 6月 12日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、小原尚、荒井勝彦、木村英明、
福島恒男 

Crohn 病に合併した直腸肛門癌の予後
と癌サーベイランス法の有用性の検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 12日 

杉田昭、山田恭子、小金井一隆、辰巳健
志、二木了、黒木博介、荒井勝彦、小原
尚、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢手術後回
腸嚢粘膜の形態と難治性潰瘍嚢炎に対
する治療法の検討 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 13日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、山田恭子、小菅経子、荒井勝
彦、木村英明、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する小開腹による一
期的Ｊ型回腸嚢肛門管吻合術の手技の
工夫 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 20日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、山田恭子、小菅経子、荒井勝
彦、小原尚、木村英明、福島恒男 

Crohn 病に対する狭窄形成術の術後再
発の検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 27日 

Nakase H Can TDM guide us to de-escalate?  The 7th Annual 
Meeting of Asian 
Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Taipei 2019 年 6月 14-16 日 

仲瀬裕志 炎症と鉄代謝－IBD 領域における新規
鉄欠乏性貧血治療剤の位置づけ 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

仲瀬裕志 IBD 病態における JAK pathway の重要
性 

第 61回日本消化器病学会
大会 

神戸 2019 年 11 月 23日 

仲瀬裕志 Role of biosimilars in IBD : What 
you need to know now 

第 61 回日本消化器病学会
大会 

神戸 2019 年 11 月 21日 

横山佳浩，飯田智哉，風間友江，平山大輔，
我妻康平，山野泰穂，仲瀬裕志 

回腸末端炎による狭窄に対して内視鏡
的バルーン拡張術を施行した MEFV 遺
伝子関連腸炎の１例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

具 潤亜，星 奈美子，大井 充，竹中春香，
徳永英里，宮崎はるか，明本由衣，櫻庭裕丈，
飯田智哉，仲瀬裕志，児玉裕三 

クローン病との鑑別を要した家族性地
中海熱の１例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

仲瀬裕志 日本における今後の IBD 診療への取り
組み方について―病診連携の重要性― 

第 7回十勝地区 IBD 研究
会 

帯広 2019 年 10 月 23日 

横山佳浩，飯田智哉，風間友江，平山大輔，
我妻康平，山野泰穂，仲瀬裕志 

回腸末端炎を呈しクローン病との鑑別
を要した MEFV 遺伝子関連腸炎の１例 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患鑑別診断としての家族性
地中海熱遺伝子関連腸炎 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

仲瀬裕志 免疫学的観点から炎症性腸疾患治療を
考える 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

大和田紗恵，山下健太郎，秋田浩太朗，一柳
亜貴子，横山佳浩，風間友江，三橋 慧，仲
地耕平，能正勝彦，山野泰穂，仲瀬裕志 

ステロイド抵抗性Cronkhite-Canada症
候群の２例 

第 125 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 9月 7-8 日 

金高弘典，有村佳昭，三浦克予志，井上 亮，
沼田泰尚，佐々木 基，大橋広和，矢花 崇，
近藤吉宏，飯田智哉，仲瀬裕志 

NUDT15 リスクアレルホモ接合体の臨床
経過 

第 125 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 9月 7-8 日 

齋藤大祐，日比則孝，尾崎 良，菊地翁輝，
佐藤太龍，徳永創太郎，箕輪慎太郎，池崎 
修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，仲瀬裕志，久松理一 

コルヒチンが有効なMEFV遺伝子関連腸
炎が IBDU に紛れている 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

伊藤貴博，前本篤男，桂田武彦，田中浩紀，
本谷 聡，上野伸展，藤谷幹浩，蘆田知史，
仲瀬裕志 

クローン病に対するウステキヌマブの
有 効 性 と 安 全 性 ～ Phoenix 
Retrospective Cohort Study in 
Hokkaido～ 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

我妻康平，飯田智哉，南 尚希，松浦 稔，
平山大輔，川上賢太郎，野島正寛，池内浩基，
廣田誠一，白川龍太郎，堀内久徳，仲瀬裕志 

低分子量 GTP 蛋白質 Ral とインフラマ
ソームとの関連から見た炎症性大腸発
癌機序の解明 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

仲瀬裕志 粘膜治癒達成へのチャレンジ～課題と
治療戦略～．潰瘍性大腸炎診療におけ
るモニタリングの最適化 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2019 年 6月 2日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
仲瀬裕志 The involvement of cytomegalovirus 

in the pathophysiology of 
inflammatory bowel disease 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 9-11 日 

Iida T, Nojima M, Nakase H Therapeutic efficacy and adverse 
events of tacrolimus in patients 
with Crohn’s disease: systematic 
review and meta-analysis 

The Asian Pacific 
Association of 
Gastroenterology 

Cebu City 2018 年 9月 7-8 日 

Iida T, Nojima M, Nakase H Therapeutic efficacy and adverse 
events of tacrolimus in patients 
with Crohn’s disease: a 
systematic review and meta-
analysis 

Digestive Disease 
Week2018 

Washington 2018 年 6月 2-5 日 

仲瀬裕志 Novel therapies targeting several 
immune pathways for ulcerative 
colitis 

第 118 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2019 年 3月 2-3 日 

柴田泰洋，山下健太郎，上野あかり，齋藤潤
信，守谷 洋，風間友江，須藤豪太，三橋 
慧，能正勝彦，山野泰穂，菊地剛史，遠藤高
夫，仲瀬裕志 

当初潰瘍性大腸炎と診断された家族性
地中海熱の一例 

第 124 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 3月 2-3 日 

上野あかり，山下健太郎，仲瀬裕志，山野泰
穂，三橋 慧，須藤豪太，五十嵐央祥，風間
友江，柴田泰洋 

Infilximab 投与中に血管炎を併発した
クローン病の一例 

第 124 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 3月 2-3 日 

三浦克予志，飯田智哉，有村佳昭，沼田泰尚，
矢花 崇，安達雄哉，近藤吉宏，笠井 潔，
仲瀬裕志 

サイトメガロウイルス腸炎及び門脈血
栓症を合併した高齢発症の潰瘍性大腸
炎の１例 

第 285 回日本内科学会北
海道地方会 

札幌 2019 年 2月 16日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患治療―過去・現在・そして
未来― 

第 15回日本消化管学会総
会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 1-3 日 

平山大輔，飯田智哉，一色裕之，矢和田 敦，
大久保陽介，菅野伸一，米澤和彦，仲瀬裕志 

クローン病に対するウステキヌマブの
治療効果と安全性の検討 

第 15回日本消化管学会総
会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 1-3 日 

飯田智哉，川上賢太郎，仲瀬裕志 炎症性大腸発癌の深部浸潤機序におけ
る低分子量 GTP 蛋白質 Ral の機能解析 

第 15回日本消化管学会総
会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 1-3 日 

飯田智哉，野島正寛，仲瀬裕志 クローン病患者に対するタクロリムス
治療の有効性と安全性：メタアナリシ
スによる検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

京都 2018 年 11 月 22日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患領域における生物学的製
剤の位置付け 

第 46回日本臨床免疫学会
総会 

軽井沢 2018 年 11 月 8-10 日 

仲瀬裕志，Peter B，Raf B 潰瘍性大腸炎新規内視鏡粘膜評価法を
目 指 し た Real-time automated 
calculating system の開発 

第 60回日本消化器病学会
大会 

神戸 2018 年 11 月 1-4 日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患の診断補助と潰瘍性大腸
炎疾患活動性モニタリングにおける上
手な使い方 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 7日 

飯田智哉，平山大輔，我妻康平，川上賢太郎，
仲瀬裕志 

低分子量 GTP 蛋白質 Ral とインフラマ
ソームとの関連から見た炎症性大腸発
癌機序の解明 

第 118 回北海道癌談話会
例会 

旭川 2018 年 10 月 6日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患に合併する肺病変の発症
機序―免疫学的観点からのアプローチ
― 

第 58回日本呼吸器学会学
術講演会 

大阪 2018 年 4月 29日 

Iida T, Minami N, Kawakami K, Ikeuchi 
H, Hirota S, Shirakawa R, Horiuchi H, 
Nakase H 

Role of small GTPase Ral in the 
mechanism of colitis-associated 
cancer 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Korea 2017 年 6月 15-17 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎の最適治療を模索する―
ブデソニド注腸フォーム剤の可能性を
含めて― 

第 14回日本消化管学会総
会 

東京 2018 年 2月 9-10 日 

飯田智哉，仲瀬裕志 Introduction of Basic Research on 
Ulcerative Colitis at Advances in 
Inflammatory Bowel Disease 2016 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1-2 日 

仲瀬裕志 MOA からみたクローン病の生物学的製
剤の特徴 

第 59回日本消化器病学会
大会 

福岡 2017年10月12-15日 

飯田智哉，南 尚希，仲瀬裕志 炎症性大腸発癌の機序における低分子
量 GTP 蛋白 Ral の機能解析 

第 59回日本消化器病学会
大会 

福岡 2017年10月12-15日 

平山大輔，飯田智哉，風間友江，白田智洋，
小野寺 馨，久保俊之，山下健太郎，山野泰
穂，仲瀬裕志 

炎症性腸疾患患者におけるNUDT15遺伝
子多型と臨床像の検討 

第 121 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 2-3 日 

仲瀬裕志 潰瘍性大腸炎の最適治療を模索する 第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 12日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
仲瀬裕志 腸内細菌叢の変化がもたらすクローン

病患者骨代謝への影響 
第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20-22 日 

飯田智哉，田中浩紀，仲瀬裕志 クローン病に対するインフリキシマブ
治療における免疫調節薬併用効果に関
する検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20-22 日 

日比則孝、小林 拓、森久保 拓、清原裕
貴、松林真央、佐上晋太郎、中野 雅、久
松理一、日比紀文 

Drug-tolerant assay による抗インフ
リキシマブ抗体測定の有用性 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 2日 

S Sagami, T Kobayashi, T Kanazawa, K 
Aihara, H Morikubo, R Ozaki, S 
Okabayahi, M Matsubayashi, A 
Fuchigami, H Kiyohara, M Nakano, T 
Hibi 

Accuracy of Doppler transabdominal 
ultrasound in assessing disease 
severity and extent in IBD. 
 

14th Congress of ECCO 
 

Bella 
Center 
Copenhagen 

 

2019 年 3月 7日 
 

M Matsubayashi, T Kobayashi, S 
Okabayashi, R Ozaki, S Sagami, H 
Kiyohara, A Fuchigami, H Morikubo, M 
Nakano, T Hibi 

Capsule scoring of ulcerative 
colitis (CSUC) is useful for 
monitoring inactive ulcerative 
colitis. 

Crohn's & colitis 
congress Las Vegas 

 

Bellagio 
Hotel and 
Casino, Las 
Vegas 

2019 年 2月 7日 
 

細江直樹、中野雅、竹内健、遠藤豊、松岡
克善、大森鉄平、林田真理、水野慎大、長
沼誠、小林拓、吉田篤史、中里圭宏、金井
隆典、日比紀文、鈴木康夫、上野文昭、渡
辺守、緒方晴彦 

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎の
炎症評価スコア：Capsule Scoring of 
Ulcerative Colitis(CSUC)とその
Validation 
 

第 12 回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 
 

グランデは
がくれ（佐
賀） 
 

2019 年 2月 3日 
 

松林真央、小林拓、岡林慎二、渕上綾子、
尾﨑良、佐上晋太郎、清原裕貴、森久保
拓、中野雅、日比紀文 

非活動期潰瘍性大腸炎患者モニタリン
グにおける Capsule Scoring of 
Ulcerative Colitis(CSUC)の意義 

第 12回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 
 

グランデは
がくれ（佐
賀） 

2019 年 2月 3日 
 

佐上晋太郎、小林拓、中野雅、日比紀文 
 

クローン病の大腸内視鏡前処置中に MR
エンテログラフィーを追加すると上乗
せ効果は期待できるか？ 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー 

2018 年 12 月 16日 
 

森久保拓、小林拓、尾﨑良、清原裕貴、渕
上綾子、松林真央、佐上晋太郎、中野雅、
久松理一、日比紀文  

潰瘍性大腸炎における 5-ASA 製剤とチ
オプリン製剤の相互作用に関する研究 
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

メルパルク
京都 
 

2018 年 11 月 22日 
 

金沢徹雄、佐上晋太郎、小林拓、相原佳那
子、林規隆、森久保拓、松林真央、渕上綾
子、清原裕貴、尾﨑良、岡林慎二、中野
雅、日比紀文 

潰瘍性大腸炎の活動性評価における腹
部超音波検査の精度 
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

メルパルク
京都 
 

2018 年 11 月 22日 
 

清原裕貴、小林拓、渕上綾子、中野雅、日
比紀文 

5-アミノサリチル酸不耐潰瘍性大腸炎
患者の臨床的特徴 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

京王プラザ
ホテル 

2018 年 11 月 9日 
 

尾﨑 良、小林 拓、岡林慎二、中野 
雅、原 敦子、大部 誠、日比紀文 

内視鏡的寛解潰瘍性大腸炎における再
燃の組織学的リスク因子 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 12 月 1日 
 

尾﨑 良、小林 拓、齊藤詠子、豊永貴
彦、岡林慎二、梅田智子、中野 雅、松岡
健太郎、森永正二郎、久松理一、日比紀文 

潰瘍性大腸炎における組織学的再燃リ
スク因子の探索 
 

第 59回日本消化器病学会
大会 
 

マリンメッ
セ福岡 
 

2017 年 10 月 13日 
 

原 勇輔、岡林慎二、小林 拓、尾﨑 
良、佐上晋太郎、豊永貴彦、中野 雅、宮
本康雄、牧田遊子、常松 令、土本寛二、
日比紀文、鈴木雄介 

結核スクリーニング陰性にもかかわら
ず抗 TNF-α抗体治療中に肺結核を発症
したクローン病の１例 
 

日本消化器病学会関東支
部第 346 回例会 
 

海運クラブ
(東京) 
 

2017 年 9月 30日 
 

渡辺康博、佐上晋太郎、小林 拓、尾﨑 
良、岡林慎二、豊永貴彦、中野 雅、日比
紀文 

HIV 感染症を併発した潰瘍性大腸炎の
１例 
 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 
 

海運クラブ
(東京) 
 

2017 年 7月 15日 
 

Watanabe K, Kawai M, Koshiba R, 
Fujimoto K, Kojima K, Kaku K, 
Kinoshita N, Sato T, Kamikozuru K, 
Yokoyama Y, Miyazaki T, Hida N, 
Nakamura S. 

Efficacy including rapid response 
and safety of tofacitinib in 
Japanese patients with ulcerative 
colitis: a preliminary 
investigation in a specialized IBD 
center 

ECCO2020 Vienna 2020 年 2月 14日 

Kojima K, Koji Fujimoto,  Koshiba R,  
Sato T,  Kawai M,  Kamikozuru K,  
Takagawa T,  Yokoyama Y,  Miyazaki T,  
Nobuyuki Hiba,  Watanabe K,  Nakamura 
S. 

Comparison of therapeutic effects 
between groups of thiopurine alone 
and combination of thiopurine with 
5-ASA after remission introduced 
by oral tacrolimus for patients 
with severe ulcerative colitis. 

ECCO2020 Vienna 2020 年 2月 14日 

Miyazaki T,  Kojima K,  Koshiba R,  
Koji Fujimoto,  Sato T,  Kawai M,  
Kamikozuru K,  Takagawa T,  Yokoyama 
Y,  Hida N,  Watanabe K,  Nakamura S. 

EndoScopic Feautures for Loss of 
Response Cases in Patients With 
Crohn’s Disease Who  Were treated 
With Infliximab by Top-down 
Strategy. 

AOCC2019 Taipei 
 

2019 年 6月 15日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Yokoyama Y, Watanabe K,  Kojima k,  
Ryousuke Koshiba,  Koji Fujimoto,  
Sato T,  Kawai M,  Kamikozuru K,  
Takagawa T,  Miyazaki T,  Nobuyuki 
Hiba,  Nakamura S. 

Investigations of the 
characteristics and anti-TNFα 
agents for optimizing treatment in 
pediatric patients with new-onset 
Crohn’s disease. 

DDW2019 San 
Diego Conve
ntion 
Center 
 

2019 年 5月 19日 

Koji Fujimoto,  Kojima K,  Koshiba R,  
Sato T,  Kawai M,  Kamikozuru K,  
Takagawa T,  Yokoyama Y,  Miyazaki T,  
Nobuyuki Hiba,  Watanabe K,  Nakamura 
S. 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND RISK 
FACTORS FOR PNEUMOCYSTIS JIROVECII 
PNEUMONIA IN PATIENTS WITH 
INFLAMMATORY BOWEL DISEASE. 

DDW2019 San 
Diego Conve
ntion 
Center 
 

2019 年 5月 19日 

横山 陽子, 渡辺 憲治, 賀来 宏司, 木下 
直彦,小柴 良司, 小島 健太郎, 藤本 晃
士, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 中村 志郎.  

当院における炎症性腸疾患妊娠例の検
討. 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 2020 年 2月 7日 

佐藤 寿行, 内野 基, 小島 健太郎, 小柴 
良司, 藤本 晃士, 河合 幹夫, 上小鶴 孝
二, 横山 陽子, 高川 哲也, 宮嵜 孝子, 
應田 義雄, 渡辺 憲治, 樋田 信幸, 堀 和
敏, 三輪 洋人, 池内 浩基, 中村 志郎. 

免疫抑制治療中の炎症性腸疾患患者に
合併したニューモシスチス肺炎に関す
る臨床的検討. 

JDDW2019 
 

神戸 2019 年 11 月 21日 

小島 健太郎, 小島 健太郎, 藤本 晃士, 
佐藤 寿行. 河合 幹夫, 上小鶴 孝二,横山 
陽子, 宮嵜 孝子, 樋田 信幸, 渡辺 憲治, 
中村 志郎.  

当院における大量出血型クローン病に
関する臨床的検討. 

JDDW2019 
 

神戸 2019 年 11 月 22日 

横山 陽子, 渡辺 憲治, 宮嵜 孝子, 中村 
志郎. 

高齢者潰瘍性大腸炎患者に対する
Cytapheresis の有効性と最適化. 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 
 
2019 年 10 月 11日 

宮嵜 孝子, 賀来 宏司, 木下 直彦, 小島 
健太郎, 小柴 良司, 藤本 晃士, 佐藤 寿
行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 横山 陽子, 
樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎..  

高度栄養障害を有するクローン病患者
におけるウステキヌマブの有効性. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 
 

2019 年 11 月 9日 

河合 幹夫,  佐藤 寿行,  藤本 晃士,  小
柴 良司,  小島 健太郎,  横山 陽子,  上
小鶴 孝二,  宮嵜 孝子,  樋田 信幸,  渡
辺 憲治, 中村 志郎. 

難治性潰瘍性大腸炎に対する TNF 阻
害薬の治療成績と薬剤選択. 

第 84回日本インターフェ
ロンサイトカイン学会 

神戸 2019 年 8月 3日 
 
 

中村 志郎,  宮嵜 孝子,  樋田 信幸,  渡
辺 憲治. 

潰瘍性大腸炎 内科治療の進歩と現状. 第 84回日本インターフェ
ロンサイトカイン学会 

神戸 2019 年 8月 2日 

中村 志郎. 炎症性腸疾患内科治療 update〜最新
の治療指針と兵庫医科大学の治療成績
を中心に〜. 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

福岡 2019 年 5月 25日 

中村 志郎. これからの潰瘍性大腸炎の治療戦略. 第 105 回日本消化器病学
会総会. 

石川 2019 年 5月 10日 

Hida N, Watanabe K, Miyazaki T, 
Yokoyama Y, Kawai M, Takagawa T, 
Kamikozuru K, Sato T, Fujimoto, 
Koshiba R, Kojima K, Nakamura S. 

The initial trough concentration 
at 36 hours after starting 
tacrolimus is important for the 
personalized medicine strategy in 
patients with ulcerative colitis 

ECCO2019 Copenhagen 2019年3月8日 
 

Miyazaki T, Kojima K, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Kawai M, 
Kamikozuru K, Takagawa T, Yokoyama Y, 
Hida N, Watanabe K, Nakamura S.  

Endoscopic features for loss of 
response in patients with Crohn’s 
disease who were treated with 
infliximab by top-down strategy. 

ECCO2019 Copenhagen 2019年3月8日 
 

Yokoyama Y, Watanabe K, Kma a, Koshiba 
R, Fujimoto K, Sato T, Kawai M, 
Kamikozuru K, Takagawa T, Miyazaki T, 
Hida N, Nakamura S.  

Investigations of the 
characteristics and efficary of 
anti-TNFα agents for optimizing 
treatment in pediatric patients 
with new-onset Crhon’s disease. 

ECCO2019 Copenhagen 2019 年 3月 8日 

Koshiba R, Sato T, Kma K, Fujimoto K, 
Kawai M, Kamikozuru K, Yokoyama Y, 
Takagawa T, Miyazaki T, Hida N, 
Watanabe K, Nakamura S.  

Risk factors and clinical 
characteristics for Pneumonia in 
Japanese Patients with Ulcerative 
Colitis. 

ECCO2019 Copenhagen 2019 年 3月 8日 

Nakamura S.  Antiviral treatment forstationary 
virus infection:positive 
treatment. 

AOCC2018. Shanghai 2018 年 6月 23日 

Yokoyama Y, Watanabe K, Kamikozuru K, 
Fujimori A, Sato T, Koshiba R, 
Fujimori A, Kawai M, Takagawa T, Kita 
Y, Miyazaki T, Hida N, Nakamura S.  

Efficacy and related issues of 
cytapheresis in elderly patients 
with ulcerative colitis. 

AOCC2018. Shanghai 2018 年 6月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Fujimori A, Watanabe K, Yokoyama Y, 
Koshiba R, Kma K, Fujimoto K, Sato T, 
Kawai M, Kamikozuru K, Takagawa T, 
Miyazaki T, Hida N, Nakamura S.  

Clinical features of ulcerative 
colitis complicated by autoimmune 
hepatitis: a case series in Japan. 

AOCC2018. Shanghai 2018 年 6月 22日 

Hida N, Watanabe K, Miyazaki T, 
Yokoyama Y, Takagawa T, Kamikozuru K, 
Kawai M, Kita Y, Sato T, Nakamura S. 

THE INITIAL TROUGH CONCENRTATION 
AT 36 HOURS AFTER STARTING 
TACROLIMUS IS IMPORTANT FOR THE 
PERSONALIZED MEDICINE STRATEGY IN 
PATIENTS WITH ULCERATIVE COLITIS. 

DDW2018 Washington 
DC 

2018 年 6月 4日 

Kita Y, Fujimori A, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Kawai M, 
Kamikozuru K, Takagawa T, Yokoyama Y, 
Miyazaki T, Hida N, Watanabe K, 
Nakamura S.. （ 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND 
COMPLICATIONS IN HOSPITALISED 
ELDERLY PATIENTS WITH ULCERATIVE 
COLITIS IN A REAL-WORLD 
SPECIALISED HOSPITAL. 

DDW2018 Washington 
DC 

2018 年 6月 4日 

中村 志郎. これからの潰瘍性大腸炎の治療戦略. 第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

中村 志郎, 宮嵜 孝子, 樋田 信幸, 渡辺 
憲治. 

難治性潰瘍性大腸炎に対する TNF 阻害
薬の長期成績と薬剤選択. 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

渡辺 憲治, 高川 哲也, 角田 洋一, 藤森 
絢子, 小島 健太郎, 小柴 良司, 藤本 晃
士, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 
横山 陽子, 宮嵜 孝子, 樋田 信幸, 堀 和
敏, 池内 浩基, 中村 志郎. 

NUDT15 R139C C/T ヘテロ症例における
チオプリン製剤を用いた潰瘍性大腸炎
の治療成績. 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎.  潰 瘍 性 大 腸 炎 関 連 low grade 
dysplasia の進展危険因子:SCENIC 
terminology に準じた検討. 

第 60回日本消化器病関連
学会大会 

神戸 2018 年 11 月 2日 

中村 志郎, 樋田 信幸, 渡辺 憲治, 宮嵜 
孝子, 横山 陽子, 髙川 哲也, 上小鶴 孝
二, 河合 幹夫, 木田 裕子, 佐藤 寿行. 

潰瘍性大腸炎入院症例における手術適
応とタイミングに関する臨床的検討. 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 2日 

Miyazaki T, Fujimori A, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Kawai M, Kita Y, 
Kamikozuru K, Takagawa T, Yokoyama Y, 
Hida N, Watanabe K, Nakamura S.  

Clinical and endoscopic features 
of secondary loss of response 
caases in patients with Crohn’s 
disease treated with infliximab by 
top-down strategy:a case-control 
study. 

ECCO2018 Vienna 2018 年 2月 16日 

Kita Y, Fujimori A, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Yokoyama Y, 
Miyazaki T, Watanabe K, Hida N, 
Nakamura S.  

Clinical characteristics and 
complications in hospitalised 
elderly patients with ulcerative 
colitis in a real world 
specialised hospital.1 

ECCO2018 Vienna 2018 年 2月 16日 

Hida N, Watanabe K, Miyazaki T, 
Yokoyama Y, Takagawa T, Kamikozuru K, 
Kawai M, Kita Y, Sato T, Nakamura S. 

Risk factors analysis for 
progression of low-grade dysplasia 
to advanced neoplasia in patients 
with ulcerative colitis according 
to the SCENIC terminology. 

ECCO2018 Vienna 2018 年 2月 16日 

Takagawa T, Tajima Masaki, Kitani 
Atsushi,Fujimori A, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Kawai M, 
Kamikozuru K, Yokoyama Y, Kita Y, 
Miyazaki T, Hida N, Watanabe K, Hori 
K, Fuss I, Nakamura S, Strober W.  

LRRK2 Inhibitor Attenuates 
Intestinal Inflammation and 
Becomes a Therapeutic Strategy in 
Inflammatory Bowel Diseases. 

18thInternational 
Congress of Mucosal 
lmmunology 

Washington 
DC 

2017 年 7月 21日 

Sato T, Takagawa T, Kakuta Yoichi, 
Fujimori A, Koshiba R, Fujimoto K, 
Kawai M, Kamikozuru K, Yokoyama Y, 
Kita Y, Miyazaki T, Iimuro M, 
Watanabe K, Hida N, Hori K, Ikeuchi H, 
Nakamura S. 

Thiopurine-induced Leukopenia Is 
Associated with a Variant in 
NUDT15, but Not FTO and RUNX1 in 
Japanese Patients with 
Inflammatory Bowel Diseases. 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 17日 

Yokoyama Y, Fujimori A, Koshiba R, 
Fujimoto K, Sato T, Kawai M, 
Kamikozuru K, Kita Y, Miyazaki T, Hida 
N, Watanabe K, Hori K, Nakamura S.  

Efficacy of Adsorptive 
Granulocyte/Monocyte Apheresis in 
Inflammatory Bowel Disease 
Patients Experiencing Loss of 
Response to Infliximab:A Case 
Series. 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 17日 

藤本 晃士, 宮嵜 孝子, 藤森 絢子, 小柴 
良司, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 木田 裕子, 
上小鶴 孝二, 髙川 哲也, 横山 陽子, 樋
田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎. 

潰瘍性大腸炎新規小児発症例に関する
臨床的検討. 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
横山 陽子, 宮嵜 孝子, 藤本 晃士, 佐藤 
寿行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 木田 裕
子, 樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎.   

Infliximab の Top-down 治療を施行し
た小児クローン病の特徴と有効性の検
討. 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9日 

中村 志郎. 潰瘍性大腸炎診療 up to date〜当院に
おける Bio 治療円滑化の工夫も含め
て. 

第 18回日本クリニカルパ
ス学会学術集会 

大阪 2017 年 12 月 1日 

渡辺 憲治, 中村 志郎, 松井 敏幸, 上野 
文昭. 

本邦の消化器病学会 IBD 診療ガイドラ
インと厚生労働省班会議治療指針の特
徴と差異. 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

藤森 絢子, 木田 裕子, 小柴 良司, 藤本 
晃士, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝
二, 髙川 哲也, 横山 陽子, 宮嵜 孝子, 
樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎. 

インフリキシマブ投与により薬剤誘発
性ループスを併発した炎症性腸疾患の
2例. 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

楊 和典, 河合 幹夫, 藤本 晃士, 宮本 優
帆, 石井 紀子, 由利 幸久, 長谷川国大, 
高田 亮, 石井 昭生, 高嶋 智之, 坂井 良
行, 會澤 信弘, 池田 直人, 西村 貴士, 
岩田 恵典, 宮嵜 孝子, 榎本 平之, 飯島 
尋子, 中村 志郎, 西口 修平. 

腸管不全合併肝障害(IFLAD)による肝
不全死が疑われた一部検例. 

第 42回日本肝臓学会西部
会 

福岡 2017 年 12 月 1日 

中村 志郎. 炎症性腸疾患と便中カルプロテクチ
ン. 

第 64回日本臨床検査医学
会学術集会 

京都 2017 年 11 月 18日 

樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎. 潰瘍性大腸炎に伴う low grade 
dysplasia の進展に関与する危険因
子:SCENIC terminology に準じた検討. 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

河合 幹夫, 西尾 昭宏, 藤森 絢子, 小柴 
良司, 藤本 晃士, 佐藤 寿行, 木田 裕子, 
上小鶴 孝二, 髙川 哲也, 横山 陽子, 宮
嵜 孝子, 樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志
郎. 

当院における腸管ベーチェット病及び
単純性潰瘍性症例に対する生物学的製
剤の治療成績. 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

横山 陽子, 上小鶴 孝二, 長瀬 和子, 木
田 裕子, 福永 健, 渡辺 憲治, 中村 志
郎. 

潰瘍性大腸炎の内科治療における白血
球除去療法の位置づけ. 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

木田 裕子, 横山 陽子, 上小鶴 孝二, 長
瀬 和子, 中村 志郎. 

高齢潰瘍性大腸炎患者における血球成
分除去療法の特徴. 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

上小鶴 孝二, 木田 裕子, 横山 陽子, 福
永 健, 長瀬 和子, 中村 志郎. 

生物学的製剤無効難治性潰瘍性大腸炎
に対する LCA の検討. 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

藤本 晃士, 河合 幹夫, 藤森 絢子, 小柴 
良司, 佐藤 寿行, 木田 裕子, 上小鶴 孝
二, 髙川 哲也, 横山 陽子, 宮嵜 孝子, 
樋田 信幸, 渡辺 憲治, 中村 志郎. 

在宅中心静脈栄養療法中のクローン病
に IFALD(Intestinal Failure-
associated Liver Disease)を発症し
た一例. 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

湯浅 翠, 横山 陽子, 上小鶴 孝二, 長瀬 
和子, 木田 裕子, 中村 志郎. 

糖尿病合併の高齢者潰瘍性大腸炎患者
に対して GMA が著効した 1例. 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 20日 

中村 志郎. 新たな生物学的製剤時代の潰瘍性大腸
炎治療〜ゴリムマブの可能性 

第 59 回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 14日 

髙川 哲也, 佐藤 寿行, 角田 洋一, 西尾 
昭宏, 河合 幹夫, 上小鶴 孝二, 横山 陽
子, 木田 裕子, 宮嵜 孝子, 飯室 正樹, 
樋田 信幸, 堀 和敏, 池内 浩基, 中村 志
郎. 

Diplotype 分類に基づいた NUDT15 活性
レベルと炎症性腸疾患患者のチオプロ
ン誘発性白血球減少及び全脱毛の相
関. 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

佐藤 寿行, 西尾 昭宏, 河合 幹夫, 上小
鶴 孝二, 横山 陽子, 木田 裕子, 宮嵜 孝
子, 飯室 正樹, 樋田 信幸, 堀 和敏, 中
村 志郎. 

当科における潰瘍性大腸炎の病変口側
伸展症例に関する臨床的検討. 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

西尾 昭宏, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 上小
鶴 孝二, 髙川 哲也, 横山 陽子, 宮嵜 孝
子, 樋田 信幸, 堀 和敏, 中村 志郎. 

潰瘍性大腸炎患者における 5-アミノサ
リチル酸製剤不耐例の特徴. 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

上小鶴 孝二, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 木
田 裕子, 髙川 哲也, 宮嵜 孝子, 樋田 信
幸, 堀 和敏, 中村 志郎.  

術後 SBC となったクローン病に対する
在宅中心静脈栄養療法の長期経過の検
討. 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 12日 

岩田 恵典, 宮本 優帆, 石井 紀子 中野 
智景, 由利 幸久, 長谷川 国大, 高田 亮, 
楊 和典, 石井 昭生, 會澤 信弘, 西村 貴
士, 池田 直人, 西川浩樹, 榎本 平之, 飯
島 尋子, 神野 良男, 中村 志郎, 西口 修
平. 

当院におけるダブルバルーン内視鏡を
用いた胆膵内視鏡治療の成績と工夫. 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 12日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
中村 志郎. 潰瘍性大腸炎 最新の内科治療戦略〜

治療指針と兵庫医科大学の治療成績を
中心に. 

第 31回日本臨床内科医学
会 

大阪 2017 年 10 月 9日 

中村 志郎. 潰瘍性大腸炎内科診療におけるチオプ
リン製剤の意義〜チオプリン製剤の基
本と兵庫医科大学の診療成績を中心
に. 

第 45回日本臨床免疫学会
総会 

東京 2017 年 9月 29日 

髙川 哲也, 藤森 絢子, 小柴 良司, 藤本 
晃士, 佐藤 寿行, 河合 幹夫, 上小鶴 孝
二, 横山 陽子, 木田 裕子, 宮嵜 孝子, 
樋田 信幸, 渡辺 憲治, 堀 和敏, Warren 
Strober, 中村 志郎. 

炎症性腸疾患における細胞内分子標的
治療の可能性〜感受性遺伝子を標的と
した新規 LRRK2 阻害剤の検討. 

第 54回日本消化器免疫学
会総会 

東京 2017 年 9年 29日 

中村 志郎. クローン病治療の最適化〜新規治療薬
ゼンタコートの位置づけ. 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

宮嵜 孝子, 西尾 昭宏, 佐藤 寿行, 河合 
幹夫, 木田 裕子, 上小鶴 孝二, 髙川 哲
也, 横山 陽子, 樋田 信幸, 堀 和敏, 中
村 志郎.  

潰瘍性大腸炎におけるインフリキシマ
ブ二次無効時の内視鏡的再燃の特徴. 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

中村 志郎. 完全腸管安静(reset TPN)による Bio
難治例へのアプローチ. 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 21日 

宮嵜 孝子, 樋田 信幸, 中村 志郎. タクロリムス不応潰瘍性大腸炎におけ
るインフリキシマブの有用性. 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

森田 啓嗣, 柴野 貴之, 前川 講平, 服部 
益治, 竹島 泰弘, 樋田 信幸, 中村 志郎. 

リツキシマブ投与後にクローン病を発
症したと考えられた難治性ネフローゼ
症候群の 1例. 

第 120 回日本小児科学会
学術集会 

東京 2017 年 4月 14日 

Saito E, Nagahori M, Watanabe M The clinical effectiveness of 
vedolizumab in patients with 
ulcerative Colitis  

JDDW 2019 神戸国際会
議場 

2019 年 11 月 21日 

Fujii T,Kitazume Y,Takenaka k,Suzuki 
K, Motoboyahi M, Saito E, Nagahori M, 
Ohtsuka K, Watanabe M 

Simplified MR enterocolonography 
Classification of Crohn's Disease 
Based on Enteroscopic Findings. 

AOCC2018 Shanghai 2018 年 6月 22日 

Saito E, Suzuki K, Shimizu H, 
Motobayashi M, Takenaka K, Onizawa M, 
Fujii T, Nagahori M, Ohtsuka K, 
Watanabe M 

The clinical efficacy of switching 
cases between Infliximab(IFX) 
andAdalimumab(ADA) in patients 
with ulcerative colitis. 

AOCC2018 Shanghai 2018 年 6月 22日 

Ohtsuka K, Takenaka K, Suzuki K, Fujii 
T, Nagahori M, Matsuoka K, Saito E, 
Katsukura N, Fukuda M, Araki A, 
Watanabe M 

Usefulness of single-balloon 
enteroscopy: from a single center 
990 experiences. 

DDW2018 Washington 
D.C (USA) 

2018 年 6月 3日 

堀田伸勝、齋藤詠子、長堀正和、大塚和朗、
渡辺 守 

【シンポジウム１：炎症性腸疾患診療
における内視鏡の役割】潰瘍性大腸炎
における 3 つの内視鏡スコアに基づい
た再燃リスクの検討 

第 107 回 日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー（東京都
千代田区） 

2018 年 12 月 15日 

山田倫子、秋山慎太郎、堀田伸勝、福田将義、
齊藤詠子、藤井俊光、岡田英理子、大島 茂、
井津井康浩、中川美奈、岡本隆一、土屋輝一
郎、柿沼 晴、東 正新、永石宇司、中村哲
也、長堀正和、大塚和朗、朝比奈靖浩、渡辺 
守 

難治性潰瘍性大腸炎経過中に血球貪食
症候群を契機に判明した T 細胞性リン
パ腫の一例 

日本消化器病学会関東支
部第 352 回例会 

海運クラブ
（東京都千
代田区） 

2018 年 12 月 1日 

齊藤詠子、秋山慎太郎、鈴木康平、本林麻衣
子、竹中健人、清水寛路、鬼澤道夫、藤井俊
光、長堀正和、大塚和朗、渡辺 守 

クローン病における抗 TNF-α抗体二次
無効時のウステキヌマブの治療成績に
ついて 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都（京都
府京都市） 

2018 年 11 月 22日 

伊藤 晃、伊東詩織、渡部太郎、小林正典、
福田将義、齊藤詠子、藤井俊光、東 正新、
岡本隆一、土屋輝一郎、長堀正和、大塚和朗、
朝比奈靖浩、渡辺 守 

潰瘍性大腸炎の経過中に原発性硬化性
胆管炎を併発した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 351 回例会 

海運クラブ
（東京都千
代田区） 

2018 年 9月 22日 

Saito E, Matsuoka K, Fujii T, Nagahori 
M, Ohtsuka K, Watanabe M 

On the clinical course of anti-TNF
α agent in ulcerative colitis (UC) 

BD and Liver: East 
Meets West 

京都ホテル
オークラ
（京都府京
都市） 

2018 年 9月 7日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Fujii T, Nagahori 
M, Saito E, Motobayashi M, Suzuki K, 
Watanabe M 

Small bowel mucosal healing of 
Crohn’s disease treated with anti-
TNF antibodies. 

FALK シンポジウム 京都ホテル
オークラ
（京都府京
都市） 

2018 年 9月 7日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
川内結加里、秋山慎太郎、福田将義、鈴木康
平、竹中健人、鬼澤道夫、北畑冨貴子、村川
美也子、新田沙由梨、藤井俊光、岡田英理子、
中川美奈、柿沼 晴、長堀正和、大塚和朗、
渡辺 守 

回腸瘻から大量出血を来した小腸型ク
ローン病の１例 

日本消化器病学会関東支
部第 350 回例会 

海運クラブ
（東京都千
代田区） 

2018 年 7月 14日 

齋藤詠子、長堀正和、大塚和朗、渡辺 守 【ワークショップ：炎症性大腸疾患診
療における内視鏡の役割－感染症から
IBD まで】免疫不全症に伴う大腸炎の 3
例 

第 106 回 日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー（東京都
千代田区） 

2018 年 6月 16日 

Fujii  T, Kitazume Y, Takenaka K, 
Kimura M, Sito E, Matsuoka K, Nagahori 
M, Ohtsuka K, Watanabe M 

Simplified MR enteroclonography 
Classification Based on Endoscopic 
Findings for Activity Assessment of 
Crohn's Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 11 月 1日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M 

Magnetic resonance evaluation for 
small bowel endoscopic remission in 
patients with crohn’s disease. 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Fujii 
T, Matsuoka K, Kimura M, Nagahori M, 
Watanabe M 

Utility of Magnetic Resonance 
Evaluation for Small Bowel 
Endoscopic Healing in Patients with 
Crohn’s Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

竹中健人、大塚和朗、北詰良雄、鈴木康
平、木村麻衣子、藤岡友之、福田将義、藤
井俊光、齋藤詠子、松岡克善、長堀正和、
渡辺守 

クローン病評価における 小腸内視鏡
の有用性と限界 

第 55回日本小腸学会学術
集会 

メルパルク
京都 

2017 年 10 月 21日 

北澤優美、 松岡克善、 藤井俊光、 木村
麻衣子、 竹中健人、 長堀正和、 檀 直
彰、 大塚和朗、 渡辺 守 

【デジタルポスターセッション 72：大
腸（潰瘍性大腸炎）8】潰瘍性大腸炎
における便中バイオマーカーによる組
織学的治癒の評価  

JDDW2017 マリンメッ
セ福岡 

2017 年 10 月 13日 

近藤有紀、藤井 崇、日比谷秀爾、勝倉暢
洋、竹中健人、鬼澤道夫、北畑富貴子、村
川美也子、松岡克善、新田沙由梨、藤井俊
光、岡田英里子、井津井康浩、齊藤詠子、
中川美奈、柿沼   晴、長堀正和、大塚和
朗、渡辺   守（東京医科歯科大学消化器
内科）、高岡亜弓、山内慎一（東京医科歯
科大学大腸肛門外科） 

２年間持続する貧血があり、イレウス
症状を契機に診断に至った原発性小腸
癌の１例 

日本消化器病学会 関東
支部第 346 回例会 

海運クラブ 2017 年 9月 30日 

藤井俊光、秋山慎太郎、松岡克善、江花有
亮、根木真理子、竹中健人、齊藤詠子、長
堀正和、大塚和朗、磯辺光章、渡辺   守 

高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の
遺伝的背景と腸炎の表現形 

第 45回日本臨床免疫学会 京王プラザ
ホテル 

2017 年 9月 29日 

大庭真梨、村上義孝、西脇祐司、朝倉敬子、
大藤さとこ、福島若葉． 

難治性炎症性腸管障害希少疾患の有病
者数推計に関する全国疫学調査． 

第 78回日本公衆衛生学会
総会． 

高知市 2019 年 10 月 24日 

Murakami Y, Nishiwaki Y, Erika Kuwahara 
E, Oba M, Asakura K, Ofuji S, Fukushima 
W, Suzuki Y, Nakamura Y. 

Estimated prevalence of ulcerative 
colitis and Crohn’s disease in 
Japan in 2014: a nationwide survey. 

The 21st International 
Epidemiological 
Association World 
Congress of 
Epidemiology 

Saitama 2017 年 

村上義孝、西脇祐司、桑原絵里加、大庭真梨、
朝倉敬子、大藤さとこ、福島若葉、中村好一． 

潰瘍性大腸炎およびクローン病の有病
者数推計に関する全国疫学調査． 

第 76回日本公衆衛生学会
総会 

鹿児島 2017 年 

畑啓介、品川貴秀、池内浩基、福島浩平、
二見喜太郎、杉田昭、内野基、渡辺和宏、
東大二郎、小金井一隆、木村英明、荒木俊
光、水島恒和、板橋道朗、植田剛、大庭幸
治、石原聡一郎、鈴木康夫 

クローン病における腸管再手術率の検
討：多施設共同後向き研究 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

Hata K, Shinagawa T, Ishihara S Risk factors for reoperation in 
Crohn’s disease. A Retrospective 
Multicenter Study in Japan 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

Shinagawa T, Hata K, Morikawa T, 
Takiyama H, Emoto S, Murono K, Kaneko 
M, Sasaki K, Nishikawa T, Tanaka T, 
Kawai K, Fukayama M, Nozawa H 

Pine-cone and villi patterns are 
endoscopic signs suggestive of 
ulcerative colitis-associated 
colorectal cancer and dysplasia 

UEG week 2018 Vienna 2018 年 10 月 22日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
畑啓介、渡邉聡明、味岡洋一、光山慶一、
渡辺憲治、花井洋行、仲瀬裕志、国崎玲
子、松田圭二、岩切 龍一、樋田信幸、田
中信治、竹内義明、大塚和朗、村上 和
成、小林清典、岩男泰、長堀正和、飯塚文
瑛、五十嵐正広、平田一郎、工藤進英、松
本主之、上野文昭、渡辺玄、池上雅博、伊
東陽子、大庭幸治、井上永介、友次直輝、
武林亨、杉原健一、鈴木康夫、渡辺 守、
日比紀文 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌サーベイラン
スにおける狙撃生検とランダム生検の
ランダム化比較試験 

第９回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

Hata K New strategy in the surveillance 
colonoscopy for Colitic Cancer 

FALK Symposium Kyoto 2018 年 9月 7日 

品川貴秀、畑啓介、川合一茂、室野浩司、
金子学、佐々木和人、大谷研介、西川武
司、田中敏明、野澤宏彰 

Colitic cancer の形態学的特徴の解析
に基づくより良い内視鏡サーベイラン
ス法の検討 

第 73回消化器外科学会総
会 

鹿児島 2018 年 7月 12日 

岡田 聡、畑 啓介、渡邉 聡明  Colitic cancer の形態学的特徴の解析
に基づくより良い内視鏡サーベイラン
ス法の検討 

第 73回消化器外科学会総
会 

鹿児島 2018 年 7月 12日 

畑 啓介，品川貴秀，渡邉聡明 外科から見た炎症性腸疾患に対する 
抗 TNFα抗体治療薬の成績 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 21日 

Shinagawa T, Hata K, Morikawa T, 
Takiyama H, Emoto S, Murono K, Kaneko 
M, Sasaki K, Nishikawa T, Tanaka T, 
Kawai K, Fukayama M, Nozawa H 

クローン病再手術率の検討―多施設共
同研究 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 5日 

Hata K, Ishihara S, Nozawa H, Kawai K, 
Kiyomatsu T, Tanaka T, Nishikawa T, 
Otani K, Yasuda K, Murono K, Sasaki M, 
Kaneko M, Watanabe T 

Laparoscopic Surgery in IBD in 
Japan 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

Shinagawa T, Hata K, Ikeuchi H, 
Fukushima K, Sugita A, Suzuki Y, 
Watanabe T 

Time trends and risk factors for 
reoperation after initial 
intestinal surgery for Crohn’ s 
disease in Japan: A Retrospective 
Multicenter Study 

2017 American Society 
for Colorectal Surgeon 

Seattle 2017 年 6月 10日 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi H, Fukushima 
K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Ulcerative colitis associated 
colorectal cancer in Japan: A 
retrospective multicenter study 

2017 American Society 
for Colorectal Surgeon 

Seattle 2017 年 6月 10日 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi H, Fukushima 
K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Optimizing surveillance colonoscopy 
for ulcerative colitis-associated 
colorectal cancer by assessing 
surgically resected cases: a 
multicenter retrospective study 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 6日 

品川貴秀、畑啓介、岸川純子、江本成伸、室
野浩司、金子学、佐々木和人、大谷研介、西
川武司、田中敏明、清松知充、川合一茂、野
澤宏彰、渡邉聡明 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌の形態学的特
徴と最適な内視鏡サーベイランス 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

Shinagawa T, Hata K, Watanabe T The optimum surveillance and 
endoscopic clues for ulcerative 
colitis associated colorectal 
cancer 

JDDW 2017 福岡 2017 年 10 月 14日 

Sands BE, Abreu MT, Leong RW, Marano 
C4, O’Brien CD, Zhang H, Zhou Y, 
Johanns J, Rowbotham D, Hisamatsu T, 
Arasaradnam RP, Ellen Scherl E, Danese 
D, Peyrin-Biroulet L. 

Efficacy and safety of long-term 
treatment with ustekinumab in 
moderate-severe ulcerative colitis 
patients with delayed response to 
ustekinumab induction: Results 
from the UNIFI 2-year long-term 
extension. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, Zhou 
Y, Peyrin-Biroulet L, Scherl E, Leong 
RW, Rowbotham DS, Arasaradnam RP, 
Hisamatsu T, Abreu MT, Danese S, 
Marano C.  

Efficacy of Ustekinumab for 
Ulcerative Colitis in Biologic 
Naïve, Biologic Non-failure, and 
Biologic Failure Populations 
Through 2 Years: UNIFI Long-term 
Extension. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T; CEAS study group. 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Miyoshi J, Saito D, Nakamura M, Miura 
M, Mitsui T, Kudo T, Murakami S, 
Matsuura M, Hisamatsu T.  

The impact of elemental diet on 
the human gut microbial structure 
and intestinal metabolites. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Kobayashi T, Motoya S, Nakamura S, 
Yamamoto T, Nagahori M, Tanaka S, 
Hisamatsu T, Hirai F, Nakase H, 
Watanabe K, Matsumoto T, Tanaka M, Abe 
T, Suzuki Y, Watanabe M, and Hibi T, 
on behalf of HAYABUSA Study Group.  

The first prospective, 
mucticentre, randomised controlled 
trial on discontinuation of 
infliximab in ulcerative colitis; 
endoscopic normalisation does not 
guarantee successful 
discontinuation. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Hongyan Zhang H, Johanns 
J, Zhou Y, Tikhonov I, Peyrin-Biroulet 
L, van Assche G, Danese S, Targan S, 
Abreu MT, Hisamatsu T, Scherl E, Leong 
RW, Rowbotham DS, Arasaradnam RP, and 
Marano C. 

Efficacy and Safety of Ustekinumab 
for Ulcerative Colitis Through 2 
Years: UNIFI Long-term Extension 
 

UEGW 2019 Barcelona 2019年10月19-23日 

Omoniyi J Adedokun, Zhenhua Xu, 
Colleen Marano, Chris O’Brien, 
Philippe Szapary, Hongyan Zhang, Jewel 
Johanns, Rupert Leong, Tadakazu 
Hisamatsu, Gert van Assche, Silvio 
Danese, Maria T. Abreu, Bruce E. 
Sands, William J. Sandborn. P 

Pharmacokinetics and Exposure-
Response Relationships of 
Ustekinumab in Patients with 
Ulcerative Colitis: Results from 
the UNIFI Induction and 
Maintenance Studies. 

UEGW 2019 Barcelona 2019年10月19-23日 

Omoniyi J Adedokun, Zhenhua Xu, 
Colleen Marano, Chris O’Brien, 
Philippe Szapary, Hongyan Zhang, Jewel 
Johanns, Rupert Leong, Tadakazu 
Hisamatsu, Gert van Assche, Silvio 
Danese, Maria T. Abreu, Bruce E. 
Sands, William J. Sandborn. 

Pharmacokinetics and Exposure-
Response Relationships of 
Ustekinumab in Patients with 
Ulcerative Colitis: Results from 
the UNIFI Induction and 
Maintenance Studies. 

ACG 2019 San Antonio 2019年10月25-30日 

Hisamatsu T, Kato S, Kunisaki R, 
Matsuura M, Nagahori M, Motoya S, 
Esaki M, Fukata M, Inoue S, Sugaya T, 
Sakuraba H, Hirai F, Watanabe K, Kanai 
T, Naganuma M, Nakase H, Suzuki Y, 
Watanabe M, Hibi T, Nojima M, 
Matsumoto T, DIAMOND2 Study Group.  

Withdrawal of thiopurines in 
Crohn’s disease treated with 
scheduled adalimumab maintenance: 
a prospective randomised clinical 
trial (DIAMOND2)  
 

Falk Symposium 215 St 
Petersburg 

2019 年 7月 5-6 日 

Hisamatsu T From Asia to Worldwide - Education 
for IBD 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 

Hisamatsu T What Clinician Should Know about 
the Animal Model Results? 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 

Sakuraba A, Hisamatsu T, Nemoto N, 
Ozaki R, Sato T, okunaga S, Kikuchi O, 
Minowa S, Ikezaki O, Miura M, Saito D, 
Hayashida H, Mori H, Yoneyama M, 
Ohnishi H.  

The ability to differentiate 
mucosal healing using fecal 
biomarkers is affected by the 
extension of inflammation in 
ulcerative colitis. 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 

Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, 
Peyrin-Biroulet L, Van Assche GA, 
Danes S, Targan SR, Abreu MT, 
Hisamatsu T, Szapary P, Marano CW. 

EFFICACY AND SAFETY OF USTEKINUMAB 
AS MAINTENANCE THERAPY IN 
ULCERATIVE COLITIS: WEEK 44 
RESULTS FROM UNIFI. 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Adedokun OJ, Xu Z, Marano CW, O7Brien 
CD, Szapary P, Zhang H, Johanns J, 
Leong RW, Hisamatsu T, Van Assche GA, 
Danes S, Abreu MT, Sands BE, Sandborn 
WJ.  

PHARMACOKNETICS AND EXPOSURE-
RESPONSE RELATIONSHIP OF 
INTRAVENOUSLY ADMINISTERED 
USTEKINUMAB DURING INDUCTION 
TREATMENT WITH ULCERSTIVE COLITIS: 
RESULTS FROM THE UNIFI INDUCTION 
STUDY 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Hisamatsu T, Kato S, Kunisaki R, 
Matsuura M, Nagahori M, Motoya S, 
Esaki M, Fukata M, Inoue S, Sugaya T, 
Sakuraba H, Hirai F, Watanabe K, Kanai 
T, Naganuma M, Nakase H, Suzuki Y, 
Watanabe M, Hibi T, Nojima M, 
Matsumoto T, DIAMOND2 Study Group.  

Withdrawal of thiopurines in 
Crohn’s disease treated with 
scheduled adalimumab maintenance: 
a prospective randomised clinical 
trial (DIAMOND2) 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Van Assche GA, Targan SR, Baker T, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, 
Szapary P, Marano CW, Leong RW, 
Rowbotham D, Hisamatsu T, Danes S, 
Sands BE Peyrin-Biroulet L. 

SUSTAINED REMISSION IN PATIENTS 
WITH MODERATE TO SEVERE ULCERATIVE 
COLITIS: RESULTS FROM THE PHASE 3 
UNIFI MAINTENANCE STUDY 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Morikubo H, Ozaki R, Okabayshi S, 
Kiyohara H, Matsubayashi M, Sagami S, 
Nakano M, Ikezaki O, Hisamatsu T, Hibi 
T, Kobayashi T.  

DOES SWITHCHING BETWEEN 5-
AMINOSALICYLATES AFFECT THIOPURINE 
METABOLISM AND CLINICAL OUTOCOMES 
IN PATIENT WITH ULCERATIVE 
COLITIS? 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Sujino T, Kiyohara H, Teratani T, 
Miyamoto K, Arai M, Nomura E, Harada 
Y, Aoki R, Koda Y, Mikami Y, Mizuno S, 
Naganuma M, Hisamatsu T, Kanai T. 

TLR7 AGONIST INDUCED DERMATIS 
EXACEEBATED COLITIS VIA ALTERING 
HOST IMMUNE CELLS AND GUT 
MICROBIOTA. 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

林田真理，三好 潤，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，齋藤大祐，桜庭彰
人，松浦 稔，久松理一 

ベーチェット病患者における小腸用カ
プセル内視鏡を用いた小腸病変の検討 
 

第 13回日本カプセル内視
鏡学会 
 

ホテル日航
姫路 

2020 年 2月 9日 

三好 潤，斎藤大祐，三浦みき，三井達
也，村上慎之介，工藤 徹，久松理一 
 

成分栄養剤の摂取による腸内細菌叢の
変化－健常人における非炎症下での腸
管 microbiome および代謝物の検討 

第 16回日本消化管学会 
 

ホテル日航
姫路&姫路キ
ヤッスルグ
ランヴィリ
オホテル 

2020 年 2月 7-8 日 

久松理一 
 

腸管ベーチェット病の診断と治療 第 16回日本消化管学会 
 

ホテル日航
姫路&姫路キ
ヤッスルグ
ランヴィリ
オホテル 

2020 年 2月 7-8 日 

斎藤大祐，松浦 稔，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，三好 潤，久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討 
 

第 47回日本潰瘍学会 ヒルトン小
田原リゾー
ト＆スパ 

2020 年 1月 16-17 日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する分子標的治療の
進歩 

第 47回日本潰瘍学会 ヒルトン小
田原リゾー
ト＆スパ 

2020 年 1月 16-17 日 

久松理一 
 

CD に対する Ustekinumab のエビデンス
と今後の課題 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス福岡 2019 年 11 月 29日 

斎藤大祐，松浦 稔，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，三好 潤，久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス福岡 2019 年 11 月 29日 

徳永創太郎，斎藤大祐，三浦みき，尾崎 
良，菊地翁輝，箕輪慎太郎，三井達也，櫻
庭彰人，林田真理，三好 潤，松浦 稔，
久松理一 

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の予後予測
因子に関する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス福岡 2019 年 11 月 29日 

三好 潤，斎藤大祐，三浦みき，三井達
也，村上慎之介，工藤 徹，久松理一 

成分経腸栄養剤の摂取による腸内細菌
の変化–健常人におけるパイロット検
討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス福岡 2019 年 11 月 29日 

久松理一，青山伸郎，Shu-Chen Wei，
Wangang Xie，佐藤真弘，浅部伸一，Wen 
Zhou，谷田諭志 

中等症〜重症の活動性潰瘍性大腸炎ア
ジア人患者でのウパダシチニブの有効
性・安全性：第 2b相導入療法試験 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス福岡 2019 年 11 月 29日 

久松理一 
 

潰瘍性大腸炎の国内外の診療ガイドラ
イン 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019年11月21-24日 

斎藤大祐，三浦みき，久松理一 
 

潰瘍性大腸炎における 5-ASA 不耐症例
に対する 5-ASA ローテーションの有効
性の検討 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019年11月21-24日 

徳永創太郎，斎藤大祐，久松理一 
 

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の転帰に関
する予後因子の検討 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019年11月21-24日 

林田真理，三好 潤，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，齋藤大祐，櫻庭彰
人，松浦 稔，久松理一 

ベーチェット病の小腸病変に対するカ
プセル内視鏡検査と便中カルプロテク
チン測定の有用性 
 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル
大阪 

2019 年 11 月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
齋藤大祐，松浦 稔，尾崎 良，菊地翁
輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，
三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好 
潤，仲瀬裕志，久松理一 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎の
臨床的特徴に関する検討 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル
大阪 

2019 年 11 月 9日 

久松理一 
 

難治性小腸疾患の診断と治療（基調講
演） 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル
大阪 

2019 年 11 月 9日 

齋藤大祐，松浦 稔，尾崎 良，菊地翁
輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，
三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好 
潤，仲瀬裕志，久松理一 

MEFV 遺伝子解析を実施した IBD 
unclassified の検討 
 

第 37回日本大腸検査学会
総会 
 

JA 共催ビル 
カンファレ
ンスホール 

2019 年 11 月 1-2 日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する分子標的治療の
進歩（教育講演） 

第 37回日本ヒト細胞学会
学術集会 

杏林大学井
の頭キャン
パス 

2019 年 10 月 19日 

三好 潤，Leone Vanessa，三好佐和子，
Lee Sonny，Eren A. Murat，久松理一，
Chang Eugene 

周産期母体への抗生剤曝露により子に
生じる腸管 dysbiosis，免疫発達異
常，炎症性腸疾患リスクの上昇 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 
 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

齋藤大祐，日比則孝，尾崎 良，菊地翁
輝，佐藤太龍，德永創太郎，箕輪慎太郎，
池崎 修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰
人，林田真理，仲瀬裕志，久松理一 

コルヒチンが有効な MEFV 遺伝子関連
腸炎が IBDU に紛れている 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 
 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

久松理一 
 

潰瘍性大腸炎のモニタリングとバイオ
マーカー 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

德永創太郎，齋藤大祐，三浦みき，尾崎 
良，菊地翁輝，箕輪慎太郎，三井達也，櫻
庭彰人，林田真理，三好 潤，松浦 稔，
久松理一  

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の転帰に関
する予後予測因子の解析 
 

第 22回日本高齢消化器病
学会総会 
 

神戸ポート
ピアホテル 
 

2019 年 8月 2-3 日 

Tadakazu Hisamatsu, Bruce E. Sands, 
Colleen Marano 
 

Efficacy and Safety of Ustekinumab 
as Maintenance Therapy in 
Ulcerative Colitis: Week 44 
Results from UNIFI 

第 105 回日本消化器病学
会総会 
 

石川県立音
楽堂 

2019 年 5月 9日 

根本展希，櫻庭彰人，池崎 修，三井達
也，三浦みき，斎藤大祐，林田真理，久松
理一 

病変範囲を考慮した潰瘍性大腸炎にお
ける便中バイオマーカーの特性につい
ての検討 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

ホテル日航
金沢 

2019 年 5月 11日 

久松理一，鈴木康夫，栗本沙理奈，日比紀
文 
 

クローン病を対象としたアダリムマブ
長期使用での安全性と有効性の検討：
特定使用成績調査（DEEP survey） 

第 105 回日本消化器病学
会総会 
 

ホテル金沢 2019 年 5月 10日 

久松理一 
 

IBD における便バイオマーカーの展望
と課題 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

ホテル日航
金沢 

2019 年 5月 9日 

Sandborn WJ, Sands BE, Panaccione R, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, 
Peyrin-Biroulet L, Van Assche G, 
Danese S, Targan SR, Abreu MT, 
Hisamatsu T, Szapary TP, Marano C.  

Efficacy and safety of ustekinumab 
as maintenance therapy in 
ulcerative colitis: Week 44 
results from UNIFI (Oral 
Presentation). 

14th Congress of ECCO, Copenhagen. 2019 年 3月 6-9 日 

Hisamatsu T, Kato S, Kunisaki R, 
Matsuura M, Nagahori M, Motoya S, 
Esaki M, Fukata M, Inoue S, Sugaya T, 
Sakuraba H, Hirai F, Watanabe K, Kanai 
T, Naganuma M, Nakase H, Suzuki Y, 
Watanabe M, Hibi T, Nojima M, 
Matsumoto T, DIAMOND2 Study Group.  

Withdrawal of thiopurines in 
Crohn’s disease treated with 
scheduled adalimumab maintenance: 
a prospective randomised clinical 
trial (DIAMOND2) (Digital Oral 
Presentation). 

14th Congress of ECCO, Copenhagen. 2019 年 3月 6-9 日 

Van Assche G, Targan SR, Baker T, O’
Brien CD, Zhang H, Johanns J, Szapary 
P, Marano C, Leong RW, Rowbotham D, 
Hisamatsu T, Danese S, Sands BE, 
Peyrin-Biroulet L.  

Sustained remission in patients 
with moderate to severe ulcerative 
colitis: Results from the Phase 3 
UNIFI maintenance study. (Digital 
Oral Presentation). 

14th Congress of ECCO, Copenhagen. 2019 年 3月 6-9 日 

Nemoto N, Sakuraba A, Ozaki R, Sato T, 
Tokunaga S, Kikuchi O, Minowa S, 
Ikezaki O, Mitsui T, Miura M, Saito D, 
Hayashida M, Yoneyama M, Mori H, 
Ohnishi H, Hisamatsu T.  

Value of faecal biomarkers are 
affected by extension of infl
ammation in ulcerative colitis 
(Poster Presentation). 

14th Congress of ECCO, Copenhagen. 2019 年 3月 6-9 日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Adedokun OJ, Xu Z, Marano C, O'Brien 
CD, Szapary P, Zhang H, Johanns J, 
Leong RW, Hisamatsu T, Van Assche G, 
Danese S, Abreu MT, Sands BE, Sandborn 
WJ.  

Pharmacokinetics and exposure–
response relationships of 
intravenously administered 
ustekinumab during induction 
treatment in patients with 
ulcerative colitis: Results from 
the UNIFI induction study (Poster 
Presentation). 

14th Congress of ECCO, Copenhagen. 2019 年 3月 6-9 日 

Lichtenstein G.R., Tinsley A., Roblin 
X., Hisamatsu T., Vong C., Tsuchiwata 
S., Tsilkos K., Zhang H., Mukherjee 
A., Su C.7, Rubin D.T.  

BASELINE ALBUMIN LEVEL IS NOT A 
SIGNIFICANT PREDICTOR OF 
TOFACITINIB EFFICACY IN PATIENTS 
WITH ULCERATIVE COLITIS: RESULTS 
OF MULTIVARIATE EXPOSURE-RESPONSE 
ANALYSIS 

ACG 2018 Philadelphi
a, 

Pennsylvani
a 

2018 年 10 月 5-10 日 

Sands, BE, M.D., Sandborn WJ, M.D., 
Panaccione R, M.D., O’Brien CD, M.D., 
Ph.D., Zhang H., Ph.D., Johanns J, 
Ph.D., Peyrin-Biroulet L., M.D., 
Ph.D., van Assche G, M.D., Ph.D., 
Danese S., M.D., Ph.D., Targan S., 
M.D., Abreu MT., M.D., Hisamatsu T, 
M.D., Ph.D., Szapary P., M.D., Marano 
C., Ph.D.  

Safety and Efficacy of Ustekinumab 
Induction Therapy in Patients with 
Moderate to Severe Ulcerative 
Colitis: Results from the Phase 3 
UNIFI Study. 

ACG 2018 Philadelphi
a, 

Pennsylvani
a 

2018 年 10 月 5-10 日 

Sands B.E., Sandborn W.J., Panaccione 
R., O'Brien C., Zhang H., Johanns J., 
Peyrin-Biroulet L., van Assche G., 
Danese S., Targan S., Abreu M.T., 
Hisamatsu T., Szapary P., Marano C.W.  

SAFETY AND EFFICACY OF USTEKINUMAB 
INDUCTION THERAPY IN PATIENTS WITH 
MODERATE TO SEVERE ULCERATIVE 
COLITIS: RESULTS FROM THE PHASE 3 
UNIFI STUDY 

UEG Week 2018 Vienna, 
Austria. 

2018年10月20-24日 

Lichtenstein G.R., Tinsley A., Roblin 
X., Hisamatsu T., Vong C., Tsuchiwata 
S., Tsilkos K., Zhang H., Mukherjee 
A., Su C.7, Rubin D.T.  

BASELINE ALBUMIN LEVEL IS NOT A 
SIGNIFICANT PREDICTOR OF 
TOFACITINIB EFFICACY IN PATIENTS 
WITH ULCERATIVE COLITIS: RESULTS 
OF MULTIVARIATE EXPOSURE-RESPONSE 
ANALYSIS 

UEG Week 2018 Vienna, 
Austria. 

2018年10月20-24日 

Miura M, Saito D, Ozaki R, Kikuchi O, 
Sato T, Tokunaga S, Minowa S, Ikezaki 
O, Mitsui T, Sakuraba A, Hayashida M, 
Hisamatsu T.  

Predictive factors of clinical 
remission by infliximab in 
ulcerative colitis. 

The 6th Annual meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai, 
China 

2018 年 6月 21-23 日 

Tokunaga S, Saito D, Kikuchi O, Sato 
T, Minowa S, Ikezaki O, Mitsui T, 
Miura M, Sakuraba A, Hayashida M, 
Hisamatsu T.  

Risk factors for surgery in 
patients with ulcerative colitis. 

The 6th Annual meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai, 
China 

2018 年 6月 21-23 日 

Hisamatsu T, Matsumoto T, Watanabe K, 
Nakase H, Motoya S, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Esaki M, 
Nagahori M, Matsui T, Naito Y, Kanai 
T, Suzuki Y, Nojima N, Watanabe M, 
Hibi T, DIAMOND study group.  

CLINICAL FACTORS ASSOCIATED WITH 
DISCONTINUATION OF COMBO OR 
MONOTHERAPY FOR CROHN’S DISEASE: 
A SUB-ANALYSIS OF A PROSPECTIVE 
RADOMIZED CLINICAL TRIAL (DIAMOND 
STUDY) 

Digestive Disease Week Washington 
DC. 

2018 年 6月 2-5 日 

Hisamatsu T, Sands BE, Sandborn WJ, 
Panaccione R, O’Brien CD, Zhang H, 
Johanns J, Peyrin-Biroulet L, van 
Assche G, Silvio Danese S, Targan S, 
Abreu MT, Szapary P, Colleen Marano C. 

Safety and Efficacy of Ustekinumab 
Induction Therapy in Patients with 
Moderate to Severe Ulcerative 
Colitis: Results from the Phase 3 
UNIFI Study 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 

櫻庭彰人，根本展希，尾﨑良，佐藤太龍，
徳永創太郎，菊地翁輝，箕輪慎太郎，池崎
修，三井達也，三浦みき，齋藤大祐，林田
真理，米山正芳，大西宏明，森秀明，久松
理一 

潰瘍性大腸炎における便中バイオマー
カーの罹患範囲を考慮した臨床活用に
ついて 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 

菊地翁輝，斎藤大祐，日比則孝，尾崎 
良，佐藤太龍，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
池崎 修，三井達也，三浦みき，佐藤洋
平，櫻庭彰人，林田真理，大山 学，久松
理一 

線状 IgA 水疱性皮膚症を合併した潰瘍
性大腸炎の 1例 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 

森久保 拓，小林 拓，尾崎 良，清原裕
貴，渕上綾子，松林真央，左上晋太郎，中
野 雅，久松理一，日比紀文 

潰瘍性大腸炎における 5-ASA 製剤とチ
オプリン製剤の相互作用に関する研究 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
梅野淳嗣，冬野雄太，松野雄一，鳥巣剛
弘，江崎幹宏、梁井俊一，大宮直木，久松
理一，渡辺憲治，細江直樹、緒方晴彦，平
井郁仁，松井敏幸，八尾恒良，北園孝成，
松本主之，CEAS study group 

非特異性多発性小腸潰瘍症の臨床徴候
についてー全国調査報告— 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 

三浦みき，斎藤大祐，森久保 拓，菊池翁
輝，佐藤太龍，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
池崎 修，三井達也，櫻庭彰人，林田真
理，久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Infliximab に
おける臨床的寛解の予測因子の検討 

JDDW 2018 神戸国際会
議場 

2018 年 11 月 1-4 日 

徳永創太郎，斎藤大祐，三浦みき，森久保 
拓，菊池翁輝，佐藤太龍，箕輪慎太郎，池
崎 修，三井達也，櫻庭彰人，林田真理，
久松理一 

入院潰瘍性大腸炎患者における外科手
術墓危険因子の検討 

JDDW 2018 神戸国際会
議場 

2018 年 11 月 1-4 日 

關 里和，林田真理，箕輪慎太郎，池崎 
修，三井達也，三浦みき，斎藤大祐，田中 
弦，櫻庭彰人，木村 徹，櫻井裕之，久松
理一 

CEAS における変異 SLCO2A1 トランス
ポーターの機能解析 

第 56回日本小腸学会 東京ガーデ
ンパレス 

2018 年 10 月 27日 

久松理一 教育講演 3 炎症性腸疾患治療の新し
い時代 

第 12回日本消化管学会教
育集会 

東京国際フ
ォーラム 

2018 年 9月 9日 

德永創太郎，齋藤大祐，三浦みき，尾崎
良，菊地翁輝，佐藤太龍，箕輪慎太郎，池
崎修，三井達也，櫻庭彰人，林田真理，正
木忠彦，久松理一 

潰瘍性大腸炎における外科手術の危険
因子の検討-高齢者は危険因子となり
うるか 

第 21回日本高齢消化器病
学会 

ホテルグラ
ンデはがく
れ佐賀 

2018 年 8月 3-4 日 

斎藤大祐，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，久松理一 

MEFV 遺伝子解析を実施した IBD 
unclassified の検討‐内視鏡所見を中
心に 

第 106 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー 

2018 年 6月 16-17 日 

Hisamatsu T. AOCC Forum II 
What are the predicting factors 
for poor outcomes in IBD in Asia? 

The 5th Abbual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

ソウル 2017 年 6月 17日 

Saito D. Sato T, Minowa S, Ikezaki O, 
Mitsui T, Miura M, Sakuraba A, 
Hayashida M, Tokunaga K, Mori H, 
Hismatsu T. 

Evaluation of usefulnesss of Drug-
induced Lympmphocyte Stimulation 
Test (DLST) for the diagnosis of 
mesalazine allergy 

The 5th Abbual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

ソウル 2017 年 6月 17日 

Nakase N, Motoya S, Matsumoto T, 
Watanabe W, Hisamatsu T, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Esaki M, 
Nagahori M, Matsui T, Naito Y, Kanai 
T, Suzuki Y, Nojima M, Watanabe M, 
Hibi T.  

ASSOCIATION BETWEEN 
PHARMACOKINETICS OF ADALIMUMAB AND 
DISEASE OUTCOME IN JAPANESE 
PATIENTS WITH BIOLOGICS NAIVE 
CROHN'S DISEASE: A SUBANALYSIS OF 
DIAMOND STUDY 

Digestive Disease Week 
2017 

シカゴ 2017 年 5月 6‐9日 

Watanabe K, Matsumoto T, Motoya S, 
Hisamatsu T, Nakase H, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Nagahori 
M, Esaki M, Matsui T, Naito Y, Kanai 
T, Suzuki Y, Nojima M, Watanabe M, 
Hibi T. 

COMPARISON OF ENDOSCOPIC RESPONSES 
TO ADALIMUMAB MONOTHERAPY AND 
COMBINATION THERAPY WITH 
AZATHIOPRINE IN PATIENTS WITH 
CROHN'S DISEASE: A SUB-ANALYSIS OF 
DIAMOND TRIAL  

Digestive Disease Week 
2017 

シカゴ 2017 年 5月 6‐9日 

三浦みき，齋藤大祐，森久保 拓，菊地翁
輝，佐藤太龍，德永創太郎，箕輪慎太郎，
池崎 修，三井達也，櫻庭彰人，林田真
理，松岡弘芳，森 秀明，正木忠彦，久松
理一 

当院の入院潰瘍性大腸炎患者治療にお
ける内科と外科の連携 
 

第 14回日本消化管学会総
会 

京王プラザ
ホテル 

2018 年 2月 9-10 日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患治療における新たに登場
する分子標的治療薬 ～mode of 
action からみた抗 TNFa 抗体製剤との
相違点～（教育講演） 

第 204 回日本消化器病学
会東北支部例会 第 160 回
日本消化器内視鏡学会東
北支部例会 

仙台国際セ
ンター 

2018 年 2月 2日 

森久保 拓，三浦みき，齋藤大祐，佐藤太
龍，徳永創太郎，箕輪慎太郎，池崎 修，
三井達也，櫻庭彰人，林田真理，松岡弘
芳，正木忠彦，久松理一 

潰瘍性大腸炎患者治療における内科外
科の連携－当院入院患者の成績から－ 
 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

TKP ガーデン
シティ品川 

2017 年 12 月 1日 

久松理一 
 

腸管ベーチェットと単純性潰瘍 
 

第 45回日本潰瘍学会 
 

ハイアット
リージェン
シー京都 

2017年11月20-21日 

久松理一 
 

IBD の新規治療薬オーバービュー 
 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡国際会
議場 

2017年11月10-11日 

齋藤大祐，佐藤太龍，箕輪慎太郎，池崎 
修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田
真理，徳永健吾，森 秀明，久松理一 

潰瘍性大腸炎におけるメサラジン製剤
に対する薬剤リンパ球刺激試験の有用
性の評価 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡国際会
議場 

2017年11月10-11日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
林田真理，三浦みき，徳永創太郎, 佐藤太
龍，箕輪慎太郎，池崎 修，三井達也，齋
藤大祐，櫻庭彰人，正木忠彦，久松理一 

当院におけるクローン病に対する外科
治療適応症例についてのマネージメン
トについて 

第 55回日本小腸学会学術
集会 
 

京都メルパ
ルク 

2017 年 10 月 21日 

久松理一 
 

患者目線で考える潰瘍性大腸炎の実臨
床 
医師と患者の認識の乖離 
Discrepancy of physician-patient 
recognition in IBD 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 14日 

久松理一 
 

 ―日本発の DIAMOND スタディから見
えたもの― 
What has been seen from analysis 
of the reason for withdrawal 
- Physician’s concerns and the 
risk factor of withdrawal -
(DIAMOND study sub-analysis) 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 13日 

齋藤大祐，佐藤太龍，箕輪慎太郎，池崎 
修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田
真理，徳永健吾，森 秀明，久松理一  

潰瘍性大腸炎におけるメサラジン製剤
に対する薬剤リンパ球刺激試験の有用
性の評価 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 13日 

三浦みき，齋藤大祐，佐藤太龍，箕輪慎太
郎，池崎 修，三井達也，櫻庭彰人，林田
真理，徳永健吾，森 秀明，久松理一  

当院における潰瘍性大腸炎に対する抗
TNF-抗体製剤の治療成績 
 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 13日 

鈴木康夫，渡辺 守，松井敏幸，本谷 
聡，久松理一，湯浅博俊，田平淳一，五十
嵐直樹，新井洋子，日比紀文 

活動期潰瘍性大腸炎患者におけるトフ
ァシチニブ寛解維持試験（国際共同 P3
臨床試験）の日本人部分集団解析 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 13日 

尾崎良，小林拓，齋藤詠子，豊永貴彦，岡
林慎二，梅田智子，中野雅，松岡健太郎，
森永正二郎，久松理一，日比紀文 

潰瘍性大腸炎における組織学的再燃リ
スク因子の探索     
 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 13日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する Linked Color 
Imaging の有用性 

JDDW 2017 
 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 12日 

久松理一 
 

IBD 治療の up to date 第 346 回 日本消化器病
学会関東支部例会 

海運クラブ 2017 年 9月 30日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患と脊椎関節炎 
 

第 27回日本脊椎関節炎学
会 学術集会 
 

高知市文化
プラザかる
ぽーと 

2017 年 9月 9日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する分子標的治療の
進歩 
 

第 38回日本炎症・再生医
学会 
 

大阪国際会
議場 

2017 年 7月 18-19 日 

久松理一 
 

 炎症性腸疾患治療の現在と今後の展
望（教育講演） 
 

日本消化器病学会関東支
部 第 30回教育講演会 

 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー 

2017 年 6月 25日 
 

尾崎良，小林拓，齋藤詠子，豊永貴彦，岡
林慎二，梅田智子，中野雅，松岡健太郎，
森永正二郎，久松理一，日比紀文 

潰瘍性大腸炎における大腸内視鏡下生
検組織による臨床的再燃予測 
 

第 93回日本消化器内視鏡
学会 
 

大阪国際会
議場 

2017年5月11－13日 

久松理一 
 

クローン病治療の新時代 
 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 20−22日 

Bruce E.Sands, William J. Sandborn, 
Laurent Peyrin-Biroulet, Peter DR 
Higgins, Fumihito Hirai, Vipul 
Jaireth, Ruth Belin, Yan Dong, Elisa 
Gomez Valderas, Debra Miller, MaryAnn 
Morgan-Cox, April N. Naegeli, Paul 
Pollack, Jay Tuttle, Toshifumi Hibi. 

Impact of Mirikizumab Treatment on 
Inflammatory Bowel Disease 
Questionnaire Scores in Patients 
With Moderate to Severely Active 
Crohn's Disease. 

27th United European 
Gastroenterology 
Week(UEGW) 

バルセロナ 2019年10月19-23日 

Takeda T, Hirai F, Takatsu N, Kishi M, 
Beppu T, Yao K, Ueki T 

Long-term outcomes of endoscopic 
ballon dilation for small-bowl 
strictures using double balloon 
enteroscopy in patients with 
Crohn's disease 

14th Congress of 
European Crohns and 
Colitis Organisation 
(ECCO) 

コペンハー
ゲン 

2019年3月6日-9日 

阿部光市、今給黎宗、松岡弘樹、向坂秀
人、松岡 賢、萱嶋善行、久能宣昭、石橋
英樹、船越禎広、竹田津英稔、平井郁仁 

迅速に行った小腸カプセル内視鏡検査
が診断に有用であった小腸動静脈奇形
の一例 

第 13回日本カプセル内視
鏡学会総会 

姫路 2020 年 2月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
平井郁仁、Bruce E Sands、William J. 
Sandborn、Laurent Peyrin-Biroulet、
Peter DR Higgins、中條 航、里井洋一、
Ruth Belin、Elisa Gomez Valderas、
Debra Miller、MaryAnn Morgan-Cox、
April Naegeli、Paul Pollack、Jay 
Tuttle、渡辺 守、日比紀文 

Mirikizumab(抗 IL23p19 抗体製剤)の
日本人を含むクローン病(CD)患者での
第Ⅱ相試験の 12週の有効性及び安全
性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 
 

平井郁仁、宇田晃仁、田中圭祐 大規模診療データ解析からみた本邦の
クローン病治療及び診断の実態 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019） 

神戸 
 
2019年11月21-24日 

今給黎 宗、松岡弘樹、向坂秀人、松岡 
賢、萱嶋善行、久能宣昭、阿部光市、船越
禎広、石橋英樹、竹田津英稔、平井郁仁 

回腸末端に高度の潰瘍性病変を認めた
IgA 血管炎の一例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

久能宣昭、今給黎 宗、松岡弘樹、向坂秀
人、松岡 賢、萱嶋善行、阿部光市、船越
禎広、石橋英樹、竹田津英稔、平井郁仁 

直腸尿道瘻を伴うクローン病に対しウ
ステキヌマブを投与し、外科的治療が
回避できた１例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019年11月8-9日 

柴田 衛、久能宣昭、阿部光市、北口恭
規、松岡弘樹、今給黎 宗、向坂秀人、松
岡 賢、萱嶋善行、船越禎広、石橋英樹、
竹田津英稔、平井郁仁 

典型的な全身症状を欠き、診断に難渋
したループス腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019年11月8-9日 

Kishi M, Hirai F, Yano Y,  Takatsu N, 
Takada Y, Takeda T, Yao K, Ueki T 

A Prospective Study to Assess the 
Effectiveness of Tacrolimus 
Therapy in Ulcerative Colitis 

6th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

上海 2018年6月21-23日 

Fukushima Y, Kishi M, Yano Y, Hirai F, 
Ueki T 

Use of ustekinumab in pstients 
with refractory Crohn's disease at 
our hospital 

6th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

上海 2018年6月21-23日 

髙田康道、平井郁仁、武田輝之、別府剛
志、岸 昌廣、矢野 豊、八尾建史、植木
敏晴 

当院における難治性クローン病に対す
る Ustekinumab の使用経験 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW2018） 

神戸 
 
2018年11月1-4日 

Takada Y,Yasukawa S, Beppu T, Kishi M, 
Yano Y, Hirai F 

Therapeutic efficacy and 
predictors of efficacy of 
infliximab  
in the treatment of refractory 
ulcerative colitis 

5th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

ソウル 2017 年 6月 15日 

Yasukawa S, Yano Y,Takada Y, Kishi M, 
Beppu T, Hisabe T, Takaki Y, Hirai F, 
Yao K, Ueki T, Matsui T 

Clinical outcome and predictive 
factors influencing the efficacy 
of biological agents for 
inrtestinal Beçet disease 

5th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

ソウル 2017 年 6月 15日 

Yano Y, Takada Y, Yasukawa S, Beppu T, 
Hirai F, Yao K, Ueki T, Matsui 
T,Hirano Y, Higashi D, Futami K, 
Tanabe H, Iwashita A 

Clinical features of colorectal 
cancer associated with Crohn's 
disease 

5th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

ソウル 2017 年 6月 15日 

Beppu T, Yasukawa S, Yamasaki K, Yano 
Y, Hirai F, Yao K, Ueki T, Matsui T, 
Hirano Y, Higashi D, Futami K, Chuman 
K, Tanabe H, Iwashita A 

Clinical and pathological features 
of 4 cases of small intesting 
cancer occurring in association 
with Crohn's disease 

5th Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 
(AOCC) 

ソウル 2017 年 6月 15日 

平井郁仁、矢野 豊、岸 昌廣 クローン病の寛解維持治療における栄
養療法の有用性と限界－抗 TNF-α抗体
との併用例を中心に－ 

第 21回日本病態栄養学会 京都 2018 年 1月 12-14 日 

平井郁仁、岸 昌廣、高田康道、武田輝
之、佐藤祐邦、別府剛志、矢野 豊 

クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有用性 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

矢野 豊、高田康道、武田輝之、別府剛
志、佐藤祐邦、岸 昌廣、平井郁仁、八尾
建史、松井敏幸、植木敏晴 

アダリムマブのクローン病に対する長
期成績と効果減弱例に対する倍量投与
の治療成績 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

渡辺憲治、西下正和、嶋本文雄、福知 
工、江﨑幹宏、岡 志郎、藤井茂彦、平井
郁仁、井上拓也、樋田信幸、野崎良一、櫻
井俊治、竹内 健、猿田雅之、斎藤彰一、
斎藤 豊、大宮直木、味岡洋一、川野怜
諸、田中信治 

潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡に
おける NBI 観察と色素内視鏡観察のラ
ンダム化比較試験：Navigator Study 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

山﨑一朋、平井郁仁、久部高司、石原裕
士、八坂達尚、矢野 豊、八尾建史、松井
敏幸、二見喜太郎、岩下明德 

潰瘍性大腸炎における Low grade 
dysplasia の取り扱いと経過 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

武田輝之、二宮風夫、久部高司、大門裕
貴、高田康道、山岡梨乃、金城 健、佐藤
祐邦、岸 昌廣、高津典孝、矢野 豊、平
井郁仁、松井敏幸、八尾建史、植木敏晴 

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎と 
Crohn 病の小腸病変の評価 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
小島俊樹、長濱 孝、平井郁仁、八尾建
史、植木敏晴、松井敏幸 

当院における難治性クローン病に対す
るウステキヌマブの使用経験 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

宇野駿太郎、武田輝之、高田康道、山﨑一
朋、安川重義、別府剛志、岸 昌廣、矢野 
豊、平井郁仁、八尾建史、植木敏晴、松井
敏幸、平野由紀子、東 大二郎、二見喜太
郎、中馬健太、田邉 寛、岩下明德 

クローン病に合併した早期小腸癌の一
例 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

別府剛志、矢野 豊、平井郁仁、武田輝
之、山崎一朋、植木敏晴、八尾建史、松井
敏幸、平野由紀子、東大二郎、二見喜太
郎、中馬健太、田邉 寛、岩下明德 

クローン病に合併した小腸癌の臨床的
特徴 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10-11日 

渡辺憲治、大宮直木、平井郁仁、松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討か
ら 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

別府剛志、山﨑一朋、武田輝之、矢野 
豊、平井郁仁、八尾建史、植木敏晴、松井
敏幸、平野由紀子、東大二郎、二見喜太
郎、中馬健太、田邉 寛、岩下明德 

術後病理組織検査にて診断し得たクロ
ーン病に合併した早期小腸癌の２例 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

平井郁仁、矢野 豊、岸 昌廣 クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有用性 

第 25回日本消化器関連学
会週間（JDDW2017） 

福岡 2017年10月12-15日 

岸 昌廣、平井郁仁、矢野 豊、松井敏
幸、高田康道、武田輝之、別府剛志、二宮
風夫、山本博則、矢野智則、坂本長逸、三
井啓吾、後藤秀実、中村正直、田中信治、
岡 志郎、江﨑幹宏、浅野光一、八尾建
史、植木敏晴 

φ3.2 鉗子チャンネル搭載 DBE を使用
した EBD の有用性に関する検討 

第 25回日本消化器関連学
会週間（JDDW2017） 

福岡 2017年10月12-15日 

山﨑一朋、平井郁仁、久部高司、矢野 豊 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡の
有用性についての検討 

第 103 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

福岡 2017年5月19-20日 

福島 浩平 Postoperative therapy with 
infliximab for Crohn’s 
disease :A2-year prospective 
randomized multicenter study in 
japan 

第 119 回 
日本外科学会 

リーガロイ
ヤルホテル
大阪 
 

2019 年 4月 19日 

福島浩平、斉藤 喬 
東北大学大学院総合外科学 
神山篤史、渡辺和宏 
東北労災病院 
高橋賢一、羽根田祥 

回腸嚢炎治療における gyrA および
parC 遺伝子変異 
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 
 

Keisuke HataHata,Hiroyuki Anzai,Hiroki 
Ikeuchi,Kouhei Fukushima,Akira Sugita 
Yasuo Suzuki,Toshiaki Watanabe 
 

Optimizing surveillance 
colonoscopy for ulcerative 
colitis-associated colorectal 
cancer by assessing surgically 
resected cases:A multicenter 
retrospective study gastroentlogy 
2017 :374-373 

American 
Gastroenterological 
Association 
 

シカゴ 2017 年 5月 9日 

神山篤史、杉田昭、渡辺聡明、池内浩基、
二見喜太郎、鈴木康夫、仲瀬裕志、高橋賢
一、渡辺和宏、福島浩平 

本邦における潰瘍性大腸炎術後小腸出
欠および重症小腸炎に関する検討 
 

第 72回日本大腸肛門病学
会 
 

福岡 2017 年 11 月 10日 
 

東大二郎,平野由紀子,上床崇吾,林貴臣, 
増井友恵,小島大望,竹下一生,二見喜太郎, 
前川隆文 

クローン病の穿孔型、非穿孔型の病態
別にみた外科治療 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 18日 

上床崇吾,東大二郎,平野由紀子,林貴臣, 
増井友恵,二見喜太郎,前川隆文 

中毒性巨大結腸症を来し手術を行った
潰瘍性大腸炎の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

上床崇吾,竹下一生,小島大望,林貴臣,平野
由紀子,東大二郎,三上公治,二見喜太郎, 
前川隆文 

クローン病十二指腸狭窄に対するバイ
パス術、Jabouley 手術症例の検討 

日本消化器病学会九州支
部例会第 113 回例会 

福岡 2019 年 5月 25日 

竹下一生，林貴臣，上床崇吾，小島大望，平
野由紀子，東大二郎，三上公治，二見喜太郎，
前川 隆文 

サーベイランスにより早期発見できた
クローン病に合併した小腸癌 

第 56回九州外科学会 鹿児島 2019 年 5月 17日 

小島大望，三上公治，林貴臣，竹下一生，増
井友恵，上床崇吾，永田旭，槇研二，平野由
紀子，平野公一，吉田康浩，東大二郎，二見
喜太郎，前川隆文 

ハルトマン手術後の人工肛門閉鎖の工
夫 

第 56回九州外科学会 鹿児島 2019 年 5月 17日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
二見喜太郎 炎症性腸疾患に対する外科治療の成績

と方向性 
クローン病に対する外科治療のこれま
でとこれから 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 20日 

東大二郎，平野由紀子，二見喜太郎，上床崇
吾，林貴臣，小島大望，平野公一，槇研二，
増井友恵，竹下一生，吉田康浩，永田旭，三
上公治，前川隆文 

下部消化管癌を合併したクローン病患
者の外科治療とサーベイランス 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

Futami K, Higashi D, Hirano Y Long-term clinical study of 
Perianal lesion with Crohn’s 
Disease. 

Falk symposium 2018 京都 2018 年 9月 7日 

東大二郎, 平野由紀子, 二見喜太郎, 小島
大望, 林貴臣, 前川隆文, 平井郁仁 

検査発見によるクローン病下部消化管
癌合併症 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 10日 

上床崇吾, 東大二郎, 平野由紀子, 小島大
望, 二見喜太郎, 前川隆文 

クローン病十二指腸病変に対する外科
治療 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 10日 

二見喜太郎 IBD 治療における内科・外科・肛門科
の連携 
特別発言 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 

東大二郎, 平野由紀子, 林貴臣, 二見喜太
郎, 前川隆文 

クローン病合併大腸癌症例の臨床的特
徴 

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 

安川重義, 佐藤祐邦, 矢野豊, 久部高司, 
平井郁仁, 植木敏晴, 松井敏幸, 東大二
郎, 二見喜太郎, 鷲尾 昌一 

当院におけるクローン病患者の生命予
後と死因の検討 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 20日 

東大二郎, 二見喜太郎, 平野由紀子, 林貴
臣, 増井友恵, 上床崇吾, 長野秀紀, 愛洲
尚哉, 槇研二, 平野公一, 諸鹿俊彦, 濱武
大輔, 三上公治, 前川隆文 

クローン病における外科治療の現状と
今後の課題 

第 118 回 日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 5日 

東大二郎, 二見喜太郎, 平野由紀子, 上床
崇吾, 前川隆文, 松井敏幸 

当科における潰瘍性大腸炎の術後経過
についての検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

平野由紀子, 東大二郎, 二見喜太郎, 前川
隆文, 松井敏幸 

クローン病に合併した下部消化管癌に
ついての検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

二見喜太郎 内科治療の進歩からみた IBD に対する
外科治療の変遷 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

東大二郎, 平野由紀子, 上床崇吾, 山本希
治, 林貴臣, 増井友恵, 二見喜太郎, 前川
隆文 

クローン病十二指腸瘻孔に対する外科
治療 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 20日 

二見喜太郎, 東大二郎, 平野由紀子, 上床
崇吾, 
 平野公一, 三上公治, 前川隆文 

手術症例からみた IBD 癌サーベイラン
スの有用性と問題点 

日本消化器病学会九州支
部例会第 109 回例会 

福岡 2017 年 5月 19日 

宇野駿太郎, 小島俊樹, 石川智士, 石原裕
士, 久部高司, 平井郁仁, 八尾健史, 松井
敏幸, 植木敏晴, 平野由紀子, 東大二郎, 
二見喜太郎, 原岡誠司, 岩下明徳 

腸重積を伴った上行結腸悪性リンパ腫
の 1例 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

東大二郎, 平野由紀子, 二見喜太郎, 林貴
臣, 増井友恵, 上床崇吾, 山本希治, 前川
隆文 

下部消化管癌を合併したクローン病症
例の検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 27日 

Chikako Watanabe, Motohiro Esaki, 
Kenji Watanabe, Shiro Nakamura, 
Hirokazu Yamagami, Naoki Yoshimura, 
Makoto Naganuma, Katsuyoshi Matsuoka, 
Kaoru Yokoyama, Toshimitsu Fujii, 
Masakazu Nagahori, Taku Kobayashi, 
Toshifumi Hibi, Ryota Hokari 

NON-ADHERENCE TO MAINTENANCE 
MEDICATIONS IS COMMON IN PREGNANT 
ULCERATIVE COLITIS PATIENTS AND 
CONTRIBUTE TO DISEASE FLARES AND 
ADVERSE PREGNANCY OUTCOMES-A 
MULTICENTER PROSPECTIVE STUDY. 

DIGESTIVE DISEASE WEEK 
2019 

米国 
サンディエ
ゴ 

2019 年 5月 19日 

角田 知之, 松尾 洋孝, 穂苅 量太 血清尿酸値は小腸上障害のマーカーと
なる ABCG2 遺伝子解析による病態生
理学モデルの提唱 

第 59回日本消化器病学会
大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

岡田義清, 穂苅 量太, 三浦 総一郎 米みそ由来新規プロバイオティック酵
母の実験大腸炎に対する抑制効果とそ
の作用機序 

第 103 回 日本消化器病
学会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

古橋廣崇、三浦総一郎、穂苅量太 乳化剤が NSAID 腸炎を増悪させる機序
について 

第 103 回 日本消化器病
学会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T, CEAS Study Group 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Okamoto D, Kakuta Y, Takeo N, Moroi R, 
Kuroha M, Kanazawa Y, Hisashi S, 
Fuyuno Y, Umeno J, Hirano A, Torisu T, 
Nakamura M, Esaki M, Matsumoto T, 
Kinouchi Y, Masamune A 

Genetic analysis of ulcerative 
colitis in Japanese individuals 
using population-specific SNP 
array 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Okamoto Y, Esaki M, Morishita T, Hara 
Y, Hirano A, Umeno J, Maehata Y, 
Kobayashi H, Ishikawa H, Torisu T, 
Matsumoto T, and Kitazono T 

Preventive effect of lactobacillus 
salivarius wb21 on small bowel 
injuries in subjects  who take 
both nsaid and ppi: a randomized，
double-blind，placebo-controlled 
trial 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

Matsuno Y, Umeno J, Esaki M, Hirakawa 
Y, Fuyuno Y, Okamoto Y, Yasukawa S, 
Hirai F, Watanabe K, Hosoe N, Kochi S, 
Kurahara K, Yao T, Kitazono T, and 
Matsumoto T 

Usefulness of Prostaglandin E-
major urinary metabolite 
measurement for the 
differentiation between chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene (CEAS) and Crohn's 
disease.  

Asian Pacific 
Association of 
Gastroenterology 

Cebu，
Philippine 

2018，9 

梅野淳嗣，冬野雄太，松野雄一，鳥巣剛
弘，江﨑幹宏，梁井俊一，大宮直木，久松
理一，渡辺憲治，細江直樹，緒方晴彦，平
井郁仁，松井敏幸，八尾恒良，北園孝成，
松本主之，CEAS study group. 

非特異性多発性小腸潰瘍症の臨床徴候
について－全国調査報告－ 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

京都 2018，11 

松野雄一，梅野淳嗣，平川洋一郎，冬野雄
太，岡本康治，安川重義，平井郁仁，渡辺
憲治，細江直樹，河内修司，藏原晃一，八
尾恒良，鳥巣剛弘，北園孝成，松本主之，
江﨑幹宏 

CEAS と Crohn 病の鑑別における尿中プ
ロスタグランジン E主要代謝産物濃度
測定の有用性に関する検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

京都 2018，11 

梁井俊一，中村昌太郎，川崎啓祐，永塚
真，上杉憲幸，梅野淳嗣，菅井有，松本主
之 

非特異性多発性小腸潰瘍症とクローン
病の上部消化管粘膜における SLCO2A1
蛋白発現 

第 56回日本小腸学会学術
集会 

東京 2018，10 

Esaki M, Washio E, Morishita T, 
Sakamoto K, Fuyuno Y, Hirano A, Umeno 
J, Kitazono T, Matsumoto T, Suzuki Y 

Inter- and intra-observer 
variation of capsule endoscopic 
findings for the diagnosis of 
Crohn’s disease: A case control 
study 

The 14th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2018，3 

Nagata Y, Esaki M, Hirano A, Umeno J, 
Maehata Y, Torisu T, Moriyama T, 
Matsumoto T, Kitazono T 

The preventive effect of anti-
tumor necrosis factor therapy 
against initial intestinal surgery 
in patients with Crohn’s disease 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul, 
Korea 

2017, 6 

Nuki Y, Umeno J, Washio E, Maehata Y, 
Hirano A, Kobayashi H, Kitazono T, 
Matsumoto T, Esaki M 

Influence of cytochrome P450 2C19 
polymorphisms on exacerbating 
effect of proton pump inhibitor in 
nonsteroidal anti-inflammatory 
drugs-induced small bowel injury. 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago, 
USA 

2017, 5 

伊藤貴伸、星雄介、本間貴士、角田文彦、虻
川大樹、武山淳二 

TNF-α阻害薬関連血管炎を発症した潰
瘍性大腸炎の 1例 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良市 2019 年 11 月 2日 

鈴鴨由美子、鈴木千鶴、伊藤貴伸、星雄介、
本間貴士、角田文彦、虻川大樹 

当院における小児炎症性腸疾患の成人
移行期支援の取り組み 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

さいたま市 2018 年 10 月 7日 

内田崇、菊池敦生、虻川大樹、余田篤、大沼
真輔、水落建輝、南部隆亮、藤原伸一、石毛
崇、柏原俊彦、笹原洋二、呉繁夫 

小児期発症腸管疾患に関する網羅的ゲ
ノム解析：本邦における多施設研究 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

さいたま市 2018 年 10 月 6日 

Usami M,Takeuchi I,Shoji H,Kudo 
T,Jimbo K,Nambu R,Iwama I,Hara 
T,Shimizu H,Shimizu T,Arai K. 

Evaluation of Deficient Nutrients 
in Infants and Toddlers Mainly 
Taking Amino-Acids Based Low-Fat 
Formula: Exploratory Study. 

Pediatric 
Gastroenterology,Hepato
logy & Nutrition, KTJ 
Meeting 2019 

Seoul,Korea 2019 年 10 月 20日 

Arai K,Tanaka M,Shimizu H,Akemoto 
Y,Takeuchi I,Irie R,Yoshioka T. 

Impaired plasmacytosis as a 
characteristic histological 
finding of very early-onset 
inflammatory bowel disease. 

5th International 
Symposium on Paediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest,Hu
ngary 

2019 年 9月 12日 

Shimizu H,Arai K,Takahashi T,Asahara 
T,Tsuji H,Matsumoto S,Takeuchi I,Kyodo 
R,Yamashiro Y. 

Stool preparation under anaerobic 
conditions contributes to 
retaining obligate anaerobes for 
faecal microbiota transplantation. 

5th International 
Symposium on Paediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest,Hu
ngary 

2019 年 9月 12日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
石毛崇，村越孝次，国崎玲子，萩原真一
郎，清水泰岳，齋藤武，中山佳子，栁忠
宏，井上幹大，熊谷秀規，岩間達，望月貴
博，田尻仁，平野友梨，新井勝大． 

日本小児ＩＢＤレジストリ報告 2020：
小児クローン病治療の経時的変化． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

竹内一朗，清水泰岳，京戸玲子，佐藤琢
郎，宇佐美雅章，伊藤夏希，平野友梨，新
井勝大． 

小児期発症クローン病患者に対するウ
ステキヌマブの使用経験． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内田恵一，
井上幹大，新井勝大，平山敦大，木村英
明，国崎玲子． 

思春期に大腸全摘術を受けた潰瘍性大
腸炎患者の手術に対する心理的受容の
検討． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

新井勝大，田中正則，清水泰岳，明本由
衣，竹内一朗，義岡孝子． 

超早期発症型炎症性腸疾患の病理組織
所見の検討． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

石原潤，新井勝大，工藤孝広，南部隆亮，
田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，
橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷ゆ
り，坂本廣高，小西健一郎，水落建輝． 

本邦の小児炎症性腸疾患における血清
亜鉛・セレンの検討：後方視的多施設
研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊
彦，橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷
ゆり，高木祐吾，小西健一郎，石原潤，樽
井俊介，光山慶一． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
ＰＲ３－ＡＮＣＡの有用性：前方視的
多施設研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

石毛崇，新井勝大，工藤孝広，江口英孝，
竹内一朗，西澤拓哉，神保圭佑，岡崎康
司，清水俊明． 

国内における遺伝性炎症性腸疾患疑い
症例の診断体制構築のための研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，石毛崇，内田恵
一，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における腸早期発症型炎症性腸疾
患（ＶＥＯ－ＩＢＤ）の実態解明と診
断基準の作成． 

厚生労働科学研究費 難
治性疾患政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」令和
元年度 第 2回総会 

東京 2020 年 1月 23日 

石毛崇，村越孝次，国崎玲子，萩原真一
郎，清水泰岳，齋藤武，中山佳子，栁忠
宏，井上幹大，熊谷秀規，岩間達，望月貴
博，田尻仁，平野友梨，新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリを用
いた小児期発症クローン病に対する栄
養療法の使用実態の解析． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊
彦，橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷
ゆり，高木祐吾，小西健一郎，石原潤，樽
井俊介，光山慶一． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
ＰＲ３－ＡＮＣＡの有用性：前方視的
多施設研究． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

石原潤，新井勝大，工藤孝広，南部隆亮，
田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，
橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷ゆ
り，坂口廣高，小西健一郎，水落建輝． 

小児炎症性腸疾患における血清亜鉛お
よびセレン値の検討：後方視的多施設
研究． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

平野友梨, 野村智実, 清水泰岳, 竹内一
朗, 田中恭子, 新井勝大． 

思春期炎症性腸疾患患者におけるQOL
の低下とメンタルヘルスの阻害につい
ての調査研究． 

第 32回日本総合病院精神
医学会総会 

岡山 2019 年 11 月 15日 

河合利尚, 竹内一朗, 清水泰岳, 新井勝
大． 

慢性肉芽腫症腸炎におけるサリドマイ
ドの治療効果と生体防御機構への影
響． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

石毛崇, 村越孝次, 国崎玲子, 萩原真一
郎, 清水泰岳, 齋藤武, 中山佳子, 柳忠
宏, 井上幹大, 熊谷秀規, 岩間達, 望月貴
博, 田尻仁, 平野友梨, 新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリを用
いた小児期発症クローン病に対する栄
養療法の使用実態の解析． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

新井勝大, 石毛崇, 工藤孝広, 岡崎康司, 
江口英孝, 神保圭佑, 竹内一朗, 西澤拓
哉, 清水俊明． 

超早期発症型炎症性腸疾患に対するシ
ームレスな診断・治療・研究体制の構
築研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

京戸玲子, 清水泰岳, 竹内一朗, 平野友
梨, 伊藤夏希, 宇佐美雅章, 佐藤琢郎, 清
水俊明, 新井勝大． 

国立成育医療研究センターにおける小
児期発症炎症性腸疾患の診療経験． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

伊藤夏希, 竹内一朗, 京戸玲子, 宇佐美雅
章, 佐藤琢郎, 清水泰岳, 平野友梨, 清水
俊明, 新井勝大． 

潰瘍性大腸炎からクローン病に診断が
変更となった症例の検討． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

小林まどか, 中尾寛, 伊藤夏希, 竹内一
朗, 清水泰岳, 新井勝大, 窪田満． 

右股関節炎を初発症状とした潰瘍性大
腸炎の一例． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
石原潤, 新井勝大, 工藤孝広, 南部隆亮, 
田尻仁, 青松友槻, 阿部直紀, 垣内俊彦, 
橋本邦生, 十河剛, 小西健一郎, 水落建
輝, 高橋美智子, 惠谷ゆり． 

小児炎症性腸疾患における血清亜鉛お
よびセレン値の検討 後方視的多施設
研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

竹内一朗, 船山理恵, 東海林宏道, 南部隆
亮, 神保圭佑, 原朋子, 工藤孝広, 清水泰
岳, 野村伊知郎, 岩間達, 清水俊明, 新井
勝大． 

成分栄養剤による栄養管理が行われて
いる乳幼児を対象とした栄養素欠乏の
探索的研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

新井勝大，河合利尚，清水俊明，鈴木康
夫． 

慢性肉芽腫症に関連する腸炎患者を対
象としたサリドマイド口腔内崩壊錠の
プラセボ対照二重盲検比較試験． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年
度 第 1回総会 

東京 2019 年 7月 25日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，石毛崇，
清水泰岳，細井賢二，大塚宜一，内田恵
一，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患（VEO-IBD）の実態解明と診断基準
の作成． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年
度 第 1回総会 

東京 2019 年 7月 25日 

新井喜康，久保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，細井賢
二，工藤孝広，大塚宜一，小坂征太郎，矢
崎悠汰，越智崇徳，山高篤行，竹内一朗，
清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加藤元博，
清水俊明． 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患と診断した 1乳児例． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本
邦生，十河剛，田尻仁． 

小児クローン病の診断における血清マ
ーカーACP353 の有用性 前方視的多施
設研究． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

清水泰岳，竹内一朗，新井勝大，大西英理
子，嘉村浩美，秦健一郎，清水俊明． 

小児潰瘍性大腸炎患者 8例に対する抗
菌薬前処置併用糞便移植の実施経験． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

Toita N,Tanaka H,Arai K,Shimizu 
H,Abukawa D,Kobayashi T,Yoshimura 
N,Tanida S,Hosoi E. 

Safety and effectiveness of 
granulocyte and monocyte 
adsorptive apheresis in paediatric 
patients with inflammatory bowel 
disease:a multicentre cohort 
study. 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation. 

Copenhagen,
Denmark 

2019 年 3月 6日 

Shimizu H, Ohnishi E, Arai K, Takeuchi 
I, Kamura H, Hata K. 

Outcome of the repetitive fecal 
microbiota transplantation using 
fecal solution prepared under the 
anaerobic condition following the 
antibiotic pretreatment in eight 
children with ulcerative colitis. 

Crohn's & Colitis 
Congress 2019 

Las 
Vegas,USA 

2019 年 2月 7日 

Takeuchi I, Shimizu H, Tokita K, 
Hirano Y, Arai K. 

Ustekinumab Treatment for Patients 
with Pediatric-Onset Crohn's 
Disease in a Tertiary Children's 
Hospital. 

The 14th Asian Pan - 
Pacific Society of 
Pediatric 

Gastroenterology,Hepato
logy and Nutrition 
Meeting 

Bangkok,Tha
iland 

2018 年 10 月 24日 

Tokita K,Shimizu H,Takeuchi I,Shimizu 
T,Arai K. 

Golimumab for pediatric-onset 
ulcerative colitis ; A single 
center experience. 

The 6th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai,Ch
ina 

2018 年 6月 23日 

新井勝大, 村越孝次, 国崎玲子, 南部隆
亮, 加藤沢子, 齋藤武, 水落建輝, 井上幹
大, 熊谷秀規, 又吉慶, 石毛崇, 望月貴
博, 田尻仁, 日衛嶋栄太郎, 青松友槻, 工
藤孝広, 西亦繁雄, 清水泰岳, 平野友梨, 
清水俊明． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリ研究
2019 診断後 3年間での治療の実態． 

第 19回日本小児ＩＢＤ研
究会 

大阪 2019 年 2月 3日 

水落建輝, 新井勝大, 工藤孝広, 南部隆
亮, 田尻仁, 青松友槻, 阿部直紀, 垣内俊
彦, 橋本邦生, 十河剛, 高橋美智子, 恵谷
ゆり, 高木祐吾, 小西健一郎, 石原潤, 榑
井俊介, 小原仁, 角間辰之, 光山慶一． 

複数の血清抗体の比較と組み合わせに
よる小児クローン病診断法の検討：前
方視的多施設研究． 

第 19回日本小児ＩＢＤ研
究会 

大阪 2019 年 2月 3日 

石毛崇, 村越孝次, 国崎玲子, 萩原真一
郎, 清水泰岳, 齋藤武, 中山佳子, 柳忠
宏, 井上幹大, 熊谷秀規, 岩間達, 望月貴
博, 田尻仁, 平野友梨, 新井勝大． 

小児期発症クローン病における栄養療
法による維持療法の有用性・維持効果
の検討 日本小児炎症性腸疾患レジス
トリ研究 2019． 

第 19回日本小児ＩＢＤ研
究会 

大阪 2019 年 2月 3日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
竹内一朗, 河合利尚, 谷口公介, 京戸玲
子, 佐藤琢郎, 清水泰岳, 右田王介, 小野
寺雅史, 秦健一郎, 新井勝大． 

小児希少・未診断疾患イニシアチブ
（IRUD-P）による小児炎症性腸疾患患
者における全エクソーム解析の成果と
今後の展望． 

第 19回日本小児ＩＢＤ研
究会 

大阪 2019 年 2月 3日 

竹内一朗，吉田美智子，清水泰岳，京戸玲
子，佐藤琢郎，庄司健介，宮入烈，新井勝
大． 

超早期発症型炎症性腸疾患加療中の 6
歳男児に生じたＢＣＧ頚部リンパ節炎
の一例． 

第 15回日本小児消化管感
染症研究会 

大阪 2019 年 2月 2日 

清水泰岳，京戸玲子，佐藤琢郎，竹内一
朗，今留謙一，新井勝大． 

「炎症性腸疾患:シームレスなアプロ
ーチを目指して」Special situation
におけるコンセンサスとピットフォー
ル 小児期・青年期 IBD 患者における
チオプリン製剤の使用について． 

第 15回日本消化管学会総
会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 2日 

清水泰岳, 大西英理子, 竹内一朗, 嘉村浩
美, 秦健一郎, 新井勝大． 

微生物叢から見た消化管病態の新知見 
小児潰瘍性大腸炎 8例に対する抗菌薬
前処置併用複数回反復糞便移植の報
告． 

第 15回日本消化管学会総
会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 1日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，石毛崇，内田恵
一，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症炎症性腸疾患
（VEO-IBD）の実態解明と診断標準の
作成． 

厚生労働科学研究費 難
治性疾患等政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」平成
30年度 第 2回総会 

東京 2019 年 1月 17日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊
彦，橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷
ゆり，高木祐吾，小西健一郎，石原潤，榑
井俊介，光山慶一． 

新規血清マーカーACP353 の小児クロー
ン病診断に対する有用性：前方視的多
施設研究． 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本
邦生，十河剛，田尻仁，高橋美智子, 恵谷
ゆり, 光山慶一． 

新規血清マーカーACP353 の小児クロー
ン病診断に対する有用性・前方視的多
施設研究． 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 7日 

丘逸宏，竹内一朗，清水泰岳，清水俊明，
新井勝大． 

小児ＩＢＤ患者における MR 
enterography の実施経験． 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 7日 

時田万英，清水泰岳，竹内一朗，清水俊
明，新井勝大． 

成育医療研究センターにおける小児期
発症潰瘍性大腸炎に対するゴリムマブ
の使用経験．  

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 6日 

細井賢二，新井勝大，平野友梨，清水泰
岳，宮入烈，亀井宏一，伊藤秀一，藤原武
男，清水俊明． 

小児炎症性腸疾患患者におけるＢ型肝
炎ワクチン接種の効果と安全性． 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 6日 

竹内一朗，清水泰岳，時田万英，新井勝
大． 

当院における小児期発症ＩＢＤ患者に
対する全エクソーム解析の実績． 

第 45回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

埼玉 2018 年 10 月 6日 

土田奈緒美，宮武聡子，桐野洋平，石川尊
士，田村英一郎，河合利尚，内山徹，新井
勝大，松本直通，小野寺雅史． 

周期性発熱およびベーチェット病症状
を呈したＡ２０ハプロ不全症． 

第 9回関東甲越免疫不全
症研究会 

東京 2018 年 9月 23日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，内田恵一，石毛
崇，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患（VEO-IBD）の実態解明と診断基準
の作成． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」平成
30年度 第 1回総会 

東京 2018 年 7月 26日 

新井勝大，清水泰岳，竹内一朗，時田万
英． 

小児炎症性腸疾患診療における全消化
管評価の有用性． 

第 45回日本小児内視鏡研
究会 

東京 2018 年 7月 7日 

新井喜康, 神保圭佑, 伊藤夏希, 時田万
英, 吉村良子, 丘逸宏, 京戸玲子, 佐藤真
教, 宮田恵理, 細井賢二, 松村成一, 幾瀬
圭, 工藤孝広, 大塚宜一, 清水俊明, 小坂
征太郎, 矢崎悠太, 越智崇徳, 山高篤行, 
竹内一朗, 清水泰岳, 新井勝大． 

ＩＬ－１０受容体異常症と診断した超
早期発症型炎症性腸疾患の 1乳児例． 

第 45回日本小児内視鏡研
究会 

東京 2018 年 7月 7日 

竹内一朗，時田万英，清水泰岳，新井勝
大． 

難治性肛門病変で発症し、インフチキ
シマブ（ＩＦＸ）導入後に、肛門機能
廃絶による排便障害と、ＩＦＸ効果減
弱に伴う腸炎再燃と周期的発熱を呈し
た乳児期発症炎症性腸疾患の 1女児
例． 

第 14回仙台小児ＩＢＤ研
究会 

仙台 2018 年 5月 19日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
吉村聡, 寺島慶太, 木村由依, 白井了太, 
山田悠司, 塩田曜子, 清谷知賀子, 大隅朋
生, 吉田馨, 安藤理恵, 津村悠介, 竹内一
朗, 加藤元博, 富澤大輔, 宮嵜治, 新井勝
大, 松本公一． 

VIP 産生神経芽腫と炎症性腸疾患を合
併していた難治性下痢症の幼児例． 

第 121 回日本小児科学会
学術集会 

福岡 2018 年 4月 21日 

細井賢二, 新井勝大, 清水泰岳, 宮入烈, 
亀井宏一, 伊藤秀一, 藤原武男, 清水俊
明． 

小児炎症性腸疾患患者におけるＢ型肝
炎ワクチン接種の効果と安全性． 

第 121 回日本小児科学会
学術集会 

福岡 2018 年 4月 21日 

Shimizu H, Ohnishi E, Arai K, Takeuchi 
I, Kamura H, Hata K. 

Outcome of the Repetitive Fecal 
Microbiota Transplantation Using 
Fecal Solution Prepared Under the 
Anaerobic Condition Following the 
Antibiotic Pretreatment in Eight 
Children with Ulcerative Colitis. 

Crohn’s & Colitis 
Congress 

Las 
Vegas,USA 

2018 年 2月 7日 

Shimizu H, Arai K,Takeuchi I,Takahashi 
T,Asahara T,Tsuji H,Matsumoto 
S,Yamashiro Y. 

Anaerobic Preparation Method of 
Solutions for Fecal Microbiota 
Transplantation is not Superior to 
Conventional Aerobic Method.  

ADVANCES in 
INFLAMMATORY BOWEL 
DISEASES 

Florida,USA 2017 年 11 月 10日 
 

Arai K,Takeuchi I,Kawai T,Oka I,Hirano 
Y, Funayama R,Onodera M,Hata K,Shimizu 
H. 

Characteristics of very early 
onset-inflammtory bowel disease: a 
single center experience using a 
phenotypic classification. 

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Takeuchi I,Shimizu H,Oka I,Hirano 
Y,Arai K. 

Inflammatory Bowel Disease in 
Children with Special Health Care 
Needs. 

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Funayama R,Takeuchi I,Oka I,Shimizu 
H,Yamaoka K,Nomura S,Hirano Y,Arai K. 

Hypozincemia in children with IBD 
– a single center retrospective 
study -. 

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Arai K. Is Nutritional Therapy Still 
Important in the Biologic Era?. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s &Colitis 

Seoul,Korea 2017 年 6月 17日 

Hirano Y,Shimizu H,Oka I,Takeuchi 
I,Funayama R,Arai K. 

Psychological Approach to Children 
with IBD: A Single Center 
Experience. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s &Colitis 

Seoul,Korea 2017 年 6月 17日 

Oka I,Funayama R,Takeuchi I,Shimizu H, 
Shimizu T,Arai K. 

Predictors of Small Intestine 
Transit Time of Video Capsule 
Endoscopy in Children and 
Adolescents with Inflammatory 
Bowel Disease. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s &Colitis 

Seoul,Korea 2017 年 6月 17日 

Arai K,Takeuchi I,Kaburaki Y,Shimizu 
H,Oka I,Nagata S． 

Infliximab therapy in very early 
onset inflammatory bowel disease: 
experience in Japanese children’s 
Hospital. 

The 50th Annual 
Congress of ESPGHAN 

Prague,Czec
h Republic 

2017 年 5月 12日 

船山理恵，竹内一朗，東海林宏道，南部隆
亮，神保圭佑，原朋子，工藤孝広，丘逸
宏，清水泰岳，野村伊知郎，山岡和枝，清
水俊明，新井勝大． 

成分栄養剤による栄養管理が行われて
いる乳幼児における脂溶性ビタミン欠
乏の予備調査． 

第 33回日本静脈経腸栄養
学会学術集会 

横浜 2018 年 2月 23日 

新井勝大． 小児発症の炎症性腸疾患の現状とトラ
ンジション 小児期発症炎症性腸疾患
患者のトランジッションにおける課題
と解決策の検討． 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9日 

清水泰岳，時田万英，竹内一朗，新井勝
大． 

「炎症性腸疾患:シームレスなアプロ
ーチを目指して」Total Care から
Microbiota まで 成育医療研究センタ
ーにおける小児潰瘍性大腸炎に対する
インフリキシマブの長期成績． 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9日 

時田万英，清水泰岳，竹内一朗，清水俊
明，新井勝大． 

小児期発症潰瘍性大腸炎に対するゴリ
ムマブの使用経験． 

第 18回日本小児ＩＢＤ研
究会 

東京 2018 年 2月 4日 

竹内一朗，清水泰岳，時田万英，新井勝
大． 

小児期発症クローン病患者に対するウ
ステキヌマブの使用経験． 

第 18回日本小児ＩＢＤ研
究会 

東京 2018 年 2月 4日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
齋藤武, 井上幹大, 国崎玲子, 南部隆亮, 
村越孝次, 角田文彦, 石毛崇, 田尻仁, 水
落建輝, 加藤沢子, 吉年俊文, 岩田直美, 
吉田英生, 内田恵一, 清水泰岳, 平野友
梨, 新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリ研究
報告 2018 手術症例の検討． 

第 18回日本小児ＩＢＤ研
究会 

東京 2018 年 2月 4日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，内田恵一，田尻
仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患（ＶＥＯ－ＩＢＤ）の実態解明と診
断基準の作成． 

厚生労働科学研究費 難
治性腸疾患等政策研究事
業「難治性炎症性腸疾患
障害に関する調査研究」
平成 29年度第 2回総会 

東京 2018 年 1月 18日 

新井勝大． 炎症性腸疾患治療における栄養管理の
重要性を見つめ直す!小児クローン病
診療における栄養療法の位置づけと問
題点． 

第 21回日本病態栄養学会
年次学術集会 

京都 2018 年 1月 14日 

清水泰岳，時田万英，竹内一朗，新井勝
大． 

肛門病変を伴う難治性超早期発症炎症
性腸疾患の 1女児例． 

第 2回 Pediatric IBD 
Case Conference 

東京 2017 年 12 月 16日 

竹内一朗，右田王介，河合利尚，清水泰
岳，時田万英，田村英一郎，小野寺雅史，
秦健一郎，新井勝大． 

小児期発症難治性クローン病として加
療中に、全エクソーム解析でＸＩＡＰ
欠損症の診断に至った 3例． 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 
 

細井賢二，工藤孝広，新井勝大，清水泰
岳，大塚宜一，内田恵一，田尻仁，鈴木康
夫，清水俊明． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患の疫学的全国調査． 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 
 

新井勝大． 早期発症型炎症性腸疾患(Early Onset 
IBD;EOIBD)の診断と治療 超早期発症
型炎症性腸疾患に対する生物学的製剤
治療． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 

清水泰岳，竹内一朗，丘逸宏，新井勝大． 成育医療研究センターにおける小児潰
瘍性大腸炎に対するインフリキシマブ
の長期成績． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 

福嶋健志, 倉信奈緒美, 宮原直樹, 村上
潤, 田中正則, 竹内一朗, 新井勝大, 神崎
晋． 

診断に苦慮し、インフリキシマブが有
効であった超早期発症型炎症性腸疾患
の 2歳例． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

竹内一朗，丘逸宏，清水泰岳，河合利尚，
小野寺雅史，小椋雅夫，右田王介，秦健一
郎，新井勝大． 

高安病を合併した小児期発症クローン
病として加療中に、全エクソーム解析
で XIAP 欠損症の診断に至った 1男児
例． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

船山理恵，竹内一朗，東海林宏道．南部隆
亮，神保圭佑，原朋子，工藤孝広，丘逸
宏，清水泰岳，野村伊知郎，山岡和枝，清
水俊明，新井勝大． 

成分栄養剤を用いた栄養管理の適正化
を目指した多施設共同研究－乳幼児の
脂溶性ビタミン欠乏の予備調査－． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

竹内一朗，清水泰岳，時田万英，河合利
尚，田村英一郎，小野寺雅史，右田王介，
秦健一郎，新井勝大． 

難治性炎症性腸疾患の表現型を呈した
ＸＩＡＰ欠損症 2例． 

第 8回関東甲越免疫不全
症研究会 

東京 2017 年 9月 23日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，内田恵一，田尻
仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患（VEO-IBD）の実態解明と診断基準
の作成． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」平成
29年度第 1回総会 

東京 2017 年 7月 19日 

丘逸宏，清水泰岳，船山理恵，竹内一朗，
清水俊明，新井勝大． 

小児病院における小腸カプセル内視鏡
検査の後方視的調査研究 1施設 188
件の検討． 

第 44回小児内視鏡研究会 東京 2017 年 7月 9日 

竹内一朗，清水泰岳，丘逸宏，新井勝大． インフリキシマブ導入後もステロイド
依存性の難治性超早期発症型炎症性腸
疾患の男児． 

仙台 IBD 研究会 仙台 2017 年 5月 20日 

Amano T, Shinzaki S, Iijima H, et al. Strategy of selecting anti-TNF 
agent in patients with Crohn's 
Disease: A multi-center 
retrospective cohort study by the 
Osaka Gut Forum 

ECCO Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Iijima H, Mizuno S, Shinzaki S, et al. SEFULNESS OF LEUCINE-RICH ALPHA-2-
GLYCOPROTEIN (LRG) TO MONITOR THE 
EFFICACY OF ADALIMUMAB TREATMENT 
IN PATIENTS WITH ULCERATIVE 
COLITIS (PLANET STUDY). 

UEGW Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 21日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Shinzaki S, Matsuoka K, Iijima H, et 
al.  

USEFULNESS OF SERUM LEUCINE-RICH 
ALPHA-2-GLYCOPROTEIN (LRG) FOR 
MONITORING THE EFFICACY OF 
ADALIMUMAB TREATMENT IN PATIENTS 
WITH CROHN'S DISEASE (PLANET 
STUDY) 

UEGW Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 21日 

Iwatani S, Iijima H, Amano T, et al. TARGETED LIPIDOMIC ANALYSIS OF THE 
PLASMA OF INFLAMMATORY BOWEL 
DISEASE PATIENTS. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 

Tani M, Shinzaki S, Amano T, Iijima H, 
et al. 

SEASONAL VARIATION OF FECAL 
MICROBIOTA IN IBD PATIENTS. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 

Yoshihara T, Shinzaki S, Amano T, 
Iijima H, et al. 

CONCENTRATION OF INFLIXIMAB IN THE 
NON-INFLAMED MUCOSA AS A PREDICTOR 
FOR SECONDARY LOSS OF RESPONSE TO 
INFLIXIMAB FOR CROHN'S DISEASE 
PATIENTS: A 4-YEAR PROSPECTIVE 
STUDY. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 

Amano T, Shinzaki S, Iijima H, et al. MODIFIED GLASGOW PROGNOSTIC SCORE 
IS USEFUL FOR PREDICTING LONG-TERM 
CONTINUATION OF ANTI-TNF THERAPY 
IN PATIENTS WITH CROHN’S DISEASE. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

Araki M, Iijima H, Yoshihara T, et al. Depressive psychological status is 
associated with disease 
exacerbation in remissive Crohn's 
disease patients: a prospective 
observational study. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

Otake Y, Shinzaki S, Iijima H, et al.  LYSOPHOSPHATIDYLSERINE 
DETERIORATES MURINE TNBS-INDUCED 
COLITIS 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

谷瑞季,新崎信一郎,田代拓,飯島英樹, 他. 炎症性腸疾患患者の腸内細菌叢でみら
れる季節性変化 

第 10回炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

飯島英樹，金井隆典, 松本主之 潰瘍性大腸炎のアダリムマブ治療にお
ける Leucine-rich alpha-2-
glycoprotein (LRG)の有用性    
(PLANET study) 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

谷瑞季, 新崎信一郎, 天野孝広,飯島英
樹、他. 

IBD 患者の便検体における季節性変化
と増悪との関連 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

岩谷修子, 新崎信一郎, 飯島英樹, 他. 炎症性腸疾患における Galectin-1 の
糖鎖を介した抗炎症作用の解明 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

Iwatani S, Shinzaki S, Iijima H, et 
al. 

OLIGOSACCHARIDE-DEPENDENT ANTI-
INFLAMMATORY ROLE OF GALECTIN-1 IN 
INFLAMMATORY BOWEL DISEASE. 

Digestive Disease Week Washington 
D.C., USA 

2018 年 6月 5日 

Yamaguchi T, Iijima H, Tani M, et al. DEFICIENCY OF CCR7 IS RESPONSIBLE 
FOR THE DETERIORATION OF NON-
STEROIDAL ANTI-INFLAMMATORY DRUG-
INDUCED ENTEROPATHY IN MICE. 

Digestive Disease Week Washington 
D.C., USA 

2018 年 6月 2日 

谷瑞季, 新崎信一郎, 飯島英樹, 竹原徹
郎. 

Leucin-rich alpha-2 glycoprotein 
(LRG)の潰瘍性大腸炎粘膜治癒マーカ
ーとしての有用性. 

日本消化器病学会近畿支
部第 110 回例会 

京都 2019 年 2月 23日 

岩谷修子, 飯島英樹, 天野孝広, 他. IBD 患者の Lipidomics 解析 第 55回日本消化器免疫学
会総会 

福岡 2018 年 12 月 8日 

岩谷修子, 新崎信一郎, 飯島英樹, 他. 炎症性腸疾患における Galectin-1 の
糖鎖を介した抗炎症作用の解明 

JDDW2018（消化器病学
会） 

神戸 2018 年 11 月 1日 

飯島英樹 潰瘍性大腸炎に対する青黛の臨床的効
果と腸炎改善メカニズム 

第３回日本肺高血圧・肺
循環学会学術集会 

大阪 2018 年 6月 23日 

Kawai S, Iijima H, Shinzaki S, et al. Indigo naturalis ameliorates 
murine dextran sodium sulfate 
induced-colitis through the 
activation of aryl hydrocarbon 
receptor independently of IL-10. 

Digestive Disease Week Chicago, 
USA 

2017 年 5月 7日 

Yamaguchi T, Iijima H, Hiyama S, et 
al. 

Deficiency of CCR7 deteriorates 
non-steroidal anti-inflammatory 
drug-induced enteropathy in mice. 

Digestive Disease Week Chicago, 
USA 

2017 年 5月 7日 

良原丈夫, 新崎信一郎, 飯島英樹, 他. クローン病における生物学的製剤の血
中濃度、組織濃度と治療効果 

日本消化器病学会第 108
回近畿支部例会 

京都 2018 年 3月 17日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
岩谷修子,新崎信一郎,飯島英樹,竹原徹郎. 炎症性腸疾患における Galectin-1 を

介した抗炎症作用の解明 
第 54回日本消化器免疫学

会総会 
東京 2017 年 9月 28日 

日山智史, 飯島英樹, 竹原徹郎. パイエル板 NBI 拡大観察による潰瘍性
大腸炎の臨床的再燃予測 

第 93回 日本消化器内視
鏡学会総会 

大阪 2017 年 5月 12日 

衛藤 武、飯塚政弘、相良志穂、宮澤秀彰 当科クローン病患者におけるインフリ
キシマブ投与間隔短縮治療の治療成績 

第１６回日本消化管学会
総会 

ホテル日航
姫路 

2020 年 2月 7日 

飯塚 政弘、衛藤 武、相良 志穂 潰瘍性大腸炎難治例における血球成分
除去療法の長期治療成績と再有効性に
関する検討. 

第 2７回日本消化器関連
学会週間 

神戸国際会
議場 

2019 年 11 月 22日 

相良 志穂、保坂 薫子、佐藤 真喜子、 
飯塚 政弘 

パネルディスカッション 当センター
のヘリコバクター・ピロリ検査、除菌
勧奨の実態と新たな試み 

第 57回日本消化器がん検
診学会東北地方会 

秋田にぎわ
い交流館 AU 

2019 年 7月 6日 

Toshihide Ohmori, Yoh Ishiguro, Ken 
Umemura, Masahiro Iizuka. 

Safety and effectiveness of 
granulocyte and monocyte 
adsorptive apheresis for 90 
patients with corticosteroids 
naïve ulcerative colitis patients: 
a multicenter cohort study. 

United European 
Gastroenterology Week 
(UEGW)2018 

Austria 
Center 
Vienna 

2018 年 10 月 22日 

Yoh ISHIGURO,Toshihide Ohmori,Ken 
Umemura,Masahiro Iizuka. 

Safety and effectiveness of 
granulocyte and monocyte 
adsorptive apheresis for 90 
patients with corticosteroids 
naïve ulcerative colitis patients. 
A multicenter cohort study. 

ASIAN ORGANIZATION FOR 
CROHN'S & COLITIS
（AOCC）2018 

Shanghai 
Marriott 
Hotel 
Parkview 

2018 年 6月 22日 

飯塚 政弘、衛藤 武. 吉川健二郎、相良 
志穂、石井 透、八木澤 仁 

潰瘍性大腸炎ステロイド依存例に対す
る Long-Interval CAP の長期治療成績
についての検討. 

第 26回日本消化器関連学
会週間 

神戸国際会
議場 

2018 年 11 月 1日 

保坂 薫子、佐藤 真喜子、佐々木 留美
子、一関 智子、川井 美代子、髙橋 典
子、宮崎 昌子、三森 加奈子、相良 志
穂、飯塚 政弘 

40 才以上の受診者におけるピロリ菌と
胃がん・胃がん検診に関する意識調
査. 

第 59回日本人間ドック学
会学術大会 

朱鷺メッセ
(新潟） 

2018 年 8月 31日 

飯塚 政弘 特別講演 炎症性腸疾患における血球
成分除去療法の実際 

第 28回東北アフェレシス
研究会 

江陽グラン
ドホテル鳳
凰の間（仙
台） 

2018 年 3月 3日 

飯塚 政弘、衛藤 武、吉川健二郎、相良
志穂、石井 透、八木澤 仁. 

潰瘍性大腸炎ステロイド依存例に対す
る Long-Interval CAP の長期治療成績
に関する検討. 

第８回日本炎症性腸疾患
学会学術集会. 

東京（TKP ガ
ーデンシテ
ィ品川） 

2017 年 12 月 1日 

Y. Ishiguro,T. Ohmori,  K. Umemura, M. 
Iizuka. 

Safety and effectiveness of 
granulocyte and monocyte 
adsorptive apheresis for 90 
patients with corticosteroids 
naïve ulcerative colitis 
: A multicentre cohort study. 

AOCC 上海 2018 年 6月 23日 

Tanaka A, Kanmura S, Yutsudo K, Komaki 
Y, Iwaya H, Tanoue S, Arima S, Sasaki 
F, Hashimoto S, Ido A. 

The very interesting small bowel 
lesions of Cronkhite-Canada 
syndrome. 

Advances In 
Inflammatory Bowel 
Diseases（AIBD2019) 

Florida, 
USA 

2019 年 12 月 12日 

田中啓仁, 上村修司, 湯通堂和樹, 小牧祐
雅, 佐々木文郷, 井戸章雄. 

カプセル内視鏡で特徴的な小腸所見を
確認した Cronkhite-Canada 症候群の
一例. 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

湯通堂和樹，小牧祐雅, 小牧蕗子, 田中啓
仁, 佐々木文郷, 平野敦士, 梅野淳嗣, 上
村修司, 井戸章雄. 

アザチオプリン投与による急性膵炎が
疑われた潰瘍性大腸炎の 2例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

小牧祐雅, 上村修司, 小牧蕗子, 田中啓
仁, 西俣伸亮, 鮫島洋一, 佐々木文郷, 
那須雄一郎, 大井秀久, 中村勇一, 徳重浩
一, 鮫島由規則, 井戸章雄. 

難治性潰瘍性大腸炎に対するゼルヤン
ツの有効性の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会／第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 

宮崎 2019 年 11 月 8,9 日 

小野陽平, 大井秀久, 生駒今日子, 鮫島洋
一, 徳元 攻, 上村 修司, 井戸章雄. 

アザチオプリン投与による急性膵炎が
疑われた潰瘍性大腸炎の 2例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会／第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 

宮崎 2019 年 11 月 8,9 日 

田中啓仁, 上村修司, 湯通堂和樹, 小牧祐
雅, 井戸章雄. 

当院で経験した Cronkhite-Canada 症
候群 3例の小腸病変の検討. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Tanaka A, Kanmura S, Komaki Y, Sasaki 
F, Nasu Y, Sameshima Y, Nakamura Y, 
Tokushige K, Ohi H, Sameshima Y, Ido 
A. 

Infliximab treatment 
intensification based on 
endoscopic activity contributes to 
clinical response in patients with 
Crohn’s disease. 

CROHN’S & COLITIS 
CONGRESS 

Las Vegas, 
USA 

2019 年 2月 7-9 日 

Tanaka A, Kanmura S, Hamamoto H, 
Kabayama M, Nakamura Y, Maeda H, 
Hinokuchi M, Arima S, Sasaki F, Nasu 
Y, Tanoue S, Hashimoto S, Ido A. 

The diagnostic utility of linked-
color imaging for the evaluation 
of colonic mucosal inflammation in 
ulcerative colitis. 

ASIAN ORGANIZATION FOR 
CROHN'S & 
COLITIS(AOCC2018) 

SHANGHAI, 
CHINA 

2018 年 6月 21-23 日 

Kanmura S, Tanaka A, Hamamoto H, Arima 
S, Sasaki F, Nasu Y, Tanoue S, 
Hashimoto S, Ido A. 

Optimizing surveillance 
colonoscopy for colitic cancer in 
ulcerative colitis:  A focus on 
interfacility differences. 

Digestive Disease Week 
2018 (DDW2018) 

Washington, 
DC 

2018 年 6月 2-5 日 

Hamamoto H, Kanmura S, Arima S, Tanoue 
S, Nasu Y, Sasaki F, Hashimoto S, Ido 
A. 

The diagnostic utility of linked-
color imaging in the evaluation of 
mucosal inflammation in patients 
with ulcerative colitis. 

United European 
Gastoroenterology Week 
2017 (UEGW2017) 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 10 月 28日 

上村修司，濱元ひとみ，田中啓仁，小野陽
平，鮫島洋一，藤田俊浩，小薗雅哉，小牧
祐雅，佐々木文郷，山路尚久，藤田 浩，
嵜山敏男，徳重浩一，鮫島由紀則，大井秀
久，井戸章雄. 

当院ならびに関連施設における潰瘍性
大腸炎サーベイランス内視鏡の現状と
問題点. 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会／第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 

東京 2017年11月17,18日 

濱元ひとみ，上村修司，井戸章雄. 潰瘍性大腸炎の活動性評価における内
視鏡画像強調システム Linked Color 
Imaging (LCI) の有用性についての検
討. 

第 94回日本消化器内視鏡
学会総会（JDDW2017） 

福岡 2017年10月12-15日 

濱元ひとみ，上村修司, 有馬志穂, 田ノ上
史郎, 那須雄一郎, 佐々木文郷, 橋元慎
一, 井戸章雄.. 

潰瘍性大腸炎の内視鏡的活動性評価に
おける内視鏡画像強調システム Linked 
Color Imaging(LCI)の有用性 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 
 
2017 年 5月 11-13 日 

田中啓仁，上村修司，井戸章雄 乳酸菌 Lactobacillus plantarum 
06CC2 株のプロバイオティクス効果の
検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20-22 日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T, CEAS Study Group 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Okamoto D, Kakuta Y, Takeo N, Moroi R, 
Kuroha M, Kanazawa Y, Hisashi S, 
Fuyuno Y, Umeno J, Hirano A, Torisu T, 
Nakamura M, Esaki M, Matsumoto T, 
Kinouchi Y, Masamune A 

Genetic analysis of ulcerative 
colitis in Japanese individuals 
using population-specific SNP 
array 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Matsuno Y, Hirano A, Torisu T, Fuyuno 
Y, Okamoto Y, Shin F, Tomohiko M, 
Umeno J, Hirakawa Y, Esaki M, Kitazono 
T 

The clinical efficacy and safety 
of indigo naturalis in induction & 
maintenance therapy for moderate-
to-severe ulcerative colitis: A 
single-centre prospective 
uncontrolled open-label study 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Hirano A, Umeno J, Torisu T Characteristics of mucosal 
microbial composition of patients 
with inflammatory bowel disease 
susceptibility HLA genotype 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Matsuno Y, Torisu T, Fuyuno Y, Okamoto 
Y, Fujioka S, Hirano A, Umeno J, 
Moriyama T, Kitazono T, Esaki M 

Long-term outcome of watch and 
wait strategy for gastric 
antibiotic-resistant mucosa-
associated lymphoid tissue 
lymphoma. 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

Okamoto Y, Esaki M, Morishita T, Hara 
Y, Hirano A, Umeno J, Maehata Y, 
Kobayashi H, Ishikawa H, Torisu T, 
Matsumoto T, and Kitazono T 

Preventive effect of lactobacillus 
salivarius wb21 on small bowel 
injuries in subjects  who take 
both nsaid and ppi: a randomized，
double-blind，placebo-controlled 
trial 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, Shin 
Fujioka, Umeno J, Moriyama T , 
Kitazono T, Esaki M 

Prediction of loss of response to 
anti-TNFα antibody therapy using 
SES-CD in Crohn’s disease 
patients <poster> 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor S, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitazono T, 
Esaki M 

The association study between HLA 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel disease. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 

Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 

佐藤大晃，田中貴英，藤岡審，岡本康治，冬
野雄太，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，森
山智彦，川床慎一郎，保利喜史，孝橋賢一，
北園孝成 

巨大腹部デスモイド腫瘍により尿瘤を
生じた家族性大腸腺腫症の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

吉村悠花，仁田畑智紀，藤岡審，梅野淳嗣，
平野敦士，冬野雄太，鳥巣剛弘，北園孝成 

IFX による加療中に多関節炎を合併し
paradoxicalarthritis が疑われた潰瘍
性大腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

森下寿文，藤岡審，森山智彦，冬野雄太，岡
本康治，梅野淳嗣，平野敦士，鳥巣剛弘，北
園孝成 

当科における食道内視鏡的粘膜下層剥
離術施行(ESD)後狭窄の臨床的検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

井原勇太郎，梅野淳嗣，保利喜史，藤原美奈
子，鳥巣剛弘，江崎幹宏，北園孝成 

IV 型胃神経内分泌腫瘍患者における
ATP4A 遺伝子変異の同定 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

田中貴英，梅野淳嗣，東晃一，岡本康治，冬
野雄太，藤岡審，平野敦士，鳥巣剛弘，森山
智彦，川床慎一郎，保利喜史，大石善丈，江
崎幹宏，北園孝成 

Tenofovirdisoproxil 投与により胃潰
瘍を発症したと考えられた B 型慢性肝
炎の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

井原勇太郎，藤岡審，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，
平野敦士，岡本康治，冬野雄太，森山智彦，
江崎幹宏，北園孝成 

炎症性腸疾患診療の現状と展望 自験
クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの短期および長期治療効果 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

横手章人，冬野雄太，増原裕之，平野敦士，
梅野淳嗣，藤岡審，保利喜史，藤原美奈子，
山本英崇，森山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

潰瘍性大腸炎に合併した直腸リンパ増
殖性疾患の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

増原裕之，岡本康治，永吉絹子，冬野雄太，
藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，森山智彦，山
本充了，保利善史，藤原美奈子，鳥巣剛弘，
北園孝成 

全 周 性 の 大 腸 狭 窄 を 来 し た
diverticularcolitis の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

吉原崇正，岡本康治，長末智寛，冬野雄太，
藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，貞苅良彦，永
井俊太郎，保利喜史，藤原美奈子，森山智彦，
鳥巣剛弘，北園孝成 

空腸原発平滑筋肉腫の 1例 第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

野田真也佳，吉原崇正，河野真一，藤岡審，
永吉絹子，永井俊太郎，中村雅史，保利喜史，
藤原美奈子，天野良祐，冬野雄太，平野敦士，
梅野淳嗣，森山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

腸閉塞症状を契機に発見された空腸神
経内分泌腫瘍の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

野坂佳愛，岡本康治，増原裕之，田中貴英，
冬野雄太，藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，森
山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

健常な高齢女性に発症したサイトメガ
ロウイルス腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

田中貴英，平野敦士，蓑田洋介，岡本康治，
冬野雄太，藤岡審，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，森
山智彦，保利喜史，藤原美奈子，北園孝成 

胃GISTと鑑別を要した胃迷入膵の1例 第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

原田英，藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣
剛弘 

消化管出血に対するベストプラクティ
ス 出血源不明Overt-OGIB患者におけ
る再出血リスク因子の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

長末智寛，平野敦士，河野真一，藤岡審，梅
野淳嗣，保利善史，藤原美奈子，鳥巣剛弘，
森山智彦 

胃底腺ポリポーシスを背景に発生した
胃癌の臨床病理学的特徴 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2019，5 

Nagata Y, Esaki M, Fuyuno Y, Okamoto 
Y, Fujioka S, Hirano A, Umeno J, 
Torisu T, Moriyama T, Nakamura S, 
Kitazono T 

Postoperative immunosuppressive 
therapies decrease the risk of 
second intestinal surgery in 
patients with Crohn’s disease: a 
retrospective cohort study 

The 14th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Copenhagen
，Denmark 

2019，3 

Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, Fujioka 
S, Umeno J, Moriyama T, Kitazono T, 
Esaki M 

Prediction of loss of response to 
anti-TNF therapy using SES-CD in 
patients with Crohn’s disease 

The 14th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Copenhagen
，Denmark 

2019，3 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study. 

Crohn's & Colitis 
Congress 2019 

Las Vegas，
USA 

2019，2 

Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor S, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitazono T, 
Esaki M 

The association study between hla 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel diseases 

Crohn’s & Colitis 
Congress 2019 

Las Vegas，
USA 

2019，2 

Matsuno Y, Umeno J, Esaki M, Hirakawa 
Y, Fuyuno Y, Okamoto Y, Yasukawa S, 
Hirai F, Watanabe K, Hosoe N, Kochi S, 
Kurahara K, Yao T, Kitazono T, and 
Matsumoto T 

Usefulness of Prostaglandin E-
major urinary metabolite 
measurement for the 
differentiation between chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene (CEAS) and Crohn's 
disease.  

Asian Pacific 
Association of 
Gastroenterology 

Cebu，
Philippine 

2018，9 

長末智寛，藤岡審，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，
池田祥紀，藤田恒平，増原裕之，江崎幹
宏，北園孝成 

インフリキシマブ導入により保存的に
改善が得られた下行結腸穿孔を合併し
た潰瘍性大腸炎の一例 

第 15回日本消化管学会総
会 

佐賀 2019，2 

井原勇太郎，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，平野敦
士，岡本康治，冬野雄太，原田英，藤岡
審，森山智彦，江崎幹宏，北園孝成 

炎症性腸疾患に対する新規治療薬の位
置付け 当院クローン病患者における
ウステキヌマブの臨床的効果 

第 15回日本消化管学会総
会 

佐賀 2019，2 

横手章人，原田英，井原勇太郎，吉原崇
正，冬野雄太，貫陽一郎，藤岡審，平野敦
士，梅野淳嗣，保利喜史，山本英崇，藤田
逸人，森山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

原因不明の消化管出血を契機に発見さ
れた小腸消化管間質腫瘍の１例 

第 106 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

児浦未季史，吉原崇正，田中貴英，岡本康
治，冬野雄太，藤岡審，平野敦士，梅野淳
嗣，鳥巣剛弘，保利喜史，藤原美奈子，北
園孝成 

ダブルバルーン小腸内視鏡で止血しえ
た高齢者 Meckel 憩室出血の 1例 

第 106 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

吉原崇正，河野真一，横手章人，長末智
寛，冬野雄太，岡本康治，藤岡審，平野敦
士，梅野淳嗣，保利善史，藤原美奈子，鳥
巣剛弘，北園孝成 

ポリグリコール酸シートとフィブリン
糊を併用した被覆法が有効であった
ESD 後出血性胃潰瘍の 1例 

第 106 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

田中貴英，藤岡審，河野真一，冬野雄太，
岡本康治，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣剛
弘，森山智彦，永井俊太郎，保利喜史，藤
原美奈子，江﨑幹宏，北園孝成 

炎症性腸疾患のトータルマネージメン
ト<ワークショップ>当科における悪性
腫瘍合併 IBD 症例の検討 

第 112 回日本消化器病学
会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

増原裕之，岡本康治，川井康弘，冬野雄
太，藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，森山智
彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

Mg 製剤による大腸内視鏡検査前処置が
誘因となり高 Mg血症を来たしたS状
結腸吻合部狭窄の一例 

第 112 回日本消化器病学
会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

野田真也佳，冬野雄太，藤岡審，平野敦
士，梅野淳嗣，森山智彦，貞苅良彦，保利
喜史，藤原美奈子，甲斐貴大，鳥巣剛弘，
北園孝成 

腹壁膿瘍加療中にメトロニダゾール脳
症を発症した瘻孔部癌を伴った小腸大
腸型クローン病の 1例 

第 112 回日本消化器病学
会九州支部例会 

鹿児島 2018，11 

梅野淳嗣，冬野雄太，松野雄一，鳥巣剛
弘，江﨑幹宏，梁井俊一，大宮直木，久松
理一，渡辺憲治，細江直樹，緒方晴彦，平
井郁仁，松井敏幸，八尾恒良，北園孝成，
松本主之，CEAS study group. 

非特異性多発性小腸潰瘍症の臨床徴候
について－全国調査報告－ 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

京都 2018，11 

松野雄一，梅野淳嗣，平川洋一郎，冬野雄
太，岡本康治，安川重義，平井郁仁，渡辺
憲治，細江直樹，河内修司，藏原晃一，八
尾恒良，鳥巣剛弘，北園孝成，松本主之，
江﨑幹宏 

CEAS と Crohn 病の鑑別における尿中プ
ロスタグランジン E主要代謝産物濃度
測定の有用性に関する検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会 

京都 2018，11 

梁井俊一，中村昌太郎，川崎啓祐，永塚
真，上杉憲幸，梅野淳嗣，菅井有，松本主
之 

非特異性多発性小腸潰瘍症とクローン
病の上部消化管粘膜における SLCO2A1
蛋白発現 

第 56回日本小腸学会学術
集会 

東京 2018，10 

甲斐貴大，岡本康治，平野敦士，梅野淳
嗣，鳥巣剛弘，江﨑幹宏，北園孝成 

肥厚性皮膚骨膜症の 3主徴を伴った非
特異性多発性小腸潰瘍症の 1例 

第 111 回日本消化器病学
会九州支部例会 

北九州 2018，6 

今津愛介，河野真一，平野敦士，梅野淳
嗣，鳥巣剛弘，江﨑幹宏，北園孝成 

多彩な消化管病変を形成した ATL/L の
一例 

第 105 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会， 

北九州 2018，6 

永田豊，梅野淳嗣，貫陽一郎，保利喜史，
藤原美奈子，江﨑幹宏 

胃 myeloid sarcoma の一例 第 95回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2018，5 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Esaki M, Washio E, Morishita T, 
Sakamoto K, Fuyuno Y, Hirano A, Umeno 
J, Kitazono T, Matsumoto T, Suzuki Y 

Inter- and intra-observer 
variation of capsule endoscopic 
findings for the diagnosis of 
Crohn’s disease: A case control 
study 

The 14th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2018，3 

Hirano A, Umeno J, Shibata H,  
Kitazono T, Esaki M 

A comparison study of the mucosa-
associated microbiota between 
inflamed and non-inflamed sites in 
ulcerative colitis patients 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul, 
Korea 

2017, 6 

Nagata Y, Esaki M, Hirano A, Umeno J, 
Maehata Y, Torisu T, Moriyama T, 
Matsumoto T, Kitazono T 

The preventive effect of anti-
tumor necrosis factor therapy 
against initial intestinal surgery 
in patients with Crohn’s disease 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul, 
Korea 

2017, 6 

Esaki M, Nagata Y, Okamoto Y, Umeno J, 
Hirano A, Maehata Y, Torisu T, 
Moriyama T, Kitazono T 

Long-term prophylactic effect of 
anti-TNF therapy against 
postoperative recurrence in 
Crohn’s disease: 12 years single 
center experience. <poster> 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Seoul, 
Korea 

2017, 6 

Nuki Y, Umeno J, Washio E, Maehata Y, 
Hirano A, Kobayashi H, Kitazono T, 
Matsumoto T, Esaki M 

Influence of cytochrome P450 2C19 
polymorphisms on exacerbating 
effect of proton pump inhibitor in 
nonsteroidal anti-inflammatory 
drugs-induced small bowel injury. 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago, 
USA 

2017, 5 

Moriyama T, Esaki Y, Morishita T, 
Maehata Y, Torisu T, Umeno J, Hirano 
A, Okamoto Y, Kitazono T 

Learning curve analysis for 
colorectal endoscopic submucosal 
dissection 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago, 
USA 

2017, 5 

平野敦士，梅野淳嗣，江崎幹宏 トランスポーターの機能から紐解く生
命現象と病態<シンポジウム> 小腸潰
瘍症におけるプロスタグランジン輸送
体の役割 

日本薬学会第 138 年会 金沢， 2018，3 

田中貴英，江崎幹宏，平野敦士，森山智
彦，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，岡本康治，藤岡
審，冬野雄太，原田英，藤原美奈子，北園
孝成 

薬剤性消化管障害の診断・治療の課題
<ワークショップ> 免疫チェックポイ
ント阻害剤関連腸炎 4例の臨床病理学
的特徴に関する検討 

第 14回日本消化管学会総
会 

東京 2018，2 

永田豊，江﨑幹宏，冬野雄太，岡本康治，
藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，
森山智彦，北園孝成. 

クローン病の薬物療法・手術療法のす
べて<ワークショップ> クローン病患
者の腸管再手術に対する術後内科治療
の影響 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018，2 

平野敦士, 梅野淳嗣, 森山智彦, 鳥巣剛
弘, 柴田弘紀, 江﨑 幹宏 

潰瘍性大腸炎における炎症部と非炎症
部での腸内細菌叢の比較検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017,12 

田中貴英, 江﨑幹宏, 平野敦士, 森山智
彦, 鳥巣剛弘, 梅野淳嗣, 岡本康治, 藤岡
審, 冬野雄太, 原田英, 土橋賢司, 藤原美
奈子, 保利喜史, 北園孝成 

胃癌に対し Pembrolizumab 投与中に広
範な腸炎を認めた 1例 

第 104 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

沖縄 2017, 11 

和智博信, 原田英, 梅野淳嗣, 伊崎智子, 
川久保尚徳, 濵田洋, 江﨑幹宏, 北園孝成 

多発する消化管血管腫に対し内視鏡的
クリッピング術が有効であった blue 
rubber bleb nevus syndrome の 1例 

第 104 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

沖縄 2017, 11 

永田豊，池上幸治，梅野淳嗣，保利喜史，
山元崇英，江崎幹宏，北園孝成 

内視鏡検査を契機に診断されたマント
ル細胞リンパ腫の一例 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017，11 

甲斐貴大，坂本圭，平野敦士，古川大祐，
藤岡審，梅野淳嗣，鳥巣剛，森山智彦，江
崎幹宏，北園孝成 

内科的治療が奏功し全大腸切除術を回
避しえた急性心筋梗塞を合併した重症
潰瘍性大腸炎の 1例 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017，11 

井原勇太郎, 江﨑幹宏, 森山智彦, 鳥巣剛
弘, 梅野淳嗣, 平野敦士, 岡本康治, 鷲尾
恵万, 北園孝成 

小腸 Gastrointestinal stromal tumor
のバルーン内視鏡所見に関する検討 

第 55回日本小腸学会 京都 2017, 10 

加藤嘉一，山遠剛，林田良啓，柳忠宏，水
落建輝，梅野淳嗣 

遺伝子解析により非特異性多発性小腸
潰瘍症と診断した 12歳女児 

第 166 回日本小児科学会
鹿児島地方会 

鹿児島 2017, 10 

永井博，木村智哉，松本信，下山雄丞，千
葉宏文，山本勝利，横山直信，小野寺基
之，日下順，内藤健夫，川上瑶子，平本圭
一郎，黒羽正剛，金澤義丈，角田洋一，遠
藤克哉，梅野淳嗣，江崎幹宏，木内喜孝，
下瀬川徹 

肥厚性皮膚骨膜症を合併した非特異性
多発性小腸潰瘍(CEAS)の一例 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017, 5 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Esaki M, Takamori A, Umeno J, Hirano 
A, FuyunoY, Torisu T, Taketomi H, 
Akutagawa T, Tsuruoka N, Sakata Y, 
Shimoda R, Matsumoto T. 

Development of capsule endoscopy 
scoring system for the diagnosis 
of small bowel Crohn’s disease 
 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor SS, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitaono T, Esaki 
M 

The association study between HLA 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel diseases 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 
 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study.  

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Zeze K, Hirano A, Torisu T, Kitazono 
T, Esaki M 
 

DIFFERENCE IN CLINICAL EFFICACY 
AND SAFETY PROFILE IN CROHN’S 
DISEASE PATIENTS TREATED WITH 
INFLIXIMAB ACCORDING TO TIMING FOR 
ADDITION OF THIOPURINE 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, Fujioka 
S, Umeno J, Moriyama T, Kitazono T, 
Esaki M 
 

Prediction of loss of response to 
anti-TNFα antibody therapy using 
SES-CD in Crohn’s disease 
patients  

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

江﨑幹宏 炎症性腸疾患の診断と治療の進歩 
 

第 327 回日本内科学会九
州地方会/第 65回九州支
部生涯教育講演会 

佐賀 2019 年 11 月 17日 

江崎幹宏 
 

内視鏡の進歩は小腸疾患診断をどのよ
うに変えたか？ 

第 75回九州消化器内視鏡
技師研究会 

久留米 2019 年 5月 26日 

井原 勇太郎, 藤岡 審, 鳥巣 剛弘, 梅野 
淳嗣, 平野 敦士, 岡本 康治, 冬野 雄
太, 森山 智彦, 江崎 幹宏, 北園 孝成 

炎症性腸疾患診療の現状と展望 自験
クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの短期および長期治療効果 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 
 

宮崎 2019 年 11 月 8-9 日 

Nagata Y, Esaki M, Fuyuno Y, Okamoto 
Y, Fujioka S, Hirano A, Umeno J, 
Torisu T, Moriyama T, Nakamura S, 
Kitazono T 
 

Postoperative immunosuppressive 
therapies decrease the risk of 
second intestinal surgery in 
patients with Crohn’s disease: A 
retrospective cohort study 

14th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organization 

 

Copenhagen, 
Denmark 

2019 年 3月 

Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor SS, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitaono T, Esaki 
M 

The association study between HLA 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel diseases 

Crohn`s & Colitis 
Congress™ 2019, 

Las Vegas, 
USA, 

2019 年 2月 

Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 
 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study.  

Crohn`s & Colitis 
Congress™ 2019, 

Las Vegas, 
USA, 

2019 年 2月 

Zeze K, Hirano A, Torisu T, Kitazono 
T, Esaki M 
 

DIFFERENCE IN CLINICAL EFFICACY 
AND SAFETY PROFILE IN CROHN’S 
DISEASE PATIENTS TREATED WITH 
INFLIXIMAB ACCORDING TO TIMING FOR 
ADDITION OF THIOPURINE 

Crohn`s & Colitis 
Congress™ 2019, 

Las Vegas, 
USA, 

2019 年 2月 

梅野淳嗣、冬野雄太、松野雄一、鳥巣剛
弘、江﨑幹宏、梁井俊一、大宮直木、久松
理一、渡辺憲治、細江直樹、緒方晴彦、平
井郁仁、松井敏幸、八尾恒良、北園孝成、
松本主之 

CEAS study group 非特異性多発性小
腸潰瘍症の臨床徴候についてー全国調
査報告―  
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

京都 2018 年 11 月 22日 

松野雄一、梅野淳嗣、鳥巣剛弘、平川洋一
郎、冬野雄太、岡本康治、安川重義、平井
郁仁、渡辺憲治、細江直樹、河内修司、蔵
原晃一、八尾恒良、北園孝成、松本主之、
江﨑幹宏  

CEAS と Crohn 病の鑑別における尿中プ
ロスタグランジン E主要代謝産物濃度
測定の有用性に関する検討  
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

京都 2018 年 11 月 22日 

冬野雄太、永田豊、江﨑幹宏  
 

Crohn 病における SES-CD を用いた抗
TNF-α抗体製剤の二次無効予測（シン
ポジウム） 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW 2018） 

神戸 2018 年 11 月 1-4 日 

江﨑幹宏、鷲尾恵万、森下寿文、坂本圭、
松本主之、鈴木康夫  
 

クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性―検証結果報告―  
 

第 95回日本消化器内視鏡
学会総会 （パネルディ
スカッション） 

東京 2018 年 5月 10-12 日 



211 
 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Matsuno Y, Umeno J, Fuyuno Y, Okamoto 
Y, Yasukawa S, Hirai F, Watanabe K, 
Hosoe N, Kochi S, Kurahara K, Yao Y, 
Kitazono T, Matsumoto T, Esaki M.  
 

Usefulness of Prostaglandin E-
major urinary metabolite 
measurement for the 
differentiation between chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene (CEAS) and Crohn’s 
disease． 

2018 Crohn's & Colitis 
Congress 
 

Las Vegas, 
USA 

2018 年 1月 18-20 日 

Hirano A, Umeno J, Kitazono T, Esaki M 
 

A Comparison Study of the Mucosa-
Associated Microbiota between 
Inflamed and Non-Inflamed Sites in 
Ulcerative Colitis Patients. 

2018 Crohn's & Colitis 
Congress 
 

Las Vegas, 
USA 

2018 年 1月 18-20 日 

永田豊、江﨑幹宏、冬野雄太、岡本康治、
藤岡審、平野敦士、梅野淳嗣、鳥巣剛弘、
森山智彦、北園孝成 
 

クローン病患者の腸管再手術に対する
術後内科治療の影響  
 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会（ワークショ
ップ） 
 

東京 2018 年 2月 9-10 日 

小林 由美恵 大藤さとこ 福島若葉 食物中の鉄・亜鉛摂取量と潰瘍性大腸
炎発症との関連 

第 105 回消化器病学会 
総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

糞便移植療法の有効性と腸内細菌叢お
よび短鎖脂肪酸の変化 

JDDW 神戸 2019 年 11 月 22日 

城代康貴、尾﨑隼人、大宮直木 再発性 C.difficile 腸炎と炎症性腸疾
患に対する糞便移植療法における腸内
細菌叢、短鎖脂肪酸の解析 

第 57回 
日本小腸学会学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

再発性 C.difficile 腸炎と炎症性腸疾
患に対する糞便移植療法における腸内
細菌叢の変化 

第 105 回 
日本消化器病学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

再発性 C.difficile 腸炎と炎症性腸疾
患に対する糞便移植療法の有効性と腸
内細菌叢の変化 

第 61回 
日本消化器内視鏡学会 
東海支部例会 

名古屋 2018 年 11 月 24日 

城代康貴、尾﨑隼人、大宮直木 当院におけるクローン病に対する糞便
移植療法（fecal microbiota 
transfection：FMT の有効性の検討 

第 56回 
日本小腸学会学術集会 

東京 2018 年 10 月 27日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

糞便移植の有効性と腸内細菌叢変化と
の関連 

第 104 回 
日本消化器病学会総会 

東京 2018 年 4月 20日 

尾﨑隼人、城代康貴、山田日向、寺田剛、
河村知彦、内堀遥、吉田大、前田晃平、大
森崇史、堀口徳之、生野浩和、小村成臣、
大久保正明、鎌野俊彰、田原智満、長坂光
夫、中川義仁、柴田知行、大宮直木 

ダブルバルーン小腸内視鏡を用いたク
ローン病に対する糞便移植の有用性 

第 22回 
小腸内視鏡研究会 

東京 2018 年 2月 24日 

尾﨑隼人、城代康貴、生野浩和、山田日
向、吉田大、内堀遥、寺田剛、河村知彦、
前田晃平、堀口徳之、大森崇史、小村成
臣、大久保正明、鎌野俊彰、田原智満、長
坂光夫、中川義仁、柴田知行、大宮直木 

炎症性腸疾患に対する糞便移植の有効
性と腸内細菌叢の変化 

第 8回 
日本炎症性腸疾患学会 
学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

城代康貴、生野浩和、大宮直木 当院における潰瘍性大腸炎、クローン
病、クロストリジウム・ディフィシル
腸炎に対する糞便移植の有効性と課題 

日本消化器病学会 
東海支部第 126 回例会 

岐阜 2017 年 6月 24日 

大宮直木、城代康貴、生野浩和 クロストリジウム・ディフィシル感染
症、潰瘍性大腸炎、クローン病に対す
る糞便移植の有用性と腸内細菌叢の変
化 

第 93回 
日本消化器内視鏡学会 
総会 

大阪 2017 年 5月 12日 

Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryu 
Nishimura, Sho Watanabe, Nobuhiro 
Katsukura, Tomoaki Shirasaki, Ryuichi 
Okamoto, Mamoru Watanabe 

Establishment of chronic 
inflammation model using human 
small intestinal and colonic 
organoids 

UEG Week 2019 Fira Gran 
Via, 
Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 23日 
 

Okamoto R, Watanabe M 【Focus Session: Cutting Edge 
Regenerative Medicine Using Stem 
Cells】Intestinal Epithelial Stem 
Cell  Organoids and IBD 

ISSCR2019 Los Angeles 
（USA） 

2019 年 6月 26日 

Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryu 
Nishimura, Tomoaki Shirasaki, Sho 
Watanabe, Nobuhiro Katsukura, Shigeru 
Oshima, Ryuichi Okamoto, Tetsuya 
Nakamura,  Mamoru Watanabe 

Long-term inflammation model using 
human colonic organoids 

AOCC2019 Taipei
（Taiwan） 

2019 年 6月 15日 



212 
 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Kawai M, Hama M, Nagata S, Kawamoto A, 
Suzuki K, Shimizu H, Anzai S, 
Takahashi J, Kuno R, Takeoka S, 
Hiraguri Y, Yui S, Okamoto R, Watanabe 
M 

Functional analysis of isoflavones 
using patient-derived intestinal 
organoids 

AOCC2019 Taipei
（Taiwan） 

2019 年 6月 14日 

岡本隆一、清水寛路、鈴木康平、髙橋純
一、川井麻央、平栗優衣、竹岡さや香、杉
原ハディ優樹、永田紗矢香、竹中健人、齋
藤詠子、福田将義、藤井俊光、長堀正和、
油井史郎、土屋輝一郎、大塚和朗、渡辺 
守 

【バイオマーカーと創薬に関するプロ
ジェクト】培養腸上皮幹細胞を用いた
炎症性腸疾患に対する再生医療の開発 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年
度 第 2回総会 

コングレス
クエア日本
橋（東京都
中央区） 

2020 年 1月 24日 

岡本隆一 【Keynote lecture】腸上皮オルガノ
イドを用いた再生医療の開発 

ヒューマン・オルガノイ
ド技術の最前線 2019 

コングレス
クエア日本
橋（東京都
中央区） 

2019 年 11 月 25日 

岡本隆一、清水寛路、渡辺 守 【消化器疾患と再生医療】炎症性腸疾
患に対する再生医療の開発 

JDDW2019 ポートピア
ホテル南館
(兵庫県神戸
市） 

2019 年 11 月 23日 

川井麻央、河本亜美、永田紗矢香、安斎 
翔、高橋純一、久野玲子、平栗優衣、鈴木
康平、清水寛路、油井史郎、岡本隆一、渡
辺 守 

患者由来腸上皮オルガノイドを用いた
イソフラボン類による腸上皮機能調節
機構の解析 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都（京都
府京都市） 

2019 年 8月 2日 
 

岡本隆一、清水寛路、鈴木康平、高橋純
一、川井麻央、平栗優衣、竹岡さや香、杉
原ハディ優樹、永田紗矢香、竹中健人、齋
藤詠子、福田将義、藤井俊光、長堀正和、
油井史郎、土屋輝一郎、大塚和朗、渡辺守 

培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾
患に対する再生医療の開発 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業 「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年
度 第 1回総会 

コングレス
クエア日本
橋（東京） 

2019 年 7月 26日 

岡本隆一 炎症性腸疾患に対する再生医療の開発 第 103 回 IBD ミニカンフ
ァレンス 

竹橋安田ビ
ル（東京都
千代田区） 

2019 年 7月 26日 

岡本隆一 【シンポジウム 13：組織再生とオルガ
ノイド】腸上皮幹細胞オルガノイドに
よる粘膜再生医療 

第 40回日本炎症・再生医
学会 

神戸国際会
議場（兵庫
県神戸市） 

2019 年 7月 17日 

Ryuichi Okamoto, Mao Kawai, Minami 
Hama, Sayaka Nagata, Ami Kawamoto, 
Kohei Suzuki, Hiromichi Shimizu, Sho 
Anzai, Junichi Takahashi, Reiko Kuno, 
Sayaka Takeoka, Yui Hiraguri, Shiro 
Yui, Mamoru Watanabe 

【The 6th JSGE International Topic 
Conference Lifestyle-related 
Diseases in Gastroenterology】
Gastrointestinal tract（role of 
gut microbiome and diet）：Food-
bome factors in inflammatory bowel 
disease 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

ホテル日航
金沢（石川
県金沢市） 

2019 年 5月 10日 
 

Kakuta Y, Kawai Y, Naito T, Onodera M, 
Moroi R, Kanazawa Y, Kuroha M, Shiga 
H, Kohr S, Tokunaga K, Nagasaki M, 
Kinouchi Y, Masamune A. 

Genetic Background of Thiopurine-
induced Pancreatitis in Japanese 
Patients with Inflammatory Bowel 
Disease. 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego 2019 年 5月 21日 

角田洋一 遺伝的背景などを踏まえた IBD の既存
治療の適正化に向けた取り組み 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

角田洋一、木内喜孝、正宗淳 
チオプリンの副作用を予測する NUDT15
遺伝子多型検査の有用性について 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 3日 

角田洋一、木内喜孝、下瀬川徹 
個人ゲノム情報から考える IBD 診療の
将来像 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

桂田 武彦、大草 敏史、小早川 雅男 抗菌薬 3 剤併用による難治性潰瘍性大
腸炎の治療 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル東京 

2017 年 4月 20日 

Omura Y, Toiyama Y, Okugawa Y, 
Yamamoto A, Yin C, Shigemori T, 
Kusunoki K, Kusunoki Y, Ide S, 
Kitajima T, Fujikawa H, Yasuda H, Hiro 
J, Yoshiyama S, Ohi M, Araki T, 
Kusunoki M 

Crohn’s like lymphoid reaction is 
associated with oncological 
prognosis and host nutrition in 
pathological SrageⅡ/Ⅲ gastric 
cancer 

The Digestive Disease 
Week (DDW) 2019 

San Diego 2019 年 5月 18日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、重盛恒彦、山本 晃、北嶋
貴仁、近藤 哲、大北喜基、問山裕二、楠
正人 

小児炎症性腸疾患の外科治療における
課題. 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 
 

2020 年 2月 7日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
廣 純一郎、大北喜基、問山裕二、志村匡
信、藤川裕之、山本 晃、北嶋貴仁、安田
裕美、横江 毅、大井正貴、井上幹大、楠
正人 

潰瘍性大腸炎および Colitic cancer
に対する腹腔鏡下手術. 

第 32回日本内視鏡外科学
会総会 

横浜 2019 年 12 月 5 日 

近藤 哲、大北喜基、小林美奈子、奥川喜
永、藤川裕之、安田裕美、横江 毅、廣 
純一郎、大井正貴、問山裕二、内田恵一、
楠正人 

消化管手術後腹腔内膿瘍に対する経皮
的膿瘍ドレナージの有効性. 

第 32回外科感染症学会学
術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、近藤 
哲、松下航平、小池勇樹、大北喜基、問山
裕二、荒木俊光、楠正人 

小児クローン病症例に対する腹会陰式
直腸切断術後の会陰創管理における予
防的閉鎖陰圧療法の経験. 

第 32回日本外科感染症学
会総会学術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

大北喜基、小林美奈子、北嶋貴仁、近藤 
哲、藤川裕之、廣 純一郎、問山裕二、大
井正貴、荒木俊光、楠正人 

待機的大腸手術における full 
preparation の有用性. 

第 32回日本外科感染症学
会総会学術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣 純一郎、井上幹大、問
山裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後難治性回腸嚢炎の臨
床像. 

第 27回消化器関連学会週
間 JDDW2019 

神戸 2019 年 11 月 23日 

大北喜基、問山裕二、小林美奈子、山本 
晃、北嶋貴仁、近藤 哲、奥川喜永、藤川
裕之、安田裕美、横江 毅、廣 純一郎、
大井正貴、荒木俊光、内田恵一、楠正人 

消化管外科病棟における血液培養要請
例の検討. 

第 81回日本臨床外科学会
総会 

高知 2019 年 11 月 14日 

近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、今岡裕
基、安田裕美、小池勇樹、廣純一郎、吉山
繁幸、井上幹大、大井正貴、問山裕二、内
田恵一、楠正人 

クローン病に対する腹会陰式直腸切断
術の検討 

第 81回日本臨床外科学会
総会 

高知 2019 年 11 月 14日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、松下航
平、小池勇樹、楠正人 

小児炎症性腸疾患症例における術前骨
格筋量と術後合併症との関連性に関す
る検討. 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

松下航平、長野由佳、小池勇樹、井上幹
大、内田恵一、楠正人 

胎児期に腹部腫瘤を指摘された尿道閉
鎖、尿道直腸瘻の 1例. 

第 35回日本小児外科学会
秋季シンポジウム 

大阪 2019 年 10 月 17日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣純一郎、井上幹大、問山
裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

痔瘻合併クローン病に対する人工肛門
造設術の治療成績. 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 

問山裕二、山本 晃、奥川喜永、楠 蔵
人、大村悠介、藤川裕之、大北喜基、廣 
純一郎、大井正貴、内田恵一、楠正人 

網羅的 DNA メチル化解析から抽出した
潰瘍性大腸炎合併大腸癌診断マーカ
ー. 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、松下航
平、小池勇樹、大北喜基、問山裕二、荒木
俊光、楠正人 

新生児手術症例の SSI 減少を目指し
て：MRSA 保菌リスク因子の検討と口腔
内母乳塗布による MRSA 保菌予防効
果． 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣 純一郎、井上幹大、問
山裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎手術症例における回腸嚢
関連感染症合併症予防のための適切な
術式選択 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7 月 18日 

楠 蔵人、問山裕二、奥川喜永、藤川裕
之、安田裕美、大北喜基、廣 純一郎、大
井正貴、荒木俊光、楠正人 

小腸型、小腸大腸型クローン病におけ
る回腸の炎症部と非炎症部の IL6 発現
量の比の臨床的意義． 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

小池勇樹、市川 崇、松下航平、井上幹
大、内田恵一、溝口 昭、楠正人 

マウス小腸壁内における消化管神経叢
の生体観察とその有用性の検討. 

第 55回日本周産期・新生
児医学会学術集会 

松本 2019 年 7月 13日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、山本 晃、井出正造、北嶋
貴仁、大竹耕平、藤川裕之、荒木俊光、問
山裕二、楠正人 

潰瘍性大腸炎手術開発における小児外
科医の関わりと現在の課題. 

第 56回日本小児外科学会
学術集会 

久留米 2019 年 5月 25日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、近藤 
哲、松下航平、小池勇樹、大北喜基、問山
裕二、荒木俊光、楠正人 

小児の潰瘍性大腸炎における回腸人工
肛門造設後 outlet obstruction 発症
のリスク因子の検討. 

第 56回日本小児外科学会
学術集会 

久留米 2019 年 5月 23日 

小池勇樹、問山裕二、奥川喜永、長野由
佳、松下航平、大北喜基、井上幹大、荒木
俊光、内田恵一、楠正人 

小児潰瘍性大腸炎患者の直腸粘膜にお
ける microRNA-124 メチル化の意義. 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、井出正
造、北嶋貴仁、藤川裕之、奥川喜永、廣 
純一郎、問山裕二、大井正貴、内田恵一、
楠正人 

人工肛門閉鎖術における予防的局所陰
圧閉鎖療法． 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Toiyama Y, Okugawa Y, Araki T, Uchino 
M, Ikeuchi H, Kusunoki M 

Comprehensive analysis to identify 
aberrant DNA methylation for 
predicting colitis associated 
cancer in ulcerative colitis 
patients.  

IBD and Liver: East 
Meets West. 

京都. 2018 年 9月 8日 

Inoue M, Koike Y, Uchida K, Nagano Y, 
Kondo S, Matsushita K, Okita Y, Araki 
T, Kusunoki M 

Predictors of pouchitis after 
ileal pouch-anal anastomosis for 
ulcerative colitis in pediatric 
patients.  

APPSPGHAN 2018 Bangkok, 2018 年 10 月 25日 

近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、浦谷 
亮、井出正造、北嶋貴仁、松下航平、重盛
恒彦、藤川裕之、安田裕美、小池勇樹、廣 
純一郎、吉山繁幸、井上幹大、大井正貴、
問山裕二、内田恵一、楠正人 

クローン病に対する腹会陰式直腸切断
術の検討.  

日本臨床外科学会三重県
支部会第 291 回三重外科
集談会、 

津、 2018 年 12 月 15日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、藤川裕
之、廣 純一郎、井上幹大、問山裕二、大
井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後 afferent limb 
syndrome に対する腹腔鏡下回腸固定術
の経験. 

第 31回日本内視鏡外科学
会総会 

福岡 2018 年 12 月 6日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、藤川裕
之、廣 純一郎、問山裕二、大井正貴、内
田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎の 3期分割手術計画にお
ける prognostic nutritional index
の意義 

第 31回日本外科感染症学
会総会学術集会 

大阪 2018 年 11 月 28日 

荒木俊光、大北喜基、近藤 哲、廣 純一
郎、吉山繁幸、安田裕美、藤川裕之、北嶋
貴仁、井出正造、浦谷 亮、市川 崇、重
盛恒彦、山本 晃、問山裕二、大井正貴、
楠正人 

回腸嚢肛門吻合前後の膣瘻の治療戦
略. 

第 80回日本臨床外科学会
総会 

東京、 2018 年 11 月 23日 

問山裕二、奥川喜永、田中光司、荒木俊
光、内田恵一、菱田朝陽、内野 基、池内
浩基、廣田誠一、楠正人、C. Richard 
Boland、Ajay Goel 
 

直腸粘膜の microRNAs メチル化を用い
た潰瘍性大腸炎癌化症例の拾い上げ. 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会、 

京都、 2018 年 11 月 22日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、藤川裕
之、吉山 繁幸、 廣 純一郎、 井上幹
大、 問山裕二、大井正貴、内田恵一、楠
正人 

：潰瘍性大腸炎に対する大腸全摘・J
型回腸嚢肛門吻合術後 Stoma-Related 
Obstruction の特徴 

第 73回大腸肛門病学会学
術集会 

東京 2018 年 11 月 10日 

荒木俊光、大北喜基、近藤 哲、北嶋貴
仁、藤川裕之、安田裕美、奥川喜永、小池
勇樹、廣 純一郎、吉山繁幸、問山裕二、
井上幹大、大井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢関連合併症
に対する手術治療成績 

第 73回大腸肛門病学会学
術集会 

東京 
 

2018 年 11 月 9日 

山本 晃、問山裕二、楠正人 
 

孤発性大腸癌ならびに潰瘍性大腸炎関
連癌診断マーカーとしての OPLAH メチ
ル化レベルの有用性 

JDDW2018 KOBE 第 26 回
日本消化器関連学会週
間、 

神戸 2018 年 11 月 3日 

荒木俊光、大北 喜基, 近藤 哲, 北嶋 貴
仁, 藤川 裕之, 安田 裕美, 奥川喜永, 廣 
純一郎, 吉山 繁幸, 問山 裕二, 井上 幹
大, 大井正貴, 内田恵一, 楠正人 

潰瘍性大腸炎術後回腸嚢肛門再吻合術
の成績 

JDDW2018KOBE 第 26 回日
本消化器関連学会週間 

神戸、 2018 年 11 月 3日 

問山裕二、奥川喜永、楠正人 
 

潰瘍性大腸炎癌化リスク診断としての
直腸粘膜生検による DNA メチル化測定
法 

JDDW2018 KOBE 第 26 回
日本消化器関連学会週間 

神戸 2018 年 11 月 2日 

奥川喜永、問山 裕二、山本 晃、重盛恒
彦、藤川裕之、安田裕美、廣 純一郎、吉
山繁幸、望木郁代、内田恵一、荒木俊光、
中谷 中、楠正人、Boland C. Richard、
Goel Ajay 

：miR-1 メチル化の Filed effct を利
用した潰瘍性大腸炎関連癌リスクマー
カーとしての有用性の検討 

日本人類遺伝学会第 63回
大会 

横浜 2018 年 10 月 11日 

小池勇樹、長野由佳、松下航平、井上幹
大、内田恵一、楠正人 

小児潰瘍性大腸炎術後 Pouchitis 発症
に関するリスクファクターの検討 

第 45回 小児栄養消化器
肝臓学会、 

埼玉 2018 年 10 月 7日 

問山裕二、近藤 哲、井出正造、北嶋貴
仁、藤川裕之、廣 純一郎、安田裕美、奥
川喜永、大北喜基、吉山繁幸、大井正貴、
荒木俊光、楠正人 

：癌合併潰瘍性大腸炎患者診断マーカ
ー同定のための直腸粘膜における網羅
的 DNA メチル化解析. 

第 77回日本癌学会学術集
会 

大阪 2018 年 9月 29日 

大北喜基、荒木 俊光、近藤 哲、藤川 裕
之、廣 純一郎、吉山 繁幸、問山 裕二、
大井 正貴、内田恵一、楠正人 

残存直腸切除・回腸嚢肛門吻合術にお
ける術後感染性合併症予測因子として
の予後推定栄養指数(PNI)の有用性.  

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 13日 

山本 晃、問山裕二、奥川喜永、重盛恒
彦、市川 崇、近藤 哲、藤川裕之、廣 
純一郎、荒木俊光、楠正人 

：遺伝子のメチル化レベルを指標にし
た潰瘍性大腸炎関連大腸癌の診断に有
用なバイオマーカーの確立.  

第 73回日本消化器外科学
会総会 

鹿児島 2018 年 7月 11日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
松下航平、井上幹大、長野由佳、小池勇
樹、大北喜基、荒木俊光、問山裕二、内田
恵一、天野敬史郎、平山雅浩、楠正人 

潰瘍性大腸炎治療と悪性リンパ腫の関
連性について.  

第 45回日本内視鏡研究
会、 

東京、 2018 年 7月 7日 

小池勇樹、長野由佳、橋本 清、松下航
平、大竹耕平、井上幹大、内田恵一、楠正
人 

：虫垂炎症状を呈したクローン病の 2 
例.  

第 32 回日本小児救急医学
会学術集会、 

つくば 2018 年 6月 2日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、橋本 清、大竹耕平、毛利
靖彦、近藤 哲、大北喜基、問山裕二、荒
木俊光、楠正人 

超早期発症型炎症性腸疾患の外科治療 第 55回日本小児外科学会
学術集会 

新潟、 2018 年 5月 30日 

荒木俊光、近藤 哲、大北喜基、廣 純一
郎、吉山繁幸、藤川裕之、安田裕美、北嶋
貴仁、志村匡信、沖 哲、浦谷 亮、奥川
喜永、井出正造、市川 崇、山本 晃、重
盛恒彦、問山裕二、大井正貴、内田恵一、
楠正人 

炎症性腸疾患に対する抗 TNF-α抗体が
維持療法中 paradoxical reaction 発
生  

第 104 回日本消化器病学
会総会、 

東京 2018 年 4月 20日 

近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、廣 純一
郎、吉山繁幸、藤川裕之、安田裕美、北嶋
貴仁、志村匡信、沖 哲、浦谷 亮、奥川
喜永、井出正造、市川 崇、山本 晃、重
盛恒彦、問山裕二、大井正貴、内田恵一、
楠正人 

： 炎症性腸疾患に対する抗 TNF-α抗
体バイオ後続品スイッチ治療成績.  

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 19日 

問山裕二、奥川喜永、楠正人 Colitis Associated Cancer の存在診
断としての遺伝子検査.  

第 104 回日本消化器病学
会総会、 

東京、 2018 年 4月 19日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、大竹耕平、橋本 清、問山
裕二、荒木俊光、田口智章、毛利靖彦、楠
正人 

小児期発症非特異性多発性小腸潰瘍症
の遺伝子診断と外科治療 

第 118 回日本外科学会定
期学術集会 

東京 2018 年 4月 7日 

Uchida K, Matsushita K, Inoue M, Koike 
Y, Nagano Y, Otake K, Uratani R, 
Yamamoto A, Kondo S, Fujikawa H, 
Yoshiyama S, Hiro J, Toiyama Y, Araki 
T, Kusunoki M 

Clinical characteristics and 
surgical outcome of pediatric, 
adult, elderly patients with 
ulcerative colitis who underwent 
surgery in a single center. 

4thInternational 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease(PIBD2017), 

Barcelona,S
pain 

2017 年 9月 14日 

Toiyama Y, Okugawa Y , Hur K ,Tanaka 
K, Araki T, Uchida K , Uchino M , 
Ikeuchi H , Hirota S , Kusunoki 
M ,Boland CR, Goel A 

：The clinical significance of 
epigenetic microRNA-137 silencing 
in patients with ulcerative 
colitis.  

AACR Annual Meeting , Washington,
D.C., USA 

2017 年 4月 4日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、近藤 哲、大北喜基、問山
裕二、荒木俊光、楠正人 

小児炎症性腸疾患の外科治療における
全人的アプローチ.  

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京、 2018 年 2月 9日 

近藤 哲、荒木俊光、市川 崇、安田裕
美、森本雄貴、吉山繁幸、大井正貴、楠正
人 

：肛門部疣状癌を合併したクローン病
難治性痔瘻の１例 

第 24回三重県クローン病
研究会 

津 2018 年 2月 8日 

荒木俊光、大北喜基、廣 純一郎、近藤 
哲、藤川裕之、安田裕美、小池勇樹、奥川
喜永、井上幹大、問山裕二、小林美奈子、
大井正貴、内田恵一、楠正人 

腹腔鏡下大腸全摘・回腸嚢肛門吻合術
における回腸嚢関連合併症発生抑制の
ための工夫. 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会、 

京都 2017 年 12 月 9日 

井上幹大、廣 純一郎、内田恵一、長野由
佳、松下航平、小池勇樹、荒木俊光、楠正
人 

：小児に対する腹腔鏡下大腸全摘術に
おける learning curve の検討 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017 年 12 月 8日 

松下航平、井上幹大、長野由佳、小池勇
樹、荒木俊光、内田恵一、阿部直紀、岩田
直美、楠正人 
 

敗血症を繰り返した下行結腸狭窄を伴
う乳児期発症炎症性腸疾患の一例 

第 51回日本小児外科学会
東海北陸地方会 

金沢 2017 年 12 月 3日 

荒木俊光、近藤 哲、吉山繁幸、廣純一
郎、安田裕美、藤川裕之、問山裕二、内田
恵一、楠正人 

：クローン病術後寛解維持のための治
療戦略. 

第 79回日本臨床外科学会
総会 

東京 2017 年 11 月 25日 

山本 晃、問山裕二、大村悠介、近藤 
哲、大北喜基、今岡裕基、北嶋貴仁、松下
航平、藤川裕之、安田裕美、小池勇樹、奥
川喜永、吉山繁幸、廣 純一郎、井上幹
大、小林美奈子、大井正貴、内田恵一、楠
正人 

経口メサラジンが潰瘍性大腸炎組織中
メチル化に与える影響の検討. 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、沖 哲、
今岡裕基、北嶋貴仁、松下航平、藤川裕
之、安田裕美、小池勇樹、奥川喜永、吉山
繁幸、廣 純一郎、井上幹大、小林美奈
子、大井正貴、問山裕二、内田恵一、楠正
人 

クローン病術後の抗 TNF-α抗体の維持
治療についての検討. 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

荒木俊光、大北喜基、近藤哲、山本晃、藤
川裕之、安田裕美、廣純一郎、吉山繁幸、
問山裕二、小林美奈子、大井正貴、今岡裕
基、北嶋貴仁、沖 哲、松下航平、小池勇
樹、井上幹大、井出正造、内田恵一、楠正
人 

潰瘍性大腸炎術後の回腸嚢関連合併症
とその手術治療成績. 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会、 

福岡、 2017 年 11 月 10日 

重盛恒彦、荒木俊光、近藤 哲、大北喜
基、山本 晃、濱田康彦、葛原正樹、堀木
紀行、中村美咲、小池勇樹、奥川喜永、吉
山繁幸、廣 純一郎、井上幹大、小林美奈
子、大井正貴、問山裕二、内田恵一、竹井
謙之、楠正人 

青黛内服中に大腸炎を併発した潰瘍性
大腸炎の１例． 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

松下航平、井上幹大、小池勇樹、長野由
佳、大竹耕平、北嶋貴仁、問山裕二、荒木
俊光、楠正人 

潰瘍性大腸炎手術における両下肢コン
パートメント症候群の経験と現在の予
防対策について. 

第 28回日本小児外科 QOL
研究会 

静岡 2017 年 11 月 4日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、近藤 
哲、松下航平、小池勇樹、荒木俊光、楠正
人 

小児クローン病術後症例における抗
TNF－α抗体製剤の有効性－短腸症候
群を予防するため－. 

第 33回日本小児外科学会
秋季シンポジウム 
PSJM2017 

川崎 2017 年 10 月 28日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、松下航
平、小池勇樹、荒木俊光、楠正人 

術後に抗ＴＮＦ-α抗体製剤を使用し
ている小児クローン病症例の検討． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、近藤哲、大北喜基、荒木俊
光、問山裕二、楠正人 

EOIBD への外科的アプローチ. 第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会、 

福岡、 2017 年 10 月 22日 

荒木俊光、近藤 哲、大北喜基、藤川裕
之、安田裕美、奥川喜永、廣 純一郎、吉
山繁幸、問山裕二、井上幹大、小林美奈
子、大井正貴、田中光司、井上靖浩、内田
恵一、毛利靖彦、楠正人 

クローン病腸管切除術後再手術抑制と
しての抗 TNF－α抗体維持療法 

JDDW2017 
第 25 回日本消化器関連学
会週間第 15回日本消化器
外科学会大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

Kondo S, Araki T, Okita Y, Omura Y, 
Yamamoto A, Fujikawa H, Yasuda H, 
Okugawa Y, Hiro J, Yoshiyama S, 
Toiyama Y, Ohi M, Kobayashi M, Inoue 
Y, Uchida K, Mohri Y, Kusunoki M 

The interval between surveillance 
colonoscopies and the prognosis of 
colitis-associated colorectal 
cancer 

JDDW2017 第 25 回日本消
化器関連学会週間第 15回
日本消化器外科学会大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

中村美咲、堀木紀行、小島真一、三浦広
嗣、佐野 隆、原田哲朗、山田玲子、井上
宏之、葛原正樹、濱田康彦、田中匡介、近
藤 哲、大北喜基、荒木俊光、楠正人、竹
井謙之 

クローン病における Infliximab 単独
療法の効果維持予測因子の検討.  

JDDW2017 第 25 回日本消
化器関連学会週間第 15回
日本消化器外科学会大会 

福岡、 2017 年 10 月 12日 

廣 純一郎、荒木俊光、問山裕二、井上靖
浩、藤川裕之、大北喜基、小林美奈子、毛
利靖彦、楠正人 

潰瘍性大腸炎に対する Reduced Port 
Surgery～手術時間短縮の工夫～ 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 22日 

問山裕二、奥川 喜永、荒木 俊光、小林 
美奈子、大北 喜基、田中 光司、井上 靖
浩、内田 恵一、毛利 靖彦、楠正人 

：miRNAs メチル化マーカーパネルを用
いた潰瘍性大腸炎患者の癌化リスク診
断 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 21日 

荒木俊光、大北 喜基、藤川 裕之、安田 
裕美、廣 純一郎、吉山 繁幸、問山 裕
二、小林 美奈子、大井 正貴、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後の難治性回腸囊関連
合併症に対する salvage 手術（How to 
salvage the complications of ileal 
pouch-anal anastomosis for u 
lcerative colitis）. 

第 72回日本消化器外科学
会総会、 

金沢、 2017 年 7月 20日 

奥川喜永、問山裕二、田中光司、荒木俊
光、内田恵一、内野 基、池内浩基、廣田
誠一、Richard Boland、Ajay Goel、楠正
人 

Field effect と Epigenetic drift の
概念を利用した、MicroRNA メチル化
による潰瘍性大腸炎癌化のハイリスク
診断 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

内田恵一、井上幹大、大竹耕平、小池勇
樹、松下航平、長野由佳、橋本 清、問山
裕二、荒木俊光、田口智章、楠正人 

当科で経験した CEAS（SLCO2A1 関連腸
症）の検討. 

第 54回日本小児外科学会
学術集会 

仙台 2017 年 5月 12日 

荒木俊光、大北喜基、藤川裕之、安田裕
美、廣純一郎、吉山繁幸、問山裕二、小林
美奈子、大井正貴、楠正人 

潰瘍性大腸炎大腸全摘時回腸粘膜にお
ける回腸嚢炎予測因子発現の検討. 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、浦谷 
亮、奥川喜永、藤川裕之、安田裕美、重盛
恒彦、廣 純一郎、吉山繁幸、井上幹大、
問山裕二、小林美奈子、大井正貴、田中光
司、井上靖浩、内田恵一、毛利靖彦、楠正
人 

潰瘍性大腸炎における SSI 予測因子と
しての prognostic あ nutritional 
index の有用性 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、浦谷 
亮、重盛恒彦、藤川裕之、安田裕美、奥川
喜永、廣 純一郎、吉山繁幸、問山裕二、
大井正貴、小林美奈子、田中光司、井上靖
浩、毛利靖彦、内田恵一、楠正人 

加齢が潰瘍性大腸炎に対する大腸全
摘・回腸囊肛門吻合術後の排便機能に
与える影響の検討． 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

大北喜基、近藤 哲、浦谷 亮、奥川喜
永、藤川裕之、安田裕美、重盛恒彦、廣 
純一郎、吉山繁幸、井上幹大、問山裕二、
小林美奈子、大井正貴、田中光司、井上靖
浩、内田恵一、毛利靖彦、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後慢性回腸嚢炎の臨床
像 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京、 2017 年 4月 22日 

荒木俊光、大北喜基、楠正人 クローン病腸管切除術後抗 TNF―α抗
体維持療法の再手術抑制効果と危険因
子. 

第 103 回日本消化器病学
会総会、 

東京、 2017 年 4月 20日 

熊谷秀規 小児 IBD の治療戦略 栃木県 IBD 学術講演会
2020 

宇都宮 2020 年 2月 12日 

熊谷秀規，清水俊明，工藤孝広，内田恵
一，国崎玲子，杉田 昭，大塚宜一，新井
勝大，窪田 満，田尻 仁，鈴木康夫. 

小児期発症炎症性腸疾患のトランジシ
ョン 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 2020 年 2月 7・8日 

熊谷秀規 小児 IBD（炎症性腸疾患）の特徴. 第 117 回 おやま薬・薬
連携研修会 

下野 2020 年 1月 15日 

熊谷秀規 ＜パネルディスカッション・小児発症
の炎症性腸疾患の現状とトランジショ
ン＞成人移行期小児炎症性腸疾患患者
の自立支援のための手引書：日本小児
栄養消化器肝臓学会編.  

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9・10日 

熊谷秀規 IBD 診療における小児から成人へのト
ランジション.  

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

熊谷秀規，秋山卓士，虻川大樹，位田 
忍，乾 あやの，工藤孝広，窪田 満 

成人移行期小児炎症性腸疾患患者の自
立支援のための手引書.  

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017年10月20～22日 

日比則孝、小林 拓、森久保 拓、清原裕
貴、松林真央、佐上晋太郎、中野 雅、久
松理一、日比紀文 

Drug-tolerant assay による抗インフ
リキシマブ抗体測定の有用性 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 2日 

S Sagami, T Kobayashi, T Kanazawa, K 
Aihara, H Morikubo, R Ozaki, S 
Okabayahi, M Matsubayashi, A 
Fuchigami, H Kiyohara, M Nakano, T 
Hibi 

Accuracy of Doppler transabdominal 
ultrasound in assessing disease 
severity and extent in IBD. 
 

14th Congress of ECCO 
 

Bella 
Center 
Copenhagen 
 

2019 年 3月 7日 
 

M Matsubayashi, T Kobayashi, S 
Okabayashi, R Ozaki, S Sagami, H 
Kiyohara, A Fuchigami, H Morikubo, M 
Nakano, T Hibi 

Capsule scoring of ulcerative 
colitis (CSUC) is useful for 
monitoring inactive ulcerative 
colitis. 

Crohn's & colitis 
congress Las Vegas 

 

Bellagio 
Hotel and 
Casino, Las 
Vegas 

2019 年 2月 7日 
 

細江直樹、中野雅、竹内健、遠藤豊、松岡
克善、大森鉄平、林田真理、水野慎大、長
沼誠、小林拓、吉田篤史、中里圭宏、金井
隆典、日比紀文、鈴木康夫、上野文昭、渡
辺守、緒方晴彦 

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎の
炎症評価スコア：Capsule Scoring of 
Ulcerative Colitis(CSUC)とその
Validation 
 

第 12 回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 
 

グランデは
がくれ（佐
賀） 
 

2019 年 2月 3日 
 

松林真央、小林拓、岡林慎二、渕上綾子、
尾﨑良、佐上晋太郎、清原裕貴、森久保
拓、中野雅、日比紀文 

非活動期潰瘍性大腸炎患者モニタリン
グにおける Capsule Scoring of 
Ulcerative Colitis(CSUC)の意義 

第 12回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 

 

グランデは
がくれ（佐
賀） 

2019 年 2月 3日 
 

佐上晋太郎、小林拓、中野雅、日比紀文 
 

クローン病の大腸内視鏡前処置中に MR
エンテログラフィーを追加すると上乗
せ効果は期待できるか？ 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 
 

シェーンバ
ッハ・サボ
ー 

2018 年 12 月 16日 
 

森久保拓、小林拓、尾﨑良、清原裕貴、渕
上綾子、松林真央、佐上晋太郎、中野雅、
久松理一、日比紀文  

潰瘍性大腸炎における 5-ASA 製剤とチ
オプリン製剤の相互作用に関する研究 
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

メルパルク
京都 
 

2018 年 11 月 22日 
 

金沢徹雄、佐上晋太郎、小林拓、相原佳那
子、林規隆、森久保拓、松林真央、渕上綾
子、清原裕貴、尾﨑良、岡林慎二、中野
雅、日比紀文 

潰瘍性大腸炎の活動性評価における腹
部超音波検査の精度 
 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

メルパルク
京都 
 

2018 年 11 月 22日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
清原裕貴、小林拓、渕上綾子、中野雅、日
比紀文 

5-アミノサリチル酸不耐潰瘍性大腸炎
患者の臨床的特徴 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 

京王プラザ
ホテル 

2018 年 11 月 9日 
 

尾﨑 良、小林 拓、岡林慎二、中野 
雅、原 敦子、大部 誠、日比紀文 

内視鏡的寛解潰瘍性大腸炎における再
燃の組織学的リスク因子 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 12 月 1日 
 

尾﨑 良、小林 拓、齊藤詠子、豊永貴
彦、岡林慎二、梅田智子、中野 雅、松岡
健太郎、森永正二郎、久松理一、日比紀文 

潰瘍性大腸炎における組織学的再燃リ
スク因子の探索 
 

第 59回日本消化器病学会
大会 
 

マリンメッ
セ福岡 
 

2017 年 10 月 13日 
 

原 勇輔、岡林慎二、小林 拓、尾﨑 
良、佐上晋太郎、豊永貴彦、中野 雅、宮
本康雄、牧田遊子、常松 令、土本寛二、
日比紀文、鈴木雄介 

結核スクリーニング陰性にもかかわら
ず抗 TNF-α抗体治療中に肺結核を発症
したクローン病の１例 
 

日本消化器病学会関東支
部第 346 回例会 
 

海運クラブ
(東京) 
 

2017 年 9月 30日 
 

渡辺康博、佐上晋太郎、小林 拓、尾﨑 
良、岡林慎二、豊永貴彦、中野 雅、日比
紀文 

HIV 感染症を併発した潰瘍性大腸炎の
１例 
 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 
 

海運クラブ
(東京) 
 

2017 年 7月 15日 
 

福岡晃平、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

当科におけるブデソニド注腸フォーム
の使用経験について 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

久下博之、小山文一、中本貴透、石岡興
平、 佐々木義之、福岡晃平、岩佐陽介、
松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢再建術後
の治療成績 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平、福岡晃平、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎難治例に対するタクロリ
ムスの位置付け 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

松本弥生、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、福岡晃
平、岩佐陽介、庄雅之 

当科における高齢発症潰瘍性大腸炎患
者の臨床像についての検討 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

久下博之、小山文一、井上隆、中本貴透、
石岡興平、佐々木義之、福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢再建術後
の治療成績 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

松本弥生、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、福岡晃
平、岩佐陽介、庄雅之 

当科における高齢発症潰瘍性大腸炎患
者の臨床像についての検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

ヒルトン東
京お台場 

2019 年 10 月 11日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

難治性潰瘍性大腸炎症例に対するタク
ロリムス使用例の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

グランドプ
リンスホテ
ル新高輪 

2019 年 7月 18日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、竹井健、庄雅之 

診断に苦慮した末梢性 T細胞リンパ腫
を合併した潰瘍性大腸炎の一例 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

グランドプ
リンスホテ
ル新高輪 

2019 年 6月 1日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する手術術式の検討 第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪国際会
議場 

2019 年 4月 18日 

福岡晃平、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎癌化例に対する最適なリ
ンパ節郭清の検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪国際会
議場 

2019 年 4月 18日 

中本貴透、小山文一、井上隆、庄雅之 潰瘍性大腸炎難治例に対するタクロリ
ムス使用例の検討 

第 110 回日本消化器病学
会近畿支部例会 

京都テルサ 2019 年 2月 23日 

中本貴透，小山文一、久下博之，井上隆，
中本貴透，佐々木義之，石岡興平，福岡晃
平，岩佐陽介，竹井健，松本弥生，庄雅之 

狭窄を伴う潰瘍性大腸炎手術症例5例
の検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

メルパルク
京都 

2018 年 11 月 22日 

小山文一、久下博之，井上隆，中本貴透，
佐々木義之，石岡興平，福岡晃平，岩佐陽
介，稲次直樹，吉川周作，横尾貴史，山岡
健太郎，庄雅之 

直腸肛門部瘻孔を合併した潰瘍性大腸
炎症例の病像と外科治療 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW2018KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2018 年 11 月 3日 

植田剛、小山文一、藤井久男 本邦におけるクローン病術後吻合部潰
瘍の現状 吻合部線上潰瘍は再発病変
か？ 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW2018KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2018 年 11 月 3日 

植田剛、小山文一、藤井久男 本邦報告例集積から見たクローン病関
連直腸肛門部癌症例の特徴とサーベイ
ランスの可能性について 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW2018KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2018 年 11 月 3日 

中村保幸、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、福岡晃
平、岩佐陽介、庄雅之 

潰瘍性大腸炎 IACA 後の吻合部瘻孔に
たいし再吻合術を施行した一例 

第８回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

TKP ガーデン
シティ品川 

2017 年 12 月 1日 

尾原伸作、久下博之、植田剛、井上隆、中
本貴透、佐々木義之、中村保幸、小山文
一、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に起因する colitis 
associated colorectal cancer 手術症
例の後方視的検討 

第 55回日本癌治療学会学
術集会 

パシフィコ
横浜 

2017 年 10 月 20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
小山文一、庄雅之、吉川周作、久下博之、
植田剛、井上隆、中本貴透、尾原伸作、
佐々木義之、中村保幸、山岡健太郎、稲次
直樹、藤井久男、錦織直人 

直腸肛門部瘻孔を合併した潰瘍性大腸
炎症例のマネージメント 

第 25回日本消化器関連学
会週間

（JDDW2017FUKUOKA） 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 14日 

植田剛、小山文一、久下博之、井上隆、尾
原伸作、中本貴透、佐々木義之、中村保
幸、庄雅之 

クローン病関連直腸肛門管癌症例の特
徴から見たサーベイランスの可能性に
ついて 

第 87回大腸癌研究会 四日市都ホ
テル 

2017 年 7月 7日 

尾原伸作、久下博之、植田剛、井上隆、中
本貴透、佐々木義之、中村保幸、小山文
一、庄雅之 

Colitis associated colorectal 
cancer に対する手術症例の後方視的検
討 

第 87回大腸癌研究会 四日市都ホ
テル 

2017 年 7月 7日 

尾原伸作、植田剛、井上隆、中本貴透、
佐々木義之、中村保幸、小山文一、金廣裕
道 

潰瘍性大腸炎手術症例に対するタクロ
リムス・TNF-α抗体製剤の影響 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

パシフィコ
横浜 

2017 年 4月 29日 

小山文一、植田剛、吉川周作 瘻孔を合併した潰瘍性大腸炎のマネー
ジメント －自験例と本邦報告例の検
討から 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 22日 

Takabayashi K, Hosoe N, Kato M, 
Hayashi Y, Miyanaga R, Sugimoto S, 
Nanki K, Kimura K, Mikami Y, Mizuno S, 
Mutaguchi M, Sujino T,  Naganuma M, 
Ogata H, Kanai T 

Clinical utility of balloon 
assisted enteroscopy to evaluate 
deep small bowel lesions of 
crohn's disease 

DDW San Diego 2019 年 5月 14日 

長沼 誠、牟田口 真、福田 知広、脇坂 
悠介、市川 将隆、萩原 裕也、高田 祐
明、種本 俊、梅田 智子、吉松 裕介、
吉田 康祐、南木 耕作、福原 佳代子、
三上 洋平、筋野 智久、髙林 馨、緒方 
晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

実臨床における潰瘍性大腸炎に対する
新規治療法の短期有効性と安全性 

日本消化管学会総会 姫路 2020 年 2月 9日 

三上 洋平、吉松 裕介、長沼 誠、杉本 
真也、種本 俊、梅田 智子、福田 知
広、野村 絵奈、吉田 康祐、大野 恵
子、牟田口 真、南木 康作、水野 慎
大、福原 佳代子、筋野 智久、髙林 
馨、緒方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

当院における潰瘍性大腸炎における青
黛坐剤の有用性の検討 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

牟田口 真、長沼 誠、福田 知広、南木 
康作、福原 佳代子、三上 洋平、筋野 
智久、髙林 馨、緒方 晴彦、岩男 泰、
金井 隆典 

潰瘍性大腸炎における Tofacitinib と
Vedolizumab の治療の短期有効性の比
較 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

福田 知広、長沼 誠、杉本 真也、南木 
康作、三上 洋平、福原 佳代子、筋野 
智久、牟田口 真、髙林 馨、井上 詠、
緒方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

潰瘍性大腸炎における 5-ASA および N-
acetyl 5-ASA の大腸粘膜内濃度と粘膜
治癒の関係 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

髙林 馨、細江 直樹、金井 隆典 クローン病におけるバルーン内視鏡を
用いた深部小腸評価の有用性の検討 

JDDW 神戸 2019 年 11 月 22日 

髙林 馨、林 由紀恵、福田 知広、吉松 
裕介、吉田 康祐、杉本 真也、南木 耕
作、福原 佳代子、三上 洋平、筋野 智
久、牟田口 真、細江 直樹、長沼 誠、
緒方 晴彦、金井 隆典 

クローン病におけるバルーン内視鏡を
用いた深部小腸評価の有用性 

日本小腸学会 大阪 2019 年 11 月 9日 

髙林 馨、細江 直樹、金井 隆典 Clinical utility of single balloon 
enteroscopy to evaluate deep small 
bowel lesions of Crohn’s Disease 

日本消化器内視鏡学会総
会 

東京 2019 年 5月 31日 

Takabayashi K, Hosoe N, Miyanaga R, 
Fukuhara S, Kimura K, Mizuno S, 
Naganuma M, Yahagi N, Kanai T, Ogata H 

Clinical utility of novel ultra-
thin single-balloon enteroscopy ; 
a feasibility study 

DDW Washington 2018 年 5月 24日 

杉本 真也、長沼 誠、福田 知広、南木 
康作、水野 慎大、木村 佳代子、髙林 
馨、井上 詠、緒方 晴彦、岩男 泰、金
井 隆典 

潰瘍性大腸炎患者に対する青黛の現状
の位置付け 

日本消化管学会 佐賀 2019 年 2月 1日 

髙林 馨、木村 佳代子、細江 直樹、緒
方 晴彦、金井 隆典 

クローン病に適したシングルバルーン
内視鏡の選択 

日本消化器内視鏡学会関
東地方会 

東京 2018 年 12 月 16日 

林 由紀恵、細江 直樹、宮永 亮一、木
村 佳代子、水野 慎大、髙林 馨、長沼 
誠、緒方 晴彦、金井 隆典 

潰瘍性大腸炎患者に対する大腸カプセ
ル内視鏡の工夫 

日本炎症性腸疾患学会 京都 2018 年 11 月 22日 

福田 知広、水野 慎大、久武 祐太、南
木 康作、木村 佳代子、髙林 馨、長沼 
誠、緒方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

重症潰瘍性大腸炎に対するシクロスポ
リンによる治療戦略の検討 

日本炎症性腸疾患学会 京都 2018 年 11 月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
水野 慎大、福田 知広、長沼 誠、野村 
絵奈、吉田 康祐、吉松 裕介、梅田 智
子、杉本 真也、南木 康作、木村 佳代
子、髙林 馨、緒方 晴彦、岩男 泰、金
井 隆典 

潰瘍性大腸炎患者の 5-ASA 製剤不耐は
入院の危険因子になる 

日本炎症性腸疾患学会 京都 2018 年 11 月 22日 

髙林 馨、細江 直樹、金井 隆典 炎症性腸疾患に対する新型細径シング
ルバルーン内視鏡の有用性 

JDDW 神戸 2018 年 11 月 2日 

髙林 馨、木村 佳代子、細江 直樹、緒
方 晴彦、金井 隆典 

新型細径シングルバルーン内視鏡の臨
床応用 

日本消化器内視鏡学会関
東地方会 

東京 2018 年 6月 17日 

髙林 馨、細江 直樹、緒方 晴彦 新型細径シングルバルーン内視鏡の有
用性 

日本消化器内視鏡学会総
会 

東京 2018 年 5月 12日 

福田 知広、長沼 誠、杉本 真也、大野  
恵子、南木康作、水野 慎大、木村 佳代
子、牟田口 真、髙林 馨、井上 詠、緒
方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

Mayo 内視鏡スコア 1を有する臨床的寛
解潰瘍性大腸炎患者に対する治療介入
の意義に関する検討 

日本消化器内視鏡学会総
会 

東京 2018 年 5月 12日 

福田 知広、長沼 誠、杉本 真也、南木 
康作、水野 慎大、木村 佳代子、髙林 
馨、井上 詠、緒方 晴彦、岩男 泰、金
井 隆典 

潰瘍性大腸炎における青黛の副作用に
関する検討 

日本消化器病学会総会 東京 2018 年 4月 24日 

木下 聡、浦岡 俊夫、西澤 俊宏、髙林 
馨、中里 圭宏、長沼 誠、岩男 泰、緒
方 晴彦、金井 隆典、矢作 直久 

潰瘍性大腸炎の罹患範囲に発生した大
型の腫瘍性病変に対する内視鏡診断と
ESD 治療について 

日本消化管学会 東京 2018 年 2月 1日 

Moriichi K, Fujiya M, Kobayashi Y, 
Ijiri M, Murakami Y, Iwama T, Kunogi 
T, Sasaki T, Takahashi K, Ando K, Ueno 
N, Kashima S, Tanabe H, Okumura T. 

Prediction of relapse in patients 
with ulcerative colitis using 
conventional endoscopy and 
autofluorescence imaging 

DDW2019 San Diego 2019 年 5月 18日 

Konishi H, Fujiya M, Kita A, Tanaka H, 
Kashima S, Sakatani A, Dokoshi T,  
Ando K, Ueno N, Moriichi K, Iwama T, 
Takahashi K,  Murakami Y,  Ikuta K, 
Mizukami Y, Goto T, Okumura T. 

Abnormal activation of hnRNPA0 
inhibits cancer cell apoptosis and 
promotes excessive mitosis in 
cancer cells 

DDW2019 San Diego 2019 年 5月 18日 

安藤勝祥、藤谷幹浩、奥村利勝 寛解期潰瘍性大腸炎における通常・拡
大内視鏡を用いた活動性評価と再燃予
測 

第 47回日本潰瘍学会 小田原 2020 年 1月 17日 

鈴木歩実、久保百合香、須美隼登、上野伸
展、藤谷幹浩、太田一美 

炎症性腸疾患を抱える患者の就労支援
における看護師の役割 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

村上雄紀、安藤勝祥、杉山雄哉、岩間琢
哉、久野木健仁、佐々木貴弘、高橋慶太
郎、上野伸展、嘉島伸、盛一健太郎、田邊
裕貴、藤谷幹浩、粂井志麻、奥村利勝 

不明熱が診断の契機となり、腎機能障
害・二次性血小板増多症を伴ったMEFV
遺伝子変異合併クローン病の一例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

安藤 勝祥、杉山 雄哉、村上 雄紀、岩間 
琢哉、久野木 健仁、佐々木 貴弘、高橋 
慶太郎、上野 伸展、嘉島 伸、盛一 健太
郎、田邊 裕貴、藤谷 幹浩、奥村 利勝 

寛解維持療法中の潰瘍性大腸炎患者に
おける通常・拡大内視鏡観察による活
動性のモニタリングと治療適正化に関
する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

杉山 雄哉、上野 伸展、村上 雄紀、岩間 
琢哉、佐々木 貴弘、久野木 健仁、高橋 
慶太郎、安藤 勝祥、嘉島 伸、盛一 健太
郎、田邊 裕貴、藤谷 幹浩、奥村 利勝 

シンポジウム 1「Total care for IBD 
whole life-IBD special situation に
おける適切なアプローチ」 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

岩間琢哉、安藤勝祥、稲場勇平、杉山雄
哉、村上雄紀、久野木健仁、佐々木貴弘、
高橋慶太郎、上野伸展、嘉島伸、盛一健太
郎、田邊裕貴、山田聡、仲瀬裕志、藤谷幹
浩、奥村利勝 

炎症性腸疾患入院患者における静脈血
栓塞栓症の発症頻度：多施設前向き試
験 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

立花史音、杉山雄哉、村上雄紀、佐々木貴
弘、高橋慶太郎、上野伸展、藤谷幹浩、奥
村利勝 

T-SPOT 陰性であったが抗 TNF-α製剤
導入後に活動性肺結核を発症したベト
ナム人クローン病の 1例 

第 287 回日本内科学会北
海道地方会 

札幌 2019 年 11 月 9日 

Konishi H, Kita A, Fujiya M. Ferrichrome derived from 
Lactobacillus casei is a potential 
antitumor agent for 
gastrointestinal cancer cells 

第 57 回日本癌治療学会 
学術集会 

福岡 2019 年 10 月 26日 

上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝 ワークショップ 8「小腸疾患診療の現
状と今後の展望」クローン病小腸評価
における MR-e、拡散強調画像、腸管動
画撮像法と小腸カプセル内視鏡の相関
性とその有用性に関する検討 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 10日 



221 
 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
安藤勝祥、藤谷幹浩、奥村利勝 シンポジウム 3「消化器疾患における

サルコペニア」クローン病に対する生
物学的製剤投与時における骨格筋筋肉
量・内臓脂肪量と臨床経過 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 10日 

Ueno N, Murakami Y, Iwama T, Sasaki T, 
Kunogi T, Takahashi K, Tanaka K, Ando 
K, Kashima S, Inaba Y, Moriichi K, Tnabe 
H, Taruishi M, Fujiya M, Okumura T. 

The utility of fecal calprotectin 
as a biomarker for predicting the 
clinical outcome of granulocyte and 
monocyte adsorptive apheresis 
treatment in patients with 
ulcerative colitis 

ECCO 2019 Kopenhagen 2019 年 3月 6日 

Fujiya M, Ueno N, Kashima S, Tanaka K, 
Sakatani A, Moriichi K, Konishi H, 
Okumura T. 

Probiotic-derived super-long-chain 
polyphosphate induces mucosal 
healing in patients with refractory 
ulcerative colitis. 

FALK symppsium IBD and 
Liver: East Meets West 

Kyoto 2018 年 9月 7日 

Ando K, Fujiya M, Nomura Y, Inaba Y, 
Kobayashi Y, Murakami Y, Iwama T, Kunoki 
T, Ijiri M, Takahashi K, Ueno N, Kashima 
S, Moriichi K, Tanabe H, Yamada S, 
Nakase H, Okumura T. 

The incidence of venous 
thromboembolism with inflammatory 
bowel disease in Japanese 
inpatients: A prospective cohort 
study. 

AOCC2018 Shanghai 2018 年 6月 21日 

Tanida S, Matsuoka K, Naganuma M, 
Kitamura K, Matsui T, Arai M, Fujiya M, 
Horiki N, Nebiki H, Kinjo F, Miyazaki 
T, Matsumoto T, Esaki M, Mitsuyama K, 
Saruta M, Ido A. Hojo S, Takenaka O, 
Oketani K, Imai T, Tsubouchi H, Hibi T, 
Kanai T. 

Multiple ascending dose, open-
label, phase 1/2 study of E6011, an 
anti-fractalkine monoclonal 
antibody, to investigate the safety 
and clinical response in patients 
with Crohn's diseadse 

DDW2018 Washington 
D.C. 

2018 年 6月 2日 

佐藤允洋、上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝、
久野木建仁、佐々木貴弘、岩間琢哉、高橋慶
太郎、村上雄紀、嘉島伸、盛一健太郎、安藤
勝祥、田邊裕貴、水上裕輔 

早期発見が可能であったクローン病を
背景とした colitic cancer の 1例 

第 118 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2019 年 3月 3日 

石垣憲一、佐藤允洋、齋藤豪志、村上雄紀、
岩間琢哉、久野木建仁、高橋慶太郎、安藤勝
祥、上野伸展、嘉島伸、盛一健太郎、生田克
哉、田邊裕貴、藤谷幹浩、奥村利勝 

多発性骨髄腫に合併し腸重積をきたし
た小腸形質細胞腫の一例 

第 124 回日本消化器病学
会北海道支部例会、第
118 回日本消化器内視鏡
学会北海道支部例会 

札幌 2019 年 3月 2日 

上野伸展、小林祐、村上雄紀、岩間琢哉、久
野木健仁、佐々木貴弘、高橋慶太郎、安藤勝
祥、嘉島伸、盛一健太郎、田邊裕貴、藤谷幹
浩、奥村利勝 

クローン病における MR-enterography
と小腸カプセル内視鏡の相関性と最適
化に関する検討 

第 12回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 

佐賀 2019 年 2月 3日 

安藤勝祥、藤谷幹浩、小西弘晃 、上野伸展、
奥村利勝 

腸炎モデルマウスにおける RNA 結合蛋
白 hnRNP A1 の腸管粘膜修復作用 

第 55回日本消化器免疫学
会 

福岡 2018 年 12 月 18日 

安藤勝祥、藤谷幹浩、奥村利勝 ワークショップⅠ「消化管粘膜障害・修
復研究の最前線」小腸障害モデルマウ
スにおけるRNA結合蛋白hnRNP A1の粘
膜修復作用 

第 46回日本潰瘍学会 名古屋 2018 年 12 月 1日 

藤谷幹浩、奥村利勝 ミニシンポジウム「乳酸菌由来長鎖ポ
リリン酸による腸バリア機能増強作用
と新規治療への応用」 

第 46回日本潰瘍学会 名古屋 2018 年 12 月 1日 

上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝 顆粒球除去療法(GMA)の効果予測にお
ける便中カルプロテクチン測定の有用
性 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

村上雄紀、上野伸展、小林裕、岩間琢哉、久
野木健仁、佐々木貴弘、高橋慶太郎、安藤勝
祥、嘉島伸、盛一健太郎、田邊裕貴、藤谷幹
浩、奥村利勝 

脾腫による胃静脈瘤形成および汎血球
減少を呈したクローン病の一例 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

小林裕、上野伸展、村上雄紀、岩間琢哉、久
野木健仁、佐々木貴弘、高橋慶太郎、安藤勝
祥、嘉島伸、盛一健太郎、田邊裕貴、藤谷幹
浩、奥村利勝 

早期発見が可能であったクローン病を
背景とした Colitic cancer の 1例 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

安藤勝祥、小林裕、村上雄紀、岩間琢哉、佐々
木貴弘、久野木健仁、高橋慶太郎、上野伸展、
嘉島伸、盛一健太郎、田邊裕貴、藤谷幹浩、
奥村利勝 

手術前後のサルコペニア・内臓脂肪量
の変化とクローン病術後経過に関する
検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

小林 裕，井尻学見，盛一健太郎，齊藤成亮，
岩間琢哉，高橋慶太郎，安藤勝祥，野村好紀，
上野伸展，嘉島 伸，藤谷幹浩，奥村利勝 

通常内視鏡および AFI による潰瘍性大
腸炎の再燃予測 

JDDW2018（第 96回日本消
化器内視鏡学会総会） 

神戸 2018 年 11 月 3日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
藤谷幹浩、盛一健太郎、奥村利勝 シンポジウム６「炎症性腸疾患におけ

る内視鏡的重症度分類とその意義」通
常・拡大観察、AFI による潰瘍性大腸炎
の重症度評価 

JDDW2018（第 96回日本消
化器内視鏡学会総会） 

神戸 2018 年 11 月 2日 

嘉島伸，小林裕，岩間拓哉，高橋慶太郎，安
藤勝祥，上野伸展，盛一健太郎，藤谷幹浩，
奥村利勝 

炎症性腸疾患診療における通院距離と
入院頻度・期間および手術頻度との関
連性 

JDDW2018（第 60回日本消
化器病学会大会） 

神戸 2018 年 11 月 1日 

上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝 統合プログラム 2(W) 「腸内細菌叢の制
御による消化器疾患の治療の試み」菌
由来活性物質である長鎖ポリリン酸の
潰瘍性大腸炎患者に対する臨床試験 

JDDW2018 神戸 2018 年 11 月 1日 

安藤勝祥、小林裕、村上雄紀、佐藤裕基、岩
間琢哉、久野木健仁、高橋慶太郎、河端秀賢、
林明宏、上野伸展、後藤拓磨、嘉島伸、笹島
順平、盛一健太郎、田邊裕貴、藤谷幹浩、奥
村利勝 

内臓脂肪と腸腰筋筋肉量の変化からみ
たクローン病術後長期経過の検討 

JDDW2018（第 60回日本消
化器病学会大会） 

神戸 2018 年 11 月 1日 

藤谷幹浩 通常・拡大・自家蛍光内視鏡および MRI
による炎症性腸疾患の重症度診断 

第 36回日本大腸検査学会
総会 

岩手 2018 年 10 月 13日 

久野木健仁，安藤勝祥，田邊裕貴，小林裕，
村上雄紀，岩間琢哉，高橋慶太郎，上野伸展，
嘉島伸，盛一健太郎，水上裕輔，藤谷幹浩，
奥村利勝、小野裕介 

Crohn 病に合併した痔瘻癌の一例 -遺
伝子解析の結果も含めて- 

第 123 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2018 年 9月 23日 

上野伸展、小林裕、岩間琢哉、高橋慶太郎、
安藤勝祥、嘉島伸、盛一健太郎、藤谷幹浩、
鳥本悦宏、奥村利勝 

クローン病発症後 11 年で発生した
Colitic cancer の一例 

第 16回日本臨床腫瘍学会
学術集会 

神戸 2018 年 7月 19日 

上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝 ワークショップ 4「カプセル内視鏡診療
の現況と将来」クローン病の治療戦略
におけるカプセル内視鏡の有用性と適
正な使用法の検討 

第 95回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2018 年 5月 10日 

Matsuoka K, Naganuma M, Tanida S, 
Kitamura K, Matsui T, Arai M, Fujiya M, 
Horiki N, Nebiki H, Kinjo F, Miyazaki 
T, Matsumoto T, Esaki M, Mitsuyama K, 
Saruta M, Ido A, Hojo S, Takenaka O, 
Oketani K, Imai T, Tsubouchi H, Hibi T , 
Kanai T. 

Efficacy and safety of anti-
fractalkine monoclonal antibody, 
E6011, in patients with Crohn’s 
Disease who had lost response to 
anti-TNFalpha  agents : A 
multicentre, open-label, Phase 1/2 
study 

ECCO2018 Vienna 2018 年 2月 18日 

Moriichi K, Fujiya M, Sugiyama Y, Iwama 
T, Ijiri M, Tanaka K, Takahashi K, Ando 
K, Nomura Y, Ueno N, Kashima S, Inaba 
Y, Ito T, Okumura T. 

Efficacy of quantitated 
autofluorescence imaging endoscopy 
in patients with ulcerative 
colitis: A multicenter study 

AIBD2017 Orlando 2017 年 11 月 19日 

Ando K, Fujiya M, Nomura Y, Ueno N, 
Inaba Y, Sugiyama Y, Iwama T, Ijiri M, 
Takahashi K, Tanaka K, Goto T, Kashima 
S, Sasajima J, Moriichi K, Mizukami Y, 
Yamada S, Nakase H, Okumura T. 

The incidence and risk factors of 
venous thromboembolism in Japanese 
inpatients with inflammatory bowel 
disease: A retrospective and 
prospective study 

AIBD2017 Orlando 2017 年 11 月 19日 

Konishi H, Fujiya M, Ijiri M, Tanaka K, 
Fujibayashi S, Goto T, Kashima S, Ando 
K, Takahashi K, Ueno N, Sasajima J, 
Moriichi K, Tanaka H, Ikuta K,  Okumura 
T. 

Ferrichrome, a tumor suppressive 
molecule derived from Lactobacillus 
casei, inhibits the progression of 
colorectal cancer via the 
endoplasmic reticulum stress 
pathway. 

DDW 2017 (AGA) Chicago 2017 年 5月 6日 

杉山 雄哉、嘉島 伸、岩間 琢哉、佐藤 裕基、
岡田 哲弘、井尻 学見、田中 一之、  高橋 
慶太郎、安藤 勝祥、林 明宏、河端 秀賢、
野村 好紀、上野 伸展、後藤 拓磨、  笹島 
順平、高氏 修平、盛一 健太郎、水上 裕輔、
藤谷 幹浩、奥村 利勝 

QOL の観点から検討したインフリキシ
マブバイオシミラー投与の妥当性 

第 121 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2018 年 3月 4日 

杉山雄哉、上野伸展、岩間琢哉、田中一之、
高橋慶太郎、野村好紀、嘉島伸、盛一健太郎、
藤谷幹浩、奥村利勝 

インフリキシマブバイオシミラー投与
におけるクローン病患者の QOL から見
た妥当性の検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

上野伸展、杉山雄哉、岩間琢哉、井尻学見、
田中一之、高橋慶太郎、安藤勝祥、野村好紀、
嘉島伸、盛一健太郎、藤谷幹浩、奥村利勝 

顆粒球除去療法の効果予測マーカーと
しての便中カルプロテクチン測定の意
義 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

杉山雄哉，嘉島伸，岩間琢哉，井尻学見，田
中一之，高橋慶太郎，安藤勝祥，野村好紀，
上野伸展，盛一健太郎，藤谷幹浩，奥村利勝 

潰瘍性大腸炎における炎症状態評価に
有用な CT重症度 score の検討 

JDDW2017（第 59回日本消
化器病学会） 

福岡 2017 年 10 月 13日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
上野伸展、岩間琢哉、井尻学見、田中一之、
高橋慶太郎、安藤勝祥、野村好紀、嘉島伸、
盛一健太郎、藤谷幹浩、奥村利勝 

便中カルプロテクチンを用いた顆粒球
除去療法の効果予測に関する検討 

JDDW2017（第 59回日本消
化器病学会） 

福岡 2017 年 10 月 13日 

安藤勝祥、野村好紀、杉山雄哉、岩間琢哉、
井尻学見、田中一之、高橋慶太郎、上野伸展、
嘉島 伸、盛一健太郎、藤谷幹浩、奥村利勝 

炎症性腸疾患入院患者における静脈血
栓塞栓症の発症頻度とリスク層別化に
ついての検討 

JDDW2017（第 59回日本消
化器病学会） 

福岡 2017 年 10 月 13日 

井尻学見、藤谷幹浩、上野伸展、奥村利勝 乳酸菌由来フェリクロームによる抗腫
瘍メカニズムの解析 

第 54回日本消化器免疫学
会総会 

東京 2017 年 9月 28日 

上野伸展、杉山雄哉、岩間琢哉、岡田哲弘、
井尻学見、田中一之、高橋慶太郎、河端秀賢、
林明宏、安藤勝祥、野村好紀、嘉島伸、後藤
拓磨、笹島順平、盛一健太郎、水上裕輔、藤
谷幹浩、奥村利勝 

当院におけるクローン病に対するカプ
セル内視鏡の使用成績とその有用性に
関する検討 

第 115 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

高氏修平，嘉島伸, 上野伸展，五十嵐将，
杉山雄哉，佐藤裕基，岩間琢哉，岡田哲弘，
井尻学見，高橋慶太郎，田中一之，安藤勝祥，
川端秀賢，林明宏，野村好紀，笹島順平，盛
一健太郎，水上裕輔，藤谷幹浩，奥村利勝，
垂石正樹 

ビタミン K 欠乏により出血傾向を示し
たクローン病の 1例 

第 121 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

稲場勇平、佐々木貴弘、杉山隆治、助川隆士、
小澤賢一郎、垂石正樹、斉藤裕輔、藤谷幹浩、
奥村利勝． 

難治性クローン病における術後吻合部
潰瘍の特徴と予後の検討 

第 121 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

盛一健太郎，杉山雄哉，岩間琢哉，佐藤裕基，
岡田哲弘，井尻学見，田中一之，高橋慶太郎，
河端秀賢，林 明宏，安藤勝祥，野村好紀，
上野伸展，嘉島 伸，後藤拓磨，笹島順平，
高氏修平，水上裕輔，藤谷幹浩，奥村利勝 

内視鏡非専門医における潰瘍性大腸炎
の活動性診断能の検討 

第 115 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 2日 

藤谷幹浩 創薬シンポジウム 4「薬理学的アカデミ
ア研究から医師主導治験への橋渡し」
長鎖ポリリン酸による潰瘍性大腸炎に
対する基礎研究〜医師主導治験 

生体機能と創薬シンポジ
ウム 2017 

京都 2017 年 8月 25日 

藤谷幹浩 シンポジウム 13 臨床応用された腸
内細菌研究の進歩 乳酸菌由来分子に
よる腸炎治療 

第 17回日本抗加齢医学会
総会 

東京 2017 年 6月 3日 

安藤勝祥、藤谷幹浩． 潰瘍性大腸炎における Ulcerative 
Colitis Endoscopic Index of 
Severity(UCEIS)と拡大内視鏡所見を
用いた疾患活動性評価と再燃予測に関
する検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Namiko Hoshi Therapeutic Management update for 
IBD in Japan 

The Conference of 
Qingdao Digestive 
Disease in 2019 

青島 2019 年 6月 22日 

Namiko Hoshi, Kengo Sasaki, Jun Inoue, 
Daisuke Sasaki, Itsuko Fukuda, Yuzo 
Kodama, Ro Osawa  

Pathological intestinal 
environmental status of ulcerative 
colitis detected by in vitro human 
colonic microbiota culture system 

The 7th Asian 
Organization for 
Crohn’s and Colitis 

台湾 2019 年 6月 15日 

Namiko Hoshi Evaluation of Impaired Intestinal 
Environment of Ulcerative Colitis 
Patients using in vitro Culture 
System of Human Intestinal 
Microbiota Model 

Qingdao Digestive 
Disease Summit Forum 

青島 2018 年 11 月 17日 

Namiko Hoshi Evaluation of Impaired Intestinal 
Environment of Ulcerative Colitis 
Patients using in vitro Culture 
System of Human Intestinal 
Microbiota Model 

The 7th Qingdao Sino-
Japanese Academic 
Exchange Meeting on 
Digestive Endoscopy 

青島 2018 年 11 月 16日 

Namiko Hoshi, Takafumi Otsuka, Makoto 
Ooi, Daisuke Watanabe, Haruka Yamairi, 
Yuna Koo, Chika Wakahara, Masaru 
Yoshida, Yuzo Kodama 

Comparison of long-term data of 
Infliximab vs Tacrolimus for the 
treatment of moderate to severe 
ulcerative colitis 

The 8th Asian 
Organization for 
Crohn’s and Colitis 

上海 2018 年 6月 23日 

大井充, 星奈美子, 児玉裕三 生物学的製剤投与中の炎症性腸疾患患
者における妊娠・出産の経験 

第 15回日本消化管学会総
会 

佐賀 2019 年 2月 

星奈美子, 佐々木建吾, 井上潤, 佐々木大
介, 福田伊津子, 大澤朗 

単槽培養系ヒト大腸細菌叢モデルを利
用した潰瘍性大腸炎の病態評価の検討 

第 22回腸内細菌学会 東京 2018 年 5月 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
大塚崇史, 大井充, 星奈美子 潰瘍性大腸炎(UC)に対する

Infliximab(IFX)と Tacrolimus(TAC)の
長期予後の比較検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

足立聡一郎,星奈美子,井上潤,安冨栄一郎,
大塚崇史,Ramesh Dhakhwa,王梓,孔玲玲,渡
邉大輔,大井充,吉田優 

複数の腸炎モデルマウスに対する漢方
薬青黛の効果の検討 
 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

Matsuura M, Yamamoto S, Honzawa Y, 
Yamada S, Okabe M, Kitamoto H, Seno H. 

Long-term efficacy of combined 
therapies with corticosteroids and 
thiopurines (accelerated step-
care) for induction and remission 
in biologic-naïve Crohn’s disease 
patients. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Taipei 2019 年 6月 15日 

松浦 稔 炎症性腸疾患 診断と治療の update 
基本からリスク管理まで. 

第 37回日本消化器内視鏡
学会近畿セミナー 

大阪 2019 年 12 月 8日 

齋藤大祐、松浦 稔、和田晴香、尾崎良、
菊池翁輝、徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井
達也、三浦みき、齋藤大祐、櫻庭彰人、林
田真理、三好潤、久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討. 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 
 

齋藤大祐、松浦 稔、尾崎 良、菊池翁輝、
徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井達也、三浦
みき、櫻庭彰人、林田真理、三好 潤、仲
瀬裕志、久松理一. 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎の
臨床的特徴に関する検討. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

林田真理、三好 潤、和田晴香、尾崎良、
菊池翁輝、徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井
達也、三浦みき、齋藤大祐、櫻庭彰人、松
浦 稔、久松理一. 

ベーチェット病の小腸病変に対するカ
プセル内視鏡検査と便中カルプロテク
チン測定の有用性. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

山田 聡、山本修司、本澤有介、北本博
規、岡部 誠、松浦 稔、妹尾 浩. 

MEFV 遺伝子の SNP がクローン病臨床経
過に及ぼす影響についての検討. 

第 56回日本消化管免疫学
会学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

我妻康平、飯田智哉、南 尚希、松浦 稔、
平山大輔、川上賢太郎、野島正寛、池内浩
基、廣田誠一、白川龍太郎、堀内久徳、仲
瀬裕志. 

低分子量 GTP タンパク質 Ral とインフ
ラマソームとの関連から見た炎症性大
腸癌発癌機序の解明. 

第 56回日本消化管免疫学
会学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

Okabe M, Matsuura M, Yamamoto S, 
Yamada S, Kitamoto H, Honzawa Y, Seno 
H. 

Efficacy and safety of thiopurine 
and allopurinol cotherapy in 
thiopurine-naïve Japanese UC 
patients. 

The 6th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai 2018 年 6月 23日 

Honzawa Y, Matsuura M, Yamamoto S, 
Okabe M, Kitamoto H, Yamada S, Seno H. 

Endoscopic findings to predict 
therapeutic efficacy of anti-TNF 
agents on patients with ulcerative 
colitis. 

The 6th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai 2018 年 6月 23日 

Kitamoto H, Yamamoto S, Honzawa Y, 
Yamada S, Okabe M, Seno H, Matsuura M. 

Impact of advance in medical 
therapies on clinical outcome in 
patients with ulcerative colitis 
concomitant cytomegalovirus 
infection. 

The 6th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Shanghai 2018 年 6月 23日 

松浦 稔 「IBD 治療薬」抗 TNF-抗体療法 日本炎症性腸疾患学会 教
育セミナー 

京都 2018 年 11 月 23日 

北本博規、松浦 稔、岡部 誠、山田 聡、
本澤有介、山本修司、妹尾 浩． 

サイトメガロウイルス再活性化を伴っ
た潰瘍性大腸炎の大腸内視鏡所見と臨
床的背景に関する検討． 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

山田 聡、松浦 稔、北本博規、岡部 誠、
本澤有介、山本修司、妹尾 浩． 

活動期潰瘍性大腸炎の大腸粘膜におけ
る Epstein-Barr virus 再活性化につ
いての検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 

松浦 稔、山本修司、妹尾 浩 Bio ナイーブ Crohn 病に対するステロ
イドおよびチオプリン製剤による早期
強化療法（Accelerated step-up）の
長期治療成績 

第 26回日本消化器関連学
会週間（JDDW 2018） 

神戸 2018 年 11 月 3日 

Matsuura M, Nakase H, Andoh A, 
Tsujikawa T, Naito Y, Kawamura T, 
Katsushima S, Kusaka T, Okuyama Y, 
Obata H, Kogawa T. 

Long-term Efficacy and Safety of 
Thiopurine Maintenance Treatment 
in Biologic-Naïve Patients with 
Ulcerative Colitis:A Retrospective 
Multicenter Cohort from JAPAN. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Okabe M, Matsuura M, Yamamoto S, 
Honzawa Y, Koshikawa Y, Yamada S, 
Kitamoto H, Seno H. 

Early induction of 
immnunosuppressive agents prior to 
endoscopic balloon dilatation 
contributes to avoidance of 
surgery in patients with Crohn’s 
disease. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

Honzawa Y, Matsuura M, Yamamoto S, 
Yamada S, Koshikawa Y, Okabe M, 
Kitamoto H, Seno H 

Long-term outcome of patients with 
ulcerative colitis after initial 
tacrolimus rescue therapy. 

The 5th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

北本博規、松浦 稔、山本修司、岡部 
誠、越川頼光、山田 聡、本澤有介、妹尾 
浩 

CMV 感染合併潰瘍性大腸炎の臨床転帰
に関する検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

岡部 誠、松浦 稔、妹尾 浩 クローン病の腸管狭窄例における内視
鏡的拡張術後の手術回避に関する検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

山田 聡、松浦 稔、本澤有介、岡部 
誠、越川頼光、南 尚希、山本修司、仲瀬
裕志、妹尾 浩 

寛解期クローン病患者におけるビタミ
ン K不足と腸内細菌叢の関連性につい
ての検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

山本修司、松浦 稔、妹尾 浩. 潰瘍性大腸炎患者に対するインフリキ
シマブ治療の長期予後の検討－インフ
リキシマブにチオプリン併用は必要
か？－ 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Yoshioka S, Mitsuyama K, Hirai F, 
Esaki M, Araki T, Morita M, Yoshimura 
T, Mori A, Yamauchi R, Kuwaki K, 
Torimura T 

Usefulness of ACP 353 (anti-
Crohn´s disease peptide 353) as a 
new biomarker in the diagnosis of 
inflammatory bowel disease: A 
multicenter study 

27th United European 
Gastroenterology Week 
(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 23日 

Yamauchi R, Mitsuyama K, Yamasaki H, 
Araki T, Morita M, Yoshimura T, Mori 
A, Yoshioka S, Torimura T 

Expression Profiling of Transient 
Receptor Potential Channels in 
Peripheral Blood from Inflammatory 
Bowel Disease Patients 

27th United European 
Gastroenterology Week 
(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 22日 

Araki T, Yamauchi R, Yamasaki H, 
Morita M, Yoshimura T, Mori A, 
Fukunaga S, Kuwaki K, Yoshioka S, 
Mitsuyama K, Torimura T 

Self-assembling peptide hydrogel 
enhances intestinal barrier 
function in topical TNBS model in 
rats 

27th United European 
Gastroenterology Week 
(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 22日 

Shindo Y, Mitsuyama K, Yamasaki H, 
Imai T, Kaida Y, Shibata R, Yoshioka 
S, Torimura T 

シンポジウム(4) Apheresis therapy 
for inflammatory bowel disease -
Past, Present, Future-2  
 
Safety and efficacy of single 
needle leucocyte apheresis for 
ulcerative colitis: A 
retrospective analysis 

The 12th World Congress 
of International 
Society for Apheresis & 
The 40 th Annual 
Meeting of Japanese 
Society for 

Apheresis2019（ISFA & 
JSFA 2019） 

Kyoto, 
Japan 

2019 年 10 月 18日 

Mizuochi T, Arai K, Kudo T, Nambu R, 
Tajiri H, Aomatsu T, Abe N, Kakiuchi 
T, Hashimoto K, Sogo T, Takahashi M, 
Etani Y, Takaki Y, Konishi K, Ishihara 
J, Kurei S, Mitsuyama K 

DIAGNOSTIC ACCURACY of serum 
proteinase 3 antineutrophil 
cytoplasmic antibodies FOR 
pAediatric PATIENTS WITH 
ULCERATIVE COLITIS: a prospective 
multicenter study in Japan 

5th International 
Symposium on Paediatric 
Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest, 
Hungary 

2019 年 9月 11日 

酒見亮介、吉岡慎一郎、山内亨介、森 
敦、吉村哲広、森田 俊、荒木俊博、桑木
光太郎、溝口充志、宗 祐人、光山慶一、
鳥村拓司 

炎症性腸疾患患者における血中
Interleukin-22（IL22）および IL22-
binding protein（IL22BP） 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

水落建輝、新井勝大、工藤孝広、南部隆
亮、田尻 仁、青松友規、阿部直紀、垣内
俊彦、橋本邦生、十河 剛、高橋美智子、
恵谷ゆり、高木祐吾、小西健一郎、石原 
潤、榑井俊介、光山慶一 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
PR3-ANCA の有用性：前方視的多施設研
究 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

衣笠哲史、山崎 博、石原 潤、水落建
輝、溝口充志、秋葉 純、田中美穂、南小
百合、高木考実、鳥越優子、石橋幹雄、多
賀百合、今井徹朗、光山慶一、赤木由人 

IBD 患者に対する Total care を目的と
した多職種サポートチームの活動 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
山崎 博、光山慶一、衣笠哲史、石原 
潤、水落建輝、溝口充志、秋葉 純、田中
美穂、南小百合、高木考実、鳥越優子、石
橋幹雄、多賀百合、今井徹郎、荒木俊博、
森田 俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、
桑木光太郎、吉岡慎一郎、赤木由人、鳥村
拓司 

久留米大学炎症性腸疾患センター市民
公開講座で実施したアンケート調査に
関する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

森 敦、吉岡慎一郎、桑木光太郎、山内亨
介、吉村哲広、森田 俊、荒木俊博、酒見
亮介、光山慶一、鳥村拓司 

炎症性腸疾患患者における血清カルプ
ロテクチンの検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉村哲広、桑木光太郎、吉岡慎一郎、荒木
俊博、森田 俊、森 敦、山内亨介、水落
建輝、光山慶一、鳥村拓司 

小児〜若年炎症性腸疾患における内視
鏡的活動度の指標としての便中カルプ
ロテクチンの意義 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

鶴田耕三、吉岡慎一郎、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、光山慶一 

活動期炎症性腸疾患における新規治療
薬 vedplizumab の有用性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉岡慎一郎、森 敦、鶴田耕三、荒木俊
博、森田 俊、吉村哲広、山内亨介、山崎 
博、桑木光太郎、光山慶一 

潰瘍性大腸炎における Golimumab 長期
有効例の臨床的特徴 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鶴田 修 原発性免疫不全症に合併した下部消化
管病変の特徴 

27th JDDW（第 98回日本
消化器内視鏡学会総会、
第 61回日本消化器病学会
大会、第 57回日本消化器
がん検診学会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 23日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村拓司 新規 IBD 血清抗体マーカーを用いたマ
ルチバイオマーカー診断の有用性：多
施設共同研究 

27th JDDW（第 61回日本
消化器病学会大会、第 98
回日本消化器内視鏡学会
総会、第 23回日本肝臓学
会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 22日 

山崎 博、今井徹朗、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲弘、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、吉岡慎一郎、深水 圭、光山慶一、
鳥村 拓司 

潰瘍性大腸炎に対する single-needle
法を用いた血球成分除去療法
(GMA/LCAP):後ろ向きの予備的な安全
性解析 

27th JDDW（第 61回日本
消化器病学会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 22日 

草場喜雄、鶴田 修、永田 務、大内彬
弘、中根智幸、福永秀平、向笠道太、光山
慶一、鳥村拓司 

潰瘍性大腸炎に発生した早期大腸癌の
一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

永田 務、鶴田 修、荒木俊博、長 知
徳、草場喜雄、中根智幸、大内彬弘、向笠
道太、光山慶一、鳥村拓司 

鋸歯状病変を背景に腫瘍化した病変の
1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

久賀征一郎、長田修一郎、森田恭代、長田
英輔、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

当院での術前原因診断が困難であった
腸閉塞症例の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

山内亨介、光山慶一、鳥村拓司 新規蛍光プローブ散布による潰瘍性大
腸炎関 
連腫瘍の内視鏡診断の可能性 

第 51回日本臨床分子形態
学会総会・学術集会 

久留米市 2019 年 9月 20日 

永田 務、鶴田 修、荒木俊博、長 知
徳、草場喜雄、中根智幸、大内彬弘、福永
秀平、向笠道太、光山慶一、鳥村拓司 

回腸末端腫瘍に対して ESD を施行し
た 1 例 

第 16回拡大内視鏡研究会 東京 2019 年 9月 14日 

南 真平、田中寛士、相野 一、白地美
紀、梶原雅彦、光山慶一、鶴田 修、鳥村
拓司 

腸重積症を契機に診断された小腸神経
鞘腫の症例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 

福永秀平、吉岡慎一郎、草場喜雄、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、永田 務、徳安秀紀、大内彬弘、向
笠道太、秋葉 純、光山慶一、鶴田 修、
鳥村拓司 

青黛服用中に発見され内視鏡的粘膜剥
離術を行った潰瘍性大腸癌関連腫瘍の
一例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、中根智
幸、大内彬弘、福永秀平、向笠道太、光山
慶一、鳥村拓司 

診断に苦慮した盲腸部粘膜下腫瘍の 1
例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
吉村哲広、吉岡慎一郎、森田 俊、森 
敦、山内亨介、桑木光太郎、鶴田 修、光
山慶一、鳥村拓司 

スニチニブよる薬剤性大腸炎と診断し
た一例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

吉岡慎一郎、吉村哲広、桑木光太郎、森田 
俊、森 敦、福永秀平、山内亨介、水落建
輝、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

若年 IBD 診療における便中カルプロテ
クチン測定の意義―成人 IBD との比較
― 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

井上誠一、菅原脩平、山田康生、後藤諒
介、深水 航、柴田 翔、渡邉裕次郎、小
林起秋、上野恵里菜、河野弘志、光山慶
一、鶴田 修、鳥村拓司 

A型インフルエンザ感染症に対するバ
ロキサビルマルボキシル内服後に発症
した急性虚血性大腸炎の 1例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村拓司 炎症性腸疾患診断における新規血清バ
イオマーカーの有用性：多施設共同研
究 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢市 2019 年 5月 10日 

Mizuochi T, Arai K, Kudo T, Nambu R, 
Tajiri H, Aomatsu T, Abe N, Kakiuchi 
T, Hashimoto K, Sogo T, Takahashi M, 
Etani Y, Takaki Y, Konishi K, Ishihara 
J, Kurei S, Mitsuyama K. 

ACP353 as a potential serologic 
marker for diagnosis of pediatric 
Crohn’s disease: a prospective 
multicenter study in Japan. 

2018 North American 
Society For Pediatric 
Gastroenterology, 
Hepatology & Nutrition  
annual meeting 

Hollywood, 
Florida, 
USA 

2018 年 10 月 2日 

Maeyama Y, Mitsuyama K, Yoshioka S, 
Kawano H, Tsuruta O, Torimura T 

Prediction of Tumor Grade and 
Invasion Depth of Colorectal 
Tumors  Through The Scoring of 
Narrow-Bsnd Imaging Findings 

DDW-2018 Washington 
D.C., USA 

2018 年 6月 2日 

森 敦、吉岡慎一郎、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、山内亨介、桑木光太郎、光
山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

当院でのクローン病小腸病変診断にお
ける小腸カプセル内視鏡検査の実際 

第 12回日本カプセル内視
鏡学会学術集会 

佐賀市 2019 年 2月 3日 

古賀琢眞、日髙由紀子、吉田裕美、林真樹
子、藤本京子、海江田信二郎、岩本一亜、
藤田久美、光山慶一、西小森隆太、星野友
昭、井田弘明 

本邦初の PAC 症候群における臨床的・
遺伝的解析 

第 2回日本免疫不全・自
己炎症学会総会・学術集

会 

東京 
 

2019 年 2月 3日 

長沼 誠、光山慶一、金井隆典 治療抵抗性潰瘍性大腸炎に対する生薬
青黛の有用性 

第 46回日本潰瘍学会 名古屋市 2018 年 12 月 1日 

水落建輝、新井勝大、工藤孝広、南部隆
亮、田尻 仁、青松友槻、阿部直紀、垣内
俊彦、橋本邦生、十河 剛、高橋美智子、
恵谷ゆり、高木祐吾、小西健一郎、石原 
潤、榑井俊介、光山慶一 

新規血清マーカーACP353 の小児クロー
ン病診断に対する有用性：前方視的多
施設研究 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

衣笠哲史、吉田直裕、吉村哲広、桑木光太
郎、吉岡慎一郎、吉田武史、溝部智亮、光
山慶一、藤田文彦、赤木由人 

潰瘍性大腸炎患者術後 QOL 評価方法の
検討-便中カルプロテクチン測定の意
義- 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

畑 啓介、渡邉聡明、味岡洋一、光山慶
一、渡辺憲治、花井洋行、仲瀬裕志、国崎
玲子、松田圭二、岩切龍一、樋田信幸、田
中信治、竹内義明、大塚和朗、村上和成、
小林清典、岩男 泰、長堀正和、飯塚文
瑛、五十嵐正広、平田一郎、工藤進英、松
本主之、上野文昭、渡辺 玄、池上雅博、
伊東陽子、大庭幸治、井上永介、友次直
輝、武林 亨、杉原健一、鈴木康夫、渡辺 
守、日比紀文 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌サーベイラン
スにおける狙撃生検とランダム生検の
ランダム化比較試験 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

山崎 博、今井徹朗、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、吉岡慎一郎、光山慶一、深水 圭、
鳥村拓司 

潰瘍性大腸炎に対する single-needle
法を用いた血球成分除去療法
（GCAP/LCAP)の有用性 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

森田 俊、吉岡慎一郎、山崎 博、荒木俊
博、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、鶴田 修、光山慶一、鳥村拓司 

活動期潰瘍性大腸炎患者に対するブデ
ソニド注腸フォーム剤の有用性の検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

吉岡慎一郎、平井郁仁、江崎幹宏、荒木俊
博、森田 俊、吉村哲広、森 敦、山内亨
介、桑木光太郎、山崎 博、鶴田 修、光
山慶一、鳥村拓司 

各種腸疾患における ACP353(Anti-
Crohn's disease peptide No.353)血
中濃度の測定：多施設共同研究 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

荒木俊博、山崎 博、森田 俊、吉村哲
広、森 敦、山内亨介、桑木光太郎、吉岡
慎一郎、小林 智、光山慶一、鳥村拓司 

ラット TNBS 大腸潰瘍モデルにおける
自己組織化ハイドロゲルの有用性の検
討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
吉村哲広、桑木光太郎、水落建輝、吉岡慎
一郎、山内亨介、森 敦、森田 俊、荒木
俊博、光山慶一、鳥村拓司 

若年炎症性腸疾患患者における便中カ
ルプロテクチンの有用性 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都市 2018 年 11 月 22日 

菅原脩平、小林起秋、後藤諒介、深水 
航、柴田 翔、渡邉裕次郎、山田康生、上
野恵里奈、秋山哲司、河野弘志、光山慶
一、鳥村拓司、鶴田 修 

腹痛を契機に診断された精巣摘出後の
seminoma の一例 

第 112 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 106
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

鹿児島市 2018 年 11 月 9日 

吉岡慎一郎、福永秀平、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、岡部義信、光山慶一、鶴田 修、鳥
村拓司 

当院でのクローン病小腸病変診断マネ
ージメントにおける小腸内視鏡検査の
有用性 

第 112 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 106
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

鹿児島市 2018 年 11 月 9日 

渡邉裕次郎、河野弘志、上野恵里奈、伊藤
陽平、山田康正、柴田 翔、長 知徳、深
水 航、後藤諒介、秋山哲司、光山慶一、
鶴田 修、鳥村拓司 

腸閉塞に対するガストログランフィン
腸造影の有用性の検討 

26th JDDW（第 60回日本
消化器病学会大会） 

神戸市 2018 年 11 月 1日 

森 敦、吉岡慎一郎、山崎 博、荒木俊
博、森田 俊、吉村哲広、福永秀平、山内
亨介、桑木光太郎、鶴田 修、光山慶一、
鳥村拓司 

当院でゴリムマブを使用した潰瘍性大
腸炎患者の臨床背景とその効果 

26th JDDW（第 60回日本
消化器病学会大会） 

神戸市 2018 年 11 月 1日 

山内亨介、荒木俊博、吉村哲広、森 敦、
桑木光太郎、吉岡慎一郎、光山慶一、鶴田 
修、鳥村拓司 

Nivolumab 投与後に大腸炎が認められ
た当院３症例の検討 

26th JDDW（第 96回日本
消化器内視鏡学会総会） 

神戸市 2018 年 11 月 1日 

吉岡慎一郎、光山慶一、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、福永秀平、山内亨
介、山崎 博、桑木光太郎、鶴田 修、荒
木靖三、鳥村拓司 

クローン病新規バイオマーカーACP353
はインフリキシマブ治療と腸管切除に
関連する 

26th JDDW（第 60回日本
消化器病学会大会） 

神戸市 2018 年 11 月 1日 

吉村哲広、桑木光太郎、吉岡慎一郎、山内
亨介、森 敦、森田 俊、光山慶一、鶴田 
修、鳥村拓司 

クローン病での経口デブソニド製剤の
臨床的効果の検討 

第 43回日本大腸肛門病学
会九州地方会、第 34回九
州ストーマリハビリテー
ション研究会 

福岡市 2018 年 10 月 6日 

草場喜雄、鶴田 修、永田 務、徳安秀
紀、大内彬弘、向笠道太、光山慶一、鳥村
拓司 

当院における Cold polypectomy の現
状と今後 

第 43回日本大腸肛門病学
会九州地方会、第 34回九
州ストーマリハビリテー
ション研究会 

福岡市 2018 年 10 月 6日 

向笠道太、鶴田 修、永田 務、徳安秀
紀、大内彬弘、草場喜雄、光山慶一、鳥村
拓司 

抗血栓薬内服の有無における大腸ESD
後出血の検討 

第 43回日本大腸肛門病学
会九州地方会、第 34回九
州ストーマリハビリテー
ション研究会 

福岡市 2018 年 10 月 6日 

福永秀平、吉岡慎一郎、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、秋葉 純、衣笠哲史、赤木由人、光
山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

当院で経験した炎症性腸疾患関連腫瘍
の特徴とサーベイランス内視鏡の実際 

第 43回日本大腸肛門病学
会九州地方会、第 34回九
州ストーマリハビリテー
ション研究会 

福岡市 2018 年 10 月 6日 

草場喜雄、鶴田 修、森田 拓、中根智
幸、永田 務、徳安秀紀、大内彬弘、福永
秀平、火野坂淳、向笠道太、光山慶一、鳥
村拓司 

当院における Cold polypectomy の現
状と今後 
 

第 26回日本大腸検査学会
九州支部会 

福岡市 2018 年 8月 18日 

山崎 博、今井徹朗、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲弘、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、吉岡慎一郎、光山慶一 

潰瘍性大腸炎に対するシングルニード
ル法を用いた GMA 療法についての検討 

第 13回九州消化器 GCAP
療法研究会 

博多市 2018 年 6月 30日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、森田 
拓、中根智幸、大内彬弘、徳安秀紀、進藤
洋一郎、火野坂淳、向笠道太、光山慶一、
鳥村拓司 

回腸末端腫瘍に対して ESD を施行した
1例 

第 111 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 105
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

北九州市 2018 年 6月 8日 

福永秀平、吉岡慎一郎、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲弘、森 敦、山内亨介、山崎 
博、桑木光太郎、岡部義信、光山慶一、鶴
田 修、鳥村拓司 

ショート型シングルバルーン内視鏡を
用いた小腸病変診断の有用性 

第 95回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2018 年 5月 10日 

山内亨介、荒木俊博、吉村哲広、森 敦、
桑木光太郎、吉岡慎一郎、光山慶一、鶴田 
修、鳥村拓司 

当院の炎症性腸疾患合併妊娠症例にお
ける治療と経過 

第 104 回日本消化器病学
会総会 

東京 2018 年 4月 19日 

Fukunaga S, Kuwaki K, Mitsuyama K, 
Takedatsu H, Yoshioka S, Yamasaki H, 
Yamauchi R, Mori A, Tsuruta O, 
Torimura T 

Detection of Calprotectin in 
Inflammatory Bowel Disease: Fecal 
and Serum Levels and 
Immonohistchemical Localization 

DDW-2017(Meeting of the 
American 

Gastroenterological 
Association)(AGA) 

Chicago, 
USA 

2017 年 5月 6日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Yamasaki H, Mitsuyama K, Meifu S, Mori 
A, Yamauchi R, Fukunaga S, Kuwaki K, 
Yoshioka S, Torimura T 

Expression of Transient Receptor 
Potential Channels in Peripheral 
Blood Mononuclear Cells from 
Inflammatory Bowel Disease 
Patients 

DDW-2017(Meeting of the 
American 

Gastroenterological 
Association)(AGA) 

Chicago, 
USA 

2017 年 5月 6日 

柴田 翔、河野弘志、深水 航、長 知
徳、渡邊裕次郎、山田康生、蒲池直紀、小
林哲平、上野恵里奈、伊藤陽平、秋山哲
司、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

術後再建腸管患者におけるバルーン内
視鏡使用下胆道結石の治療成績 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 18日 

小林哲平、高木孝太、後藤諒介、南 真
平、白地美紀、梶原雅彦、小野典之、光山
慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

超高齢の上腸間膜動脈閉塞症の１例 第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 18日 

野見山美香、山内亨介、福永秀平、森 
敦、山崎 博、吉岡慎一郎、小金丸雅道、
秋葉 純、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

リンパ管造影後に蛋白漏出性胃腸症が
改善した Turner 症候群の一例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 17日 

斉東京禄、山内亨介、有永照子、石田祐
介、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

難治性術後胆管炎に続発したと考えら
れる AA型腸管アミロイドーシスの一
例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 17日 

荒木俊博、山内亨介、森 敦、福永秀平、
吉岡慎一郎、鶴田 修、光山慶一、鳥村拓
司 

原発性肺癌に対するニボルマブ投与に
起因したと考えられる大腸炎の一例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 17日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓
司 

エビデンスに基づいて再考した潰瘍性
大腸炎サーベイランス内視鏡検査の検
討 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

那覇市 2017 年 11 月 17日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、森田 
拓、徳安秀紀、進藤洋一郎、火野坂淳、向
笠道太、秋葉 純、河野弘志、光山慶一、
鳥村拓司 

鋸歯状病変を併存した大腸癌の臨床病
理学的特徴 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡市 2017 年 11 月 10日 

光山慶一、吉岡慎一郎、鶴田 修 潰瘍性大腸炎におけるサーベイランス
大腸内視鏡-ランダム生検と狙撃生検
の比較を中心に 

25th JDDW（第 59回日本
消化器病学会大会、第 15
回日本消化器外科学会大
会 合同） 

福岡市 2017 年 10 月 14日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、森田 
拓、中根智幸、徳安秀紀、進藤洋一郎、火
野坂淳、向笠道太、光山慶一、鳥村拓司 

拡大内視鏡観察が SSA/P with 
cytological dysplasia の診断に有用
であった１例 

第 27回大腸 IIc 研究会 札幌市 2017 年 9月 17日 

草場喜雄、鶴田 修、永田 務、森田 
拓、中根智幸、徳安秀紀、進藤洋一郎、火
野坂淳、向笠道太、光山慶一、鳥村拓司 

腫瘍径 7mm のⅡc病変の１例 第 27回大腸 IIc 研究会 札幌市 2017 年 9月 17日 

中根智幸 、鶴田 修、草場喜雄 、森田 
拓、永田 務、徳安秀紀 、向笠道太 、河
野弘志 、光山慶一 、鳥村拓司 

肛門管癌（扁平上皮癌）に対して内視
鏡的切除術を施行した 2例 

第 318 回日本内科学会九
州地方会 

鹿児島市 2017 年 8月 5日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、森田 
拓、徳安秀紀、進藤洋一郎、火野坂淳、前
山泰彦、向笠道太、光山慶一、鳥村拓司 

貧血精査にて指摘された collagenous 
colitis の 1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

徳安秀紀、鶴田 修、草場喜雄、永田 
務、進藤洋一郎、火野坂淳、前山泰彦、向
笠道太、秋葉 純、光山慶一、鳥村拓司 

急性骨髄性白血病に対する移植後に併
発した消化管 GVHD の 1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

福永秀平、桑木光太郎、光山慶一、竹田津
英稔、吉岡慎一郎、山崎 博、山内亨介、
森 敦、鶴田 修、鳥村拓司 

炎症性腸疾患における便中カルプロテ
クチン測定の有用性 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

南 真平、田中寛士、渡邊裕次郎、白地美
紀、梶原雅彦、鶴田 修、光山慶一、鳥村
拓司 

診断および治療方針決定に難渋した非
特異性大腸炎の一症例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

草場喜雄、鶴田 修、永田 務、徳安秀
紀、進藤洋一郎、火野坂淳、前山泰彦、向
笠道太、秋葉 純、光山慶一、鳥村拓司 

便潜血陽性で施行した大腸内視鏡検査
で赤痢アメーバ症の診断となった１例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
永田 務、鶴田 修、草場喜雄、森田 
拓、徳安秀紀、進藤洋一郎、火野坂淳、前
山泰彦、向笠道太、秋葉 純、光山慶一、
鳥村拓司 

自然脱落を来した大腸癌の 1例 第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

吉岡慎一郎、光山慶一、森 敦、福永秀
平、山内亨介、桑木光太郎、竹田津英稔、
秋葉 純、衣笠哲史、赤木由人、鶴田 
修、鳥村拓司 

サーベイランス内視鏡におけるヒト潰
瘍性大腸炎（UC）関連腫瘍の詳細ーマ
ウス DSS 腸炎モデル関連腫瘍の特徴も
含めてー 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 20日 

荒木俊博、森 敦、福永秀平、山内亨介、
山崎 博、吉岡慎一郎、有永照子、井出達
也、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

B型肝炎ウイルス無症候性キャリアに
発症した難治性潰瘍性大腸炎の一例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2017 年 5月 19日 

吉岡慎一郎、竹田津英稔、光山慶一、森 
敦、福永秀平、山内亨介、山崎 博、桑木
光太郎、柳 忠宏、河野弘志、鶴田 修、
鳥村拓司 

当院における小児大腸内視鏡検査の現
状-前処置や鎮静における実際と工夫- 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪市 2017 年 5月 13日 

山内亨介、米湊 健、光山慶一、竹田津英
稔、山崎 博、吉岡慎一郎、桑木光太郎、
福永秀平、森 敦、秋葉 純、鶴田 修、
鳥村拓司 

マウス大腸炎関連腫瘍における実体顕
微鏡を用いた観察：pit pattern の評
価 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

山崎 博、森 敦、山内亨介、福永秀平、
桑木光太郎、吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村
拓司 

炎症性腸疾患患者の末梢血単核球にお
ける Transient receptor potential
（TRP）チャネルの発現 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Naoki Yoshimura, Soh Okano,  
Minako Sako, Masakazu Takazoe 

Efficacy and Safety of Tofacitinib 
in Patients with Moderate to 
Severe Ulcerative Colitis:A Real-
World Retrospective Study 

第 15 回欧州クローン病・
大腸炎会議(ECCO2020) 

Vienna 2020 年 2月 14日 

吉村 直樹、酒匂美奈子、高添 正和 難治性潰瘍性大腸炎に対する新規薬剤
トファシチニブの有効性の検討 

JDDW2019 
 

神戸 
 
2019 年 11 月 21日 

 

吉村 直樹、岡野 荘、酒匂美奈子、 
高添 正和 

活動期クローン病に対する新規生物学
的製剤ウステキヌマブの有効性の検討 

日本消化器病学会 
関東支部第 356 回例会 

東京 2019 年 9月 21日 
 

酒匂美奈子、吉村 直樹、高添 正和 
 

クローン病患者における妊娠中のイン
フリキシマブ投与と新生児の血中濃度
について 

第 105 回日本消化器病学
会総会 
 

金沢 2019 年 5月 11日 

吉村 直樹、酒匂美奈子、高添 正和 
 

難治性潰瘍性大腸炎に対する新規生物
学的製剤ゴリムマブの有効性の検討 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 

Naoki Yoshimura, Soh Okano,  
Minako Sako, Masakazu Takazoe 

Efficacy of Once a Day Multi  
Matrix Mesalamine Formulation, 
Lialda in Patients with Active Mild 
to Moderate Ulcerative Colitis after 
Inadequate  
Response to the pH-Dependent Release 
Mesalamine  
Formulation,Asacol 

第 13 回欧州クローン 
病・大腸炎会議 
(ECCO2018) 

Vienna 
 

2018 年 2月 15日 

岡野 荘、酒匂美奈子、吉村 直樹、 
高添 正和 
 

内視鏡的粘膜治癒を認める潰瘍性大腸
炎における組織学的治癒の有無と臨床
的所見の検討 

第 9回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

京都 2018 年 11 月 22日 
 

岡野 荘、酒匂美奈子、吉村 直樹、 
高添 正和 
 

巨大結腸症を呈した重症・劇症潰瘍性
大腸炎に対する内科治療の有効性と限
界の検討 

第 73回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 201８年 11月 9日 
 

吉村 直樹、岡野 荘、酒匂美奈子、 
高添 正和 

潰瘍性大腸炎に対するバイオシミラー
の有効性と安全性の検討 

第 73回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2018 年 11 月 9日 
 

酒匂美奈子、吉村 直樹 、髙添 正和 クローン病におけるインフリキシ 
ブの効果減弱症例に対する増量の効果
と難治例に対する減量・期間短縮投与 

第 104 回日本消化器病 
学会総会 
 

東京 2018 年４月 21日 
 

岡野 荘、酒匂美奈子、吉村 直樹、高添 正
和 

活動期潰瘍性大腸炎に対する 
新規５−ASA 製剤リアルダの有効性の検討

第 104 回日本消化器病 
学会総会 

東京 201８年４月 20日 
 

Soh Okano, Naoki Yoshimura, 
Minako Sako, Masakazu Takazoe 
 

Comparative Short and Long Term 
Efficacy of Infliximab vs  
Adalimumab in Patients with 
Active Ulcerative Colitis:  
Retrospective Evaluation 
Undertaking  

米国消化器病週間 
(DDW2017) 
 

Chicago 
 

2017 年 5月 7日 
 

小林 美緒、岡野 荘、酒匂美奈子、 
吉村 直樹、畑田 康政、高添 正和 

潰瘍性大腸炎と鑑別を要した高齢 
発症の大腸型クローン病の一例 

第 638 回内科学会関東支
部例会 

東京 2017 年 12 月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
岡野 荘、酒匂美奈子、吉村 直樹、 
高添 正和 

当院における潰瘍性大腸炎を背景とし
た Dysplasia と Colitic Cancer の検
討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 
 

東京 2017 年 12 月 1日 
 

吉村 直樹、岡野 荘、酒匂美奈子、 
高添 正和 
 

活動期潰瘍性大腸炎に対する新規 
５−ASA 製剤リアルダの有効性の 
検討 

第 72回日本大腸肛門病 
学会学術集会 
 

福岡 
 
 

2017 年 11 月 11日 
 

吉村 直樹、酒匂美奈子、高添 正和 
 

難治性潰瘍性大腸炎に対する TNFα抗
体療法の有効性の検討 

第 103 回日本消化器病 
学会総会 

東京 2017 年４月 20日 
 

K. Watanabe, M. Kawai, R. Koshiba, K. 
Fujimoto, K. Kojima, K. Kaku, N. 
Kinoshita, T. Sato, K. Kamikozuru, Y. 
Yokoyama, T. Miyazaki, N. Hida, S. 
Nakamura 

Efficacy including rapid response 
and safety of tofacitinib in 
Japanese patients with ulcerative 
colitis: A preliminary 
investigation in a specialised IBD 
centre 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

K. Fujimoto, K. Watanabe, K. Hori, K. 
Kaku, N. Kinoshita, R. Koshiba, K. 
Kojima, T. Sato, M. Kawai, K. 
Kamikozuru, Y. Yokoyama, T. Miyazaki, 
N. Hida, S. Nakamura 

Evaluation of histological 
inflammation by a novel image 
enhanced endoscopy technique, dual 
red imaging, in patients with 
ulcerative colitis: Preliminary 
study 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

T. Sato, K. Kojima, R. Koshiba, K. 
Fujimoto, M. Kawai, K. Kamikoduru, Y. 
Yokoyama, T. Miyazaki, K. Watanabe, N. 
Hida, S. Nakamura 

Comparison of therapeutic effects 
between groups of thiopurine alone 
and combination of thiopurine with 
5-ASA after remission introduced 
by oral tacrolimus for patients 
with severe ulcerative colitis 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Kenji Watanabe The optimization of biologic 
treatment in UC: maximizing 
efficacy and safety 

The Forum 6th China-
Japan GI Medical 
Exchange Forum 

中国、貴陽 2019 年 9月 27日 

Kenji Watanabe Small Bowel Endoscopy for IBD, 
When and How 

The 7th Annual Meeting 
of AOCC, 

Endoscopy Workshop I 
(Diagnostic, 
Therapeutic, Colitis 
Screen Endoscopy in 
IBD) 

台北、台湾 2019 年 6月 15日 

Kenji Watanabe, Motohiro Esaki, Shiro 
Oka, Fumio Shimamoto, Masakazu 
Nishishita, Takumi Fukuchi, Shigehiko 
Fujii, Fumihito Hirai, Kazuki 
Kakimoto, Takuya Inoue, Ryoichi 
Nozaki, Hiroshi Kashida, Ken Takeuchi, 
Naoki Ohmiya, Masayuki Saruta, Shoichi 
Saito, Yutaka Saito, Shinji Tanaka, 
Yoichi Ajioka, Hisao Tajiri 

THE DETECTION WITH TARGETD BIOPSY 
AND CHARACTERIZATION OF NEOPLASTIC 
LESIONS BY MAGNIFYING 
CHROMOENDOSCOPY AND NBI IN 
SURVEILLANCE COLONOSCOPY OF 
PATIENTS WITH ULCERATIVE COLITIS: 
A SUB-ANALYSIS OF THE NAVIGATOR 
STUDY 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 20日 
 

Toshiyuki Sato, Motoi Uchino, Ryoji 
Koshiba, Kentaro Kojima, Koji 
Fujimoto, Mikio Kawai, Koji 
Kamikozuru, Yoko Yokoyama, Tetsuya 
Takagawa, Nobuyuki Hida, Kenji 
Watanabe, Hiroki Ikeuchi, Shiro 
Nakamura 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND RISK 
FACTORS FOR PNEUMOCYSTIS JIROVECII 
PNEUMONIA IN PATIENTS WITH 
INFLAMMATORY BOWEL DISEASE. 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 19日 
 

Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Kentaro 
Kojima, Koji Fujimoto, Ryoji Koshiba, 
Toshiyuki Sato, Mikio Kawai, Koji 
Kamikozuru, Tetsuya Takagawa, Takako 
Miyazaki, Nobuyuki Hida, Shiro 
Nakamura 

INVESTIGATIONS OF THE 
CHARACTERISTICS AND ANTI-TNFα 
AGENTS FOR OPTIMIZING TREATMENT IN 
PEDIATRIC PATIENTS WITH NEW-ONSET 
CROHN’S DISEASE 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 18日 
 

渡辺憲治 小腸内視鏡によるクローン病診療の最
適化 

第 13回 日本カプセル内
視鏡学会学術集会 ラン
チョンセミナー2 

姫路市 2020 年 2月 9日 

渡辺憲治、中村正直、大宮直木、藤原靖弘 パテンシーカプセルによる消化管開通
性評価時間延長の可能性 

第 13回 日本カプセル内
視鏡学会学術集会 シン
ポジウム-4 小腸カプセル
内視鏡の未来 

姫路市 2020 年 2月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
横山陽子、渡辺憲治、賀来宏司、木下直
彦、小柴良司、小島健太郎、藤本晃士、佐
藤寿行、河合幹夫、上小鶴孝二、宮嵜孝
子、樋田信幸、中村志郎 

当院における炎症性腸疾患妊娠例の検
討 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 コアシンポジ
ウム２「炎症性腸疾患：
シームレスなアプローチ
を目指して」 

姫路市 2020 年 2月 7日 

渡辺憲治 特殊型炎症性腸疾患におけるアダリム
マブとステロイドの前向き無作為化比
較試験 Castle Study： 国内多施設共
同試験 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 研究助成成果

発表２ 

姫路市 2020 年 2月 7日 

上小鶴孝二、渡辺憲治 、佐藤寿之 、河合
幹夫、中村志郎 

生物学的製剤二次無効クローン病症例
に対する Reset TPN の内視鏡的有効性
の検討 

第 103 回 日本消化器内
視鏡学会近畿支部例会 
パネルディスカッション
2 下部消化管内視鏡診療
の現状と課題 

大阪市 
 

2020 年 1月 18日 

渡辺憲治 IBD 新時代の潮流：新規薬剤とトータ
ルケア 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会イブニング
セミナー1 

博多市 2019 年 11 月 29日 
 

Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Shiro 
Nakamura 

Investigations of the 
characteristics and efficacy of 
anti-TNFα agents for optimizing 
treatment in pediatric patients 
with new-onset Crohn’s disease 

International Session 
(Symposium) 2, JDDW2019 

神戸市 2019 年 11 月 21日 
 

渡辺憲治 UC の T2T 戦略"内視鏡的寛解か？組織
学的寛解か？" 

JDDW2019 ブレックファ
ーストセミナー5 

神戸市 2019 年 11 月 21日 
 

渡辺憲治、飯田智哉、宮嵜孝子、樋田信
幸、中村志郎、仲瀬裕志 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎小
腸病変の検討 

第 57回日本小腸学会学術
集会 主題セッション 2
「難治性小腸疾患の診断
と治療」 

大阪市 
 

2019 年 11 月 9日 
 

横山陽子、渡辺憲治、宮嵜孝子、中村志郎 高齢者潰瘍性大腸炎患者に対する
Cytapheresis の有効性と最適化 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会、パネルディ
スカッション 2 高齢者
に対する炎症性腸疾患の

治療 

東京都 2019 年 10 月 11日 
 

上小鶴孝二、河合幹夫、渡辺憲治 クローン病狭窄性病変に対する内視鏡
的バルーン拡張術の有効性と内視鏡的
予測因子の検討 

第 97回 日本消化器内視
鏡学会総会、パネルディ
スカッション 5 消化管
狭窄に対する内視鏡治療
の現況と課題 

東京都 2019 年 6月 2日 
 

渡辺憲治 T2T 時代の UC 5-ASA 製剤（経口,局
所）の最適化と課題 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 

博多市 2019 年 5月 24日 
 

宮嵜孝子、樋田信幸、渡辺憲治 Ustekinumab によるクローン病治療の
適正化の検討 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

パネルディスカッション
7 炎症性腸疾患診療のリ
アルワールド～生物学的
製剤に対するクリニカル
クエスチョンを解決する 

金沢市 
 

2019 年 5月 9日 
 

K. Watanabe, M. Esaki, S. Oka, F. 
Shimamoto,  
M. Nishishita, T. Fukuchi, S. Fujii, 
F. Hirai, K. Kakimoto,  
T. Inoue, N, Hida, H. Kashida, K. 
Takeuchi, N. Ohmiya, M. Saruta, S. 
Saito, Y. Saito, S. Tanaka, Y. Ajioka, 
H. Tajiri 

The detection with targeted biopsy 
and characterization of neoplastic 
lesions by magnifying 
chromoendoscopy and NBI in 
surveillance colonoscopy of 
patients with ulcerative colitis: 
a sub-analysis of the Navigator 
Study 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 

T. Sato, R. Koshiba, K. Kojima, K. 
Fujimoto, M. Kawai, 
K. Kamikoduru, Y. Yokoyama, T. 
Takagawa, M. Uchino, 
N. Hida, K. Watanabe, H. Miwa, H. 
Ikeuchi, S. Nakamura 

Risk factors and clinical 
characteristics for 
Pneumocystis jirovecii pneumonia 
in Japanese 
patients with ulcerative colitis 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Y. Yokoyama, K. Watanabe, K. Kojima, 
R. Koshiba, 
K. Fujimoto, T. Sato, M. Kawai, K. 
Kamikozuru, T. Takagawa, 
T. Miyazaki, N. Hida, S. Nakamura 

Investigations of the 
characteristics and efficacy 
of anti-TNFα agents for 
optimising treatment in 
paediatric patients with new-onset 
Crohn’s disease 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 

T. Miyazaki, K. Watanabe, K. Kojima, 
R. Koshiba, 
K. Fujimoto, T. Sato, M. Kawai, K. 
Kamikozuru, T. Takagawa, 
Y. Yokoyama, N. Hida, S. Nakamura 

Endoscopic features for loss of 
response in 
patients with Crohn’s disease who 
were treated 
with infliximab by top-down 
strategy 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 

N. Hida, K. Watanabe, T. Miyazaki, Y. 
Yokoyama, 
M. Kawai, T. Takagawa, K. Kamikozuru, 
T. Sato, 
K. Fujimoto, R. Koshiba, K. Kojima, S. 
Nakamura 

The initial trough concentration 
at 36 h 
after starting tacrolimus is 
important for the 
personalised medicine strategy in 
patients with 
ulcerative colitis 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 

T. Chohno, K. Watanabe, T. Minagawa, 
R. Kuwahara, 
Y. Horio, H. Sasaki, T. Bando, M. 
Uchino, H. Ikeuchi 

Long-term prognosis and predictive 
factors 
for surgical treatment of 
intestinal lesions in 
patients with Behcet’s disease 

14th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisatio 

コペンハー
ゲン 

2019 年 3月 8日 

Kenji Watanabe, Reo Kawano, Masakazu 
Nishishita, Fumio Shimamoto, Takumi 
Fukuchi, Motohiro Esaki, Shiro Oka, 
Shigehiko Fujii, Fumihito Hirai, 
Kazuki Kakimoto, Takuya Inoue, Ryoichi 
Nozaki, Hiroshi Kashida, Ken Takeuchi, 
Naoki Ohmiya, Masayuki Saruta, Shoichi 
Saito, Yutaka Saito, Shinji Tanaka, 
Yoichi Ajioka, Hisao Tajiri 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
UC-associated neoplasms using 
pancolonic NBI surveillance 
colonoscopy: a sub-analysis of 
Navigator Study 

2018 Advances in 
Inflammatory Bowel 
Diseases 

オーランド 2018 年 12 月 15日 

Kenji Watanabe Management of colorectal dysplasia 
in IBD  

APDW2018, Recent 
advances in radiologic 
and endoscopic 
monitoring of IBD 

ソウル 2018 年 11 月 18日 

Kenji Watanabe, Reo Kawano, Masakazu 
Nishishita, Fumio Shimamoto, Takumi 
Fukuchi, Motohiro Esaki, Shiro Oka, 
Shigehiko Fujii, Fumihito Hirai, 
Kazuki Kakimoto, Takuya Inoue, Ryoichi 
Nozaki, Hiroshi Kashida, Ken Takeuchi, 
Naoki Ohmiya, Masayuki Saruta, Shoichi 
Saito, Yutaka Saito, Shinji Tanaka, 
Yoichi Ajioka, Hisao Tajiri 

Relevant Factors and Significant 
Endoscopic Findings for Detecting 
UC-Associated Neoplasms Using 
Pancolonic NBI Surveillance 
Colonoscopy: A Sub-Analysis of 
Navigator Study  

American College of 
Gastroenterology 2018 
Annual Scientific 
Meeting 

Philadelphi
a 

2018 年 10 月 9日 

Tetsuya Takagawa, Yoishi Kakuta, Ayako 
Fujimori, Kentaro Kojima, Ryoji 
Koshiba, Koji Fujimori, Toshiyuki 
Sato, Mikio Kawai, Koji Kamikozuru, 
Yoko Yokoyama, Takako Miyazaki, 
Nobuyuki Hida, Kenji Watanabe, 
Kazutoshi Hori, Hiroki Ikeuchi, Shiro 
Nakamura 

Treatment outcome of thiopurines 
in patinets with ulcerative 
colitis who were heterozygous for 
NUDT15 R139C (C/T) 

FALK Symposium 212, IBD 
and Liver: East Meets 

West 

京都 2018 年 9月 7日 

Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Koji 
Kamikozuru, Ayako Fujimori, Toshiyuki 
Sato, Ryoji Koshiba, Koji Fujimoto, 
Mikio Kawai, Tetsuya Takagawa, Yuko 
Kita, Takako Miyazaki, Nobuyuki Hida, 
Shiro Nakamura 

Efficacy and related issues of 
cytapheresis in elderly patients 
with ulcerative colitis 

FALK Symposium 212, IBD 
and Liver: East Meets 

West 

京都 2018 年 9月 7日 

Ayako Fujimori, Kenji Watanabe, Yoko 
Yokoyama, Ryoji Koshiba, Koji 
Fujimoto,Toshiyuki Sato, Mikio Kawai, 
Tetsuya takagawa, Takako Miyazaki, 
Nobuyuki Hida, Shiro Nakamura 

Clinical features of Ulcerative 
Colitis complicated  with 
Autoimmune hepatitis: A Case 
Series in Japan 

6th Annual Meeting of 
the Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

上海 2018 年 6月 23日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Koji 
Kamikozuru, Toshiyuki Sato, Ayako 
Fujimori, Ryoji Koshiba, Koji 
Fujimoto, Mikio Kawai, Tetsuya 
Takagawa, Yuko Kita, Takako Miyazaki, 
Nobuyuki Hida, Shiro Nakamura 

Efficacy and related issues of 
cytapheresis in elderly patients 
with ulcerative colitis 

6th Annual Meeting of 
the Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

上海 2018 年 6月 23日 

Kenji Watanabe, Masakazu Nishishita, 
Fumio Shimamoto, Takumi Fukuchi, 
Motohiro Esaki, Yasuharu Okamoto, Yuji 
Maehata, Shiro Oka, Shigehiko Fujii, 
Fumihito Hirai, Toshiyuki Matsui, 
Kazuki Kakimoto, Toshihiko Okada, 
Takuya Inoue, Nobuyuki Hida, Ryoichi 
Nozaki, Toshiharu Sakurai, Hiroshi 
Kashida, Ken Takeuchi, Naoki Ohmiya, 
Masayuki Saruta, Shoichi Saito, Yutaka 
Saito, Shiro Nakamura, Shinji Tanaka, 
Yasuo Suzuki, Yoichi Ajioka, Hisao 
Tajiri 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
UC-associated neoplasms using 
pancolonic NBI surveillance 
colonoscopy: a sub-analysis of 
Navigator Study 

6th Annual Meeting of 
the Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

上海 2018 年 6月 23日 

Kenji Watanabe, Masakazu Nishishita, 
Fumio Shimamoto, Takumi Fukuchi, 
Motohiro Esaki, Yasuharu Okamoto, Yuji 
Maehata, Shiro Oka, Shigehiko Fujii, 
Fumihito Hirai, Toshiyuki Matsui, 
Kazuki Kakimoto, Toshihiko Okada, 
Takuya Inoue, Nobuyuki Hida, Ryoichi 
Nozaki, Toshiharu Sakurai, Hiroshi 
Kashida, Ken Takeuchi, Naoki Ohmiya, 
Masayuki Saruta, Shoichi Saito, Yutaka 
Saito, Shiro Nakamura, Shinji Tanaka, 
Yasuo Suzuki, Yoichi Ajioka, Hisao 
Tajiri 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
UC-associated neoplasms using 
pancolonic NBI surveillance 
colonoscopy: a sub-analysis of 
Navigator Study 

Digestive Disease Week 
2018: ASGE Topic Forum: 
Updates on Lower GI 
Bleeding and Colitis 
Surveillance Techniques 

ワシントン
DC 

2018 年 6月 4日 

Nobuyuki Hida, Kenji Watanabe, Takako 
Miyazaki, Yoko Yokoyama, Tetsuya 
Takagawa, Koji Kamikozuru, Mikio 
Kawai, Yuko Kita, Toshiyuki Sato, 
Shiro Nakamura 

THE INITIAL TROUGH CONCENRTATION 
AT 36 HOURS AFTER STARTING 
TACROLIMUS IS IMPORTANT FOR THE 
PERSONALIZED MEDICINE STRATEGY IN 
PATIENTS WITH ULCERATIVE COLITIS 

Digestive Disease Week 
2018 

ワシントン
DC 

2018 年 6月 4日 

Yuko Kita, Ayako Fujimori, Ryoji 
Koshiba, Koji Fujimoto, Toshiyuki 
Sato, Mikio Kawai, Koji Kamikozuru, 
Tetsuya Takagawa, Yoko Yokoyama, 
Takako Miyazaki, Nobuyuki Hida, Kenji 
Watanabe, Shiro Nakamura 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND 
COMPLICATIONS IN HOSPITALISED 
ELDERLY PATIENTS WITH ULCERATIVE 
COLITIS IN A REAL-WORLD 
SPECIALISED HOSPITAL 

Digestive Disease Week 
2018 

ワシントン
DC 

2018 年 6月 4日 

横山陽子、渡辺憲治、長瀬和子、上小鶴孝
二、小島健太郎、小柴良司、藤本晃士、佐
藤寿行、河合幹夫、高川哲也、宮嵜孝子、
樋田信幸、中村志郎 

高齢者潰瘍性大腸炎患者に対する
Cytapheresis の最適化とチームアプロ
ーチ 

第 15回 日本消化管学会
総会学術集会 コアシン
ポジウム 2 

佐賀 2019 年 2月 2日 

宮嵜孝子、渡辺憲治、小島健太郎、小柴良
司、藤本晃士、佐藤寿行、河合幹夫、上小
鶴孝二、高川哲也、横山陽子、樋田信幸、
中村志郎 

当科におけるクローン病 (CD)に対す
る ustekinumab の有用性の検討 

第 15回 日本消化管学会
総会学術集会 ワークシ
ョップ 1 

佐賀 2019 年 2月 1日 

渡辺憲治、上小鶴孝二、堀 和敏、佐藤寿
行、小島健太郎、藤本晃士、佐々木寛文、
坂東俊宏、内野 基、樋田信幸、池内浩
基、中村志郎 

サイトメガロウイルス腸炎軽快後に腹
痛を認めた 1例 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 症例検討 1 
内科（IBD）ー慢性大腸虚
血性病変（IBD の鑑別と
して）ー 

東京 2018 年 11 月 10日 

渡辺憲治、高川哲也、角田洋一、藤森絢
子、小島健太郎、小柴良司、藤本晃士、佐
藤寿行、河合幹夫、上小鶴孝二、横山陽
子、宮嵜孝子、樋田信幸、堀 和敏、池内
浩基、中村志郎 

NUDT15 R139C C/T ヘテロ症例における
チオプリン製剤を用いた潰瘍性大腸炎
の治療成績 

第 73回日本大腸肛門病学
会学術集会 ワークショッ
プ 1「潰瘍性大腸炎緩解
維持療法の現状」 

東京 2018 年 11 月 9日 

上小鶴孝二、佐藤寿行、樋田信幸、渡辺憲
治、中村志郎 

IBD 専門施設で経験した Cronkhite-
Canade 症候群の 3例 

第 100 回日本消化器内視
鏡学会近畿支部例会 ワー
クショップ「知っていて
得する内視鏡所見」 

大阪 2018 年 5月 26日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
八上佳和、板東具樹、柳生利彦、渡辺憲治 当科の経験例に基づく胃蜂窩織炎の内

視鏡所見と鑑別診断の検討 
第 100 回日本消化器内視
鏡学会近畿支部例会 ワー
クショップ「知っていて
得する内視鏡所見」 

大阪 2018 年 5月 26日 

渡辺憲治、湯川知洋、山上博一 クローン病直腸肛門管腫瘍に対する内
視鏡的サーベイランスの検討 

第 95回日本消化器内視鏡
学会総会パネルディスカ
ッション-4: 炎症性腸疾
患に対する内視鏡診断の

役割 

東京 2018 年 5月 12日 

渡辺憲治、岡 志郎、江崎幹宏 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡に
おける NBI と色素内視鏡の多施設共同
前向きランダム化比較試験: 
Navigator Study 

第 95 回日本消化器内視鏡
学会総会シンポジウム 2 
下部消化管病変における
画像強調内視鏡（Image 
Enhanced Endoscopy: 
IEE）の現況と将来 

東京 2018 年 5月 11日 

宮嵜孝子、渡辺憲治、樋田信幸 クローン病インフリキシマブ top-down
治療における臨床課題 の検討 

第 104 回日本消化器病学
会総会パネルディスカッ
ション 6 炎症性腸疾患
に対する抗 TNF-α交代治
療薬導入により見えてき
た臨床課題 

東京 2018 年 4月 21日 

K. Watanabe, R. Kawano, M. Nishishita, 
F. Shimamoto, T. Fukuchi, M. Esaki, Y. 
Okamoto, Y. Maehata, S. Oka, S. 
Nishiyama, S. Fujii, F. Hirai, T. 
Matsui, K. Kakimoto, T. Okada, T. 
Inoue, N. Hida, R. Nozaki, T. Sakurai, 
H. Kashida, K. Takeuchi, N. Ohmiya, M. 
Saruta, S. Saito, Y. Saito, S. 
Nakamura, S. Tanaka, Y. Suzuki, Y. 
Ajioka, H. Tajiri 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
colitis-associated neoplasms using 
pancolonic narrow band imaging 
surveillance colonoscopy in 
patients with Ulcerative Colitis: 
A sub-analysis of prospective 
randomised trial  

13th Congress of ECCO Vienna 2018 年 2月 16日 

Kenji Watanabe Diagnostic Endoscopy in IBD TSIBD Annual Meeting,  
2017 IBD Update 
Symposium 

Taipei 2017 年 12 月 2日 

Kenji Watanabe Therapeutic Endoscopy in IBD TSIBD Annual Meeting,  
2017 IBD Update 
Symposium 

Taipei 2017 年 12 月 2日 

Naoko Sugita, Kenji Watanabe, Noriko 
Kamata, Yasuhiro Fujiwara 

Clinical and pharmacokinetic 
investigation of the efficacy of 
concomitant elemental diet therapy 
to prevent loss of response to 
adalimumab in patients with 
Crohn’s disease 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 17日 

Watanabe K, Matsumoto T, Motoya S, 
Hisamatsu T, Nakase H, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Nagahori 
M,  
Esaki M, Matsui T, Naito Y, Kanai T, 
Suzuki Y, Nojima M, Watanabe M, Hibi 
T. 

Comparison of Endoscopic Responses 
to Adalimumab Monotherapy and 
Combination Therapy with 
Azathioprine in Patients with 
Crohn’s Disease: A sub-analysis 
of DIAMOND trial 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 16日 

Omori, Teppei; Watanabe, Kenji; 
Ohmiya, Naoki; Hirai, Fumihito; 
Nakamura, Masanao; Kagaya, Takashi; 
Oka, Shiro; Ozeki, Keiji; Kawano, 
Seiji; Ninomiya, Kazeo; Nakaji, 
Konosuke; Iimuro, Masaki; Handa, 
Osamu; Tokuhara, Daisuke; Sagawa, 
Tamotsu; Wakamatsu, Takahiro; Kato, 
Shingo; Araki, Akihiro; Koike, Yuji; 
Hashimoto, Shinichi; Mannami, 
Tomohiko; Higaki, Shingo; Hayashida, 
Mari; SAMESHIMA, Yukinori; Hasegawa, 
Daisuke; Tokushige, Katsutoshi; 
Matsui, Toshiyuki 

A nationwide multicenter study on 
adverse events associated with a 
patency capsule: additional survey 
for the Japanese Association for 
Capsule Endoscopy-oriented 
appropriate use survey for patency 
capsule (J-POP) Study 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 7日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
K. Watanabe, T. Matsumoto, S. Motoya, 
T. Hisamatsu, H. Nakase, N. Yoshimura, 
T. Ishida, S. Kato, T. Nakagawa, M. 
Nagahori, M. Esaki, T. Matsui, Y. 
Naito, T. Kanai, Y. Suzuki, M. Nojima, 
M. Watanabe, T. Hibi, the DIAMOND 
Study Group 

Comparison of endoscopic responses 
to adalimumab monotherapy and 
combination therapy with 
azathioprine in patients with 
Crohn’s disease: A sub-analysis 
of DIAMOND trial 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

Yu Nishida, Kenji Watanabe, 
ShuheiHosomi, HirokazuYamagami, Koji 
Otani, YasuakiNagami, Fumio Tanaka, 
Noriko Kamata, Koichi Taira, Masatsugu 
Shiba, Kazunari Tominaga, Toshio 
Watanabe, Yasuhiro Fujiwara 

Serum interleukin-6 level predicts 
short-term clinical responsefuture 
outcomes of anti-tumor necrosis 
factor therapy in patients with 
ulcerative colitis 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

Nakamura, Masanao ;W atanabe, Kenji ; 
Ohmiya, Naoki; Hirai, Fumihito; Omori, 
Teppei; Tokuhara, Daisuke; Nakaji, 
Konosuke; Nouda, Sadaharu; W ashio, 
Ema; SAMESHIMA, Yukinon; M annami, 
Tomohko; Maeda, Kohei; Ninomiya, 
Kazeo; Wakamatsu, Takahiro; Araki, 
Akihiro; Ishii, Manabu; Higaki, 
Shingo; Abe, Takashi; Handa, Osamu; 
Kawano, Seiji; Iwamoto, Maho; Kato, 
Shingo; Kagaya, Takashi; Goto, Hidemi; 
Matsui, Toshiyuki 

Prospective, multicenter study for 
evaluation of the clinical 
efficacy and safety of PillCam 
patency capsule in 1, 096 cases 
with suspected small bowel 
stenosis 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

渡辺憲治, 中村志郎, 松井敏幸, 上野文昭 本邦の消化器病学会 IBD 診療ガイドラ
インと厚労省班会議治療指針の特徴と
差異 

第 8回 JSIBD 学術集会 東京 2017 年 12 月 1日 

渡辺憲治, 西下正和, 嶋本文雄, 福知 工, 
江崎幹宏, 岡 志郎, 藤井茂彦, 平井郁仁, 
井上拓也, 樋田信幸, 野崎良一, 櫻井俊
治, 竹内 健, 猿田雅之, 斎藤彰一, 斎藤 
豊, 大宮直木, 味岡洋一, 川野伶緒, 田中
信治 

潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡に
おける NBI 観察と色素内視鏡観察のラ
ンダム化比較試験:Navigator Study 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

渡辺憲治, 大宮直木, 平井郁仁, 松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討か
ら 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

Kenji Watanabe, Nishishita Masakazu, 
Shimamoto Fumio 

Comparison between newly-developed 
NBI and panchromoendoscopy for 
surveillance colonoscopy in 
patients with longstanding 
ulcerative colitis; A sub-analysis 
of Navigator Study 

JDDW2017、International 
Session (Symposium) 9 

福岡 2017 年 10 月 14日 

渡辺憲治, 大宮直木, 松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討か
ら 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 
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知的財産権 

種 類 受付(識別)番号 出願日 
藤谷幹浩 
その他（特許公開） 

WO2017/126626 2017 年 7月 27日 

佐々木建吾、星奈美子、井上潤、
東健、大澤朗、近藤明彦 
出願中 

2017-104859 
潰瘍性大腸炎の検査方法および装置ならびに治療薬のスクリーニング方法 （国
立大学法人神戸大学） 

2017 年 5月 26日 

 



238 
 

社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
鈴木康夫(東邦大学医療センター) 千葉県・千葉市難病指定医研修 千葉市総合保健医療センター 2019 年 7月 28日 

鈴木康夫（東邦大学医療センター） 「消化器系難病の最新事情について～クローン病、潰
瘍性大腸炎を中心に～」 

千葉市総合保健医療センター 2018 年 12 月 8日 

鈴木康夫（東邦大学医療センター） 平成 30年度千葉県難病指定医研修会：代表的な疾患
の診断等について（炎症性腸疾患） 

千葉県教育会館 2018 年 11 月 25日 

鈴木康夫（東邦大学医療センター） 【市民公開講座 知っていますか？「潰瘍性大腸炎」の
こと】潰瘍性大腸炎治療の進歩～基本の応用へ～ 

沖縄県市町村自治会館 2018 年 5月 20日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) きょうのセカンドオピニオン 
「A免疫を抑える新薬も」 

毎日新聞 2018 年 1月 28日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) レミケードの新しい使い方 投与期間短縮 CCJAPAN 
vol.101 

2017 年 12 月 26日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 患者の身体的負担を軽減する【潰瘍性大腸炎の最新治
療】 

安心 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 平成 29年度千葉県難病指定医研修会：代表的な疾患
の診断等について(炎症性腸疾患) 

千葉県教育会館 2017 年 10 月 8日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 潰瘍性大腸炎の最新医療情報 千葉市総合保健医療センター 2017 年 10 月 7日 
鈴木康夫(東邦大学医療センター) 先生の知りたい最新医学がここにある【潰瘍性大腸

炎】 
健 2017 年 8月 1日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) なんでも健康相談【大腸憩室から出血を繰り返しま
す】 

NHK テキストきょうの健康 2017 年 7月 21日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) クローン病治療におけるステラーラの可能性 日経メディカル 2017 年 7月 10日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の外科治療の現状－薬物療法と栄養療法

も含めて－．（特別講演）第 5回新東京消化器疾患研

究会 

東京 2020 年 3月 6日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の手術と長期経過．第 18回 Nagasaki 

Bowel Club 

長崎 2019 年 10 月 17日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の内科的治療法の変遷と外科治療．（特

別講演）第 38回淡路消化器病懇話会 

洲本 2019 年 9月 26日 

池内 浩基（兵庫医科大学） バイオ製剤は潰瘍性大腸炎, クローン病の手術症例に

どのような影響を与えたのか．第4回兵庫IBD Total 

Care Meeting 

神戸 2019年9月12日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の手術適応 こんな時は手術をお勧めし

ます．（特別講演）IBD講演会in和歌山 

和歌山 2019年6月13日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患手術症例の変遷．世界IBDの日 姫路城ラ

イトアップイベント 炎症性腸疾患医療講演会 

姫路 2019年5月19日 

池内 浩基（兵庫医科大学） IBDの手術と術後経過．（特別講演）IBD学術講演会 東京 2019年5月17日 

池内 浩基（兵庫医科大学） クローン病の術後管理－Bio製剤の臨床的意義－．（基

調講演）クローン病の診療アプローチ2019－抗TNFα

交替製剤による治療最適化－ 

東京 2019年3月23日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 潰瘍性大腸炎手術症例の現状．(Opening Lecture) エ

ンタイビオ発売記念講演会in KOBE 

神戸 2019年2月28日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患に対する外科治療の現状と今後の展望．

（特別講演）宮崎胃と腸懇話会 

宮﨑 2019年1月18日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患－こんな時は手術をお勧めします－．

（特別講演）第3回IBD MEET the EXPERT in 埼玉 

埼玉 2018年11月15日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患における内科的治療の進歩と手術適応の

変遷．（スポンサードセッション）第39回日本大腸肛

門病学会北海道支部例会 

札幌 2018年10月6日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の内科的治療法の変遷と外科治療．（特

別講演）IBD Clinical Seminar 

広島 2018年9月11日 

池内 浩基（兵庫医科大学） クローン病における外科的治療戦略．（特別講演）美

作地区Crohn’s disease seminar 

津山 2018年8月22日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の手術のタイミング－周術期死亡症例を

出さないために－．第18回北九州炎症性腸疾患懇話会 

北九州 2018年4月12日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患(IBD)こんな時は手術をおすすめしま

す．（特別講演）日本消化器病学会関東支部第 31回教

育講演会ランチョンセミナー 

東京（シェーンバッハ・サボ

ー「利根」） 

2017 年 11 月 3日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患の外科治療．（講演）第 79回手術手技懇

話会 

大阪（ホテルグランヴィア大阪） 2017 年 10 月 28日 
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池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患 こんなときは手術をおすすめします．

（特別講演）第 2回旭川 IBD 研究会 

旭川（旭川グランドホテル） 2017 年 10 月 27日 

池内 浩基（兵庫医科大学） クローン病の外科的治療戦略．（特別講演）ステラー

ラ®点滴静注 130mg 新発売記念講演会 in兵庫 

神戸（ホテルモントレ神戸） 2017 年 10 月 5日 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患内科的治療の進歩が手術適応に影響を与

えたか．IBD Management Forum 

名古屋（ANAクラウンプラザホ

テルグランコート名古屋） 

2017 年 8月 25日 

 

池内 浩基（兵庫医科大学） 炎症性腸疾患内科的治療の進歩と手術適応の変遷．

（特別講演）第 24回千葉 IBD フォーラム 

千葉（京成ホテルミラマーレ） 2017 年 7月 8日 

 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

日本炎症性腸疾患協会（CCFJ）講演会 
「炎症性腸疾患の治療の最前線」 

東京女子医科大学附属病院 総
合外来センター 5F 大会議室 

2020 年 3月 14日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

平成 31年度 第 5回難病医療ネットワーク医療従事者
向け研修 
「炎症性腸疾患の診断と治療」 

東京慈恵会医科大学附属病院 
大学 1号館 6階講堂 

2020 年 1月 28日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

第 18回長野県クローン病市民公開講座 
「クローン病の診断と治療の最前線」 

松本市中央公民会館「ウイン
グ」 

2018 年 1月 20日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

港区薬剤師連携勉強会 
「炎症性腸疾患の診断と治療の最前線」 

東京慈恵会医科大学 大学管理
棟9階「カンファレンスA・B」 

2018年3月6日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

ラジオNIKKEI「薬学の時間」 
「潰瘍性大腸炎の治療ストラテジー」 

ラジオNIKKEI 2018年8月2日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

第57回 国際治療談話会総会 消化器疾患の撲滅をめざ
して 
「炎症性腸疾患治療の変遷と展望」 

学士会館（東京） 2017年11月29日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

第261回 平成29年度 東京薬科大学卒後教育講座（春
期） 
「消化器疾患の変遷と未来」 

東京医科大学病院 
「臨床講堂」（東京） 

2017年7月9日 

猿田雅之 
（東京慈恵会医科大学 内科学講座 
消化器・肝臓内科） 

第3回 MEET THE PHAEMACIST 
「炎症性腸疾患の現状と治療選択～治療の変遷と未来
～」 

日本工業倶楽部5階 
「第6会議室」 

2017年7月8日 

清水俊明(順天堂大学). 小児・思春期の IBD 診療を考える会[小児の炎症性腸
疾患の診断と治療] 

福岡 2019.12.11 

清水俊明(順天堂大学) キッセイ薬品工業 社内研修会「小児の炎症性腸疾
患」 

東京 2019.3.29 

清水俊明(順天堂大学) 第 639 回日本小児科学会東京都地方会講話会「小児の
炎症性腸疾患－適切な診断と治療法－.」 

東京 2017.9.9 

清水俊明(順天堂大学) キッセイ薬品工業社内研修会「小児の炎症性腸疾患－
適切な診断と治療法－.」 

東京 2017.11.2 

杉田昭（横浜市立市民病院炎症性腸
疾患科） 

第 13回埼玉 IBD フォーラム：炎症性腸疾患に対する
外科治療の位置付け 

埼玉 2019 年 2月 15日 

杉田昭（横浜市立市民病院炎症性腸
疾患科） 

第 200 回大腸肛門病懇談会：炎症性腸疾患の外科治療
―腸管病変について― 

東京 2018 年 9月 8日 

杉田昭（横浜市立市民病院炎症性腸
疾患科） 

TBS ラジオ｢腸から始まる健康ライフ｣ 
東京 2018 年 6月 4日 

杉田昭（横浜市立市民病院炎症性腸
疾患センター） 

CCFJ 講演会:IBD に合併する癌 
日本大学病院 大会議室 2017 年 9月 23日 

杉田昭（横浜市立市民病院炎症性腸
疾患センター） 

第 14回熊本 IBD カンファレンス:炎症性腸疾患に対す
る外科治療の位置づけ 

ホテルニュー熊本 2017 年 9月 1日 

Sugita A(IBD Center, Yokohama 
Municipal Citizen's Hospital) 

International Lecture:Treatment of Anorectal 
Crohn’s Disease Clinical Course of Intestinal 
Stoma and Anorectal Cancer  Suraveillance 

Weill Cornell Medical 
College 

2017 年 4月 24日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 【炎症性腸疾患治療道内医療機関が連携】 十勝毎日新聞 2020 年 2月 1日 
仲瀬裕志（札幌医科大学） 第 208 回日本消化器病学会東北支部例会・第 164 回日

本消化器内視鏡学会東北支部例会ランチョンセミナー 
【The challenges in assessing mucosal healing of 
ulcerative colitis―more objectively, more 
exactly―】 

フォレスト仙台 2020 年 2月 1日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第 61回日本消化器病学会大会教育講演会 
【我が国における IBD の動向と治療の最前線】 

神戸コンベンションセンター 2019 年 11 月 24日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） NHK E テレ「きょうの健康」 
【過敏性腸症候群】【潰瘍性大腸炎】【クローン病】 

NHK 2019年9月23-25日 
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仲瀬裕志（札幌医科大学） いきいきライフセミナー 市民公開講座 

【腸と健康－腸内細菌は旧友！？】 
神戸新聞松方ホール 2019年9月14日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第 56回日本消化器免疫学会総会教育講演会 
【家族性地中海熱遺伝子関連腸炎と炎症性腸疾患】 

メルパルク京都 2019年8月2日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 平成 30年度 消費生活講座 
【健康長寿！腸内細菌パワー】 

札幌エルプラザ 2019年2月15日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） チョイス＠病気になったとき 
【潰瘍性大腸炎・クローン病】 

NHK 2019年1月19日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第 110 回日本消化器病学会四国支部例会 
【炎症性腸疾患治療を病態から考える】 

松山市総合コミュニティセン
ター 

2018年11月18日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 日本消化器病学会北海道支部第20回教育講演会 
【炎症性腸疾患治療薬の作用機序を紐解く】 

札幌医科大学 2018年3月17日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第204回日本消化器病学会東北支部例会・第160回日本
消化器内視鏡学会東北支部例会ランチョンセミナー 
【Positioning of Golimumab in UC treatment based 
on immunogenicity to biologics】 

仙台国際センター 2018年2月3日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 【炎症性腸疾患喫煙成分と関連】 十勝毎日新聞 2018年1月19日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第110回日本消化器病学会九州支部例会・第104回日本
消化器内視鏡学会九州支部例会ランチョンセミナー 
【Review of current treatments for IBD based on 
molecular and immunological date】 

沖縄かりゆし       
アーバンリゾート 

2017年11月17日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 日本消化器病学会東北支部第19回教育講演会 
【免疫学的機序の観点からみた今後の炎症性腸疾患治
療】 

ホテルメトロ 
ポリタン盛岡 

2017年11月12日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第50回日本消化器病学会北海道支部市民公開講座 
【ここまでわかってきた炎症性腸疾患の病態】 

札幌医科大学 2017年10月1日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第109回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会教育講演
会 
【炎症性腸疾患の内視鏡診断・治療】 

富山県医師会館 2017年6月25日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） TBSラジオ・HBCラジオ 
【腸から始まる健康ライフ】 

TBS放送センター 2017年6月23日 

仲瀬裕志（札幌医科大学） 第71回生涯教育講演会 
【炎症性腸疾患診療の進歩】 

富山県民会館 2017年6月18日 

中野雅（北里大学北里研究所病院） 北里研究所病院市民公開講座 北里大学薬学部 2019 年 2月 23日 
中野雅（北里大学北里研究所病院） 第 102 回日本消化器病学会関東支部 市民公開講座 北里大学白金キャンパス 2018 年 9月 15日 

中野雅（北里大学北里研究所病院） 
 

第 31回アポトーク 21研究会 
 

杏林製薬株式会社東京支店 
会議室 

2018 年 9月 6日 
 

中野雅（北里大学北里研究所病院） 相模原市難病講演会 相模原市 2017年7月25日 

中村 志郎（兵庫医科大学） 新ひょうごの医療 神戸新聞 2019 年 11 月 2日 
中村 志郎（兵庫医科大学） 第 19回長野県クローン病市民公開講座「クローン病

内科治療の最新情報」 
長野市 2018 年 12 月 15日 

中村 志郎（兵庫医科大学） 和泉市クローン病学習会「クローン病 内科治療の基
本と最新情報」 

和泉市 2018 年 9月 19日 

中村 志郎（兵庫医科大学） 潰瘍性大腸炎学習会(市民講演会)「潰瘍性大腸炎の治
療と生活上の注意点」 

泉佐野市 2017 年 5月 17日 

長堀正和(東京医科歯科大学) 日本炎症性腸疾患学会市民公開講座「潰瘍性大腸炎に
対する新しい治療法」 

アクロス福岡 2019年12月1日 

長堀正和(東京医科歯科大学) 金沢区難病講演会「炎症性腸疾患の検査と最新の治
療」 

金沢区役所福祉保健センター 2019年10月28日 

長堀正和(東京医科歯科大学) 難病講演会「潰瘍性大腸炎・クローン病 治療の最新
情報」 

板橋区保健所 2019年2月28日 

長堀正和(東京医科歯科大学) 東京都難病相談・支援センター講演会「炎症性腸疾患
の検査と最新の治療ー普通の人と変わらぬ生活をー」 

都民ホール 2018年2月12日 

長堀正和(東京医科歯科大学) 「炎症性腸疾患の治療の進歩」 ラジオNIKKEI 2017年11月21日 

畑啓介（東京大学腫瘍外科） IBD とがん IBD ニュース vol.64 2018 年 7月 1日 
畑啓介（東京大学腫瘍外科）  第９回日本炎症性腸疾患学会学術集会教育セミナ

ー・教育講演「IBD に合併する消化管癌 疫学・特徴
（外科治療を含めて）」 

京都 2018 年 11 月 23日 

久松理一(杏林大学) 社会保険指導者講習会 
潰瘍性大腸炎の診断と治療 
 

日本医師会館 2019 年 10 月 3日 

久松理一(杏林大学) 千葉 IBD 講演会（患者会） 
IBD マネージメントの肝～Treat to Target とは？～ 

2千葉市生涯学習センター 2019 年 6月 29日 

久松理一(杏林大学) 病態栄養講習会（栄養管理士向け） 
炎症性腸疾患の基礎と最新治療 

東京医科歯科大学 3号館 2階 2019 年 6月 7日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
久松理一(杏林大学) 日野市医師会学術講演会 

潰瘍性大腸炎の治療 Up to Date 
日野市立病院講堂 2019年5月7日 

久松理一(杏林大学) 日本炎症性腸疾患学会メディカルスタッフ教育セミナ
ー 
IBDの新薬について 
 

TKPガーデンシティ品川 2017年12月2日 

久松理一(杏林大学) 杏林医学会市民公開講演会 
特別講演 腸内細菌のトピックスと新しいIBD治療薬
について 

杏林大学付属病院 2017年11月18日 

久松理一(杏林大学) 府中市医師会学術講演会 
日常診療で注意すべき下痢  
－感染性腸炎と炎症性腸疾患の鑑別，治療など－ 

ルミエール府中 2017年7月26日 

平井郁仁（福岡大学医学部） 第 3回 IBD メディカルセミナーin九州 TKP ガーデンシティ博多 
新幹線口 

2020 年 1月 25日 

平井郁仁（福岡大学医学部） 過敏性腸症候群 九州朝日放送 2020 年 1月 11日 

平井郁仁（福岡大学医学部） 
福岡中央病院 第 2回 健康講座 
大腸の病気あれこれ～日常的な病気から癌まで～ 

福岡中央病院 2019 年 12 月 14日 

平井郁仁（福岡大学医学部） 
特定非営利活動法人 福岡高齢者排泄改善委員会 
市民公開講座 
快便で“健やか”“長生き”を目指そう！ 

イムズホール 2019 年 10 月 19日 

平井郁仁（福岡大学筑紫病院） 第 7回福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患センター 
市民公開講座 

JR 九州ホール 2018 年 5月 27日 

平井郁仁（福岡大学筑紫病院） 第 6回福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患センター 
市民公開講座 

JR 九州ホール 2017 年 6月 11日 

福島浩平（東北大学） 東北大学 EMBEE プロジェクト「技術者のための医学・

医工学教育プログラム」消化器 解剖⽣理消化器 診断
治療 

東京堂ホール 2019 年 11 月 9日 

福島浩平（東北大学） ジャパンバイオデザインプログラム委員会 東北大学青葉山キャンパス 2019 年 4月から 
毎月第一水曜日 

福島浩平（東北大学） 東北大学 REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創生
のための再教育システム」外科学各論（腹部一般外
科） 

東京堂ホール 2018 年 11 月 10日 

福島浩平（東北大学） ジャパンバイオデザインプログラム委員会 東北大学青葉山キャンパス 2018 年 4月から 
毎月第一水曜日 

福島浩平（東北大学） 東北大学 REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創生
のための再教育システム」外科学各論（腹部一般外科 

東京堂ホール 
 

2017 年 12 月 9日 

福島浩平（東北大学） ジャパンバイオデザインプログラム委員会 東北大学青葉山キャンパス 2017 年 4月から 
毎月第一水曜日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 岡山IBDカンファレンス 
クローン病に対する外科治療 

グランヴィア岡山 2019 年 9月 19日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第34回IBD mini conference 
IBDにおける肛門病変を考える－ 最近経験した2症例 
－ 

福岡ソラリア西鉄ホテル 2019 年 8月 30日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第8回福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患センター 
市民公開講座 
IBD診療と私－外科医の立場から－ 

福岡JR九州ホール 2019 年 6月 23日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第111回九州大腸肛門病懇談会 
クローン病関連小腸癌への対応 

久留米リサーチパーク 2019 年 6月 8日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） クローン病の肛門病変に対するBio治療の最適化を考
える会 in 関西 
クローン病肛門病変の治療 
－ seton法の適応とポイント － 

ホテルグランヴィア大阪 2019 年 5月 25日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） クローン病の診療アプローチ2019 
- 抗TNFα抗体製剤による治療最適化-閉会の挨拶 

TKPガーデンシティ 
PREMIUM田町 

2019 年 3月 23日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第2回IBDメディカルセミナー 
IBD(炎症性腸疾患)に対する外科治療の最前線 

TKP博多駅前 
シティセンター 

2019 年 3月 9日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 福岡大学筑紫病院 IBD教室 
IBDに対する外科治療 

福岡大学筑紫病院 2019 年 2月 19日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第110回九州大腸肛門病懇談会 
IBDにおける死亡症例の検討 

久留米リサーチパーク 2019 年 2月 9日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第18回埼玉IBDカンファレンス 
IBDにおける肛門部の臨床 

さいたま新都心 
ラフレさいたま 

2019 年 1月 26日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 平成30年度日本炎症性腸疾患学会 

市民公開講座 
潰瘍性大腸炎とクローン病－ 日頃の疑問や悩みにお
答えします －閉会の挨拶 

東京医科歯科大学 
鈴木幸夫記念講堂 

2019 年 1月 19日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第7回IBD治療を考える会 for young 
知ってほしいIBD肛門部病変の諸々 

ホテルアルモニーサンク 2018 年 10 月 15日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第200回大腸肛門病懇談会 
「IBDのすべて － 肛門外科」 
IBD肛門部病変の診断と治療 

TKPガーデンシティ品川 2018 年 9月 8日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 沖縄消化器内視鏡会55周年記念講演会 
炎症性腸疾患の現在・過去・未来 
－ 外科領域のこれまでとこれから － 

沖縄県市町村自治会館 2018 年 8月 4日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第36回北河内炎症性腸疾患カンファレンス 
クローン病の外科治療を考える 

ホテルアゴーラ 
大阪守口 

2018 年 7月 21日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第7回福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患センター市民公
開講座 
IBDにおける外科治療 

JR九州ホール 2018 年 5月 27日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第29回鹿児島大腸肛門病懇話会 城山観光ホテル 2018 年 3月 17日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第1回IBDメディカルセミナーin九州 福岡大学筑紫病院 2018 年 3月 4日 
二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 福岡大学筑紫病院 IBD教室 福岡大学筑紫病院 2018 年 2月 20日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 平成29年度日本炎症性腸疾患学会 
市民公開講座 

コングレスクエア日本橋 2018 年 2月 11日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） クローン病の肛門部病変に対するBio治療の最適化を
考える会 in 関西 

ホテルグランヴィア大阪 2018 年 1月 20日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 平成29年日本炎症性腸疾患学会 
教育セミナー 

TKPガーデンシティ品川 2017 年 12 月 2日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 多摩Biological Forum 吉祥寺第一ホテル 2017 年 9月 15日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第 22回青森 IBD 研究会 アートホテル弘前シティ 2017 年 9月 2日 

二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 第 15回 IBD Club Jr. Kyushu アクロス福岡 2017 年 8月 5日 
二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 戸畑セミナー 特別講演会 戸畑共立病院 2017 年 6月 26日 

虻川大樹（みやぎ県立こどもクリニ
ック） 

小児科診療 UP-to-DATE「免疫不全関連腸炎の診断と治
療」 

ラジオ NIKKEI 2018 年 9月 26日 

虻川大樹（みやぎ県立こどもクリニ
ック） 

第 3回小児慢性特定疾病医療講演会「こどもの慢性消
化器疾患と成人移行（トランジション）」 

日立システムズホール仙台
（仙台市） 

2018 年 10 月 20日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤワークショップ in 福山，ＩＢＤ診療の新時代
への挑戦． 

広島 2020 年 3月 26日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第 3回日本免疫不全・自己炎症学会総会・学術集会ス
ポンサードシンポジウム，小児消化器医からみた炎症
性腸疾患～早期診断と治療の適正化を目指して～． 

東京 2020 年 2月 16日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第 15回日本小児栄養消化器肝臓学会卒後教育セミナ
ースポンサードセミナー，Biologic for Pediatric 
IBD in 2020． 

福岡 2020 年 1月 25日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 2019年度日本炎症性腸疾患学会 市民公開講座，小児
期のＩＢＤの治療とケア． 

福岡 2019年12月1日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 日本炎症性腸疾患学会 医師向け教育セミナー，小児
期に発症するＩＢＤ． 

福岡 2019年11月30日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤトランジションケア連携セミナー，小児期発症
ＩＢＤ患者の輝く未来を目指して！． 

福岡 2019年10月5日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 鳥取県ＩＢＤ研究会，小児ＩＢＤ診療の新時代へ－遺
伝子診断から抗ＴＮＦ-α製剤まで－． 

鳥取 2019年9月20日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤの未来を考える会 in 東海，ＩＢＤ診療の新時
代へ－診療そして質の高い治療を考える． 

名古屋 2019年9月19日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第10回上本町ＩＢＤミーティング，小児ＩＢＤの診断
と治療の新時代． 

大阪 2019年8月30日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第24回藤田歯科大学医学部小児科後期研修セミナー，
小児ＩＢＤの診断と治療 ～遺伝子研究が開く新しい
世界～． 

名古屋 2019年7月20日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第3回ＩＢＤワークショップ，ＩＢＤ診療の新時代へ
の挑戦． 

岡山 2019年7月12日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第一回群馬ＩＢＤエクスパートセミナー，当院におけ
る潰瘍性大腸炎に対するシンポニーの位置付けと展
望． 

群馬 2019年6月25日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） Ustekinumab Advisory Board of Pediatric Crohn's 
Disease，小児クローン病に対するウステキヌマブの
可能性． 

東京 2019年4月5日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
新井勝大（国立成育医療研究センター） 群馬バイオミラーFORUM，炎症性腸疾患におけるバイ

オミラー導入の意義について． 
群馬 2019年2月22日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 九州小児ＩＢＤセミナー，Biologic for Pediatric 
IBD. 

福岡 2019年2月15日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 栃木県ＩＢＤ学術講習会2019，増え続ける小児ＩＢＤ
患者の診療～診療からチーム医療まで～． 

栃木 2019年2月13日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 日本小児栄養消化器肝臓学会 第13回卒後教育セミナ
ー，超早期発症性型炎症性腸疾患（VEO-IBD）の臨床
と研究． 

東京 2019年1月12日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第7回浜松ＩＢＤ道場，小児ＩＢＤ診療の最前線
2018．  

静岡 2018年12月15日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第38回 ＩＢＤ＆ベーチェット病（ＩＢＤ＆Ｂ）研究
会，Monogenic IBD診療の現状と未来． 

東京 2018年11月30日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） CD Web Seminar Meet The Specialist，ＩＢＤ治療に
おける今後の可能性． 

東京 2018年11月15日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） JDDW 2018 Kobe サテライトシンポジウム91，小児に
おける生物学的製剤．  

兵庫 2018年11月2日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第56回日本小腸学会学術集会，小児における小腸内視
鏡検査の実態と展望． 

東京 2018年10月27日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） Meet it Expert Seminar on UC ～潰瘍性大腸炎治療
における免疫原性の重要性を考える～，小児潰瘍性大
腸炎治療における免疫原性の重要性． 

北海道 2018年10月11日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第45回日本小児臨床薬理学会学術集会ランチョンセミ
ナー，小児ＩＢＤ診療における生物学的製剤の位置付
け．   

東京 2018年10月7日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第23回青森ＩＢＤ研究会，ＩＢＤ診断の新時代へ！－
小児ＩＢＤにおける遺伝子診断の取り組み－． 

青森 2018年9月22日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） IBD Expert Meeting 小児IBDに学ぶ，小児ＩＢＤの病
態と診療Management． 

大阪 2018年9月20日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第16回 ＩＢＤの子どもと歩む会，進化する小児ＩＢ
Ｄ診療 新薬からＱＯＬ改善の取り組みまで．   

大阪 2018年6月10日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第18回 ＩＢＤフォーラム in 札幌，小児ＩＢＤ患者
におけるバイオ治療 ～過去から未来へ～．  

北海道 2017年6月2日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＳＥＮＤＡＩ ＩＢＤ ＦＯＲＵＭ 2018，小児ＩＢ
Ｄの生物学的製剤 最新情報～バイオシミラーから新
薬まで～． 

宮城 2018年5月18日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第104回日本消化器病学会総会ランチョンセミナー
２，小児IBD患者にバイオを始めるタイミングと留意
点．  

東京 2018年4月19日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） NPO法人日本炎症性腸疾患協会シンポジウム，みんな
で考えようIBDライフ－IBD患者の抱える問題点とその
対策．  

東京 2018年3月17日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤカンファレンス，小児ＩＢＤ診療の最前線．  広島 2018年2月20日 
新井勝大（国立成育医療研究センター） 第46回杏林医学学会総会における市民公開講演会，小

児の炎症性腸疾患 小児科と内科の連携について．  
東京 2017年11月18日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 平成29年度厚生連薬剤師会秋季研修会，小児ＩＢＤ診
療の最前線から－子供たちの未来を開く－． 

新潟 2017年11月11日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第27回日本小児リウマチ学会総会・学術集会，小児炎
症性腸疾患診療の進歩と抗TNFα抗体製剤の位置づ
け．  

京都 2017年10月7日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 小児炎症性腸疾患市民公開講座2017，ＩＢＤの子ども
たちとともに！－ＱＯＬをあげるための取り組み－． 

大阪 2017年10月7日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） Biologics Seminar for Pharmacists，炎症性腸疾患
の子どもたちの未来を開く～小児への投与対象拡大の
取り組み． 

東京 2017年9月30日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第121回日本消化器病学会北海道支部例会・第115回日
本消化器内視鏡学会北海道支部例会ランチョンセミナ
ー３，若年層からのＩＢＤ治療の現状． 

札幌 2017年9月2日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤ最新情報報告会，小児ＩＢＤ治療の最前線と留
意点．  

東京 2017年7月18日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第24回茨城県炎症性腸疾患研究会，ＩＢＤの診断と治
療の向上．  

茨城 2017年6月28日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） 第8回ＩＢＤ若鷹の会，小児ＩＢＤの治療戦略．   福岡 2017年6月25日 

新井勝大（国立成育医療研究センター） ＩＢＤメディカルスタッフ教育セミナー in 大阪，Ｉ
ＢＤ患者の栄養と食事、ランチョンセミナー． 

大阪 2017 年 5月 21日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
飯塚政弘（秋田赤十字病院） 令和元年度第２回難病及び小児慢性特定疾病指定医研

修. 講演名：潰瘍性大腸炎、 
秋田県医師会館 2019 年 10 月 27日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 秋田 IBD 医療連携ミーティング講演名：高齢者潰瘍性
大腸炎の治療指針について、 

秋田拠点センターアルベ 2019 年 9月 26日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 令和元年度第１回難病及び小児慢性特定疾病指定医研
修. 講演名：潰瘍性大腸炎、 

秋田県医師会館 2019 年 6月 31日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 第6回秋田炎症性腸疾患市民公開講座、一般演題・パ
ネルディスカッション司会および講演「IBDの最新情
報」 

遊学舎（秋田市） 2018年9月29日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 平成30年度第２回難病及び小児慢性特定疾病指定医研
修. 講演「潰瘍性大腸炎」 

秋田県医師会館 2018年7月22日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 平成30年度第１回難病及び小児慢性特定疾病指定医研
修. 講演「潰瘍性大腸炎」 

秋田県医師会館 2018年6月17日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がんに立ち向かうために. 秋田朝日放送 2018年5月20日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がんの治療. 秋田朝日放送 2018年5月13日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がん検診について. 秋田朝日放送 2018年5月6日 
飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 知りたい！大腸がん検診. 秋田朝日放送 2018年4月29日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 平成２９年度第２回難病及び小児慢性特定疾病指定医
研修. 潰瘍性大腸炎（講演） 

秋田県医師会館 2017年7月23日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 平成２９年度第１回難病及び小児慢性特定疾病指定医
研修. 潰瘍性大腸炎（講演） 

秋田県医師会館 2017年6月25日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がんに立ち向かうために. 秋田朝日放送 2017年5月21日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がんの治療. 秋田朝日放送 2017年5月14日 
飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 大腸がん検診について. 秋田朝日放送 2017年5月7日 

飯塚政弘（秋田赤十字病院） 「知りたい！がん検診」. 知りたい！大腸がん検診. 秋田朝日放送 2017年4月30日 

上村修司，井戸章雄（鹿児島大学） 鹿児島県難病支援医療相談，巡回相談会：潰瘍性大腸
炎について 

鹿児島県曽於市おおすみ健康
ふれあい館 

2019 年 9月 18日 

小牧祐雅、井戸章雄（鹿児島大学） 度鹿児島県難病支援医療相談 炎症性腸疾患, クロー
ン病～病気との上手なつきあい方～ 

鹿児島市ハートピア鹿児島 
 

2018 年 11 月 11日 

上村修司，井戸章雄（鹿児島大学） 鹿児島県難病支援医療相談，巡回相談会：潰瘍性大腸
炎について 

鹿児島県出水市保健所 2018 年 9月 18日 

上村修司，井戸章雄（鹿児島大学） 平成 30年度「難病指定医」・「協力難病指定医」研修
会 2018「代表的な疾患の診療等について（消化器疾
患）」 

鹿児島市鹿児島県医師会会館 2018 年 8月 11日 

岡本隆一（東京医科歯科大学） 炎症性腸疾患に対する再生医療 ラジオ NIKKEI「医学講座」 2020 年 1月 14日 

角田洋一（東北大学） 第 13回 NEXTSURG 市民公開講座「身近な難病、潰瘍性
大腸炎とクローン病はどんな病気？」 

仙台 2020 年 2月 2日 

加藤順（三井記念病院） 地域連携フォーラム 炎症性腸疾患の病態と治療法 三井記念病院講堂 2018 年 5月 16日 

加藤順（和歌山県立医大） 難病医療相談会 潰瘍性大腸炎・クローン病の治療と
日常生活の注意点について 

海南市 2018 年 1月 27日 

加藤順（和歌山県立医大） 和歌山市薬剤師会研修会 潰瘍性大腸炎・クローン病
の病態と治療法の進歩 

和歌山市 2017 年 9月 21日 

加藤順（和歌山県立医大） 難病指定医・協力難病指定医研修会 潰瘍性大腸炎・
クローン病の診断・治療および臨床調査個人票の記載
について 

和歌山市 2017年7月9日 

楠 正人、 問山 裕二（三重大学） 潰瘍性大腸炎癌化リスク診断法の開発 記者会見 三重大学広報室 記者会見 2020 年 1月 9日 

楠 正人、 問山 裕二（三重大学） 潰瘍性大腸炎癌化リスク診断法の開発 NHK 2020 年 1月 14日 

楠 正人、 問山 裕二（三重大学） 潰瘍性大腸炎癌化リスク診断法の開発 中日新聞，伊勢新聞，毎日新聞 2020 年 1月 15日 
楠 正人、 問山 裕二（三重大学） 潰瘍性大腸炎癌化リスク診断法の開発 朝日新聞 2020 年 1月 20日 

熊谷秀規（自治医科大学小児科学） IBD 診療における小児から成人へのトランジション 【取材協力】株式会社三雲社  
CCJAPAN 

2018 年 2月 26日 

熊谷秀規（自治医科大学小児科学） 小児科診療 UP-to-DATE              
移行期医療（トランジション）への取り組み  

【出演】ラジオ NIKKEI 2018 年 1月 3日 

小林 拓(北里大学北里研究所病院) 
 

北里研究所病院市民公開講座 
 

北里大学薬学部 
 

2019 年 2月 23日 
 

小林 拓(北里大学北里研究所病院) 病気を抱えながら働くことを考える D＆Iフォーラム フクラシア東京ステーション 
 

2018 年 5月 12日 
 

小林 拓(北里大学北里研究所病院) 
 

第 102 回日本消化器病学会関東支部 市民公開講座 
 

北里大学白金キャンパス 
 

2018 年 9月 15日 

小林 拓(北里大学北里研究所病院) IBD 医療連携勉強会 八芳園 2018 年 10 月 17日 

小山文一（奈良県立医科大学） 奈良県難病医療従事者向け研修会 かしはら万葉ホール 2020 年 2月 16日 

小山文一（奈良県立医科大学） 奈良県難病相談支援センター 医療相談会 大和郡山総合庁舎 2019 年 8月 22日 
小山文一（奈良県立医科大学） NARA FRIENDS IBD 市民公開講座 春日野国際フォーラム 2019 年 6月 9日 

小山文一（奈良県立医科大学） 奈良県難病相談支援センター 医療相談会 大和郡山総合庁舎 2018年8月23日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
小山文一（奈良県立医科大学） NARA FRIENDS IBD 市民公開講座 奈良県産業会館 2018年8月5日 

小山文一（奈良県立医科大学） 奈良県難病相談支援センター 医療相談会 大和郡山総合庁舎 2017年8月24日 

小山文一（奈良県立医科大学） NARA FRIENDS IBD 市民公開講座 奈良商工会議所 2017年8月6日 
藤谷幹浩（旭川医科大学） 乳酸菌と腸のバリア機能 市民向け講演会であるヤクル

ト健康フォーラムにて講演
（北海道千歳市） 

2019 年 11 月 17日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 乳酸菌と腸のバリア機能 市民向け講演会であるヤクル
ト健康フォーラムにて講演（h
北海道千歳市） 

2019 年 11 月 4日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） IBD新しい検査法と新薬開発 市民・患者向け講演会である
北海道潰瘍性大腸炎・クロー
ン病友の会 医療講演会＆交
流会inオホーツクにて講演
（北海道北見市） 

2019年10月27日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） IBD診療の最先端 新しい検査法と新薬開発 患者向け講演会である第27回
腸寿会にて講演（北海道旭川

市） 

2019年10月27日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 臨床研究とバイオシミラー最近の話題－炎症性腸疾患
を中心に－ 

Asahikawa Pharmacy Director 
Seminarにて講演 

2019年8月8日 

藤谷幹浩、尾川直樹 医師への軌跡 副作用が少なく効果の高い薬を患者さ
んのもとへ 

医学生向け雑誌DOCTORASEに記
事掲載 

2019年7月25日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 炎症性腸疾患治療の現状とアカデミア創薬 旭川薬剤師セミナーにて講演 2019年6月12日 
藤谷幹浩（旭川医科大学） 潰瘍性大腸炎治療の新たなアプローチ Pharmacy of University (PU) 

研究会にて講演（東京） 
2019 年 1月 26日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） IBD 新しい検査法と新薬開発 市民・患者向け講演会である
北海道潰瘍性大腸炎・クロー
ン病友の会 医療講演会にて
講演（北海道旭川市） 

2018 年 12 月 16日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 胃・大腸がんの予防と早期発見 東光公民館市民講座にて講演
（北海道旭川市） 

2018 年 9月 26日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 腸内細菌と健康 北海道栄養士会北海道支部 
研修会にて講演（北海道旭川

市） 

2018年8月29日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 腸内細菌と健康 あたご市民大学にて講演（北
海道旭川市） 

2018年6月14日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 旭医大２つの共同研究講座 北海道医療新聞に掲載 2018年6月1日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 炎症性腸疾患の新薬開発へ 北海道医療新聞に掲載 2018年5月25日 
藤谷幹浩（旭川医科大学） 旭川医大発VBに出資 日本経済新聞に掲載 2018年5月17日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 炎症性腸疾患治療薬開発へ 北海道新聞に掲載 2018年5月17日 
藤谷幹浩（旭川医科大学） 腸内細菌と健康 市民向け講演会である平成29

年度雄武町民健康講話にて講
演（北海道雄武町） 

2018年2月22日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） プロバイオティクス由来分子を用いた難病・癌治療薬
の開発 

一般向け講演会である第60回
ヒューマンサイエンス・バイ
オインターフェースにて講演

（東京） 

2017年11月27日 

藤谷幹浩（旭川医科大学） 潰瘍性大腸炎における臨床ニーズとモデル作製・評価
「潰瘍性大腸炎における治療の現状・臨床ニーズ」 

一般向け講演会である技術情
報協会セミナーにて講演（東

京） 

2017年7月18日 

松浦 稔（京都大学医学部附属病院） 京都市委託事業 平成 30年度難病疾患医療講演相談
会．「進歩する IBD 治療薬」 

ハートピア京都 2018 年 12 月 9日 

松浦 稔（京都大学医学部附属病院） 京都市委託事業 平成 29年度難病疾患医療講演相談
会．「炎症性腸疾患と腸内細菌」 

ハートピア京都 2017 年 12 月 10日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

久留米医師会学術講演会『〜潰瘍性大腸炎の診断と治
療〜』 

ホテルマリターレ創世 2020 年 3月 16日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第3回炎症性腸疾患（IBD）市民公開講座＆相談会 久留米大学病院 2020 年 3月 15日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

令和元年度第 8回長崎県病院薬剤師会学術講演会『最
近の慢性便秘症の治療 −腸内細菌の話題を含めて−』 

ザ・マーカススクエア長崎 2020 年 3月 10日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

TAKEDA IBD Web セミナー『IBD の病態と治療-べドリ
ズマブの有効性を考える-』 

ホテルオークラ福岡 2020 年 2月 20日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

『久留米大学における IBD 治療について』 久留米リサーチパーク 2020 年 2月 6日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

中央区内科医会学術講演会『便秘症の診断と治療：最
近の話題』 

西鉄グランドホテル 2020年1月14日 



246 
 

社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

熊本市薬剤師会研修会『炎症性腸疾患の病態と治療〜
腸内細菌の話題を含めて〜』 

熊本県薬剤師会館 2020年1月7日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

ヤンセンファーマ社内研修会『炎症性腸疾患の診断・
治療における新展開』 

オリエンタルホテル福岡 2019年10月11日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

消化器病疾患地域ケアフォーラム『便秘症の診断と治
療：最近の話題』 

福岡県済生会大牟田病院 2019年9月26日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第157回久留米臨床研究会『炎症性腸疾患の病態と診
断・治療』 

久留米医師会館 2019年9月20日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

延岡医学会学術講演会『便秘症の診断と治療：最近の
話題』 

エンシティホテル延岡 2019年8月9日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第25回筑紫消化器フォーラムのご案内『IBDの診断・
治療における新展開』 

大丸別荘 2019年7月31日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

内分泌代謝連携研究会『慢性便秘診療-新たな時代を
迎えて-』 

萃香園ホテル 2019年7月29日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第172回福岡県筑後地区薬剤師研修会『慢性便秘診療-
新たな時代を迎えて-』 

久留米ビジネスプラザ 2019年7月19日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

社内医学教育会『IBDの病態と治療』 武田薬品工業（株）九州北支
店 

2019年5月21日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

日本化薬（株）社内勉強会『IBD関連腫瘍について』 久留米シティプラザ 2019年5月16日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

くるめIBD友の会『IBDの診断と治療〜腸内細菌の話題
を含めて〜』 

くるめ病院 2019年3月30日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

筑後地区排泄ケアを考える会『便秘症の診断と治療：
最近の話題』 

萃香園ホテル 2019年3月14日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

七隈便秘症治療講演会『便秘症の診断と治療：最近の
話題』 

ソラリア西鉄ホテル福岡 2019年3月6日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

宮崎慢性便秘症治療講演会『便秘症の診断と治療：最
近の話題』 

ホテルJALシティ宮崎 2019年3月5日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

EAファーマ（株）社内研修会『久留米大学でのレクタ
ブル使用状況及びレクタブルの対象患者について』 

ハイネスホテル 2019年2月26日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

消化管最新医療フォーラムin柳川病院『便秘症の診断
と治療〜最新の話題について〜』 

柳川病院 2019年2月12日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

ゼリア新薬工業（株）社内研修会『クローン病の病態
と治療』 

久留米シティプラザ 2018年12月4日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

小郡三井医師会学術講演会『便秘症の診断と治療：最
近の話題』 

小郡三井医師会館 2018年11月14日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

久留米内科医会・臨床外科医会合同学術講演会『便秘
症の診断と治療：最近の話題』 

萃香園ホテル 2018年10月23日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

腸内細菌と腸関連疾患社内講演会『腸内細菌と腸関連
疾患』 

キリン（株）中野本社ビル 2018年10月2日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

ファイザー（株）社内勉強会『潰瘍性大腸炎の病態お
よび診断・治療』 

ファイザー（株）福岡事業所 2018年9月30日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

玉名郡市・荒尾市医師会講演会『便秘症の診断と治
療：最近の話題』 

司ロイヤルホテル 2018年9月20日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

旭化成メディカル（株）社内講演会『炎症性腸疾患の
治療と診断』 

旭化成メディカル（株）九州
営業所 

2018年8月2日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

慢性便秘症診療セミナー『慢性便秘症の診断と治療』 久留米大学病院 2018年7月25日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第2回炎症性腸疾患（IBD）市民公開講座＆相談会 久留米大学病院 2018年6月24日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第162回福岡県筑後地区薬剤師研修会『慢性便秘症の
診断と治療』 

ホテルマリターレ創世久留米 2018年6月15日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

南総IBD研究会『IBDの病態・治療における新たな展
開』 

亀田総合病院Ｋタワー 2018年5月30日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

ビオフェルミン製薬（株）社外講師勉強会『炎症性腸
疾患と腸内細菌』 

久留米ホテルエスプリ 2018年5月18日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第16回広島消化器免疫研究会『炎症性腸疾患の診断・
治療における新たな展開』 

広島大学霞キャンパス 公仁
会館 

2018年5月15日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

持田製薬株式会社社内研修会『慢性便秘症の診断と治
療』 

持田製薬株式会社 福岡支店 2018年3月19日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

リアルダ錠発売１周年記念研究会 
-これからのUC診断・治療の展望-『「潰瘍性大腸炎の
診断・治療における新たな展開」 
-便中カルプロテクチンも含めて-』 

ホテルニューガイアオームタ
ガーデン 

2018年1月15日 
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光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

久留米大学先端癌治療研究センター市民公開講座『男
女ともに増加する大腸の病気：炎症性腸疾患』 

久留米大学先端癌治療研究セ
ンター市民公開講座 

2018年1月13日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

沖縄ワークショップ『「ＩＢＤの病態と治療」』 沖縄県医師会館 2017年12月14日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

持田製薬株式会社社内研修会『潰瘍性大腸炎における
便中カルプロテクチンの臨床応用』 

持田製薬株式会社 福岡支店 2017年12月11日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

リアルダ発売1周年記念研究会『潰瘍性大腸炎におけ
る便中カルプロテクチンの臨床応用』 

萃香園ホテル 2017年12月5日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第9回徳島炎症性腸疾患講演会『「炎症性腸疾患の診
断と治療-最新の知見-」』 

ホテルグランドパレス徳島 2017年11月21日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

リアルダ錠発売１周年記念講演会in大分『「潰瘍性大
腸炎の診断・治療における新たな展開」 
-便中カルプロテクチンも含めて-』 

レンブラントホテル大分 2017年11月7日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

筑紫医師会学術講演会『慢性便秘の日常診療』 筑紫医師会館 2017年10月19日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

大腸疾患セミナー『「バイオマーカーを活用した炎症
性腸疾患の治療戦略」〜便中カルプロテクチンを中心
に〜』 

ホテルメルパルク熊本 2017年9月8日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第1回炎症性腸疾患（IBD）市民公開講座『IBDについ
て知ってほしいこと』 

久留米シテイプラザ 2017年6月25日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

三月会学術講演会『便秘症の診断と治療：最近の話
題』 

八女筑後医師会館 2017年6月19日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

大牟田医師会学術講演会『便秘症の診断と治療：最近
の話題』 

ホテルニユーガイアオームタ
ガーデン 

2017 年 6月 14日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

第27回朝倉臨床栄養談話会『炎症性腸疾患の診断と治
療-腸内細菌の話題を含めて-』 

朝倉医師会病院 2017年6月13日 

光山慶一（久留米大学医学部内科学
講座） 

豊前築上医師会学術講演会『便秘症の診断と治療：最
近の話題』 

ホテル築上館 2017年6月9日 

渡辺憲治（兵庫医科大学） 第 36回日本消化器内視鏡学会近畿支部セミナー日本
消化器内視鏡学会近畿支部、小腸内視鏡の基礎とリス
ク管理 

大阪国際交流センター 2019 年 8月 25日 

渡辺憲治（兵庫医科大学） 日本炎症性腸疾患学会教育セミナー、IBD に合併する
消化管癌 ②内視鏡診断  

メルパルク京都 2018 年 11 月 23日 

渡辺憲治（兵庫医科大学） 堺市医師会内科医会・外科医会合同学術講演会、日本
最多の特定疾患、潰瘍性大腸炎の最前線 

堺市医師会館 2018 年 9月 25日 

渡辺憲治(兵庫医科大学 腸管病態解
析学) 

第33回日本消化器内視鏡学会近畿支部セミナー、IBD
の診断と治療: Up Date 

大阪国際交流センター 2018年1月14日 

渡辺憲治(兵庫医科大学 腸管病態解
析学) 

日本消化器病学会近畿支部第54 回教育講演 京都テルサ 2017年6月25日 

 


